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ご注意

(1) 本書および本ソフトウ工戸の内容の全部、まだは一部を、当社

に無断で転載、あるいは複製することは禁じられています。

(2) 本書の内容、およひ、本、ノフトウ工戸は改良などのだめ、将来、

予告なく変重することがあります。

(3) 本書の内容、およひ、本、ノフトウ工戸については、万全を期して

作成しておりますが、万一不可解な点や、誤り、記載もれなど

お気信きの点がございましたら、もよりのお客様ご相談窓口ま

でご連絡ください。

(4) 本ソフトウ工戸を使用しだことによるお客様の損害、および逸

失利益、 E安定は第三者からのいかなる請求につきましても、当

社はその責任を負いかねますので＼あらかじめご了承ください。

(5) MS-DOS™は米国マイクロソフト社の登録商標です。



はじめに

本書では、シャープパーソナルコンビュータ［MZ-2861］の日本語ワードプロ

セッサ、ノフト「書院28」について解説しております。

本書および日本語ワードプロセッサマ二ユ戸jレ（入門編〉を十分にお読みいだだ

き、日本語ワードフ。口セッサ「書院28.Jのすぐれだ機能を自在に使いこなしてい

ただ、くよう切望します。

本書の中でMZ-2800と書かれているところは、すべてMZ-2861を意味してい

ます。
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説明書の構成について

日本語ワードフ。ロセッサ「書院28_Jの説明書は次の2冊で構成されています。

〈入門編〉

日本語ワ ドフ。口セッサ「書院28」の取り扱いの注意、基本的な操作を、文書の作成の手JI慎

に従って解説しています。説明どおりの操作を行うことで、入力、編集、印字、登録の基

本機能を文書作成の流れの中で、マスターすることができます。

〈解説編〉

日本語ワードフ。口セツサ「書院28」の機能と、操作方法をすべて解説しています。

入力、編集、臼字、登録のさまざまな機能に関して、ま芝、その他の機能について学ぶこ

とができます。操作がわからないとき＼詳しい内容を知りだいときにご利用くだ、さい。



本書の読みかた

本書では、日本語ワードフ。口セツサ「書院28」で使うことのできるすべての機能、操作法ガ

解説されています。

入門編で、基本的な流れと機能を理解してから、本書を参照してください。

機能を詳しく知りたいとき、体系的に機能を理解しだいときに該当箇所をお読みください。

く本書の構成〉

第4章～第4章

日本語ワードプロセッサとして使うだめの準備、機能モードや、書式など、入力や印字な

どに関係する設定事項について説明しています。

第5章～第竹章

文書作成するだめの入力、編集、臼字、登録などの機能、外字や辞書などの機能について

説明しています。

第12章～第15章

日本語文書作成以外相霊利な、欧文の作成や計算、自動入力などの機能について説明して

います。

第15章のデータ蛮換では、日本語ワードプロセッサ、書院Hシリーズとのデータ変換や互換

牲について説明しています。

本書は、入力、印字などの各作業ごとに章を設けてあります。章のとびらでは、章ごとの

概要説明を行い、次のページからは機能説明と操作を分けて記述してあります。章の順序

は、文書作成の一般的な流れに沿って、、 基本的な内容から発展的なものへと配刻されて

います。

本書をひととおり、読まれる場合は、利用頻度ガ高く基本的な内容の第T章からお読みに

なることをおすすめします。文書作成の各作業中に、わからないことがある場合には、自

決または＼「目的5SU索ヨl.Jで、該当ページを探し出すことがで、きます。

ま芝、わからない用語ガ出てきだ場合は「用語集」も参考にしてくだ、さい。

操作中にlill＼要なコードの一覧表やエラーメッセージ一覧表などガ巻末にありますので、ご

利用ください。
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本書の約束事

15.文書の一部に枠をあける
'I争あり」と隠、兵力湾ゐのJZll巳刻して、 JZ＜！＞のi5!設や主制のー留に‘雪飼わ国を入れる

疋めの枠（空臼〉をありる償問医です．

砕をあηる巳降、 II気密定を＞J周し疋1行字書援の震堕m時四月インデン、1j司（在住＂

11iの方志もありま"111、枠あげ降、もっと題単に簿作できる機髭で弓．

見出し （・コメント）
・発展的な内容について記述しています。

（操作）

・コメント
．繍窃箔定11 1n所の18合｛革、伶＂＂＂でさま包，＂•
・・るあIJ!ll分の叉軍＇＂自動 編集さnます11 店内＂＇＇＂、文 字を入れるこC隠でさまぜん．

・十分巳文書の修E 綱策を行つ疋後巳、伶を"1てくどさい。 終あげ後の叉鐙修正..，現

・キー操作と、画面は、主上のキー操作

のあと、その画面になるという意昧で

す。画面はわかりやすくするだめに上

画面のみ、ガイダンス部のみ、ウイン

ドウ部のみの場合もあります。

作ガ複確ですa

1枠あけの操作

操作 白文書そ入刀縄獲し＇＂昼、持＂＂＂ ＇’る自6
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②告霊Eキーを押し開．
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,. .. 箔定しと・0!!!!11枠あげされま可．

主持あげのとき＂ ＇、Jンデントマーワ聞

が表示されg’・

r品 ; ” 缶コii：・＂＇＂＂
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・SP~l1隠 .. .，定Cより1丹亨憶を賓艶し疋ことと同じで＂・ 砕を指定し疋＂＂＇肉こaiU安定
し定行mちるとき隠 そ副うで＂あけ刀樹略され.’・

キー操作

画面

（呂：メモ）

操作上での補促説明です。

（③：気をつけて）

操作上で、気をつけてほしい大切な事

柄です。

（・解説）

操作に関しての発展的な内容を記述し

ています。

・本説明書では、キーボード上の各種キーを枠囲みなどで表現しています。

［例］

・キー上に表示のあるキーの場合

軍事司、回と表記します。

• lg：＇.~］キーを押しながら押すキーの場合

白（機能〉キ－~押しながら図（領域〉キーを押します。

［機能］＋［領域］と表記します。

－フ戸ンクションキーの場合

日 （登録〉キーを押します • CfilVと表記します。

・日本語ワードプロセッサ「書院28」のいろいろな機能を実行する、まだは解除するときは

VIII 

'jJ(_のキーを押します。

・実行するとき（画面lこ「実行キーを押してくださし1」と表示されているとき〉

~＋回（~キーを押しながら白キーを押します。）
・解除するとき（画面｜こ「解除キーを押してくださしUと表示されているとき〉

匡冨



日本語ワーフロとして使うには

日本語ワードプロセ ッサ

日同：J日
回記 画面

《 苗 1R 》 叫 4（芹 7ミ＇）情書下 干目立
符完場揮を、手罰金も有制です ンステムファイル名手vx xx ひら圭角

I I＜呼出回｝闘 l l&il'.I I I i指融 l耐鍾el悼γl

第 章

MZ-2800を日本語ワードプロセッサとして使うには、付属のシステムディスク1、2
を使用します。

この章では、日本語ワードプロセッサの概要・特徴と日本語ワードプロセッサの起動・

終7のしかたについて説明します。

※ディスク｜こ記録されたソフトウエ戸を本体に読み込み、システムを働かせることを

起動する、または立ち上げるといいます。



日本語ワープロとして使うには

1 • 日本語ワードフロセッサの特長
I¥－ソナルコンピユーヲMZ-28001ct、（寸層のソフトを利用すること！こより、日本語ワード

プロセッサとして使用することができます。

1.日本語ワードプロセッサの一般的な機能

①画面上lこ、キ一入力することにより文書作成を行います。

②作成した文書をディスクに保存することができます。

③保存した文書を呼び出して、再度利用できます。

④画面上で修正（削除・訂正・追加・挿入）ができます。

⑤印字します。

（印字する定めには、プリンタガ必要です。）

日本語ワードプロセッサは、キーボードから文字を入力することにより、画面上で文書を

作成します。画面土の文書は自由に修正・編集できますので、十分に編集しだ後に、用紙

に印字します。

さらに、作成し疋文書はフロッピーディスワlこ保葎で、き、一部を変更し疋りして何度も活

用できます。

2.日本語ワードプロセッサ「書院28」の主な特長

日本語ワードプロセッサ「書院28」では、さらに次のようなことができます。

2 

＊罫線（線を引いだり、表や枠組を作ることができます。〉

＊外字（新しく文字を作ることができます。〉

＊辞書（よく使う言葉や漢字を辞書に登録して使うことができます。〉

＊手続き（キ一操作を自動的に行わせることができます。〉

＊演算（画面上で計算ができます。〉

＊分類・抽出（データを並べ替え疋り、指定し芝ものを選び出し疋りできます。〉

＊データ変換（書院シリーズの文書などとアタ受換ができます。〉

＊欧文文書の作成〈英語、ドイツ語、フランス語、スペイン語の4刀国語の文字ガ使

えます。〉



白本語ワープロとして使うには

3.日本語ワードプロセッサ「書院28」に必要なディスク

1 .日本語ワードプロセッサ「書院28」システムディス".71、2
日本語ワードプロセッサ「書院28」を動かす定めのプログラムガ保存されているディスク

です。
通常、システムディスク1,2は書き込み司能な状態で使用します。

2.文書テ‘ィスク

作成しだ文書を保存しておく定めのディスつです（市販のディスクを使用します〉。新しい

フロッピーディスクを使用するときは、あらかじめフォーマットをしだ後lこ「初期化」を

行ってから使用します。（初期化しだものを文書ディスクと呼びます。〉文書ディスワの作り

かだについては、第2章の「2.文書テ、イスクを作成する」を参照してください。

フ
ク

ス
ス

イ

イ

デ

デ

ム

ム

－
ア
一
ア

ス
ス

、ン

、ン．
 

・文書ディスク（市販昂）

システムディスク2

メモ＂J※システムディスクは重要なものです。万－

"=='-' の事故に備えてあらかじめコピ し、 T組

は保存しておきましよう。

（第2章 「文字を入力する前に」参照）

※フロッピーディスクの取り扱いに関しては、

オーナーズマ二ユ戸ルの「特に注意してい

だだ、き疋いこと」を参照してください。

3 



日本語ワープロとして使うlこは

2. 「書院28」を起動・終了するための操作手順

1.起動する

「書院28_Jを立ち上げ、 MZ-2800を“日本語ワードフ。口セッサ”として利用します。

2.入力画面lこする

文書の作成を行う基本となる画面です。

3.終了する

「書院28」のソフトを終わらせます。

文書作成の作業を終わるときは、 l出lず選択画面にしてから、ディスクを取り出すようにし
てくだ、さい。

1.起動する

①電源スイッチを「入」lこします。

画面に“システムディスクを挿入してくだ、

さい”と表示されます。

②ドライブ？にシステムディスク？を、 ドラ

イブ2にシステムディスク 2を挿入します。

ラベル面を上にして、図の矢印の方向に“力

チツ”と音がするまで挿入します。

保）・ディスクは電源を入れだ状態でセットして

4 

） ください。

・正しくセットされていないと機器の故障あ

るいはディスクの破損につながる場合があ

ります。

・遣うディスクを挿入するとエラーが表示さ

れます。そのときは、システムディスクを

入れ直して本体前面の IPLボタンを押し

てください。

電源スイッチ



③メッセージガ表示されだ後、画面の表示ガ

変わり、用紘サイズを選13＼だめの画面（選択

画面〉ガ表示されます。

④選択する用紙へ回 目 キーで力一ソんを

移動し、~キーを押しながら白キ
ーを押します。

入力画面！こなります。

保 ）・ドライブ作動中は、絶対にディスクを取り

、J 出さないでください。ディスク、ドライブ

の破損の原因になります。

・起動する際に、システムディスク 2はシス

テムディスク？をセットしたすぐ後にセッ

トしてください。

システムディスク2ガセットされていない

と起動されません。

日本語ワープロとして使う！こは

骨四円日
Gl 守~~~＿＼ 圃

《 選択 》 A4 4(芹
特四階躍を入手続きも有効です yステムファ イル名~ v x _ xx ひら全角

｜ ｜呼出 以略 l ｜書式 l I I ｜甑融川書留 l岱71

巴回 ~＋白

I.一・－－I ' ••• HJ& •• ,_, ' • ・－・2辿．．.. IL  •• '.lll. ••• ' L •• 40 

4入 力》叫 4(芹 7ミIJ 備蓄下 和文 I頁械34行路版以沼津

ひら全角
①＠＠＠＠＠ ＠ ＠＠ ⑩ 

l畳録｜呼出 V<fl阻晴素 晴式 l l切替｜澗AI；；銀 l櫛 hi消圭 l

ムミi※ドライブ作動中は、ドライブのビジーラン

"=='-' ブガ緑色に点灯します。システムディスク

2は、特に指示のない限り、電源を切るま

でドライブ21こセットしておきます。

※すでに他のシステムソスト CBASICな
ど〉ガ起動されている状態から「書院28」を

起動するときは、システムディスク？、 2
をそれぞれドライブ7、21こセットして、

!P Lボタン（コンビュータ本体前面〕を

押しても起動できます。

※選択画面において~キーを押しなが
ら臼キーを押すと、画面の色調を変化

させることができます。

5 



日本語ワープロとして使うには

2.入力画面にする

入力画面は、いわば文章任成の芝めの原稿用瓶のようなものです。入力画面に、ペンの代

わりにキーボードのキーを使って文字や記号の入力・修正を行い文書を作成します。

各行には、選択しだ用紙サイズに応じ疋文字数内で文字を入力で、きます。

~ .....・・I. A. •. •. o .10£. •. •.・ I 4・ー.20L・－・.I A.・ー・ ．．犯I.... •. 1.& •.••. 40 

ヘタフ設定位置
カーソル

①イ：

＠ 

⑦ 

＠ ⑤ 

1nr 
積書 下一 和文 l頁残 34行

＠ ③ 

《入力》 A4 4咋 残高沼氏以芹
ひら全角

⑤⑦③③⑪  

｜切替 Ifil>-I罫線 ｜卒事重力｜消去｜

7ミリ

ι

式
⑤
一配一書

④一瞬
③
一対

②
亘

①
霊

「
L

⑧
 

⑤和文／欧文表示
和文モードか欧文モードかを表示します。

⑥ページ表示
現在、カーソルガ何ペ ジ（頁〉目にあるかを表示

します。また、 T頁の残りの行数、その文書で入

力できる残りの文字数も表示します。

⑦入力モード表示
現在のキ一入力モードを表示します。キ一入力の

モ ド表示には、ひら、力夕、英数、全角、半角

などガあります。

⑧選択可能モード（キーガイダンス）
選択できる機能を表示します。キーボードのフコフ

ンクションキーと対応しています。

⑨入力領域
入力し疋文字や記号ガ表示されるところです。

①スケール
行中のカ ソル位置、タブ設定位置を表示します。

力一ソJレ
入力やいろいろな操作はこの位置を基準にしぎす。

タフ設定位置

タブの設定されている位置を表します。

（初期値は全角5文字ごとに設定されています。）

②書式表示
設定されている書式の内容を表示します。

③モード表示
現在のモード（状態〉を表示します。モード表示に

は、挿入、登録、呼出、印字、罫線~どがありま

す。

④ガイダンス
操作の指示などが表示されます。

エラ一時は、工ラ メッセージガ表示されます。

入力画面では、ガイダンスに 〈入力〉ま疋は 〈挿入〉と表示されています。

（カーソル位置により決まります。〉

カーソルのある位置に文字ガ入力されます。

文字を入力すると、網が掛かっ芝状態で九表示されます。これは表示し定文字が決定（確定〉

されていない状態を示し、「未確定」ともいいます。

確定（入力）されだ文字は、網がとれ疋状態で表示されます。

入力画面には、文字や記号の他に、改行マークや、インデントマークなど機能のマークも

表示されますが、機能のマークは印字されません。

6 



カーソル移動の操作lこついて

・通常の移動

回目白囚キーはカーソル移動キー

で、それぞれ矢田の万向にカーソルを楊動

します。押し続けるとカーソルは連続して

移動します。

・画面の繰り上げ、繰り下げ

［機能］キーを押しながら［含］キーを押すと、

画面の表示ガ上万向1こ繰り上がります。

［機能］キーを押しなガら［.J］キーを押すと、

画面の表示ガ下方向！こ繰り下がります。

・行頭・行末へのカーソル移動

［機能］キーを押しながら［行頭］キーを押す

と、カーソルガ行頭に昭動します。

日本語ワープロとして使うには

回日田囚

回 日
［機能］十［含］

．園田 ．，． 

I I & O I I 10‘－ ・・E ・....200 . • ll. ' •... '.D・－・・ I A I I I 40 

詳しいことは上記ゆ高蝿戸んにご閣描ください白 ー
ハイキングしよう全J

Jル
・・ L.... !Ol..且．，ι......20L.l .. , L ....泊L ・・ .........岨

ハイキングの園 駄目らせJ

そろそろ、良い章節になってきました。ポカポカ陽気河口なかみんなでわいわい歩きませ

んか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞってご審加ください。 （行き先は

固 囚
［機能］＋［易］

•. •. L .•• . IOI. . ••.• . o.i •.. :>0.1 . • 11. •. ,.L .•.• . 3'.l.I .• .•.• , i,, •. 40 
ハイキングの園E知 らせJ

)・ 

そろそろ、良い章節になってきました。ポカポカ陽気ρなか みんなでわいわい歩曇ませ

んか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞってご春加ください。 （行き先は

'" I I I I J畠...1o;. • • • • ' •••• 2(池 .ll.’‘・・・坦6.. " & .. • <O 

詳しいことは上記の高信さんにご直路〈ださい。 ー
ハイキングしよう全J

回 目
［機能］十［行頭］

I ....・＇•.••••••• !Oi . •. •. •. ' .•. ＇・..2(過............3'.1.1 ....・ 4L . •. •. 40 
ハ イ キングのお知らせJ

圃ろそろ、良い華航こなってきました。ポカポカ陽気のなh みんなでわいわも咳きませ

んか？ 下記ゆ日程でハイキングを行いますので、 こぞってご巷加ください。 （行き先は

7 



日本語ワープロとして使う！こは

［機能］キーを押しながら〔行末］キーを押す

と、カーソルガ行末に移動します。

・文書の頭・末へのカーソル移動

8 

〔機能］キーを押しながら［文頭〕キーを押す

と、カーソルガ文頭に移動します。

［機能］キーを押しながら［文末］キーを押す

と、カーソルガ文末に移動します。

回 目
〔機能］＋［行末〕

,,L .. llll，・・ s•", a辿，，，， L,,3J.1 ，・・..... !hi 
ノ、イキングピわお矢口らtt-J・

ろそろ、良＇＇ ＂＂仰になって畠ました.,f.カポカ限定のなか、みんなでわいわらせMt置
か？ 下記の日程でハイキングを行いますので、ζぞフでご事加ください。 （行き先は、

回 目
［機能］＋［文頭］

L .... .•. L .. IOL ... ' .....却し・..o.L . •.•. n.，・・』 A..• 4日
I ハイキングのお知らせJ
J・ 

そろそろ、良い軍部Hこなフてきました。ポカポカ陽気のなカ＼みんなでわいわい歩きませ

んか？ 下記の日程でハイキング壱行いますので、こぞってと事加ください。 （行き先は

おに吉り山です。） J・
J 

i 
i 
i 
i 
J 

日時 4月26日（日） 午前日暗J
県宮崎所むこうの駅前J
備考お弁当は畠自ご用意ください。 J
－連絡先高嶋彰子 0467-123 4567J・ 

詳しいこ止は上F白恵也さんにご置銘〈だきも＇・ J 

4挿 入》 叫 4（芹 7ミリ 慣書 下 和文 1頁磁 3411 路約ぽ紅R=
ひら全角

＠＠⑧⑨⑪  ①②＠＠＠  
｜量録 i岬也取ト附 l積索 i書式 ｜ It:!暦 Ill:似 l罫銀 11諸hi泊圭 ｜

国 国
〔機能］＋［文末］

I ... , • ... 1日..........Z辿...' .... 3J.I ....，ι... 40 
詳しいよニとは上記の高崎さんにご理銘くださいぬ J

ハイキングしよう会J

《 挿 人≫ A4 4(芹 7ミリ情書下 和文 l頁残 21行路約ぽ玖芹

①②③④⑤  

l霊諒｜呼出 目スト附 l格安 l書式｜

ひら全角
⑥⑦③⑨⑪  

1切替 ll匝臥！？罫盟 l孝司hI i詞圭｜



3.終了する

①入力画面で、⑧~キーを押します。
画面下のガイ夕、ンスガ 〈画面消去〉に変わ

ります。

バ言、．入力されてい疋文書は消去されます0
¥ )11てJ、J 保存しておく文書は、終了する前に登録し

ておきましよう。

②匡2.EJ＋目 キーを押します。選択画面

に戻ります。

③ドライブ、、のイジエクトボタンを押して、デ

ィスつを2枚とも取り出します。

④電源スイッチを「切」にします。

保）・電源スイッチを切るときは、例選択画面

、J になっていることを確認してく芝さい。

それ以外の画面で電源を切ると、大切な文

書ガ失われてしまうことがあります。

まだ、ディスクを取り出してから電源を切

ってください。

日本語ワープロとして使うには

⑧妻。

《直面消去》 叫 4C芹 7ミ＇）衛書下一和文 l頁残 l鮒践約ぽ淵芹
ひら全角

①②③＠⑤⑤⑦＠＠⑪  
｜割引岬出似噛 l暗宏｜書式 l ｜切替｜証取 l罫線 If沼hi泊圭 ［

匡28＋回
［実行］

切同円日
囚慣れ 画面

f選 択 》 叫 4昨 7ミリ 横書下一和文
特開陥商E、手続きも有効です ひら全角

I I 時出似ト附 l I！書式 l I I l量調引 酎置引 怨II

※選択画面でQIDキーを押すと、 MS-DOSの状態になります。

9 



日本語ワープロとして使うには

再起動のしかだ

選択画面でGillキーを押してMS-DO
Sの状態にしたときは、 “A＞”が表示され

ている状態でSHOI N28日と入力する

と、「書院28」が起動されます。

保｝・システムディスク ？をドライブ川、シス
、， テムディスク2をドライブ21こセットして

いないと起動することはできません。

4.基本的な操作の流れ

起動します。

． 
選択画面で用紙の選択を行います。

． 

•MS-DOSのシステムディスクを使って
起動しだMS-DOSの状態では、 SHO 

I N28日 と入力しても起動することは

できません。

入力画面では、文書入力・修正を行います。編集や文書処理のさまざまな機能を

用いることができます。

． 
作成しだ文書を臼字します。

． 
作成し疋文書の登録（ディスクへの記録〉を行います。

． 
システムディスクを取り出し、終了します。

10 



文字を入力する前に

はじめ ¢ ¢ 時 。 おわり

音十

ファイルの間 瑚｛

初開化するフロッピ をドライプ 1にセットして下さい

文書フ7イル名 砂E (l倣 字以内）

《文書問削化 ’ 第
。り圭角

~－二一一上一一上一」

第2章は、日本語ワードプロセッサ「書院28」をこ。使用になる前lこ、必ず行っていただき

たいことについて説明します。

・フロッピーディスクをご用意いただき、システムディスクのコピー（ 2枚）と、文書

ディス7を作ってから、以降の章をお読ゐください。

・プリンタ機種の設定｜志、印字をしないうちは直嬢関係ありませんが、すでにプリン

タガ援続されている場合は設定しておくことをおすすめします。



文字を入力する前に

1 .システムディスクをコピーする
ぱ層のシステムディスク 1' 2には日本語ワ ドプロセッサとしての機能を発揮するだめ

のプログラムガ保存されており、誤ってこのフ。ログラムを消し芝り、書き替えてしまうと

正常に機能しなくなります。

この定め、あらかじめ2枚のシステムディスクを市販のフロッピーディスクにコピーして

おき、日常の操作ではコピーしだ方を使用するようにしましよう。

そして、念の定めもう？組システムディスクをコピーして、オリジナルのシステムディス

ク？組とともに、保存用として保管することをおすすめします。

もしものときのだめに、必ず＼システムテ、ィスクはコピーし疋ものを使うようにしてくだ

さい。

・システムディスクをコピーするだめのディスクは、ill:¥＼ず面面高密度C2 HD）タイプを使

い、 MS-DOSでフォーマット（初期化〉し疋ものを使用してください。

・操作をまちがえるとシステムディスクの内容を破壊することもありますので、システム

ディスワの書き込み禁正スイッチを「書き込み禁.Lt_J状態にしてから操作してください0

・MS-DOSでは囚キ→CR、ドライブ？、 2吟ドライブA、Bなどキーやドライブ

のow朝lガ違います。詳細は「MS-DOSマ二ユ戸ル」を参照してくだ、さい。

システムデ、イスクコピーの手順

．ディスクのフォーマット

まず、 2HDタイプのディスク （2枚〉をフ

ォーマットします。

①選択画面で(jffiキーを押します。

右のように表示され、MSDOSの状態に

なります。（“A>"はMS-DOSのコマン

ド入力待ちの状態を表しています。〉

メモ＇J ※選択画面~cは入力画面で［機能］＋［特別

= 機能］キーを押し、「一時終了」を選択する

と一時的にMSDOSの状態になり、フォ

ーマットやコピーが行えます。この場合は、

最後の＜Y/N)9でNを選択し、 E×｜丁

目と入力すると特別機能の画面に戻りま

す。

12 

《選 択 》 A4 4（芹 7ミ＇） 横書下一和文
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②FORMAT B：日と入力します。

石のようなメッセ ジガ表示されます。

文字を入力する前に

固固困固囚回区壬ヨ

固巴回

草荷主th&i（品＇；~~｛~！し宅手投~·

③フォーマットするディスクの書き込み禁正 ｜ 日
スイッチを「書き込み可能」の状態にしてド

ライブ2にセットして、日キーを押しま

す。

④石のように表示され、石側の数字ガ力ウン

卜されてフォーマットガ行われます。

⑤フォーマットガ終了すると、石のように表

示されます。

ボリュームラベルとはディスク T枚ずつに

つける名前のことで、ディスクの識別に用

います。（詳しくはMS-00 Sマ二ユ戸ル

を参照してください。〉ディスクのコピーを

行う場合は、入力の必要はありません。

＠囚 キーを押すとフォーマットさだディス

クの容量表示の後に続けて択のように表示

されます。

⑦回 目キーを押すと、再び右のメッセー

ジガ表示されます。

⑤ドライブ2からフォーマット清のディスク

を取り出し、新しいディスクをセットしま

す。

⑨白 キーを押してフォーマットを実行しま

す。

⑪フォマットガ終了し疋ら回キーを押し

て、固目キーを押します。

“A＞”が表示されます。

（フr マッ ト中です仰羽）

議議長左京議機長；i錦町できます

（注〉日本語ワードプロセッサのシステムディスクを

お使いの場合は、ボリュームラベルに漢字を入

力することはできません。漢字を入刀する場合

は、MS-DOSのシステムディスクでMS-DOS

を起動し、フォーマットを行ってください。

CMS-DOSマ二ユ戸ル参照）

回

（蜘デ4ス加r マ叶 L-'f'tfl-q船守

図 囚

結託tiMc'V；~~r~1し特性♂

13 



文字を入力する前に

・システムディスクのコピー

次にシステムディス7をコピーします。

①“A＞”が表示されているのを確認して、

0 I SKCOPY A: B: /V回と
入力します。右のようなメッセージガ表示

されます。

②ドライブ？に書き込み禁正状態にし疋「書

院28」のシステムテ、ィスク ？を、ドライブ2
に書き込み可能状態にしだフォ マット済

みのディスクをセットします。

＠任意のキーを押すと、石のように表示され、

コピーが始まります。

④コピーが終了すると、石のように表示され

ます。

⑤図キを押すと、再び石のメッセージガ

表示されます。

⑤ドライブ1；からシステムディスワ？を取り

出し、システムディスク 2をセットします。

ドライブ2からコピー痛みのテ、ィスクを取

り出して、フォーマット済みの新しいディ

スクをセットします。

⑦任意のキーを押して、コピーを実行します。

固田園図固固回図

区歪三E囚白区歪三E

固巴図図回

議終；J~HHri!iし貫主~~gm~

日
コピー中

ヨぜー中 コピーは完7し草した

別白ディスクをコピーしますかくYIN>?Y 

回
百lのディスクをコピーしますか吋川円 Y

iり昭事；~~_ing~： i~駁r:f ！~~：~
準曲がT主たら左れか.t－喜開l,'[ （だきい

＠コピーが終了し疋ら、システムディスクT ｜ 図
をドライブ刊こセットして園 キーを押しま

す。（システムディスク？をセットしないと

「：￥COMMAND.COMの入ったアイス

クを……」と表示されます。システムディ

スク？をセットして、任意のキーを押して

く芝、さいJ“A＞”が表示されます。

メモ＇J※コピ し疋ディスつには「書院ぉシステム

＝ー ディスク 1」のように内容ガわかるように

ラベルに記入して陥っておきます。

14 



文字を入力する前に

2.文書ディスクを作成する一一初期化
文書を保存するだめには文書ディスクガ必要で＝す。市販のディスクはそのまま「書院28」の

文書ディスワとしては使えません。

・システムディスクのコピーのときのように、新しいディスクは、まずMS-DOSでフォ

ーマットする!l)!,1要があります。

・さらに、文書ディスクにするには、フォーマットし疋テ、ィスつを「書院28」lこよって初期化

する！］）！，＼要があります。

・文書ディスク用には。両面高密度C2 HO）タイプだけでなく、両面倍密度倍トラック（ 2 
00）ヲイプガ使用できます。

目新しいのフロッピーディスクの代わりに、すでにデータガ登録され疋フロッピーディス

クを初期化して、新しい文書ディスクにすることもきます。この場合、保存されている

内容はすべて消去されてしまいますので、注意してください0

・操作をまちがえるとシステムディスクの内容を破壊することもありますので、システム

テ、ィスクの書き込み禁止スイッチは「書き込み禁i上」状態にしてくだ、さい。

文書デ、ィスク作成の手順

．ディスクのフォーマット

まず、用意し疋ディスクをMS-DOSでフォ

ーマットします

①選択画面で~キーを押します。

MS-DOSの状態になります。

メモ※選択画面三安定は入力画面で［機能］＋［特別

主『 機能］キーを押し、「一時終了」 を選択する

と一時的にMS-DOSの状態になり、フォ

ーマットやコピーが行えぎす。この場合は、

最後のくy/N）＇？で Nを選択し、E×｜丁

目 と入力すると特別機能の画面に戻りま

す。

②2H Dタイプの場合は、

FORMAT B：回

20 0タイプの場合は、

FORMAT B: /9日
と入力します。

CIDつ

内〉

回固因圃囚回区歪ヨ
園日目
回固固固囚回医ヨ

固巴区亙ヨ図回目

15 



文字を入力する前に

石のようなメッセージガ表示されます。 新しいディスクをドライプBに差し込み，
準薗できれば＜CR＞キーを押してぞだ吉い

( 2 0 0タイプの場合は、一部表示ガ異なり

ます。〉

③フォーマットするディスクの書き込み禁ヰ ｜ 凹
スイッチを「書き込み可能」の状態にして、

ドライブ2にセットして、日キーを押し

ます。

④石のように表示され、石の数字ガカウント

されてフオマットガ行われます。

⑤フォーマットガ終了すると右のようlこ表示

されます。

ボリュームラベルとはディスク？枚ずつに

つける名前のことで、ディスつの識別lこ用

います。（詳しくはMS-DOSマ二ユ戸ル

を参照してください。）

⑤白 キーを押すとフォーマットされだデイ

スクの容量表示のあとに、続けて石のよう

に表示されます。

他のディスクを続けてフォーマットすると

きは回 目 と入力し、FORMATコマ

ンドを終了する場合は園 田 を入力しま

す。

回 目 を入刀し、再び「書院28」のシステム

を起動してくだ、さい。

．ディスクの文書初期化

'JRに「書院28」で、初期化します。

⑦「書院28」を起動してから、［機能］＋［特別機

能］キーを押します。

16 

（フ「マット中です（ηπ）

量殺i誌：！ii務長j郊で入力できます

（注〉日本語ワードプロセッサのシステムディスクを

お使いの場合は、ボリュームラベル！こ漢字を入

力することはできません。漢字を入力する場合

は、MS-DOSのシステムディスクでMS-DOS

を起動し、フォーマットを行ってく定さい。

回 CMS-OOsv=.::i..:P）レ参照〉

（別のディスクをフ「マットしますか叩？

回 目

固 因
［機能］＋［特別機能］



②カーソルガ「ファイル処理」にあることを確

認して、~＋回キーを押します。

③囚キーで力一ソルを「文書ファイル初期

化」に移動して、匡豆日十日 キーを押し

ます。「文書初期化」の画面ガ表示されま

す。

④ドライブ刊こフォーマット済みのディスク

を書き込み可能な状態にしてセットします。

⑤文書フ戸イル名を全角10文字以内で入力し

ます。

ムモ※フコフィル名は、必要のないときは入れなく

ー」 てもかまいません。その場合、文書フフフイ

ル名なしの扱いになります。

＠~＋囚キーを押します。初期化ガ
開始されます。

画面の白抜き矢田（＝＋〉ガJll買番に（司〉に変わ

り、初期化の進行状況を知らせます。

用※初期化し疋くないときは~十日キ
ー を押す前に［亘冨キーを押します。

⑦初期化ガ終了し疋ら直司キーを3回押

し、選択画面に戻します。

③ ・ドライブ作動中は、ディスクの出し入れは

絶対lこ行わないでください。

文字を入力する前に

~＋囚

ファイJレ包理

ユーザー辞書

外字
パックアップ呼出

畠種モード選択

学 習

手続き
ラベル自主；：

分野町民事

一冊終了

データ夏畿
《ファイル処理》

カ ソルを！Uhして、実行キーを押して下さい ひら全角

回~＋目

はじめ Q 功 。

《文書初期化》

ひら全角

I I I I Tー「

~＋目

．まちがって、 ドライブflこシステムディス

つをセットすると、初期化されてしまいま

す。システムディスクは必ず書き込み禁正

状態にしておいてください。

17 



文字を入力する前に

3.プリンタ機種を設定する
文書を臼字する疋めに使用するプリンタの機種を、あらかじめ設定しておく必要がありま

す。プリンヲの設定をしなかっだり、設定を誤ると、フ。リンヲガ作動しなかったり、正し

く日字されません。

・度プリンタの設定をすると、システムディスクに記憶されますので、使う芝びに登録

する!ill＼要はありません。だだ、し、使用するプリンタを変重するときは、設定し直してく

ださい。

プリンタ設定の操作手順

⑦プリンタ設定はシステムディスク？に記憶

されますので、システムディスク ？の書き

込み禁l上スイッチを書き込み可能な状態に

して、ドライブ、？にセットしてください。

②選択画面で＠ーし問。 ｜ ＠ 

MS-DOSの状態になります。

③MK CNF目と入力します。

④回キでカーソルを「DEVICE=
PRINTER. SYS・ ・・・・」に移動

し、 白 キを押します。

⑤PRINTER. SYS MZ 1 P19. 

PRN GA I J I. FNT /64C/S）の
ように入力し、目キを押しきす。

“M Z 1 P19. PR N”の部分は、使用する

プリンタに合わせて変重します。

18 

園図固図回目

；~ ~；；；；与i民主主Z諸君主子選択してく ださい

回 目

回園田園田E固日
固図園区E三包囲園田回
囚回日回固園区歪ヨ固
囚田回回日固園田
区~図回回目（区E三E
図園）



保）・プリンタに、第2水準の漢字CGガ装着さ

」 J れている場合は、最後に／Sを指定します。

・なお、使用できるプリンタと設定の表記は

決のとおりです。（プリンタのスイッチ設定

などについてはオーナーズマ二ユ戸ルの第

8章の「8.3周辺機器の接続」参照〉

MZ-1P03 → MZ1P03. PRN 
MZ-1 P06 → MZ1P06. PRN 

MZ-1P10A → MZ1P10. PRN 
MZ-1P竹A → MZ1P竹.PRN

MZ-1 P17 → MZ1P17. PRN 

MZ-1P18A → MZ1P18. PRN 

MZ-1P19A → MZ1P19. PRN 
PC-PR101 → PCPR101. PRN 

PC-PR201 → PCPR201. PRN 

PC-PR406 → PCPR406. PRN 

＠囚 キーで力一ソjレを「登録終了」に移動

し、回 キーを押し開。

⑦もう一度目 キーを押すと、指定したブlj

ンヲガシステムディスク刊こ登録されます。

登録ガ終了すると“A＞＂ ガ表示されます。

@IPLボタンを押して、「書院28」を再起動

します。

バz、eMZ-1P06C18ドットプリンタ）を使用しE
~ 場合、他のプリンタ（24ドットプリンタ〉｜こ

くらべて印字の田位ガよくありません。

高田（立な印字を行うため、 24ドットプリン

タを使用することをおすすめします。

文字を入力する前に

巴日

回
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文書の形を決めます

書式設定

在今、自 ーよ三ミリ（トi初、リ｝

拘／欧童11( 包X （何文欧文）

Ii字誼 ＿：！＿旦芋 (4～42宇｝

己実行ピッチ _Jミリ ｛砂、16 、•））

.:l!c 
阜第

文字陪精 一丘＂＇H 0-、由γット 開誼のみ｝

自芹方向 車 （1貧富 H書 〉

下韓 ・鋸掛 よー（ 1__2_345ー〉 I 
II H 下出こ峠潮崎社乙JI

《 書式設定 > 
カーソルで草択して下さも、． l!f・彊 中it

主也 申p申ひらを角
①申③ 骨骨

I I I I ！抵畳

T行の文字数、改行ピッチ、文字間隔怠ど、文書を作成する上での形式を設定するこ

とを「書式設定」と呼びます。

T枚の用紙に印字できる文字数は、用紙サイズlこよって制限があります。ま定、同じ

大きさの用紙でも、書式を設定することによって、 1行あだりの文字叙や用紙1枚あ

だりの行委員を変えることができます。その他に、印字の方向（縦・償）を変えたり、袋

とじなどの設定をすることが書式設定巳よって行えます。

用紙サイズごとに「標準書式Jが設定されていますが、作成する文書｜こよって自由に変

更できます。

この章で・1a、「標準書式」の説明、書式設定の各項目の意昧、設定方法について解説して

います。



文書の形を決めます一一 書式設定

1 .標準的な文書の様式
7行文字数、改行ピッチなどの文書の様式（書式〉の標準的な値を、あらかじめ用紙サイズ

ごとに決めています。これを「標準書式」と呼ひ、ます。

・入力画面で書式を設定しても、電源を切ると標準書式に戻ります。

・選択画面で書式を設定すると、システムディスク 2に自動的に記憶されます。以降は、

今まで、の標準書式に代わって新だな設定ガ標準書式になります。

目標準書式（初期値〉は、次のとおりです。

85縦 A4縦 84縦 A3縦 フリー 連続

左余白（mm) 7 12 17 20 。 。
和／欧選択 和文 和文 和文 和文 和文 和文

一行字数（字／行〉 35 40 50 59 40 40 

改行ピッチ（mm) 7 7 7 7 7 7 

文字間隔（ドット〉 4 4 4 4 4 4 

日字万向 横書 横書 横書 横書 横書 横書

下線・網掛け

4倍角文字 通常 通常 通常 通常 通常 通常

目標準書式のとき、？ページに印字できる行数は、下記のとおりです。フljーのときは行

数は設定されません。

85縦 IA4縦 I84縦 IA3縦 ｜ 連続

29 35 45 52 32 

※用紙の種類の“縦”とは用紙を縦長万同にセットすること、“横”とは横長方向にセット

することをいいます。
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文書の形を決めます一一書式設定

2.書式を設定するには
標準書式ま疋は、現在の書式を愛更するには、書式設定を用います。まだ、文書の一部だ、

けを他の部分と遣う書式にすることもできます。

書式設定をするには、

1 .選択画面からの書式設定

2.入力画面からの書式設定

の2つの方法があります。

1.選択画面からの書式設定

①選択画面で、~キーを押します。

②書式設定のウインドウガ表示されます。

保）・選択画面で書式設定する場合は、その文書

、J 全俸の設定をしだことになります。ま芝、

設定しだ書式ガ自動的にシステムディスク

2に記憶され、今までの標準書式に代わっ

てその書式ガ新たな標準書式になります。

③設定する項目へ田巴キーでカーソルを

移動します。

④各項目で設定内容を回 目 キーで選択す

るか、テンキーで数値を入刀します。

戸ンダーラインまだは網掛けを設定すると

きは、白日キーで「下線」（戸ンダーライ

ン〉まだは「網f卦」を選択し、希望するパター

ンの数値をテンキーで入力します。

重重〉

左余白 _!2ミ •J （ト1訟 •J )

和／母：選択 狙主（和文欧文〉

一行字放 _.1_旦字 ( 4～42字〉

改行ピッテ ーヱミ ＇） （庁、16ミ＇））

文字陪商 _.1_ドット（か4抱ドット 偶数のみ）

自芹方向 撞 （情書縦書 ｝

下線 ・銅街 lー（ 1_2_3 4..5_ ) 
ll ＊ホ下段に設定項目が続きます

4書母校 ≫ 
カーソルで選択して下さい． 終了 亘園中止ー盟国 ひら全角

①②③ ④ ⑤⑥⑦＠窃＠
I I I I l純書 ！ ｜情書｜ I I I I 

白 （設定画面は2面あります〉

回目

回目

用紙サイズ 主主（ B5A4B4 A3フリ一 連続）

用紙の向き 経 Clil入れ備入れ）

左余白 _!2ミ •J ( 0～illミワ〉

和／欧選択 担xc和文欧文 〉

一行字数 _.1_旦字 ( 4～42字）

改行ピッチ 7ミリ ｛ ト16ミリ〉

文字師覇 _.1_ ドッ ト （~ドット 包放のみ〉

自芹方向 蛍 〈備書縦書〉

下線・固 ~（ 1~2 3 4→・・6''" 8世田 ）

l ! ＊＊下段に設定項目カ続き重す

《 書芯量定 ) 

数値を入力して下さい。 終了 量圃 中止 墨田 ひら全角
① ② ③ R<!!> @Cl!@  吾一 ⑩

I I I I 1錨書 l I 横書 ｜ I I I I 
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文書の形を決めます一一書式設定

⑤画面表示されている書式でよければ

[n:EJ＋巴 キを押します。これで書

式ガ設定されます。

⑥ガイダンスには、新しく設定されだ書式が

表示され、書式に基づい疋入力画面になり

ます。

呂 ※「E日字万向」は直接キ一万イダンスから設定

できます。この場合は、⑩量Dま疋は

~キーを押します。

[nEJ十日

《 九 勺》 凪 4（）＇.宇 7 二 リ IM書 T~ I口＂$｛＿ 絡事官邸ITT宇
ひら全角

①②⑦ ④＠ ⑤⑦⑧ ＠⑮  
[filjJ笠田亙璽工信歪工歪亘 悶 訂 TufT豆ITTl克抗日吉l

（「用紙サイス、」ニフリ一、「下線」＝ 5に設定しだ

場合〉

※書式設定をやめだいときは、匡冨 キー

を押します。

2.入力画面からの書式設定

⑦入力画面で、富む キーを押します。

書式設定のウインドつが表示されます。

②力 ソルの位置以降について書式設定がで

きます。

設定万法は、23ペジの③以降の操作と同

じです。

缶四

J・ . .. 1聞紙ザイズ

園占そろ、良b草刈用紙摘 さ
んか？ 下己己白 日干到
あにさの山て九）｜在来臼 12ミ＇） （日～Illミリ 〉

I !llZ豆画 盟 （置自 欧主）
臼時 叶 j'j宇政 --1..Q字 (4～42字）

民合唱所i波行ピッチ ーヱミ ＇） （ト16ミリ ）

備考お｜文字出蹴 ー圭トット（ト00ドット 箆絞のみ 〉

車泊先！ 日：芹方向 i童 〈惜皆 縦書 ）

一一寸下線・前llト 上一＜ L.2-3 L 5_ ) 
ぷムヒi主J:J 孟~ l↓ ＊ホ下段に設定項目が続圭ます

≪¥Ii式設定＞ A4 4（芹 7ミリ 積書 下＿ lo玄 i直接笠笠確約197即字

刀 ソルて選状して下さい。 終了 量圏 中止 - ひら全角
①＠③ ＠＠＠⑦＠＠ ⑪ 

「一一l I i検索 lI~！！） I ｜情書 1 I I I I 

囚 （設定画面は2面あります〉

③ ・入力画面では、 行単位で書式を設定するこ

とができます。

疋だし、 「用紙サイス。」、 「用紙の向き」、「在

余白」、「袋とじ」の設定は、 2行目以降では

設定できません。

これらの設定を行うときは、カーソルを文

頭に窃勤して、書式設定を行ってください。

・文書中で書式設定を行つ疋場合、その行よ

り文末万向に別の書式設定ガすでに設定さ

れている場合は、その設定行の前までが新

しい書式に変重されます。

・7行の文字数ガ39字以内のときは、 各行の石側に「…」が表示されます。 これをプロテクト領域とい

い、ここに文字を入れることはできません。
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文書の形を決めます一一 書式設定

3.書式設定の項目と意味
書式設定で設定できる項目には、決のものがあります。

用紙サイズ

文書の用紙サイズを85・A4・ 84・ A3・フリー・連続の中から選択します。

用紙の向き

用紙をセットする方向（縦入れ・横入れ〉を指定します。

左余白

印字時の用紙の左側にあける余白の広さを指定します。

和／欧選択

和文モード、ま疋は欧文モードを設定します。

f行字数

T行に入る文字数を指定します。

改行ピッチ

印字時の、行と行との間隔を指定します。

文字間隔

臼字時の、文字と文字との間隔を指定します。

印字方向

縦書き、横書きの指定をします。

下線・網掛

戸ンヲ、、ーライン（下線〉や網掛けの種類を指定します。

4倍角文字（力ザリ文字）

4倍角文字の種類を指定します。

角度

回転文字印字、斜体文字印字のときの角度を指定します。 （4倍角文字・回転・斜体）

用紙孔数

連続用紙の切り取り線の聞にある孔の数を指定します。（用紙サイズ：連続〉

袋とじ

印字し疋文書を袋とじにするだめの余白を指定します。（用紙サイズ ：85)

※「和／欧選択」の項目で、「欧文」（欧文モード〉を設定しだ場合は、一部設定I頁目ガ変わりま

す。（232ページ第12章の「2.欧文モードで、の設定」参照〉
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文書の形を決めます一一書式設定

用紙サイズ

B5・A4・84・ A3 ・フリーCXX）・連
続CZZ）の6種類の中から文書の用紙サイズ

を設定することができます。 回目日日
日Z

• 85 ・ A4 ・ 84 ・ A3は、 JIS規格による標準サイズです。

．「フlj-j耳、用紙幅ガ苔プリンタの最大用紙帽、長さは自由のフリーサイズで、幅が規

定以内であれば、どのようなサイズの用紙でも使用できます。

（プリンヲによっては、最大用紙畏を定めているものもあります。〉

．「連続」は、連続用紙を使用するときに選択します。連続CZZ）を選択し疋ときはJ用紙

の向き」の項目ガ「用紙ヲし数」｜こ変わるので用紙の孔数を入力してください。

(32ページ参照〉

保）・用紙サイズの変重は文書入力後でもできま

、J すが、文書のレイ戸ウトガ変わりますので

注意してくだ、さい。

用紙の向き

A3・フリーCXX）・連続CZZ）以外の用紙サ

イズを選択し疋ときは、プリンタに用紙をセ

ットする方向を指定しなければなりません。

合

横入れ

縦入れ

•A3 ・フリーCXX ）・連続CZZ）を選択し疋ときは、この指示を求める項目は表示されません。

バ言、．用紙サイズ・用紙の向きによって T行あえ三
1つけてJ、J りの最大文字数万異なります。 27ページの

「T行字数」を参照してください。

26 



文書の形を決めます一一書式設定

左余白

文書を印字するとき、用紙のさE側に何ミリガ

（フ。ljンヲによって異なります〉の余白をとり

ます。

左余白の指定によって、印字開始位置を右側

に寄せることができます。

を余白0ミリのとき

「印字開始位置

ト一一一一一一一
「ーーー一一一ーーーーーーーーー－
.－－－ー一一一一一一一一一一一ーー
ドーー】ー一一一一一一一ーーー－

＇－ーー一一一一一一一一一一一一ー一

「ーー一一一一一一一一一ー一ー

トーーーーーーー一一一一一ーーーー
」ー【ー一一一一一一一一一一ー
「一一一一一一一ー－

さE余白10ミリのとき

「E日字開始位置

' L司』一一ーーーーー一一ー。ト一一一一一

！ こ二二二二二
iト一一一一

「一ー一ー一一一一一
「一一一一ーーー一一
「一一一一一一－
r一一一一ーーーーーーーーー－ I-ーーーーーーーーー一－
＇－－ーーーーー－ ーー
「ー一一一ーーーーーーーー－

xミリ xミリ10ミリ

・左余白は、用紙サイズごとに、それぞれ初期値ガ設定されています。

・左余白は0ミリから最大値（フ。リンヲや用紙によって遣います〉まで、Tミリ単位で設定

できます。設定できる範囲は、画面に表示されます。

・左余白を変重すると、設定できる最大？行字数ガ変わります。

さE余白を大きくする

7行字数ガ減る・….....1行字数は、設定できる範囲の最大値に設定されます。

左余白を小さくする

T行字数ガ増える……増えても、設定されだ什ラ字数は変更されません。変重しだいと

きは設定し直してくだ、さい。

バh・文書入刀後に左余白を変重すると、文書の

巳5ノ レイアウトガ変わることがありますので注

意してください。

和／欧選択

文書を和文モードで作成するか、欧文モードで作成するかを選択します。

・欧文モードを選択すると、通常の入刀（和文モード）とは違つ疋、欧文独特の文字間隔、

ま疋は行末処理ガ行われたより見やすい欧文文書を作成することができます。

圃欧文モードでの書式設定については、「第12章 「2.欧文モードで、の設定」を参照ください。

1行字数

？行に入る文字数を設定します。行ラ字数は、用紙サイズや用紙の向き・左余白 ・文字間

隔によって変わります。ま芝、用紙サイズごとに初期値ガ設定されています。（22ページ参

照〉

・設定できる範囲は、画面内に表示されます。
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文書の形を決めます一一書式設定

＠ •1 行字獄設定範囲外はプロテクト領域とな
り、文字を入力することはできません。

改行ピッチ

行と行の間隔を改行ピッチといい、改行ピッ

チは初期値ガ7ミリに設定されています。

※在余白・文字間隔の変重によるT行字敏の

変更は、それぞれの項目（27ページ、29ペー

ジ）参照

日本語ワードアロセ‘ソサ イ古行ピッチ

MZ-2800 書院；子一」 7ミリ

・改行ピッチは、 O～16ミリまで、 7ミリ単位で設定できます。

・改行ピッチの変重は、入力画面では確認できません。印字イメージ表示ま疋は、実際に

臼字して確認してください。

・入力画面において［機能］キ を押しながら［2ミリ改］・［3ミリ改J. [ 4ミI）改］キー

を押すと、カーソル位置で改行が行われ、その行の改行ピッチガ自動的にそれぞれの値

に設定されます。

・文書中に倍角.4倍角文字または拡大文字があるとき、改行ピッチを調整するとレイ戸

ウトガ見やすくなります。

保）航 行 ピッチを3ミリ以下に設定すると、決行

、J の文字と重なります。

28 

・改行ピッチガ7ミリ以下のとき、 4f吉角、ま

疋は縦2倍以上の』広大文字を連続し疋2行に

印字すると上下の文字ガ重なるときがありま

す。

・改行ピッチ3ミリ以下の罫線ガ入れられてい

る文書では、最終行の縦の罫線ガ、一番下の

横の罫線より下にはみだ、します。



文書の形を決めます一一書式設定

文字間隔

秋の大運動会

→ト
文字間隔
4ドット

文字と文字の間隔を変更します。文字閏轄の

初期値は4ドットに設定されています。文字

間隔は、 O～98ドットの範囲まで、 2ドット

単位で設定できます。

・文字間隔を変更すると、設定できる最大？行字数が変わります。

文字間隔を大きくする

？行字数が減る………..1行字数は、設定できる範囲の最大値に設定されます。

文字間隔を小さくする

7行字数ガ増える….....1行字数は変重されません。変更しだいときは設定し直してくださ

し＼o

・文字間隔を変重しても、画面の表示は変わりません。実際に印字して確認してください。

・罫線ガ続いている部分で行単位の文字間隔を

変重すると、縦罫線ガつながらなくなります0

・文字間隔を変重すると、罫線の間隔も変更さ

れます。

保）・文字間隔変重のため、最大？行執が変民

、J れプロテクト領域ガ変わることがありまで手。

このとき、プロテワト領域に表示され芝罫線

は印字されません。

印字方向

文字を書いていく方向について、縦書き、横

書きを指定します。

文頭で「縦書きJ を指定すると、縦書き表示

となります。
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・印字万向は、文頭にカーソルを移動し操作しなければ、方向を変更することができませ

ん。文の途中で、 E日字方向を指示しても設定されません。

・縦書き表示中のカーソルの行頭・行末移動・画面繰りのキ一操作は、横書き表示の場合

と同じです。

•E日字万向の指示とは別に、各種モード選択の「文章表示方向J で画面上の文章表示方向
を指定することもできます。（44ページ参照〉



文書の形を決めます一一書式設定

③ ・縦書き表示のとき、戸ンダーラインは文字

の石側に表示されます。

．縦書き表示では、全角文字が基本です。ル

ピ以外の半角文字は、横書きのまま表示さ

れます。

下線・網掛

呂 ※縦書きで登録しても、横表示画面で文書作

成中に呼び出すと、横表示になって画面上

に表れます。

※半角文字は、縦書きを指定しても横書きの

まま（全角文字に対して90。回転しだ状態）

で印字されます。だだし、句読点とルピは

縦書きでE日字されます。

強調しだい文字に、戸ンダーライン（下線〉を引いだり、よから模様（網〉を重ねて印字する

ことか、できぎす。

圃戸ン夕、ーラインは、決の5種類の中から選べます。

2 

3 

4 

5 

・網掛けは、次の9種類の中から選べます。

30 
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文書の形を決めます一一書式設定

4倍角文字（カザリ文字）

4倍角文字の種類を指定できます。

・4倍角文字〈力ザリ文字〉には、次の5種類があります。

日本語ワードプロセッサ

日本語ワードアロセザサ

日本語ワードアロセvサ

（察）・画面には通常の4倍角文字で表示されます。

） 力ザリ文字は、実際に臼字して確認してく

ださい。

日本語ワードプロセッサ

固本語ワー？とプロセッサ

圃書式設定により、行単位で設定できます。

・4倍角文字（力ザリ文字〉の種類を設定すると、対象となる4倍角文字に、網ガ重なって

表示されます。

．「回転」、「斜体」を選択し疋ときは、「角度」の項目ガ表示されるので、回転、斜体の角度を指

定してください。（次項参照〉

バh・「通常」以外の4倍角文字を指定し疋場合、

'-/ 24×24ドットいっぱいに作成し定外字（第

4章参照〉は、外周7ドットは無視されだ4
倍角文字となり、文字ガ正しく印字されま

せん。

周※「通常」以外の4倍角文字は、文字を椅成す

'==lJ る24×24ドットのうちの外周Tドットを使

って文字を太くしたり、文字に影をつけて

印字します。

角度（4倍角で、「田監＿hr斜体」を選択しだときのみ〉

4 ｛音角文字を固草して臼字、ま疋は斜体にして印字するときの角度を指定します。

・角度は、次の6種類の中から選べます。

10' 20。 30。 45' 60。

回転

。卦や ！＞ ........ん・〉々さ〉歩

75。

斜体

E本語ワードプロセッザ

保）・「回転」胤体」以外の4倍角文字を選択し

』 J 疋ときは、この項目は表示されません。

ム
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文書の形を決めます一一書式設定

用車氏孔数（用紙サイズで「連続」を選択しだときのみ〉

連続用紙の切り取り線の間にある孔の数を孔

数といいます。

孔数は初期値ガ22に設定されています。

・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．

・使用する用紙の孔の数を入力します。

命・「連続」以外の用紙を選択しだときは、この

、J 項目は表示されません。 －・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．

袋とじ〈用紙サイズで「85」を選択したときのみ〉

袋とじ印字とは、 85で作成しだ文章を、 B
4用紙7枚に2ページ分印字することです。

し疋ガって、用紙サイズを85と指定して文

書作成しだときに限って、袋とじ臼字の指定

ができます。（指定すると用紙の中央に、袋と

じのだめの中余白をとります。〉

圃中余白は、初期値ガ17ミリに設定されています。

・~余白・中余白は、 0 ミリから最大値まで、 7 ミリ単位で設定できます。
設定できる範囲は、画面内に表示されます。

主余白 中余白

「一寸

日字方向

田印字方向は、決のようになります。

「85縦」償書き

あいうえあ ：かきくけこ

「85縦」縦書き

）€：：；小村tG ； ：ね晴UV！：：「 J

き

一

室目

↑

横

一
あ

」
一
、ぇ

慎

一
う

5
一
い

B
一
あ

「

一

「85横」縦書き

)€ :::; 101民間

かきくけこ ね収JV士三「J

バh・「85」以外の用紙を選択しだときは、この
1《)ijlJ、J 項目は表示されません。
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4. 書式検索
文書の中で、行単位に書式設定しだ行があるかどうかを模索して、模索する疋びに力一ソ

ルで位置を知らせて、その書式内容を表示します。文書での書式設定の状態がわかり、設

定し直す際に容易にその箇所を見つけ出すことができます。

入刀画面で操作します。

⑦模索を開始する行にカーソルを移動して、

宣言Dキーを押します。

③・カーソルのある行から模索を開始します。

②G!IDキーを押します。

ガイダンスの表示ガ〈書式模索〉に変わりま

す。

③~＋白キーを押します。
カーソルガ文末万向へ移動して模索します。

④書式設定され疋行があると、カーソルガヰ

まり、ウインドウに書式設定の内容が表示

されます。

区1※カーソルガ文末にあるときは、文頭方向へ
』 i 』 模索をします。

※~日＋囚キを押す前に 巴キー
を押すと、文頭方向ヘ検索します。

亘孟〉

同........10‘........泊.I..・ I .I ...記.I..‘’‘.... 40 
圃園イキ ン ヨE三重言言亘言言至言 霊 式 詩 F亘亘量三＝＝＝＝＝ヨ＼

~·…一一…↑ 匪~ 11.2. （ 圏 A4 B 4 A3フト蹴〉け
そろそら良L軍：用紙の向き 溢（縦入れ償入れ） ｜｜ 

も、J きませ＂·~ ? I袋とじ 歪（要吉） 川

くださ川怖さ対左余白 一一ヱミリ（トI白川〉 什
日間 4月261和戸欧選択 狙2.（和文欧立〉 ｜｜ 
黒合場所 む斗－1i字数 ---22字 (4～訂字 〉 ｜｜ 

歯考お弁当は｜改1iピバ ーヱ＇＇｝ （ト16ミ＇）） け
濯場書先 惰4文字問覇 ー丘ドット（トreドット 包数のみ ） 什

怠Jla三亙釜加旦」ゴ Er芹方向 撞 （憤聾縦書 ） ｜｜ 
J一一一一一一 .・I下積・鍋掛 上一（ 1__2_.3 • 4__」 〉 什

I ! l ＊＊下段に設定項目が続きます 川

4 密zて設定 》 B5 35宇 マミリ 横害 下一 和文 l頁残 :ml残約l引∞字
カーソルで選択して下さい． 終了 軍 中止 掴 ひら全角

①②③＠⑤＠＠③⑨⑩  
I I I ｜暗号 l錨魯 l l備容1 I I 1絹圭 l

G!ID 
《 書式検索》 随お字 7ミ1） 犠書 下 和文 l頁磁 苫l1i破約ぽlU芹

i開始 ·•中止 墨田 ひら全角

｜ ｜ L一一L一一Lー」

~＋囚

’．．．，ゐ...10.I.・・ 8‘・・且却‘－・・ a.I ...軍ll.・・.....40 
ノ、 イ 4-ニ／王E主主主主主主主＝＝＝ 書 式 詩 E三三三三E三三三三ヨ＼

J一一一i 一一一白Iイ用紙サイズ B5 〔B5A4B4A3フj一連続 汁｜

せろそろ良b幸矧用紙の向き 縦 （縦入れ摘入れ〉 け
もゆき昔せえカ ？｜ 袋とじ 否 〈害否 〉 11 
’たきも。 7き先i在来白 7ミ＇｝ ( !Yvlll2ミリ〉 ｜｜ 

BB'¥ 4月2司E霊園 田〈置 眠） 川
1異討苛育む斗一行字数 -2旦字 (4～引字〉 什
髄考 企拝当計改1iピッチ 7ミI} （砂、，16ミI} ) I 
直結先高陶芸ヰ文字岡高 ＿＿±トソ｝ （ト 98ドッ》 信哉のみ） I 

Z且ニヱ立製盛主j日I字方向 1童 （積書縦書 ） 日
J一一一一一一 I下城・蹴十 上倒 l幼 34→・・6'"" e g.ー） 川

｜ l↓ 本＊下段に設定項目が続圭ます ｜｜

4害武設定 B 航空芹 7二リ 循書 銅0 ！目玉L l頁穫 2fili残約ぽ取芹
カ－ · ） •l·て岱押 して下さい。 読：fr亘書園 中止 置盟 ひら全角

ー ロ霊許－ I ---r-1つ自止量
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⑤必要に応じて書式を変更し、~ ＋
囚 キーを押します。次に書式設定されてい

る行まで、カーソルガ移動します。

まま
。

の

す
そ
ぎ

、
し

は

押

き

を
と

一

い
キ

明
日

重
十

校一出
劃一区

※
 旦

＠書式設定されだ行がなくなると、文末（文

頭〉までカーソルガ移動し、模索ガ終わりま

す。

~＋囚

広］※操作を途中で中止するときは匡冨キーを

一ー 押してください。

※は じめにCM)キーを押して、その後

3盃唇うキーを押す万法でも、 同じよう

に書式模索の操作ができます。この万j去の場

合、カーソルガ行頭にあるときはその行から、

行中にあるときは次の行から模索を開始しま

す。
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5.書式統一
文書中に行単位で設定されだすべての書式を、文頭で設定されている書式と同じ内容にし

ます。

①入力画面で力一ソルを文頭に移動します。

②軍歪〉キーを押すと、7行めの書式ガウイ

ンドウに表示されます。

③？行自の書式に統ーしてよければ、

⑧Eキーを押します。

ガイダンスが〈書式消去〉に変わります。

④~＋囚キーを押すと、文中の書式
設定がすべて消去され、書式は？行自と同

じ書式に統一されます。

③ ．書式統ーをすると、他の行単位の書式設定

は、すべて消えてしまいます。

亘主D

目...' ..•• lo.I ••• ' •••• 2(池.. " ....泊.........40 

． イキン去三三三三三三 書 空一 設 宣 言言言亘言三吉＼
i・ .. · I ll!!!!:王~ 互豆 〈盲目 A4B4A3フー浬続川｜

そろそろ、良い華目！用紙の向き 自JICl証人れ 構入れ） け

い歩きませλか？！袋とじ 歪（要否 ）

ください． （行き先l左余白 7ミリ ｛伊v!02ミリ ）

日時 4月2同 事V 欧選択 宣玄 〈和文欧文 ）

~合t電所む斗一行宅設 35字 (4～引字 ）

輔考お弁当副改行ピッテ 7ミリ ( Qv¥6ミリ〉

連絡先高欄純文字問璃 ー丘ドット（ Ov9自ドット箆放のみ）

会参加・不参加は上｜自芹方向 盗 （衛書白書 〉

下貌 ・調掛 よー（1ー乙＿3.4..5_) 
↓↓ ＊＊下段に設定項目が続きます

《 書式設定》 防 35宇 7ミリ 慣書下一 抗日立 l頁践活行路約ぽ70:芹
カーソルで選択して下さい． 終了 量画 中止 墨画 ひら全角

①②③＠⑤⑥⑦③＠⑪  

！ ｜ ｜ ！？重苦 1111書j 11薗器l ｜ ｜ l蝿圭｜

⑧主。

~＋白

区）※操作を途中で中立するときは、匡冨キ
ιー＝υ ーを押します。
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各種モードの選択

i二::__J二J
医主玄璽 盤 ｛国富 常用瑚）
固有名詰謄先変換 重 （要 否）

パックアップ 霊 〈普百〉

ひらかなモード切替え軍 〈曹百）

質成点スペース夏慎重 （要百）

カーソル1鍾h 歪 （要否〕 プロテクト位置

リストの備考表示 室 （曹否）

ひら／カタの半角入力 整 （曹吾〕

句読点キ－ l. ( 1 、。 2 0 3:. ) 

時亮束禁固l陀理 主 〈曹百）

カッコ惣禁目l処理 重 （害百）

助音， 促音緊目l拠I~ 霊 （要吉）

章・第

各種モードとは、漢字歪換での漢字の範囲、カーソルの移動範囲、文章の表示方向な

ど、入力画面や変換などの様式のことです。

各種モードを設定することにより、入力内容、利用法に応じた、刻率良い使用法ガ選

べます。

この章では、漢字蛮換lこ関連した学習機能についても説明します。



各種モードの選択

1 .各種モードの選択内容
選択画面まだは、入力画面から以下のような各種モードガ選択できます。

各種モードの各項目で選択した内容は、システムディスク 2に記憶され、一度電源を切っ

ても有効となります。

漢字変換 かな漢字麦換を行つだときに使用で、きる漢字の範囲（通常漢字・

常用漢字〉を選択します。

固育名詞優先変換 かな漢字変換のとき、固育名詞辞書を優先して変換するかどうか

を選択します。

パック戸ツブ キーを500タッチするごとに、入力されだ文章をパック戸ツプする

かどうかを選択します。

ひらがなモード 英数字モード・カタカナモードで置翌日ま芝は瞳盃空白キーを押

切替え し疋ときに、ひらがなモドに切り替えるかどうかを選択します。

句読点、スペース 文章入力中に句読点やスペースを入力しだとき、変換を行うかど

変換 うかを選択します。

カーソル移動 力一ソjレの移動範囲を選択します。

リストの備考表示 リスト呼び出しのとき、 備考を表示するかどうかを選択します。

ひら／カタの半角 ひらがな・カタカナを半角入力するかどうかを選択します。

入力

句読点、キー

文章表示方向

禁則処理

38 

文章中で使用する句読点の形を選択します。

文書の表示の万向で、縦書き・横書きを選択します。書式の縦書

き・横書きとは異なります。

禁則処理（句読点やかっこなと、が行頭まだは行末に入力されない

ように自動的に処理すること）を行うかどうかを選択します。



各種モードの選択

各種モード選択には、次の2つの万法があります。

1.選択画面からのモード選択

2.入力画面からのモード選択

・2つの万法の違い

選択できる項目ガ一部異なります。

選択画面でのみ選択できるモード…・・・禁則処理（ 3項目〉
入力画面でのみ選択できるモード・・・・・・文章表示方向

IEヨ※他の各種モ ド項目は共通です。

1.選択画面からの各種モード選択

①選択画面で［機能］＋［特別機能］キーを押し

ます。

ウインドウに特別機能の各項目ガ表示され

ます。

②「各種モード選択」lこ回キーでカーソルを

移動します。

③匡亙十回キーを押します。

ウインドウに各種モ ド選択の内容が表示

されます。

固 因
［機能］＋［特別機能］

砂フ？イk処理
ユーザーE草書
外字

パックアップ呼出

各種モード選択

学習

手続告
ラベル自芹

分野百I~草書

ー図書終了

データ変換

《 時開隙元E≫ 
カー・2ルをlabして、実dキーを押して下さい

囚

~＋囚

とニ~
温室 （掴園園 常用変換〕
霊 （聖否）

パックアップ 霊 （聖 否）

ひらがなモード切替え 霊 （曹 否）

匂続． スペース変換重 （曹 否）

カー山叶錯h 歪 〈要百） プoテク ト位置

＇）；ストの薗考表示 室（要 否〉

ひら／カタの半角入力重 （嬰 否）

時；E点キ－ l (! 、。 2 . • 3 . ) 
母主章第即拠理 主 〈曹 否〉

カ ッ コ主持聞腿！~ 主 （曹 否〉

助音．促音禁問拠i里 窒 〈害 否〉

ひら全角
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各種モードの選択

2.入力画面からの各種モード選択

⑦入力画面で［機能］＋［特別機能］キーを押し

ます。

ウインドウに、特別機能の内容が表示され

ます。

②カーソル（砂〉ガ「各種モード選択J の項目

にあることを確認します。

③匡芝日＋白 キーを押すと、ウインドウ

に各種モード選択の内容が表示されます。

40 

回 目
［機能］＋［特別機能］

11. ............. 1札..........2(池・・・・・・＇‘， , .• n ..... ' i..，・ 40

《 特育機能 ≫ 
カーゾルを視力して、新作ーを仰して干さも、

し一一1 I I I I 

~＋回
匡三重量言言言言__ll_三ー二二」：＿＿ j;;__JK_霊童三重量童書
~ Y髄 図画 開功、
：；；；有名，；~華寺＂？~ 重 、写目 、

宝 、普 呂、
Jム吟、主モ. 'C'l首え字 、聖 占、

E民唱え ～ 主唱受 ＼'l!' 占、

カー・・ tt"tn ~ 、専 百｝ Jロ手マ？位筒
，，.，トの噛宅在一τ ~ L噂否、

日 i O ヲ ·＂ ~三角 ＼「 主 i専 苫1

O¥;毛令J与 土 tl 、＠二むさ

で帝京未ヲヲ「同 樋昔 、f量虐；叫岳、

''"'i角



各種モードの選択

2.各種モード選択画面での設定方法
①設定する項目は回目キーで移動できま

す。

②日日キーで、選び芝い内容にカーソル

を重ねます。

③画面表示されている内容でよければ

~＋囚キーを押します。
これで設定され、選択画面ま芝は入力画面

lこ戻ります。

広J※設定しだ内容はシステムディスク 2に登録

』 d されます。システ血ディスク 2の書き込み

禁止スイッチは、「書き込み司能」の状態lこ

しておいてください。

※各種モード選択をやめるときは匡亘キ

ーを押します。

漢字変換

巴回

カッコ穎禁由郎i聖

助音，促音禁E処理

回目

~＋目

かな漢字変換を行つ疋ときに変換される漢字の範囲を選択します。

・常用漢字変換は、通常漢字変換に制限を加えて1945字とし疋もので、す。

2 . • 3 . ) 

・規定で常用漢字しか使えない場合や、使用する漢字ガ常用漢字で十分なときは、常用漢

字変換で変換します。

・固有名詞への変換では、通常／常用の区別はありません。

固有名詞優先変換

固育名詞優先変換を「要」にすると、かな漢字変換を行つ疋とき、通常の辞書より園育名

詞辞書を優先します。

・固有名詞優先変換を「否」にすると、通常の辞書を優先して変換します0

・どちらを選択しても、学習機能により記憶され疋単語ガ優先します。
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各種モードの選択

バックアップ

入力のときにキーを500タッチするごとに、入力され疋文書ガシステムディスク 2に書き込

まれる機能です。

・いつだん選択画面に戻り、新たな入力ガ500タッチされるまで、は、電源を切っても記憶さ

れていますから、後で時び出すことができますく呼び出しか疋については第9章の「8.パ

ック戸ッフ。文書の呼ひ、出し」参照〉だだし、 500タッチこ、となので、 500ヲッチに満疋ない

文書は書き込まれません。

・文書のパック戸ツフのLl)!,1要がないときには、パック戸ツプを「否」lこします。

・文書入力中に誤って電源を切ってしまっ芝り、 停電があっ疋場合に、入力中の文書を復

元させる助けとなりますので、パック戸ツプを「要」にして使用することをおすすめし

ます。

42 

⑨・パック戸ツプを行いながら入力するときは、 旦※パック戸ツプ機能を「要」1こし定場合、文書

に3 あらかじめドライブ2にシステムディスク 入力中に、ドライブガ自動的に作動し、キ

2をセットしてください。この場合のシス

テムディス'72 lci:、書き込み禁L仁スイッチ

を閉じて、「書き込み可能」の状態にしてお

きます。

一操作ができなくなることがあります。こ

のときにパック戸ツプガ行われています。

・すべての文書ガ、パック戸ツプ機能により保存されているわけではありません。押しだキー（タッチ

数〕が500回未満のときは、パック戸ツプされていません。

だとえば、入力ガ999タッチのときは最初の500タッチ分だけが、入力ガ1499タッチのときは叩coタ

ッチまでの分がというようlこ、 500タッチ単位にパック戸ツプされています。

・ドライブ2にシステムディスク2ガセットされていない場合、あるいはセットされているシステム

ディスク 2ガ書き込み禁止状態の場合、それぞれ「フコフィル不備」（ま疋は「フココイル異常」），rフコフィ

ル書き込み禁止」と工ラーが表示されます。エラーガ表示されだら、ドライブ2にシステムディスク

2をセット、ま疋はセットされているシステムディスク2の書き込み禁止スイッチを閉じて「書き込

み可能」の状態にして入力を行うと、パック戸ツプガ行われ工ラーが解除されます。



各種モードの選択

ひらがなモード切替え

ひらがなモ ド切替えの指定ガ「要」のとき、英数モード、カタカナモードで文章入力中に

圃まだは直副キーを押すと、英数モード、カタカナモードガ自動的にひらがなモー

ドに変わります。

・力タ力ナや英数字を続けて入力するときなどは、「否」を指定してください。

．「要」を指定すると、匡白（ひらがな〉キ を押す手聞を省くことができます。疋とえ

ぱ、カタ力ナモードで力タカナを入力していて、続けて漢字を入力するときなど、

直劃キーを押すことにより、カタカナに確定されると同時にひらがなモードに変わ

ります。

句読点、スペース変換

句読点、スペース変換の指定が「要Jのとき、文章入力中に句読点・スペースを入力すると、

直函キーを押し疋ときと同様に、そこまでに入力した文章に対して漢字変換が行われま

す。（次候補に変換するときは軍扇キーを使います。〉

・句読点やスペースを入力しだ時点で漢字変換を行い疋くないときには、句読点、スペー

ス変換を「否」に指定します。

カーソル移動

カーソル移動の指定ガ「否」のとき、プロテクト領域｜こカーソル移動はできません。

カーソル~~動を「要_JIこすると、カーソルはプ口テクト領域にもカーソルキーで自由に移動

でき、そこに入力も可能です。

・プロテクト領域で文字を入力しだときには、空白部分は自動的に半角スペースガ入りま

す0

・書式設定で設定しだ文字数を超えるプロテクト領域への文字入力はできません0

・インデント、タブによるプロテクト領域への文字入力はできません。

リストの備考表示

リストの昨び出し（文書フ戸イルに登録されだ登録名を表示する〉のとき、一緒に登録しだ

備考を、表示するかどうかを選択します。

・備考は、文書内容の貰え書きなどに利用できます。文書呼び出しの際、登録名だけでな

く備考の内容表示でも呼び出し疋い文書を確認できます。
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各種モードの選択

ひら／力タの半角入力

ひらがな・カタカナは匿EI]（全角／半角〉キーを押して半角モードにすると、半角でも

入力することができます。

この項目で、「否」を指定すると、半角／全角のモードに関係なく常に全角での入力になりま

す。

句読点キー

文書中で使用する句読点の形を選択します。

・通常の日本語文書では？の人」と「。」で、すが、横書きの論文などには2の「， Jと「o」、 3の
「，」と「．」などを句読点として使うこともあります。

文章表示方向

作成している文章の表示を、画面上で縦書きにするか横書きにするかを選択します0

・この「文章表示方向」は、書式設定で、の「ED字方向」とは関係ありません。

・入力画面からの各種モード選択でのみ設定することができます。

禁則処理

禁則処理とは、行頭禁則文字が行頭にきだときには、前の行の終わりに移し、行末禁則文

字ガ行末にきだときには次の行の先頭文字を行末に移すような処理で、自動的に行います。

行頭禁則文字……行頭にくると不自然なもの。 」） 、。ゃゅよなど

行末禁則文字……行末にくると不自然なもの。 「（ ｛など

句読点禁則処理

「、」や「。.JIこ対する処理で、す。

カッコ類禁則処理

「 」や（ 〉、〔〕などに対する処理です。

槻音、促音禁則処理

「つ」や「よJなと、lこ対する処理です。

・禁則文字ガ連続してあるときは、最初の？文字lこついてのみ処理されます0

・日キーなどにより改行しだときは禁則処理は行われません。

．「否」を指定すると、入力し疋とおりになり、禁則処理されません0

・選択画面からの各種モード選択でのみ選択することができます。
44 



各種モードの選択

3 .学習機能
学習機能とは、漢字変換で文字を選択するごとに、選んだ、文字を自動的に記憶する機能で

す。 'JR.に同じ文字を変換すると、前回選んだ文字が優先して表示されます。

よく使う語句などが、希望する漢字に変換されるのはこの定めです。学習機能lこよって効

率のよい蛮換ができます。

例：“あつ”と入力して重要司キーを押します。

①厚②暑③熱④篤という順に表示されます。そこで「篤」という漢字を選択します。

次lこもう一度“あつ”と入力して変換を行うと①篤②厚③暑④熱の順で表示されます。

・各種モード選択でパック戸ツプを「要」に指定し疋ときには、キーを押す回数（タッチ〉ガ、

500回ごとに、文章と同時に学習機能も自動的に登録されます。 500タッチ未満のときお

よび、／＼ック戸ツプを「否」lこ指定し疋ときは、学習登録で登録することができます。

目新しい分野の文書など、今までの学習がかえって邪魔になるときがあります。こうした

ときは、学習機能初期化を行うことで、最初の候補順に戻すことができます。

・学習機能はシステムディスク 2に記憶されます。このだめ、いつだん電源を切って作業

を終了しても、まだ起動して使うときには終了しだ時点での学習機能ガ働きます。

1.学習登録

入力を終了し、選択画面lこ戻すまでのキ タッチ数が500回未満の場合lこ、学習され疋漢字

の順序を登録します。

①入力画面を消去し、選択画面に戻します。

同※文章を残したいときは、文書登録し定後、
'=='J 消去してください。

②選択画面で［機能］＋［特別機能］キーを押し

ます。

③「学習」の項目に回 キーでカーソルを移動

します。

回目
〔機能］＋［特別機能］

回

ファイル処理

ユーザー辞書

外 字

パックアップ時出

&I量モード選択

惨学習

手続き
7ベルE芹
分野町醇事
→終了

データ宜換
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各種モードの選択

④~十回キーを押します。
学習のウインドウガ表示されます。

⑤カーソル（砂〉ガ「学習登録」の項目にある

ことを確認します。

悶※操作を中ιするときは匡亙キーを押し
』＝＂ てください。

＠~＋囚キを押し開。

⑦登録ガ終了するとガイ夕、ンスに〈学習登録

終〉と表示されます。

＠匡冨キーを3白押して、選択画面に戻

します。

2.学習初期化

学習されだ漢字の順序を、最初の順序に戻します。

①選択画面で［機能］＋［特別機能］キーを押し

ます。

②「学習」の項目に回キ」で力ソルを移動

します。

③~＋目キーを押します。
学習のウインドつが表示されます。

④「学習初期化」の項目に囚 キーでカーソル

を移動します。

同※操作を中正するときは匡盟キーを押し
』＝＂ てください。

⑤匡亙十日キーを押します。

⑤初期化ガ終了すると、ガイダンスに〈学習初

期化終〉と表示されます。

⑦匡 冨キーを3回押して、選択画面に戻

します。
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文字を入力する

入力と変換

. , i .. l1o.1・・ ・......笈¥I • " i ...宝鴻＂＂ ..男・岨
ハイキングのお知らぜJ

そろそろ、良い軍鰍こなってきましむポカポカ隅完のなか、みんなでわいわい事きませ
んかり 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞってご奉加ください．（行き先は
ちにiぎり山です.)J・ 

J・ 

臼暗 4月26日（目〕 午前日晴J

しゅうごうばし，，

《入 力 ） M ！（芹 マミリ f調書下－ I目立 l頁妓 2811 括的ぼ班芹

ひら全両
＠＠＠ 申＠ 申＠骨骨＠

I＇言語 l岬也 hト咽 l絡ま ll書式 l I U国 rm:臥 l<f揖 1移動 l剥差 l

第 章

日本語ワードプロセッサで文章を書くということは、キーボードからいろいろな種類の文字や記号を入

力することです。

ひらがな、カタカナ、獄字、ヌコルファベット、欧文文字、記号はキーボードからそのまま入力できます。

漢字は、キーボードから直接入力できません。ひらガなで漢字の読みを入力し、目的の漢字に変換しま

す。変換できないものは部首をもとに入力するか、コード入力をします。

キーボード」こに表示されていない文字や記号についてはさまざまな特妹な入力方法、変換方法があります。

その他、キーボードから入力できない文字や記号も、機能操作や外字lこよって入力することができます。

・外字lこついては第11章を参照してください。

この章では、文書作成」二ひととおり知っておいていただきだい入力 ・変換方法について順に説明します。



文字を入力する一一入力と変換

1 .キーの種類と使いかた
MZ-2800はJIS配列キボードを採用しています。

「日本語ワードプロセツサ」として使うときは文字・記号はキーに表示されたとおりですが、

機能操作に使われるキーの割り当てが変わります。

・キーボードに関してはJ日本語ワードプロセッサマ二ユ戸jレ（入門編）J第2章、および巻

末折り込みのキーボード説明図、機能割り当て説明図を参照してください。

文字入力キ一
文字や記号の入力に使用します。

スペシャルファンクションキー

カーソJレ
移動キー

テンキー

・ 1 つの文字入力キーからは、モードを切り替え疋り、~キーを使うことによって、
3～ 4種類の文字・記号が入力できます。入力できる文字・記号は、入力方式（かな入力

方式、ローマ字入力万式〉により多少異なります。

疋とえば、図キーに表示されている文字・記号を入力するには、決のようにモードを切

り替え疋り、匡三日キーを使います。

ひらがなモード

カタカナモード

英数字モード
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文字を入力する一一入力と変換

・かな入力、ローマ字入刀の万法は、本章の「3.かな入力方式とローマ字入力方式」を参

照してください。

・ローマ字入力でよひらがな」相手「力タ力ナ」モードのときは、口、日キーをそのま

ま押すと句読点ガ入力されます。

文字入力キーから「，」（カンマ〉、「．」（ピリオド）を入力するときは直E訂キーを押し

てから入力してください。

・ローマ字入力で、「ひらがな」ま疋は「カタカナ」モードのときは、戸ポストロフィー〈’〉は

入力できません。「英数字」モードにして、~＋白キーを押してください。
・戸ルフ戸ベットは通常、小文字ガ入力されます。

~キーを押しながら、キーを押すと大文字になります。
戸ルフ戸ベットの大文字を入力する場合、匡亙Eキ を押す代わりに~キーを
押しておくと続けて大文字を入力することができます。このとき~キーを押しな
がらキーを押すと、小文字ガ入力されます。再度~キーを押すと、もとの小文字の
入力に戻ります。

ロック中はガイダンスの入力モ←ド表示（「ひら全角Jなど〉の石側lこ“L＂が表示されま

す。

テンキー
数字入力用のキーです。

カーソル移動キー
カーソルを移動するときに使用します。

~＋白キー
（~キー押しながら囚キーを押す。〉
機能を実行するときに使用します。

直豆亘キ一
機能を途中で中止し、もとの状態に戻すときに使用します。

デツドキー（欧文文字用特殊記号）
図、図、固、図、固の各キーの前側面に表記している記号は、ドイツ語のウムラウ

ト付き文字などを入力するときに用います。詳しくは「第位章政文を作ります一一欧文モ

ード」を参照してください。
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文字を入力する一一入力と変換

2.機能操作に使うキーの種類

回目回目
園田回目白日目白回目回日目白

園田固囚
回回回国回国図図図図回目白巴白白田巴図
巴ヨ回回目回目図回日回目白日仁日目回回目
回目白回回目回目白回目囚回回目当四回回目
巴王コ白囚図回目回目図図図臼~臼回回目

日困l I~回目臼 回日日固

機能操作に使うキ は4種類あり、それぞれ組み合わせて使います。

1.機能がキーに表示されているもの

そのまま押すと、表示されている機能が働きます。

園田回目白回目巴回目回目日目回目回目
園田回目

（解除）一回回回国因図図図図図因回目巴園田回目白
巴ヨ回日日回目白囚巴回目白白仁両白困回目
回目白白回目白四回回回回目回回目回国巴
巴王コ回回目回目白囚囚図図白~白白回目

日閉l l回凪戸(0-Y：白日団

2.機能キー

国 キーを押しながら押すことで、割り当てられている機能別動きます。
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口口口口口口口口口口口口口口口口口口
日団口回

口回目園田巴回目図画白目白函目白白目巴
巨雪国臼図囚園田回目囚回日日「寸困臼口白

固－困口白囚巴日日臼函固目白巴巴改古口回口巴
亡二1臼巴巴回日口口口口口口亡コ回目因口

口口｜ ！団口口口 園田回目



文字を入力する一一入力と褒換

3.ファンクションキー

画面下のキーガイダンスに表示されている機能を、フpンクションキーにより使用できま

す。

回目団団
図白回目白回目白回目四回目白

園田図回
目回回国国図園田函回目回目巴白巴回目白
巴ヨ回目回目白図囚日回目回目仁日白図回目
固目包囲回目回目白回目囚囚回旧四国因白
巴日目白回目白図囚囚図図回目白図回目

回目｜ ｜困 圃凪臼 回目白囚

③至。キーを押すと、キーガイダンスの表示ガ変わります。表示位置と対応するフ戸ンク

ションキーを押すとその機能ガ入力されます。

[EI] [E2J [UJ [EI] 巨ヨ E司 Eヨ 巨司 巨司
4・通キ常ガのイダ 登録 呼出 リスト呼出襖 索 書式 切 替 訂正挿入 罫 線 手多 動

巳 編集 ン1ス
辞書登録 辞書消去 抽出分類演 算 タブ設定 切 替 E日 字 均等割付 復 写c 

口ゴ 上っき下っき 枠あけ さし込印字E編集 2ル ピ 切 替

一 編集 3 切応り 切 替 部分呼出 模索呼出 日 ｛寸

説、固く機能〉キーを押す、 誌 は匡芝日キーを押すとキガイダンスの表示は次の

ように変わります。

［機能］＋ ｜登 録 ｜呼 停 Jl: I再 開 ｜一時呼出｜開始／終了 ｜判 断

~＋ 1 0 I SIシフkJISI外字｜部首 ｜音訓｜区点 ｜記 号｜欧文

※［機能］キーを押し疋ときに表示されるのは、手続き機能の場合の機能です。

・本説明書では、キーガイダンスに表示される機能をキーマークで表現します。だとえば、

編集？のキーガイダンスで、「辞書登録」を入力する場合、実際にはフ戸ンクションキーの

[EJJキーを押しますが、本説明書の本文では③重量むキーと表現します。

[EQJ 

j肖 去

穴うめ

ヘッダ設定

51 



文字を入力する一一入力と蛮換

4.スペシャルファンクションキー
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巴三コ回回目白白図四回図回目巴ヨ白回回巴

回困｜ l回 圃同臼 回目白回

C§IIJ I 巨ヨ l ~ I 巨百
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文字を入力する一一入力と蛮換

3.かな入力方式とローマ字入力方式
かな文字を入力するには、次の2つの万式があります0

1 .かな入力方式

キーに表示されているかな文字をそのまま入力します。

2.ローマ字入力方式

キーの戸jレフ戸ベット表示かうローマ字の表記方法に従って入力します。（ローマ字の

表記については345ページ参照〉

画面上には、ひらがな、まだはカタカナに自動的に変換されて表示されます。

・ローマ字入力万式はキータッチ数〈キーを押す回数〉は多くなりますが、賞えなくてはな

らない文字入力キーの数ガ少なくてすみます。英文タイプライターや、パソコンの使用

経験ガあり、戸ルフ戸ベット入力に慣れだ万には、口 マ字入力をおすすめします。

1.入力方式を変えるには

「書院28」を起動し疋ときは、かな入力方式になっており、ガイダンスには「ひら全角」と表示

されています。

①ローマ字入力方式にするときは、匿Eキ

ーを押します。

ガイ夕、ンスの入力モード表示（「ひら全角」

など〉のさE側に“R＿”が表示されます。

②かな入力万式に戻すときは、もう一度

医呂キーを押します。

2.かな入力方式での操作方法

1.かな入力方式の入力例

疋とえば、「ひらがな」と入れてみます。

匿E

①②③④⑤  

l昔話｜時出 H叶柑 l樟索 l!!l式 ｜

①ガイダンスlこ「ひら」と表示されている状態

で、ひらがなを入力します。漢字は、ひら

がなを変換して入力します。

司、

• l.1 ••• 10.1 .・・ 1 .1 ... 2!池．・..'.I ••• 3池L・，， L,.40

ひらがな

②濁琶の「。」は臼キーを押します。

区1※まちガって入力し疋ときは、極画キーを

」dJ 押します。カーソルガTっきEに移動し、文

字が消去されます。

《入 力》 M 4(芹 7ミリ 積書 下一 和文 1頁持 34行梯宮内獄rrr.芋
ひら全角

①②＠＠＠⑥＠ ＠③ ⑩ 
｜菅録 l呼出帆｝咽 l緯索 l書式 l l切首｜証書kl罫線 II樋hi;両主｜

53 



文字を入力する 入力と愛換

2.かな入力方式の約束事

入力内容 キ操作 備 考

長音 バター 囚巴図巴 巴ガ長音記号の「 」で、かな〔カナ〉モードでそ

とく 回日図 のまま押します。団は英数のハイフン「ー」、です。

つぎる音 コップ ロ~＋図固臼 つまる音（促音〉、小さい音（拘音〉は~回キ
（促音〕 とって 固~＋臼固 を使います。

の入力

小さい音 アイー 固~十回目 白音など、小さいかな（力ナ〉文字も匡豆白キー

の単独 を使います。

入力

読点、句 うめと、 固園田~＋巳 読点「、」｜ま匿函十回句点「。」1a;[flEj十回です。

点の入刀 さ＜ら。 固因固~＋巴 読点や句点を入力すると圃キーと同じように蛮換されます。

‘を” いぬを 回圃~＋圏 「を」を入力するときは~キーを使います。

の入力

濁点と だんろ 園臼固固 濁点「い」は濁音にしだいかな文字に続けて回明

半濁点 パイ 囚臼田 します。半濁点「。」も同様に白を押します。
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3.ローマ字入力方式での操作方法

1 .ローマ字入力方式の入力例

①匿Eキーを押し、ローマ字入力万式にし

て入力します。

②濁音「ガ」は圃固と入力します。

ローマ字入力をやめるときは、もう←度

直呂キーを押します。

2.ローマ字入力方式の約束事

入力内容 キー操作

くちなし 困回目白囚囚回目

回回回目白囚囚固目白

固回目囚囚囚回日

長音 バター 固囚白囚 日

固囚回囚巴

.h./ ヤング 図囚囚固回

の入力 はんい 日囚囚~＋白日

つまる音 コップ 図固回回回

〈｛足音〉

の入力

小さい音 アイー 回国図白日

の単独 回目~＋回目
入力

読点、匂 うめと、 回回国白回目医璽

点の入力 さくら。 固囚図回困囚日直掴

’を． いわをおす 田園囚困回固固回

の入力

文字を入力する一一入力と変換

(., .. I・．・・ 10・・・・......・・筑冶．．．．，・..＇・＇°＇・＇・・ E・I I I.柏11
I＜＞与が唱 ｜ 

4入 力 ≫ A4 .＼（芹 7 ミ •）績書下一和文 1頁残 31行路約l!li矧芹
R＿ー ひら全角

①②③＠＠⑥⑦＠＠⑪  
l宣認 l呼出回ト田 l棺雷 15式 l 117踏 l；四AI•罫按｜軍錯h l消圭｜

備 者

かなT文字に対し、ローマ字のつづりガ数種類ある場合があ

ります。

長音記号「－_JlcJ:巴でなく、ハイフン国を使います。

ペキ乗記号「 」は「I¥タ」などの引きのばしに使用します。

aん’を表す .N.の後1f子琶のとき

．んm を表す“N＂の後ガ白音や“ Y”のとき

つまる音“つ’1a:、｝＇.）（！こくる最初の子琶を重ねて入力します。

“￥＂を入力するときは、英数モー ドにする必要はありません。

読点や句点を入力すると医函キーと同じように変換されま

す。

置を’は宵WO’で入力します。

－ぉ・は‘0-で入力します。

・ローマ字入力で W を単狙で入力するときは図図ま疋は固~＋白と入力します0
・キーに表示されている記号の入力ガローマ字入力方式とかな入力万式では多少異なります。

・キーに表示されている次の記号などは、ひらがな／カタカナモードでも入力ガ可能です。

入力文字／入力モド ひらガな／カタカナモード 英数字モ ド

回
＠の記号、数字 そのまま押す そのまま押す

＠の記号 ~日キーを押しなガら G2EJキーを押し切ら

押す 押す
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文字を入力する一一入力と変換

4. いろいろな文字の入力
かな入力万式、ローマ字入刀万式のような入力万式とは別に、ひらがな・カタカナ・英数

字などいろいろな文字が入力できる状態のことを「モード」と呼ひ、ます。たとえば、力タ力

ナを入力するには、カタカナモ ドにする必要があります。

ひらがなモード、カタカナモード、英数字モード

通常はひらがなが入力できる「ひらがなモード」｜こなっています。

力タ力ナを入力するときは「力タカナモードム数字や戸jレファベットを入力するときは「英

数字モ ド」lこ切り替えることにより、キーに表示されているかな文字、数字、記号ガ入力

できます。

半角モード

通常は、文字の大きさは、「全角」と呼ばれる大きさで、入力されますが、その横幅ガ半分の「半

角」と呼ばれる大きさの文字を入力することがで、ききす。半角モードのときは、戸ルファベ

ットの大文字、数字、スペース、ひらがな、カタカナと一部の記号は半角の大きさで入力

できます。

・その他、倍角、 4倍角の大きさの｛也、 3～24倍まで文字を縦横に拡大して回字すること

も可能です。

入力できる文字の大きさについては、第6章の「5.文字の種類を変える」、第8章の「8.
文字を拡大して印字するJ参照

・モードガ続いているあいだ、は、指定しだモードの入力形式により文字ガ入力されます。

モードを変えるときは、新しいモードをキ入力により指定します。

1.ひらカぜなモードにする

・ 直£]Jcひらがな〉キを押します。

ガイダンスに「ひら」と表示されます。これ

でひらがなモ ドになり、ひらがなが入力

できます。

な
日
間ひ

. I• ... 1抽白.. " ....川....A ... n.・......40 

oιがな「

呂※通常、起動しだときは、ひらがなモードで
す。

4入 力 》 叫 4(芹 7ミ＇） 横書 下 和文 1頁賎 34行 残 続々獄則字
ひら全角

①②③④⑤＠⑦＠⑨⑬  
｜量録｜呼出 lスト附｜持索 1書式｜ ｜切替 l湖北 ｜罫録 ｜掛 川 淵圭 i
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回
（カタカナ）

2.カタカナモードにする

・ 匡回（カタカナ）キーを押します。

ガイダンスに「力タ」と表示されます。これ

でカタカナモ ドになり、キに表示され

ているかなやローマ字つづりを入力すると、

自動的に力ヲ力ナで画面に表示されます。

《人ー 力 》 叫 4tR' 7ミ＇）横書下 和史 1頁磁 34行残留担任以芹
カタ全角

⑥⑦＠⑨⑩  

｜切替 llll臥 ｜車線 11語力 l消去｜

①② ③ ＠⑤  

｜骨設 l呼出 l計略 ｜揖膏 1書式｜

3.英数字モードにする

通常は小文字入力モードになっていて、

~キーで、小文字、大文字の入力モー
ドガ切り替わります。大文字入力モードの

ときは、ガイダンスのモード表示（「英数全

角」など〉の右側lこ“L＂ガ表示されます o

[;22:日キーを押しながら文字入力キーを

押すと、小文字は大文字に、大文字は小文

字に切り替わって入力されます。

I ..・e・・＇ ... ll.1叫 .." ....訓．．．，＆．．．訓........~o l 
I Sh a r P MZI I 

7ミリ 情書 下一和文 l頁残 34行路~＝字
英数全角L

＠⑦③⑨⑩  

l切替 l涯臥 1罫践 lltlhl消去 l

力 》 A4 4昨

困
（英数）

《人

e[§El)C英数〉キーを押します。

ガイダンスに「英数」と表示されます。これ

で英数字モードになり、キーに表示されて

いる戸ルファベットや数字ガ入力できます。

4.半角モードにする

回
（全角／半角）

r--..岨＇·~ .. L ~~ .. L .. 4日。占i/!J岬柑 abcA配＼2唱

・全角モードのときに、

角〉キーを押します。

ガイダンス｜こ「半角Jと表示されます。これ

で半角モードになり、ひらがな、カタカナ、

数字、記号などを半角で入力できます。

匡目（全角／半

7ミリ 横書 下一 和主 l頁 苑 34行賎淑20ll〕字
ひら半角L

⑤⑦＠＠骨

ltJl替 llll臥 I＇罫銀 l!Uhl消去 ｜

力 》 A4 4（芹《人豆度～つも↓AM
 

す

コ

戻

す

に

ま
ド

し
一
押

モ

を

角

一

全

キ

※
 旦

①⑨③⑪＠  

｜守録 1【呼出 IJスト晒 ｜棺索 1書式｜
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・漢字を半角にするときは、半角変換を行います。

（本章の「5.文字閣の変換」 参照〉



文字を入力する一一入力と蛮換

5.文字聞の変換
入力しだ半角文字を全角に変換しだり、ひらがなモードで入力中のひらがなをカタカナに

変換するなど、文字聞の変換には次の3通りの万法があります。入力する前にモードを変

えるLill＼要ガなく、刻率的な入力ができます。

1.半角←→全角蛮換

2.ひらがな←→カタカナ変換

3.アルファベット→かな変換

1.半角←→全角変換

全角（ま疋は半角〉で入力し疋文字・記号を半角（まだは全角〉に変換します。

①力 ソルを半角（ま疋は全角〉にしだい文字

に重ねます。

②［機能］十［半換］キ （ま疋は［全換］キ 〉を

押します。

③文字ガ変わります。

力 ソルは次の文字・記号に移ります。

2.ひらがな←→カタカナ変換

..... .1 ... ll1日.I...，‘・・・ 泊L "..I .. ＇担.I.....ι.. .40 
土器の磁片や木簡に記されたわずかな文字が、遠い古代の主活ぷりをまざまざと罫らせ ー

てくれる。斜、ら..5口口～2.。口0年昔、 古恥時代捕に明昧雲仙 J

回 目 巳
［機能］＋［半換］（［全換］〉

• ..I ..・1日.l... ll‘・・・ 加.1... ..1 ... n.・且 ..i...柑

土器の磁片や木簡に記されたわずかな立字が、遣い古代由主活ぷりを草ざまざと辞らせ ー

てく れる。今村 lm～2町署昔、 古抑 制 物 こ興暗雲九 J

入力中の網掛け表示のひらがな（または力タ力ナ〉を力タ力ナ（きだはひらがな〉に変換しま

す。

入力したひらがなをカタカナにするとき

①［機能］十 直El]キーを押します。

カタカナに変わります。

②唾亙空白キーを押します。
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回目
［機能］十（カタカナ）

唾盃詞



入力したカタカナをひらがなにするとき

⑦〔機能］＋匡白キーを押します。

ひらがなに変わります。このとき、重量

キーを押して漢字に変換することもできま

す。

②ひらがなのままでよければ、瞳画キー

を押します。

（~rr~）・ひらがな・カタカナ変換し疋い文字ガ網掛
） け表示のときしかできません。直璽キ

ーを押して確定しだ直後なら、直面キー

を押して前の状態（文字ガ網掛け表示にな

ります〉にして、上記の操作を行います。

3.アルファベット→ひらがな・カタカナ変換

文字を入力する一一入力と変換

回目
［機能］＋（ひらがな）

直牽困

入刀中の網掛け表示の戸ルファベットをひらがな、またはカタカナに変換します。

・［機能］＋直白キー（ひらがな変換〉、ま

だは直LJJキー（カタカナ蛮換〉を押しま

す。

③ ．網掛け表示内でカーソルを移動すると、カ

ーソルのを側の部分だ、けが変換の対象にな

ります。

・戸ルファベットの文字の中で、ローマ字と

して不適当な文字は無視され、自動的に消

去されます。

回 目
［機能］十（ひらがな）

固因
［機能］＋（カタカナ）

呂 ※戸jしフ？ベットは、大文字、小文字ともに

変換できます。

※変換しだ直後なら軍習キーを押して網掛

け表示にしてから、上記の操作を行ってく

ださい。
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文字を入力する一一入力と蛮換

6.漢字に変換するには
入力し疋ひらがなを漢字に変換します。これを「かな漢字変換」といいます。カタカナから

漢字変換することはできません。ま芝、数字を漢数字にすることもできます。

・漢字変換には文節変換、連文節蛮換と一括入刀、音訓変換があります。

・雇量司キーの他、区亙三ヨキや、句読点（日、回〉により、漢字変換を行うことも

できます。句読点、スペースで漢字変換するか否かは、設定できます。

（第4章 「各種モードの選択」参照〉

・前回の変換時に選んだ漢字を、次の変換時に第？候補として表示する学習機能もあり、

効率よく変換するのを助けます。

・姓名.t也名などの固育名詞も変換で、きます。「姓」・「名」合わせて約2万件、「地名」は最小

行政単位（役所・役場の所在地〉まで変換できます。変換された固育名詞の後にId:,r※」ガ

表示されます。

園名前に“さん”“くん”などをけけると変換できません。“さまぺ“どのn は変換できま

す。

（例） ゃまださん→ゃまださん

ゃまださま→山田様

・姓名を続けて入力し疋ときは変換されません。分けて変換してください。

固有名詞辞書について

かな漢字変換の辞書は通常の言葉（熟語〉と固有名詞のブロックに分かれており、通常の変

換が先に行われます。すなわち、同じ“読み”に通常の言葉と固育名詞の両方がある場合、

通常の言葉の同音異義語を先に呼び出しだ後、固育名詞ガ呼び出されます。特別機能の「各

種モード選択」（こより、園南名詞の変換を通常の変換より優先するよう設定することガでき

ます。だだ、し、設定に関係なく、通常の言葉を選択して学習されだとき、次は通常の言葉

のブロックガ先に変換されます。ま芝、固育名詞を選択して学習され疋とき、 'lJ(は固育名

詞のブロックガ先に変換されます。

・通常のかな漢字変換で変換できない漢字の入力方法としては、本項目の「4.音訓変換」、

本章の「g.部首別入力J、什0.コ ド入力」を参照してください。

かな漢字の変換方法

変換できる範囲によって、 4通りあります。
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1 .文節単位の変換

2.連文節変換

3. 括入力

4.音訓愛換



文字を入力する一一入力と変換

・1' 2、3の方法で変換する際に、使用する漢字が常用漢字（1945字〉で十分なときは、

「常用漢字」lこ設定でRき、効率のよい変換ができます。（第4章「各種モードの選択」参照〉

漢字変換に使われるキー

直翌日
漢字（まだは漢字かな混じりの語句〉に変換します。

ま疋次候補（同音異義語〉を呼び出して表示させます。

・本書では、重量キ は、 T回の変換では1個のみ表記しますが、 7回で目的の文字に変

換されないときは、目的の文字が表示されるまで繰り返しキーを押してください。

画盃劃
漢字に変換せずに、入力し疋文字のまま確定します。

区亙ヨ
カーソル位置にスペースを入力して変換します。

日、日

カーソル位置lこ読点まだは句点を入力して変換します。

（区亙三訂ゃ口、日で漢字変換するか否かは、各種モード選択により設定できます。

第4章「各種モードの選択」参照〉

区亙三Eゃ巳日を使って変換し芝とき、漢字の次候補を表示させるときは、画亙キ
を押してください。

置璽雪国
重量とは逆に、前に出てきだ候補を表示します。

1.文節単位の漢字変換

文節とは、文章の中で、自然な発音と意昧で区切られる最小の単位です。

（例〉

次の“／”の部分が文節の区切りになります。

トマトガ／赤く／熟れ疋ので／さっそく／料理lこ／使おうと／患って／いるのです。

文節単位の漢字変換の操作手順

⑦文字を入力すると網ガ掛かつだ状態で表示

されます。これを「網掛け表示」といいます。

（「確定していなしUともいいます。〉

トマ トがあかくt － ｜ （ A 岡山 ,_..? 20L .. L • n~ イ！） 
担※網掛け表示の状態で入力できる文字数は、

半角文字を含め、 40文字までです。
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文字を入力する一一入力と変換

②重量キーを押すと、網掛け表示されてい

る文字ガ漢字に蛮換されます。変換され疋

文字には下線（戸ンダーライン〉ガ引かれて

います。

③直函キーを押すだびに別の同音異義の漢

字に変換されます。

区内網掛けの状態（未確定）に戻すには、直面

ι=dJ キーを押します。

※前の漢字の候補に戻すには匝函キーを

押します。

④目的の漢字に変換されだら、続けて文字を

入力します。

次の文字を入力すると下線ガ消え、変換さ

れだ漢字は確定（入力〉されます。

2.連文節変換

直E

f寸

···· ＇－＇ ・ ·•＇ I岨 I.. ' ! ..• 20!. ...... ! •.• • :nl •••• L ..岨・・－ー，．、ーー－．

連文節変換とは、 2つあるいは3つの文節、最大で4文節（最大40文字〉までを一度に漢字

変換する方法です。

・文章によって、 4文節40文字まで変換できますが、基本的には2文節で変換してくださ

し＼o

・ユーザー辞書は、必ず文節単位で、固有名詞は熟語単位で変換してください。

連文節変換の操作手順

①文字キーでかな文字を入力します。（網掛け

表示されます〉。

②文節まだは 2文節分を入力しだときに、

重量キーを押します。入力し疋文字が、漢

字に変換されます。 2文節を変換している

ときは、最後の文節に戸ン夕、ーラインガ引

かれています。

③目的の漢字に変換され芝ときは、そのまま

決の文字を入力します。
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文字を入力する一一入力と変換

④戸ン夕、ーラインは消えて、今変換され疋部

分は、普通の表示になります。

き

す

と

ま
い

し

な

力
れ

入

さ

と

換

U

変

し

こ

日
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時

抗
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m

m

 

勺
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、j
ト

k

A
l『
i
M

“HHI
d

－

E
ゅ
の 園園園口固因回

②雇函キーを押すと、「花が低い」と変換さ ｜ 屋劃
れまし定。「花」を「鼻」lこ修正します。

③~＋白キーを押します。
カーソルガIB動し、 7フンダラインも「花

ガ」の下に移動します。

メミ※自的の漢字に7フンダーラインガ移動するま

〕 で、~十回キーを押してください。

すまし押をキ圃④
 

⑤「轟」ガ表示され疋ら、~十回キ
を押します。

アンダラインガ「低しUの下に移動します。

⑤次の文字を入力すると「量ガ低し1」は確定さ

れます。

ι果：・連文節蛮換のときに表示される戸ンダーラ

） インは、必ず~＋囚キーを使って
移動してください。カーソルキーで移動す

ると戸ンダーラインは表示されず直亙キ

ーは無劾になります。

(, ....阻企 0 0 I 10・．．．，・．．．訓＇' ' I A • • • 拙 ·•· • • • · ...岨1
卜制湿d . . .. I 

－ m 一一 ・

~＋回

同

直面

~＋白

r~ ~1 
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文字を入力する一一入力と変換

文節の区切りをまちがえて蛮換されたとき

⑦再度、直亙キーを押してみます。

正しく変換され疋ら、続けて文字の入力を

行います口

②正しく変換されない場合は、文節の区切り

かだをまちがっているところがひらがなに

なるまで何回か直劃キーを押します。戸

ンヲ、、 ラインの部分ガ網掛けのひらがなに

変わっていきます。

③文節の正しい区切りの次の文字にカーソル

を重ねて、重量副キーを押し、目的の漢字に

変換します。

ひらがなのままで漢字変換されないとき

⑦直週キーで網掛け表示にします。

②文節の正しい区切りの次の文字にカーソル

直函

1 •.• .•.•. 1.L ll..IOL . •. • IL  ...羽L . •.• . 1.L . •.• lll . •.•• . d .•• .• . 40 1 
h塵芥士の藍E ｜ 

直週

．．．．且........10. ..・・，.....却L . •. •. • i • •， 羽L .•. •. 1.L . • , 40 

重量

ー..11. .......... 10. ...・・e1.L .....泊......·• • •·• .•. •. • lll . •. •. •· • ·• · •. •. •. 40 
ヰーしのしょうげん

直~

・・・・・・...1叫...'rt ... 皿.. ・・・ A• • · ・ 司‘－・・ s ・ O O I '40 

を重ねて、重量キーで目的の漢字に変換 ｜ 重量副
します。
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悪い天気だからEえにはぎ

・経験によって、希望と、おり変換されにくいことがわかっているときは、最初から T文節ずつで変換

してください0

・誤つ疋変換の原因のほとんどは、文節の区切りのまちがいでおこります。このようなときは7つず

つ単語を変換します。あいだにひらガなや力タカナガ入っているときは、直詞キーを押して確定

します。



文字を入力する一一入力と変換

3.一括入力

「一括入力」とは、ひとまとまりの文章をかなだけで入力し、後で一つ一つの文節を漢字に

蛮換していく機能です。

．一括入刀では、かな漢字変換をしない状態で、一度に1000文字まで入力できます。続け

て一括入力をするときは、1000文字入力し定時点でかな漢字変換をし、E冨キーでい

つだん入力画面に戻し疋後、再び一括入力の操作をしてください。

一括入力の操作手順

①入力画面で［機能〕＋［特別機能］キーを押し

ます。

ウインドウに特別機能ガ表示されます。

図囚
〔機能］＋［特別機能］

l .....・・・ 106.・・・・．． ．笈冶．・・ a・．．．笈冶．・・ E・．．．柏
②カーソルを「一括入力」の項目に移動します。

③~＋囚キーを押します。
画面が変わり、ガイダンスも〈一括入力〉に

変わります。

民1※いままで入力してい疋文書ガディスプレイ

』己 から消えますが、そのまま残っています。

操作終了後、通常の入力モードに戻すと、

前の文書の後ろに追加されます。

④「砂Jの記号の後｜こ、文字を入力します。

⑤入力中に漢字変換するところでは、 文節単

位で重量キーを押します。入力中の

直面キーは、変換位置に「＼」を指定する

だけで、変換はしません。

《 特目指鮭 》
力ーソルを視 力して、 実許7キーを押して下さい ひら全角

匡E 十日

置望日

. la ... 1岨・ー・ー・・8・－ ． ．笈池・ E ・＇.... ＂＇過......ー・ー・.o!O
．，トマトが＼あかく＼うれたので＼さっそく＼りょうりに＼っかおうと＼おもって＼いる

自ですoI 
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文字を入力する一一入力と変換

反 ］※表示lま書式の設定には関係なく、同40字
~ となり、績書きで表示されます。

※インデント・タブの入力も可能ですガ、レ

イ戸ウトを見ることはできません。

通常の入力モードに戻ると、レイ戸ウトの

確認ができます。

⑤文字の入力後、~十回キーを押し
ます。）」から直言副キーで指定し疋「＼］

位置までが変換対象になり、網掛け表示と

なります。「砂」は変換対象の後に移動しま

す。

戸］※量亙キーで指定され疋位置に変換候補ガ

ーー ない場合は、変換候補のある場所までが変

換対象となり、網掛け表示の状態で表示さ

れます。

~＋白

・・・・・・ .11..l岨...・E 畠．．． 却＆． ・・・企．．．岨企．・..・ I I 0 ~ 
トマ トが；！＜；かく国うれたので＼さフそく＼りょうりに＼つカおうと＼おもって＼いるので

⑦希望する漢字ガ表示されるまで宣言記キ ｜ 重量
を押します。

Jメモj※変換文字の後に出る数字（04など〕は、変換

可能な候補数を表示しています。

⑤~＋囚キを押します。
選択しだ漢字ガ確定し「砂Jから次の「＼」ま

でが変換対象となります。

カーソル「砂」Id:次の「＼」lこ移動します。

⑨以上の操作を繰り返し、最後まで変換しま

す。

⑪~＋目キーま疋は日キーを押し
ます。カーソルガ「砂」の後に移動して、再

び入力のできる状態になります。
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文字を入力する一一入力と変換

区］※操作を終了するときは匡豆ヨキーを押し

ι=<.J ます。通常の入力モ ドに戻ります。

※途中で操作を終了するときも匡冨キー

を押します。「砂」より後の文字は、そのまま

の状態で残ります。

・入力開こ ［亙キーで変換位置を指定しなくても、入力終了後~＋囚キーを押すと、文頭
より変換可能な文節を自動的に捜し出し愛換対象とします。 （連文節蛮換はできません。）

このとき、文節の区切り想っていれば日目キーで正しい文節の後lこ力ソルを椙し；函キ

ーで変換します。

・一括入力で、文書確定の途中でもカーソル位置での入力ガできます。通常入力と同じく直言巴キー

で変換します。

ま疋、後退 ・挿入／抹消・区点入力・文頭・文末・行頭・行末移動・ひらがな／カタカナ変換・音

訓変換・ユーザー辞書などの機能別壷えます。

・網掛け表示しているときに区ヨキーを押し疋ときは、カーソル位置にスペース引文字分入

れて蛮換されます。
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文字を入力する一一入力と変換

4.音訓変換

「音訓変換」とは、漢字の読みか疋（音読み、ま疋は訓読み〉を入力することにより、漢字に

変換する機能です。

かな漢字変換では漢字に変換されないようなとき、ま芝は熟語の読みか疋を忘れてしまつ

だようなときにこの入力方法を使います。

・音訓入力にも学習機能がありますので表示される漢字の順序は一定していません。

①漢字の読み（音読み、ま芝は訓読み〉を入力

します。

②~＋ Cfill[[) キーを押します。

広司※音訓辞書での変換で、同じ読みの漢字がい

己主出 くつもあるときは、ウインドウに20個ずつ

表示します。20個以上ある場合は、直亙キ

ーまたは撞重量キーで表示ガ入れ替わり

ます。

③目的の漢字の左側の2桁の番号を入力しま

す。

呂※ 2桁の番号を入力して選択した後で取り消

したいときは、直週キーを押します。
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※彊~キーを押すと網掛け状態に戻り、文
字到の後に目マークガ表示されます。

このときは、直面キーで音訓変換ができ

ます。音訓変換をしないときは、目マーつ

を消去します。

~十宣車D

．．．目，....10‘－・・ ＇....泊..・・.....狙..・・ a.... 40 

《人

.... 寸示両7三ill銀 融 24候補頁番号日1
01 詑 02労日3罫 04 fj! (6 弄

00絹明 徳 00榔囚，；n 10遍

日牢 12 浪 13 篭 14老 15 聾

16 蝋 17 郎 18後 19 I量 20 良

力 E A4 39字 7ミり 摘書 下一 平日立 1頁混 34行 瑳紅獄溜芹
ひら全角



文字を入力する一一入力と変換

7.短縮変換
文章作成中にいちど変換（無変換〉しだ語句を記憶していますので、 2度目に同じ語句を入

力するときは、読みの最初の7文字と直函キ を押す芝けでその語句に変換できます。

（通常の変換より優先して変換されます。〉 この機能を「短縮変換Jといいます。

短縮変換機能は、使い慣れると非常に便利で文書作成ガ速くできます。

・通常の漢字変換より優先するのでJ子」や「津」といつだ読みガ？字の漢字は、後の候補に

なります0

・短縮変換しだ語句の後には、「＊」マークガ表示されます。

・7文字について、それぞれ10個までの単語を自動的に記憶しています。 10個を超えると、

前に記憶し芝ものから順番に消去されます。この場合、直劃キで確定し疋ものの

らがな、刀タ力ナや戸ルフ戸ベット〉も？個として記憶されており、画面を消去するまで

保持されます。

・ユーザー辞書や分野別辞書で変換し疋語句も短縮変換できます。

（分野別辞書の語句の場合は、見出しの最初のT文字を入力して、〔機能］＋雇函キーを

押します。〉

⑦「はいけい」を屋圏キーで「拝啓」と変換し

ます。「はJでお始まる単語として、「拝啓」ガ記

憶されましだ。

②「は」だけを入刀します。

固回回回重量

困

③重量日キーを押すと、「拝啓」と変換されま ｜ 直劃

す。

③ ・読みを2文字以上入力すると、短縮変換は

できません。

．続、医亙ヨキーや句読点入力による

変換はできません。必ず重量日キーを押し

てくどさい。
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8.異体字変換
「沢Jと「津」のように、新字体を同音同義の旧字体に変えることを「異体字変換」と呼ひ、ます。

人名などで旧字体を使う場合に、効果的です。

・変換できる異体字については、巻末の「異体字 覧表」を参照してください。

まず、通常の漢字にしてから、異体字の変換を行います。

①カーソルを、変換しだい漢字の上に移動し

ます。

②［機能〕＋［異体字］キーを押します。

カーソル位置の文字ガ、異体字に変わりま

す。

jメモ※複数の候補があるときは、その文字に力一

ソルを移動し、さらに［機能］十［異体字］キ

ーを押してくだ、さし1。
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文字を入力する一一入力と蛮換

9.部首別入力

漢字の読みがわからないとき、漢和辞典をひくように、部首名や部首の画数により、漢字

を画面表示させ、その中から指定して入力します。 JIS第1.第2水準の文字ガ入刀で

きます。

1.部首名から入力する

⑦入力しだい位置に力 ソんを移動してか

ら、~＋~キーを押します。
ウインドウに、画数の少ない順に部首ガ10
個表示されます。

②回 キーを押すと、ガイダンスのカーソル

が部首名のI頁に移動します。

③部首名をひらがなで入力し、~＋回
キーを押しき長す。

その部首のところにカーソルガ移動します。

同※［機能］キーを押しながら回目キーを押

＝＝ すと、 次の101固（前の10個〉ガ表示されます。

※巴囚キーで、カーソルを移動し問。

＠~＋白キーを押すと、カーソル位
置の部首を舎む漢字ガ20個表示されます。

メモ※入力しだ部首名がないときは工ラーとなり

ーます。匡豆司キーを押して入力し直して

ください。

⑤目的の漢字ガウインドウの中にないとき

は、圃まだは匝画キーで、羽田の候

補の組を変重します。

＠漢字の配の2桁の番号を入力すると、選択

しだ漢字が文書に入力され、入力画面に戻

ります。

匡28＋温言。

日

いち

I ぼう
、 てん

I J ののめ
I Z. おつれ

I I はねぼう

2 ニに

2 ー なべぶた
g 2 人 ひとやね にんべん

IO 2 JL ひとあし

(g階部l入力 》郎主淳 7ミリ 備書下 和文
番号 l醐 1鞘 名 目

「ー「一丁一寸ー「一寸

~十回 ~＋白

05 章 II< 
IO 介 11°
15曲 111,
'1J 企｜｜〈

¥lo 
l はねぼう 孫事訴
二に 韮干毘

ーなベ欽た 哀克罪

人ひとやねにんべん 組合的

IO 2 IL ひとあし 級王免
4部首別入力 B 郎お字 7ミリ 横書下一和文 l頁残 お行 残約限矧芹

番号 9函絞 2部首名ひとやねにんべん ひら全角
①＠③ ＠⑤ ＠⑦＠⑨⑩  

I JJS o71JJS外字 11軍首 l音訓l I IK卓 Iii'号l欧空｜ I I 
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2.部首の画数から入力する

①匡三日＋~キーを押します。
ウインドウに、画数の少ない順に部首ガ10
個表示されます。

7～9の場合はOを必ず入力してください。

②部首の画数をテンキーから2桁で入力しま

す。（例： 05)
その画叡の、部首群の↑番目にカーソルガ

移動します。

同※［機能］キを押しなガら回目キーを押

一ー すと、次の10個（前の10個）ガ表示されます。

※回目キーで、カーソルを移動し制。

③匡28＋囚 キーを押すと、カーソル位

置の部首を含む漢字ガ、ウインドウに2印固

表示されます。

④目的の漢字ガウインドウの中にないとき

は、直翌日ま疋は画童画キーで、20個の候

補の組を変重します。

⑤漢字の前の2桁の番号を入力すると、選択

し疋漢字が文書に入力され、入力画面に戻

ります。
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いち

｜ ぽう

てん

J ののめ
z: おつれ

I はねぼう

ーなベc,S<た

人 ひとや担にんべん

JO 2 JL ひとあし

4暫曽有L入力》応答字 7ミリ構書下一 和"Si.
番号 1画数動 部首名いち

~十回

代書L葺字 4一一ー－
Z胃雨

中山中

之井丸
説：7':.X
乞量也
理事訴
亙干豆
菓充弄

組曲仰l

政克免1一一一一ー

l頁残 281i 確約1~沼津
ひら全角

加企 11く

\I ~ 
l はねぼう 理事訴
こ に 盈干亜
日』なべぶた 菓JD草
人ひと やね にんべん 組合併

10 2 JL ひとあし 続JC'.史
《部首胃P仏力》 隠活字 7ミリ 横書下一 和文 1頁硲 2811残約限獄芹

番号 9画数 2部首名ひとやね にんべん ひら全角
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文字を入力する一一入力と変換

1 0.コード入力
キーボード」こにない文字や、 JIS第2水準の文字や記号、登録した外字などは、 4桁の

コード番号によって入力します。

コード入力には3通りの方法があります。

1 .区点コード入力

2. JI Sコード入力

3.シフトJISコード入力

1.区点コード入力

巻末の「記号（区点入力〉 覧表」、「文字索引・ コード表」を参照して、それぞれの文字・記号

に割り当てられ疋4桁の番号（区点コード〉を入力します。

例

「今日の温度は15℃」の「。C」（区01点78）を入力してみます。

①~＋~キーを押します。

②ガイダンスの「区」｜こ区番号のりを入れます。

区点番号の最初の2桁の番号です。ガイダ

ンスのカーソルは「席、」｜こ移り、入力し芝区

番号に属するすべての文字・記号ガ表示さ

れます。

③点番号を入力します。

点78ガ「。C」で、す。

④画面はもとに戻り、文字 ・記号はカーソル

位置に入力されます。

区1※自的とする文字・記号がないときや操作を

］ やめるときは、匡罰キーでもとの画面

に戻ります。

※区点の入力で、まちがって番号を入力しだ

場合は、 3桁目までならば直Eキーで力

一ソルを戻して入力し直すことができます。

~日＋~

4入 力》町活字＂ •J 損害 下一 和文 l頁路加行路約問問字
区点入力区・4 点惨 ひら全角

今日の温度量三重量量三重量三塁 区南入力 区 01

塁。l但 0304lli000'700凹 1011 12 13 14 15 16 17 18 19 20 I ---
、． ・ ，？，．．，、 ー 一、J トーー－

21 22お 242526'Z72829'.ll31沼 3334351'3'13839岨 i 一
、主 H 全勺〆 0ー勾／＼～ III… 6 ・ M

41 42 43 44 45 46 41 48 49日5152日5455 56引 5859伺い一一一

” () ( ) [ J ( } (} () 「」 '' l l +I 一一M

61回目 64筋邸前 00関 7日71官 7374 75 76 77 78 79旬卜

ー ± x÷＝手 く〉 孟 孟 00 ：.♂♀ ・ • " "C ¥ $ I一一一個

別包郎副 85es 87飽田 9J91位田 94

＠晶 % ＃ ~.. @§ 1' * 0 • 。。

《入 力》防ま浮 7（リ 情書下 和文 l頁磁 28行磁約瓜矧芹
民入力区制 1点叶 Dら全角
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文字を入力する一一入力と変換

2. 0 I Sコード入力

オーナ ズマニユ戸）I_;の第10章の「漢字コード表」を参照して、それぞれの文字・記号に割

り当てられだ4桁の番号CJISコード〉を入力します。

①~＋Q工§）キーを押します。 ~十QI§)

②JISコードの最初の2桁を入力します。

その2桁で始まるすべての文字・記号ガ表

示されます。

1. ・・・・・・・・・・ 1恥・・ sし・・却..." ....抽・・・，....刊
I - J I s 入 力 三＝重重量一一一

I 21 22 23 24 2i 26 2'1 28 29 2A 2B 2C 2D 2E 2F 'll 31 32 33 34 I 
亜唖娃阿哀愛華強量墓茜穐悪握渥旭歪芦鯵梓 ｜

35 36 'JI 38 39 3A 3B 3C 3D 3E 3F 40 41 42 43 44 45岨 47時｜

庄斡偲宛 姐虻飴絢綾鮎或粟姶安庵按暗葉閉路 ｜

494A 48 4C 4D 4E 4F日 5152臼 5455 56日開国羽田氏｜

杏以伊位依偉囲夷垂厩鼠惟意慰易街為畏異移 ｜③目的の文字・記号の番号を入力します。 即日 5F即日16263646566別館関 6A6R6C6D6F6F701一一一

④画面はもとに戻り、文字・記号は力 ソル

位置lこ入力されきす。

呂 ※呂田とする文字 ・記号がないときや操作を

やめるときは、匡冨キーを押します。

3.シフトJISコード入力

経緯胃萎査請遺遺底井主頃育郁樫 壱 溢逸福 ！

71 72 73 74 75 76 77 7百19官官官官官

茨芋鰯允印咽員困姻引 飲 淫胤蔭

《入 力》郎活字 7~り 衛書 下一 和文 l頁残 2別T残線引班芹
J IS入力砂ヨ01 Dら全角

L一一」 I I I I I I I I I 

※まちガつだ番号を入力しだときは、 3桁固

までならば重量キーでカーソルを戻すこ

とができます。

オナズマ二ユ戸ルの第10章の「漢字コ ド表」を参照して、それぞれの文字・記号に割

り当てられ疋4桁の番号（シフトJISコード〉を入力します。

①匡三日＋（シフトJIS）キーを押します。

②入力し疋い文字・記号のシフトJISコー

ド（ 4桁〉を入力します。

③カーソル位置にそのコードの文字・記号が

入力されます。

団
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※操作をやめるとき、[§QJキ を押しま

す。

E豆日＋（シフトJIS)

《 入 力》 閲覧字 7；リ 横書 下ー 塑立 l頁接主計協官mm
ンフ トJIS入力 惨BBAI ひら全角

※まちがった番号を入力したときは、 3桁目

までならば重量司キーで、力 ソルを戻すこ

とガできます。

ノ



1 1 .記号入力
キーボード上にない記号を入力する方法です。

①~＋③茸キーを押します口
ウインドウlこ2印自の記号ガ表示されます。

②最初に表示され疋ウインドウに入力し芝い

記号がないときは、直劃キを押すと、ウ

インドウ内は次のページを表示します。

同※前のページを表示するときは置国キ－

-= を押します。

※記号を入力しないときは、匡盟キーで、

もとの画面に戻ります。

③記号の前の2桁の番号を入力します。

画面はもとに戻り、記号はカーソル位置に

入力されます。

文字を入力する一一入力と変換

~＋~ 

I .... •·· .. 1岨........描．・・ a・．．．拙 o o o I・．．．岨
ー

日3+ 
00 -
13 孟 14 00 15 
18・ 19 ’ 2!l"

t記号入力 E 防お字 7ミリ横書下一和文 1頁路樹ド務高官狙以ff:
ひら全角

①②③＠⑤⑮⑦＠⑨⑪  

l箭量｜呼出加制 l稽宮｜書式 l l切替 l証飢I；；線 ｜税制消去 l

．選んだ記号は学習され、 'fJ!_に記号入力をするときに、候補の先頭に表示されます0

・選んだ記号ガ

（［〔［（〈〈「「“‘のかっこや引用符号などのときは、対応する）］〕］｝〉〉」f’も同時に学習され候補の先

頭に表示されます。

・記号入力で入力できる記号は巻末の「~c号入力一覧表」を参照してください。
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文字を入力する一一入力と変換

12.上っき文字・下っき文字
上っき文字は、数式や化学式などに用いられる「x2_Jの「2」のような文字のことで、下っき文

字は、同様｜こ「トイ20」の「2」のような文字のことです。このように文字の石ょや右下に小さい

文字を入力することができます。

・上っき文字・下っき文字に変換できるのは、数字・ 英文字・ 一部の記号です。ま芝、半

角で入力しだ文字も変換できます。

・上っき・下っき文字は、通常に文字を入刀してから変換します。

1.入力しながら変換する

入力中の網掛け表示部分を変換します。

①下っき文字（ょっき文字〉に変換しだい文字

を舎めて入力します。

②生三重つca三重つ〉キーを押します。

網掛け表示の中の英数字ガ、 すべて下っき

文字（上っき文字〉に変換されます。

2. 1文字ずつ変換する

①変換し疋い文字を含めて入力し、軍霊園

キーを押します。

②すでに入力され確定されている文字で、上

っき文字（下っき文字〉にする文字の位置に

カーソルを移動します。

③q三重）CU三重つ〉キーを押します。

76 

力一ソルの位置の数字が、上っき文字（下づ

き文字〉に変換されます。

十...l. ・ • ••I岨一・ ・ ・..... . . . ・．描 ．－－ ・ ‘....掛 0 I I I A.o I 0 柏 1
I n+1I ---I 

生三きつca三きつ〉

軍蚕唇

＂＂ι」aA ・ ・・ 2岨 ・ ・ • I £, o ・訓・・・ .....・・ー地．．． ;. l 
ドーxi -I 

q豆量）c生三きつ〉



3.領域指定して変換する

①上っき文字（下っき文字〉にする範囲を領域

指定します。

②缶三重う（生三£〉キを押します。

領域指定し疋範囲の英数字ガ、すべて上っ

き文字（下っき文字〉に変換されます。

文字を入力する一一入力と変換

r ＼＂＇.~田圃

q三重）cCT三重））

・ょっき文字を下っき文字に、下っき文字を上っき文字に変換することもできます。
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文字を入力する一一入力と変換

13. Jレビ
「jレビ、」とは、漢字などにふりがなを打つときに用いる小さな文字のことで、す。

横書きなら文字の上に、縦書きなら文字の右側にルビを入力することができます。

読みがなをつけ疋り、強調するときに便利な機能です。

•Jレビは？行として扱われるので、 印字するときは、ルビの行の前後の行で改行ピッチ（第

3章 「書式設定J参照）を変更するillJ,＼要があります。

・ルビに使用できる文字は、全角・半角のひらがなやカタカナです0

・スペースは、ルビ変換されると半角スペ スになります。

•Jレビは、通常に文字を入力してから変換します。 ルビの改行ピッチを変重してから印字

します。

1.入力しながら変換する

入力中の網掛け表示部分を変換します。

①ルピをつける漢字の行頭lこ力一ソルを移動

します。 rt'" L岨描 岨 ：？

②白キーを押し、 7行分の行を挿入します。 目

③挿入しだ行の行頭にカーソルを移し、ルビ

を入れる箇所までスペースを入れます。

指宿

．．．．ι．．・ 1岨・・ ・・‘・・・地．．．，ト・・担A・・・‘...・ 40

J 

｜旦※区E キーで操作し問。

④ルビの文字を入力します。

網掛け表示になっています。

••• " ....恥.........田‘.........気迫．－－・・・e・e・40

J 

いぷす告E
指宿

⑤G亘Dキーを押します。

ルビガ入力されます。

QR) 

~」d 雇＇ I岨 I 0 I I .tl1 I I 反泊 I I I t. I I I 306・I I I"''• 4θ 

J 

J 

引 E
指宿
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文字を入力する一一入力と変換

2. 1文字ずつルビ変換する

①すでに入力〈確定〉されている文字で、ルビ

に変換し疋い文字の位置にカーソルを移動

します。

②④むキーを押します。

カーソル位置の文字ガ、ルビに変換されま

す。

③続けて次の字もんピにするときは、

~キーを押し続けます。

rr R 岨 4 地 畠グ！二：1
EげさJーー ・ I 
t:i宿 ー ・

~ 

rr !i＇＇品 訓 Til

3.領域指定してルビ変換する

①すでに入力（確定〉されている文字で、ルビ

に変換しだい部分を領域指定します。

②G⑤キーを押します。

指定しだ領域の文字ガ、ルビに変換されま

す。

I' ' ' ' ' • ..・.h • • • ＇・・・・・・描 I 0 0 I ' I I I 抽．・・ I ' I a I 柏ペ
トJ 0・0 ・ ・ .－－－－－－一”l
卜J・ I 
｜ D訴す圏 ・・ ・ ・・・・ 一ーー ｜
' 指宿 一一一回目白 l

~ 

~cc i；岨＝~？＝7"TI：~
4.Jレヒ、の改行ピッチを変更する

（例）

改行ピッチを7ミリとして、ルビ、の己主行ピッチを調整してみます。

①ルビを入力し疋行のひとつ前の行に力一ソ

ルを移動させます。書式設定で改行ピッチ

を3ミリに変重します。

②ルビを入力し疋行にカーソルを移動し、書

式設定で、改行ピッチを4ミリに変更します。

③ルビを入力しだ次の行にカーソルを移動し、

書式設定で改行ピッチを7ミリに戻します。

…一
一
一L
r

t

……一一一一一一一一一福祉

一
雫
縦
否

J
B
E
J
t
可

＠

劃

三野運河町一
υ

一崖

L
い
酔

《
数
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文字を入力する一一入力と変換

④ED字すると、次のような印字ガ得られます。

一
村
宿

・
ゅ
指

保）・ルピと漢字の間隔は、 4ミリ以上必要です。

、J 3ミリ以下にすると、ルピと漢字ガ重なっ

て団字されます。
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文章を編集します
編集

-t<!ot ＇＞•も師同日H凶 c••• •lie>•• •A.CTf，叩叫........, l"i?>G同..，，.，. ~ .. t it• ., .. .., .：. ~ ~ .. =・・ 
＂＇‘ llUIUI IO_,.IF.師’ 2

...一一
自 川 キングのお知ら引

寸

( 1動 入） E<; 宝芹 1'l摘書 下 句史 Hl嶋 君Jr礎的凹阻Yア

'll Cl! CP Oil (5) 
ー 「 T つ

ート ~r角

Ill (1J 骨＠骨

百TJ!RD罰11'1τユ寸

第

この主主では、さまざまな編集機能について説明します。

章

編集機能を上手に使えば、読みやすい美しい文書を羽率よく作成することができます。

ー－－－－.~ 司..... ー，，『有 町 固・Eヨ・・画置h・~ーニ.......・晒ー「

1 . ＇行や頁〔ページ）を改める

2.領域を指定する ‘ 『
げむヨ弓 j「...・o.，”i-.・、ι

3. まちが．つ定文字をj肖弓：にl~t

4 ぷ訂正豆急 ，C.O•". ・•.－：... '-&.:."::,..__;<:, ".: 一lマ一一一一…＇ ；~； .. 
5主玄扮種類殺主主事互角目指信角臨：三二

J可~.C:-して：；.. ~~でナてZ宗主J込才J よ....ケ；~... 

6；：ュ文字慨を整える」ヲヅメ、，＿§芝生立与2!)ig:i.1~テント、鰐割り惜11
• cP－：＂司官，＿..’ pド 困、句 F ・司・‘字、、．・τμ＿

7. ＇ 文一宇を強璽烹る－：－~－：／15.哲三::!t二~~主塑掛！1:'
・.:k-·~« ・・ 4 ...局、..，回』府~，·~司際、一正

8.ロゴを室津烹る ••.• ___ , ~ :. －~：叫J 」
－·：＿~＿\l'ぺ？円 ’＂~·’；~.~ .....二万1立 Fア・zr.:::r:::-.r-

9.玄亨？妻宅字杢そろえ：去にで？；宣之さ空空盟乏し

1 o~点字詰イメージ弱者芸誌深志f－ ~~－·. 
可込ム，，....，瓦月晴子？也Fηい：斗....... 

竹..＆字を移動Lたり（＇＂複写互主ム.~：：：.－二ピー：恥）．
.-,'...c. ：：·~crp~・＿.... ，－，、τ；：： . 

12. 文字を探した~＇：. ·~置a電翠えtる：i~：...三・

13 ..穴うめ機能
ワ プ~：－：...~苛アご・·：~＇－ ~ •· ＂’、二；ピ

14.切り賠りをする

15~ ・，＿-g.重の一部に枠をあける －・？与に・「｛.



文章を編集します一一編集

1 .行や頁（ページ）を改める
行や頁（ページ〉を改めて入力し芝いとき、カーソルをその位置まで移動する他に、改行や

改頁の機能を用いて行う万法があります。

1 .改行する

「改行」とは、行を改める機能です。改行する位置以降に文字がある場合は、文字も力 ソ

ルといっしょに次行に送られます。

改行は、インデント指定してある行では、インデント位置ヘカーソル移動します。また、

空白行を作るときにも使用します。

2.改頁する

「改頁（改ペ ジ〉」とl誌、ページを改める機能です。改頁するとき、改頁する位置以降の文

書は、カーソルとともに双買に送られます。

カーソル位置のページ数ガガイダンスに表示されます。

1.改行

①改行しだい位置に力 ソルを合わせます。

②白 キーを押します。

カーソル位置に改行マークc._J）ガ挿入され、

カーソルは決行へ移動します。

③行頭にカーソルを合わせて、回 キーを押

すと、 行あきます。

メモi※改行を取り消すときは、改行マク（.J）を

〕 ~函キーなどで消去します。

． ．．． ，・ • I I 1］・..・ E 企. .~－ 20.< ‘ .. ＇・I I I 30‘・．．，・ I I I 40 

ハイキングのお知らせJ
J・ 

そろそろ、良い章節になフてきました。 目カポカ陽気のなか、みんなでわいわ “ 

いさEきませんか？ 下記白日程でハイ キングを行b、ますa:て、よそって乙事加

ください。 （行占先は、おにきり山です。） J

回

J 
そろそろ、良い季節になっできました。 J
園カポカ陽気のなカ＼みんなでわいわい揮さませんかり 下記の日程でハイキ

2.改頁

①改ページしだい位置にカーソルを合わせま

す。ガイダンスには、現在のカーソル位置

のページ数が表示されます。

82 

J 

怪 奇先高崎幸子 0467 I 23-4567J 
詳しいことは上記岡高院さんにご連絡ください。 J

f挿 入》あ 35字 7ミリ 横書 下 和日立 rn銭17行確約ぼ7江津
ひら全角

① ②③ ＠＠ ⑤⑦③⑨⑪  
l壷録 l呼出 Hスト柑 1格安｜書式 ｜ ｜切替 IfilA I＇罫銀 11；盛nl消去 ｜



②［機能］＋囚 キーを押します。

カーソル位置に改頁マークCJ）ガ挿入され

ます。

んモ＇j※改頁を取り消すときは、改頁マ－＂］ （J）を

〕 恒亙函キーなどで消去します。

文章を編集します一一編集

国
［機能］十回

自 守 備考お弁当は各自ζ用意くだ古い.J 

~先高岨：l i子 0467 123 4567J 
≪ t季 人 B B5主主j: 7；リ 備書 下一 和文 2頁持活行残約1g沼津

ひら全角
①②③ ＠＠ ＠ ＠ ＠＠ ⑩ 

ほ社団出』主盤臼盟国到 国益l.J!弘庄ill.!漣h」週五J

・カーソルの位置が書式設定により決められたTページあ疋りの行数を超えると自動的に次ページに

なります。ただし、「フリー」を選択しているときは、次ページにはなりません。
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文章を編集します一一編集

2.領域を指定する
「領域指定」とは、すでに入力しだ文書などに対して、範囲を指定することにより、次に行

う処理をその範囲内に限定することです。

領域指定されだ範囲内で、訂正・消去・文字の大きさ変更などの編集処理や、文書登録や、

印字などの処理を行うことができます。

・領域指定は、通常ある範囲の始めと終わりの2力所を指定します。

・領域指定がT力所の場合、その位置以降すべてが、処理の対象になります。

⑦領域指定をしだい部分の最初の位置に力一

ソルを移動します。

②［機能］＋［領域］キーを押します。

指定しだ位置に枠ガ表示されます。

③領域指定をし疋い部分の最後の位置に力一

ソルを移動します。

④［機能］十［領域］キーを押します。

指定し定位置に枠が表示されます。

これで領域指定ができまし芝。

反）※領域指定を取り消すときは、匡罰キー

τ ー を押します。
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国回
［機能］十［領域］

• II. •• ' •• •• 1叫.." ... . 油企•＇＇ I ,t.,' ' :)UA，・・e1.a ••• ~o 

嘩E主ですれ J・ 一一一“
ζぷさたしてル、ます。J

ょの間Lとも子と二人で ハワイへ行ってきま した。J －－ 
青い海とヤンの木。 J

目白
［機能］＋［領域］

・・・・＇ .•••• loll.・・ 8・...2(泌 I I 0 I &.1 •I 訓 ・e・－・・・・・ 4υ
自元気ですか。 J
ごぶさたしていますb1I
この間、とも子と二人て ’寸 4へ行フて主ま した。J

青い海とヤノの末。 J



文章を編集します一一編集

3.まちがった文字を消すには
入力した文字や記号を消すことを消去といいます。

・文字や記号を消去する他に、改行マーク（.J ），改頁マーク（J）など機能のマークを消去

することにより、機能を取り消すこともできます。

・文字を消去するには、

1 . 字抹j肖

2.部分消去

3.行左・行石消去

があります。

1.一字抹消

一文字ずつ消去するには、軍主自キーま芝は｜挿入／抹消｜キーを使います。

重量司キーを使う場合

カーソルの前の一文字を消去します。

①消去し定い文字の後にカーソルを移動しま

す。

目企 ... HA.・・ I • ' ' ＇回し．－・し．． 拍A.' ' ' I & ' ' ＇柏

②重量副キーを押します。

カーソル位置の左側の？文字ガ消去され、

カーソル位置から石側の文字は 字ずつ左

へ詰められます。

保）・亙亘キーは、網掛け表示の？文字自に力

、J ソルがあるとき、まだは、書式設定ガタ

ブ設定ガ行われている行で、行頭に力一ソ

ルがあるときは使用できません。

｜挿入／抹消｜キーを使う場合

力一ソjし位置の文字を消去します。

①カーソルを消去しだい文字の」こに移動しま

す。

お元気てすか。 J
ごぶさたしていますす島

直量司

・・ ・・“・ ・ー・h ..・・ E・－－・ 20.i• • • ' .i •· •· •·"°" • • • ' .i • • • <O 
お元気ですカ。 J
ごぶさたしていますE

• ' .i •• ~ 10.i • •• ' .i ...四＆． ・・ a.i ...泊.I...，‘． ．．ω 
お元気ですカ、 J
ごぶさたしていま置す0 J 
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②｜挿入／抹消｜キーを押します。

カーソル位置の文字ガ消去され、カーソル

の右側の文字は 文字ずっさEへ詰められま

す。

2.部分消去

｜挿入／抹消｜

..• . L ... 11叫 ....' . • ． 泊 L....... L ..... nl ... '・' •·, .. 40 
お元気ですカ 0 J・ 

ごぶさたしていま畠 J

部分消去は、領域指定されだ部分のみが消去されます。

①消去しだい部分を領域指定します。

②3至。キーを押します。

ガイダンスに〈部分消去〉と表示されます。

③~＋凹キーを押します。
領域指定しだ部分ガ消去され、残りの文章

ガ、繰り上ガります。

保）・7力所だけに領域指定して消去を行うと、

、， 領域指定しだ位置以降すべてが消去されま

す。

3.行左・行右消去

．，‘. '. ［~ . . . ' ...目 笈油.........ま油 o o I I j, • o I ~U 
E元気ですれ J
ごぶさたしていますb!I
この眠 とも干と二人で ハワイへ行ってきま した。J
青い揖とヤンの木。 J

温室。

~＋白
l ... ' •.. • ［叫 I I I I・－－ 対池＇o o I畠．．． 坦企．．．．企 a ・・ 40

! . …一一
この凱 とも干と二人で ハワイへ行ってきました。 J
青いilljとヤンの木。 J

もう最高です・

行::I.行石消去は、カーソル位置より行頭まだは行末までを一度に消すことができます。

行左消去

①カーソルを消去したい文字列の右端の次の

文字に移動します。

②［機能］＋［行左］キーを押します。

カーソル位置より、左側（カーソル位置の文

字は舎まなしりの文字列ガ消去され、以降の

文章ガ詰められます。

バ言、．行さE消去では、什ラ中のカーソルより左側

記5ノ の文章ガ消去されます。消去しだい文章の

前に必要な文章があるときは、注意してく

ださい。
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. ＇企... 1岨...' ... l笈冶．・.＇・．．． 担..＇・“・・・ 40

ハイキングのお知らせJ・
J・ 

そろそろ、郎、却になヲて討した。 齢 制陽買のなホみんなでわいか一一一一

い揮さませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞってご春加一一一一ー

回 目
〔機能］＋〔行左］

l ... ＇・ ••• I （冶．．．，．．．． 田・．・・ E 企 I I 0 ::I(冶＇o o I ，，＇＇岨
ハイキングのお知らせJ

目カ耐陽気のな仇みんなでわいわゆ告ませんか？下記聞程でハイキ一一一一

ングを行いますので、こぞってご春加くださb、。 〈行き先は、おに吉り山です。目白



行右消去

①力 ソルを消去しだい文字列のきE端の文字

に移動します。

②［機能］＋［行右］キを押します。

カーソル位置より、 右側 （力 ソjし位置の

文字も舎む〉の文字列ガ消去され、以降の

文章ガ詰められます。

バh・行石消去では、 T行中の力 ソルより右側
、コ廿t』、J の文章ガ消去されます。消去しだい文章の

後に必要な文章があるときは、注意してく

ださい。

4. 全文消去

画面の表示をすべて消去します。

①入力画面で⑧£キーを押します。

②匡E十回 キーを押します。

画面ガ消去され、選択画面｜こ戻ります。

バ言、．全文消去では文字だけでなく、罫線なと画
¥ 'J!jてJ
＼ノ 面に表示されているものはすべて消去され

てしまいます。

．「／＼ッワ戸ツプ要」で500タッチ以上であ

れば消去し疋文書をパック戸ツプ呼び出し

できますが、パック戸ップをしなかっだり、

500タッチ以下の場合は新たに入力しなお

さねばなりません。

文章を編集します一一編集

・・・・ ιIL.・1抽 ・・・ I A • •・ 皿・・ー ・ ー . . .・・・・ 田・・・・J ・ I l I 4。
ハイキングのお知らせJ

そろそろ、良い季節になってきました。ポカポカ陽気のなか、みんなでわいわー

い歩きませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こそ’ってご奉加 ….............. 

ください。 llrき先は．おにさり山です。） J

回国
［機能］＋［行右〕

•. ' IL.・. 10& ••• I A ...剖＂＇＇＇ I .. ，・・由＆・・・ ＇..・・ •o
ハイキングのお知らせJ

J・ 

そろそろ、 即、軍i~になってきました。ポカポカ悶気のなれみんなでわいわ一日 ・・-・・ 

い自伝さませんか0 下記の日程でハイキングをlTいますので、こぞってこ春加一一……“

ください。 E

＼ 
阻......'.l .•.•.•. !Ol .....・.o.L . •. •. 20l •. •. •. 1.L ....却し ....1.L,, 40 

I ハイキングのお知らせJ・・ ・--・・ … M 

J . 一一“一”

そろそろ、良い章節になフてきました．ポカポカ陽気のなカ＼みんなでわいわ一一一ー

も咳きませんか？ 下記凶日程でハイキングを行いますので‘こぞってご奉加……『『

ください。 （行き先.'<I、おに吉り山です。） J

日間 4月26日｛日） 午前日時J
県合得所むこうの駅前J
暗考お弁当は各自ご用意ください。 J
連絡先高崎彩子 11:0467ーl23-4567J 

J・ 

合参加・不審加は上.!i'の高揚さんにご連絡くだ言い偽 J
ハイキングしよう全J 一一一一ω

4 画面崩圭 B ll5 活字 7ミリ 備蓄下一秘主 1頁接 B行磁約ぽ阪芹
ひら全角

①②③＠＠＠⑦＠＠⑩  
｜畳録 l岬出 H叶階 ｜棺苦｜書式 i I rn醤 l!ll臥 l罫担 II鍾hI;尚喜｜
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4.訂正する
「訂正」とは、まちがつだ文字を消去して、 代わりに正しい文字を入力する機能です。

入力清みの文書を修正するときに利用すると便利な機能です。

1 .作成した文書の文字や記号を 字ずつ訂正する

2.漢字を舎む文字列（40字以内〉を訂正する部分訂正

の2通りの訂正方法があります

1 .一字訂正

漢字以外の文字、記号ガ訂正できます。そのとき、全角 ・半角相互の訂正もできます。

①③亘E キーを押します。

ガイダンスに〈訂正〉と表示されます。

②カーソルを、目的の文字の上に重ねます。

③訂正するかなや数字を入れます。

④カーソルを重ね疋文字ガj肖え、入力し疋か

なや数字ガ入りぎす。

μモj※カーソルガ次の文字に移動し、続けて訂正

」 ー することができます。

⑤訂正ガ終了しだら、もう一度③~
キーを押します。

保）・全角（半角〕の文字や記号は、それぞれ輔

、J （全角〕に訂正することができます。だだし、

その場合、文書は半角分ずれます。
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②亘FJ

U土土L土ム企~・ ・ J O・．．・’＇ .... ＂＇・．・・＇.....袋冶."' •". •o 
ハ冨キングのお知らせJ 一一一一一一一

J -

ゲ勺そろ、郎、手餅になフてきま しんポカポカ陽ぷのなか、みんなでわいわ 一一一一一一一ー

レ祭主著村んかう f＇.？.の日程でハイキ Jグを行いますので、こそってご巷加 日

・・・ ・1・・・..10・.........・2('6.I I I ，・．．． 却しI I I i‘ー ・ •o
ハイ匡ングのお知らせJ …日…

J・ 
そろそろ、畏い章節になってき註した。ポカポカ陽気のな泊 、みんなでわいわ

い歩きませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますのて、こそフてご琴加 ー

③璽FJ



2.部分訂正

領域指定を利用して、文字列を訂正します。

①訂正する部分を領域指定します。

②ヨ亘FJキーを押します。

ガイダンスに〈部分訂正〉と表示され、訂正

文字を入力できる状態になります。

③訂正文字列を入力します。

④~十回キーを押します。
領域指定しだ部分ガ入力しだ文字列に訂正

されます。

l ~'E'J ※訂正文字列の文字数ガ、領域指定しだ部分

- =  の文字数と同じでなくても、訂正すること

ができます。

※操作を中立するときは、匡亙キーを押

します。

文章を編集します一一編集

• ' •••• • lo.I ••• ' ...且四..・・・‘・・・担＆．－－－・....'40 

日イキL~お知らせJ
J 一一
そろそろ、良い草QNこなフてきました。ポカポカ陽気のなカ＼みんなてわいわ 一一一一一
い事きませんか。 下記白日程でハイキングを行いますので、こそってこ参加 …”“”“

③垂FJ
《部分訂正 B訂正文字崎

ひら全角
①②③④＠＠＠＠⑨⑩  

l守録 ｜ I I I I l師雷 同日 II 川崎hl消去｜

~十回
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5.文字の種類を変える一一倍角、4倍角
文字の大きさには、半角・全角・倍角・ 4倍角などの文字があります。ま芝、印字できる

文字の種類には拡大文字、回転文字、斜体文字があります。

・拡大文字、回転文字・斜体文字については第8章「文書を印字します」を参照してくださ

ここでは、半角・全角で入力し疋文字を、倍角や4倍角に拡大する万法を中山に説明しま

す。

・半角・全角については、第5章の「4.いろいろな文字の入力」を参照してください。

1.倍角

全角文字の横幅を 2倍にしだものが倍角です。

全角・半角のどちらでも、 7文字ずつ、あるいは領域指定しだ文字列を倍角にすることが

できます。

⑦倍角にしだい文字にカーソルを重ねるか、

領域指定をします。

②［機能］＋［倍角］キーを押します。カーソル

位置の文字、まだは領域指定し疋部分ガ倍

角文字に蛮換されます。

んミi※倍角を解除しだいときは、解除し疋い文字

一ー に力ソルを重ねるか、領域指定をして、

［機能］＋［解除］ （巴〉キーを押します。

2. 4倍角

b斗＂ ＇~ぃ ・ ‘・・・ t r" .. , •· · .. 河〕＆ 且a.... n1 .....・・ ・..o 
ロイキングのお知ら幅 一 一

手勺今ユら、！＂I、季節になってきました。ポカポカ陽気のなか、みんなでわも、わ m •• 

b、士Eきまぜんかり 「記の日程てrイキよノグを行いますので、こぞってご春加

固 因
［機能］＋［倍角］

土1止~I抽 ， .I. , • .. .剖企・·~」 ・・・ 気冶 a ・・’‘・・・ •o
園 イキングcoお矢口ら世 J … 

J・ 

わ＇＂＇ろ 、良ν享H何こIJって占ま しle.＇！＇.カポカ陽気のなカ＼みんなでわいわ － 
Uす主幸村んカハ ！どの日1￥τJイ下ングを行令、ますので、こぞフてこす加 一一

全角文字の縦帽・横幅とも2倍にしだものが4倍角です。 4倍角文字は、日字のときに太

字・白抜きなど5種類のパターンの力ザリ文字ガ使えます。種類は、書式設定で設定しま

す。

⑦4倍角にしだい文字に力 ソルを重ねるか、

領域指定をします。
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...，＿，・・ 1も上中止」E生息ニ・.＇品．目. 2·• • ＇且』企．．． 油企・・・ I£.，＇・ 40

日イキングのお知ら圏 一一
,I・ 

;rλそみ、良い垂直Pになってきま したD ポカポカ陽気のなカ＼みんなでわいわ“

い生きませんか？ 下記の日程でハイキツグを行いますので、こぞってご奉加



文章を編集します一一編集

②［機能J+[4倍角］キーを押します。力ーソ

ル位置の文字、ま疋は領域指定しだ部分ガ

4倍角文字に変換されます。

広J※ 4倍角を解除し乏いときは、解除しだい文

ヒ ＝＂ 字にカーソルを重ねるか、領域指定をして、

［機能］＋［解除］（巴 ）キーを押します。

カザリ文字｜こするには

①書式設定により 4倍角文字の種類を設定し

ます。行単位で設定できます。

②設定がされると、対象の4倍角文字に、網

ガ重ねられだ状態で表示されます。

包囲
［機能］十［4倍角］

・・ a..... 10・．．且．‘・・目 穴冶．．ι‘・・・相・．

園イキングのお知らせJ

そろそろ、良い章自向こなってきました0 f,カポカ問自主のなか、みんなでわいわ”

後傷後務務務第る
そろそろ、良い幸自向こなってき草した。ポカポカ悶気舟なカ、みんなでわいわ

・小さな文字では、 ルビや上っき文字（32）、下っき文字CH20）などガ使えます。

ルピとは、読みにくい漢字などに（寸けるふりがなのことをいいます。

（第5章「4.いろいろな文字の入刀」参照〉
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6. 文書の形を整える一一左ヅメ、右ヅメ、センタリング、
インデント、均等割り付け

文書を美しくレイ戸ウトするだめに、文字列を揃える機能としてさEヅメ、石ヅメ、センタ

リンブ、やインデント、均等割りげげなどがあります。

1.左ヅメ・右ヅメ・センタリング

文字を行の在に寄せることを「左ヅメ」、行の石に寄せることを「石ヅメ」、行の中央にそろえ

ることを「センタリング」といいます。

1 .左ヅメ

①左ヅメする行に力 ソルを移動します。

メモj※カーソルの位置は、プロテクト領域以外な

ー＝ ら、その行のどの位置でもかまいません。

②［機能］＋［左ヅメ］キーを押します。

指定しだ行の文字引が、在端に移動します。

2.右ヅメ

①右ヅメする行にカーソルを移動します。

五正）※カーソルの位置は、プロテクト領域以外な

-==-' ら、その行のどの位置でもかまいません。

②［機能］＋［石ヅメ］キーを押します。

指定しだ行の文字列ガ、設定されている？

行字数中の石端に移動します。

係）・石ヅメの場合は、行末のJマつも移動し

） ますので、石端の？文字分は詰められませ

ん。
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』ムムι~とと動..・・ a 企． ．． 泊......... 明... I I Iι 0 I I 4tJ 

京都ンテ ィ｝ライブJ

田中くんの車liltきま しょぅ。 J

日 同 巴月l口日」
集合i量所舶の所J

回回
［機能］＋［左ヅメ］

’........ 1抽・.......＂＜~ .・ ・・ .. ... χ油ーと止止4」~」杓
；？都Lノテ々ドライフJ

田中くんの車で行きましょう。 J

m 
日 日 時 6月10日 J
H 集合境所例の所J

京都ρティ ドライ フJ

田中 くんの車で行きましょう。J

H・ 日 目丹 6月10日 J

自 隼合同所 i’田所J
I」巴

国 国
［機能］＋［右ヅメ］

干都；ノテ旬ドライフJ

田中 えんの車で行きま しょう。 J
J・ 

自 日 目耳 目月10日 J
U・ 果 畠喝所閉lの所J

t~上J …句”



文章を編集します一一編集

3.センタリング

①センタリンク、する行にカーソルを楊動しま

す。

与と二品目，．．・・ 10• ・・・・・．・・ 2"・ . .. ' .. ＇・・ ＇.＜）・．．．．’‘＇.・ ＂°
京都ン圃ィドライブJ
J 

田中くんの車で行きま しょう.J 

メモ※力 、ノルの位置は、ブロテ7ト領域以外広

一ー ら、その行のどの位置でもかまいません。

②［機能］＋［センタリング］キーを押します。 固 因
［機能］＋［センタI）ンク］指定し疋行の文字列が、設定されている7

行字数中の中央に移動します。
同．．．“・・・ 1叫 ．・・・・．．． 且・• ' ' I i a a a坦・．－－－・ I I I 40 

京都シティドライブJ

田中くんの車で行きましょう。 J

．右ヅメ、あるいはセンタリンクしだ文字列を修正 ・編集するときは、一度左ヅメにしてから操作す

る万ガ容易です。

・行中にタブマーク（ 届 ）、インデントマーワ（ 自 ）がある場合は、在ヅメ、石ヅメ、センタリ

ンゲを行うことはできません。
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2.インデ‘ント

「インデントJとは、行頭位置を、指定し疋字数分下げる（石へ移動させる〉機能です。

何行にもわだって行頭を下げて書き出しだい場合に、一度インデント指定をすると、その

位置が以降の行の行頭になり、各行でスペ スを入れる手聞が省けます。

①区ヨキーを押し、カーソルをインデ

ント指定しだい位置に移動させます。

②［機能］＋［インデント］キーを押します。

（目〉マークガ表示され、その位置より在

側は、文字ガ入力できないプロテウト領域

になります。

ι；］※全角の状態でインデント指定したときは、

~ インデントマつは、全角？文字分のスペ

ースと同じです。同じように半角文字のと

きには指定し芝インデントマークの幅も半

分になります。

③文章を入力します。

ムモ※インデントを取り消すときは、「圃 」マ

〕 ワにカーソルを重ねて、匡亙習キー

で消去します。

④もとの入力位置に戻すときは［機能］十［イ

ンデント解除］キーを押します。

Eマーつが表示され、次行からは ？文字

白から文字を入れることができます。

ルミj※インデント解除を取り消すときは、

ー~ 目マークにカーソルを重ねて

~函キ で消去します。

・・・ .' ~－.・・ . 10・.." ..目． 盟‘I I I I • I I I 拍・．．．，．． ・・＜0
京都シティドライブJ

回図
［機能］＋［インデント］

』ιιιムιII... 1日I... " A・・・一・;ni .... L •• 宜J.l... ,L  .. 40 
京都シティドライブJ

唾

旦ムi中斗~ ・・ 10・－－－’・．目・ 訓 I I I I • o 1 目 却し・・』畠・・・ •n
！￥都；ノテ々ドライフJ

”・南山コーマ」
－耳芹町ヲーマ

・坤llr制コーフE

回 国
〔機能］＋［インデント解除］

8・東山コースJ
・河原町コースJ
・神社巡りコースE

・インデントを指定しだ場合、囚キーを押してもカーソルは加の行頭に移動しません。インデント
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指定に従つだ位置に移動します。

・目 、 目マ ワは消去 ・挿入ができます0

・目 、 自マークl志、印字されません。

．インデント（設定と解除を合わせて）I引文書あだり最大100力所まで入力できます。それ以上は工ラ

音が鳴り、インデント入力は無効となります。タブやスペ スで代用してください。

・入力する位置を決める場合には園、 目マクの全角7文字分、まだは半角7文字分の帽を考慮
してく芝、さい。



文章を編集します一一編集

3.均等割り付け

「均等割りげ（j」とは、指定しだ範囲内に、文字間隔を均等にするように配置する機能です。

・画面では均等割り付けを表示しませんが、印字イメージ表示ま疋は印字により見ること

ができます。

⑦均等割り伺けをする文字列の左舗の文字に

カーソルを移動します。

② ③璽IDキーを押します。

文字列の前にn等割りげけマーケ「岨」ガ

挿入されます。

③文字列の後にカーソルを移動して、そろえ

疋い文字幅に必要な分だけスペースを入れ

ます。

んで＂J※均等割り（寸けの範囲は、前の圃マークガ

］ ら後の 盟 マーつまで含みます；

係）・スペ スの挿入は左端の「置 」マークの後

、， なら、文字到の前でもかまいません。

④③重量むキーを押します。

画面にはよ 盟」マークガ表示されるだけ

ですが、印字のときに均等に配置され臼字

されます。

広］ ※均等割り｛寸けの指定を取り消すには「置」

〕 マークにカーソルを重ねて直亙亙画キ

ーを押します。

※ 置 マークガ行中lこ7つしかないときは、

半角スペースとしてあっかわれます。

皿I I I I " I I I 10‘I I I/  i.o I I 到 し I I I • I o o 30.i I ・・ 0 ・...'40 

・・－プ紙会ω…… …
情緒ンステム恵美本部J

③歪証言〉

・・・・’‘・・・ iii.・・・.i'' ' '°'· • • ' ' i ' ' ' :nl ' ' ' ' ; • ' ' <O 
Eンャープ株式会社 E .... ー

情報ンステム事業本部J

⑧璽副主〉
, , L,, Hil..・・＇....加し...L .• :m ... ,i ...岨

置ンャープ株式全浮上 喝 ー
情報ンステム事業本富山

印字例

シャープ株式会社

情報システム事業本部

・均等割り｛寸けの状態は臼字イメージ表示で確認できます。

本章の「10.印字のイメージを知るには」のI買を参照〉
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7. 文字を強調する一一 アンダーライン、網掛け
戸ン夕、ーラインや網掛けで、文書中の文字を強調することができます。

「戸ンダーライン」とは、文字の下にヨ｜く下線のことです。縦書き表示のときは石側に表示

されます。

「世間掛け」とは、網模様のパターンを文字の上に重ねることをいいます。

・戸ンダーラインは5種類、網掛けは9種類使うことができます。種類を設定するには、

戸ンダーラインや網掛けをしだいところにまず、戸ンダーラインを引きます。

行単位の書式設定で、戸ンダーラインまだは網掛けを選択し、種類を設定します。

戸ンダーラインでも網掛けでも、設定しだ種類では画面表示されずベガイダンスには種

類ガ表示されます〉戸ンダーラインの下線？の表示のままです。

印字しだときに設定しだ戸ンダーライン・網掛けlこなります。

戸ンダーライン
網掛け 1 ガ＠／／／／／；と 6 g議議接議議

2 

3 

4 

5 =  

1.アンダーライン・網掛け

2 7 -・ ＇·＇＇仁 H.'\L~

3 8 

4 一一一一一一 9 ＝＝＝一一

5 

戸ン夕、ーラインと網掛けの指定方法には、 2通りあります0

1 . 7文字ごとの指定

2.領域指定による指定

f文字ごと指定するとき

①カーソルを目的の文字まで移動します。

②［機能］＋［戸ンダーライン］キーを押します。

③文字の下に戸ンダーラインガ引かれ、力

ソルは次の文字に移動します。続けて戸ン

ダーラインを引くときは、そのまま［機能］

＋〔戸ンダーライン］キーを押し続けます。

j瓦｝ ※網掛けに変えるには、書式設定で網掛けの

士 出 種類を指定します。
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·••· · • '"'"'a, • .. . roo .••••• • • • ，，..，・・・.....'" 
Eイキングのお知らせJ ・・----・-・・-・ 

J・ . 

そろそろ．良い季帥になってきました。ポカポカ陽気のなカ＼みんなでわいわ … 
い揮さまぜんか？ 下記の日程てハイキングを行い3ますので、こぞってご春加 ……ーー

固 函
［機能］＋［戸ンダーライン］

－・＆・・・ 10・....・e・企且．．笈油＇＇＇ I ,I.，＇＇筑冶I 0 I I .・ a ・＜O

叫 主Eグのお知らせJ …一一一
.I・ 

そろそろ、良い草卸になってきました。ポカポカ陽気のなか みんなでわいわ一日

い歩きませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますので‘こぞってご奉加 一日 ー

※戸ンダーラインや網掛けを消去し疋いとき

は、同じ場所で戸ンダラインをヨ｜＜操作

を繰り返します。



領域指定｜こより指定するとき

①目的の部分を領域指定します。

②［機能］十［戸ンダーライン］キーを押します。

領域指定しだ部分に戸ンダーラインガ引か

れます。

広司※網掛けに蛮えるには、書式設定で網掛けの

』 =dJ 種類を指定します。

※戸ンダーラインや網掛けを消去しだいとき

は、同じ場所で戸ンダーラインを引く操作

を繰り返します。

文章を編集します一一編集

－－－－ー・...1抽 ＇ •• I ・・・・ 却・＇ .I. ' a ...祖.........止皇
臼イキングのお知ら四 … 

J・ 
そろそろ、良い華飾区なヲてきました。ポカポカ1唱気のなカ＼みんなでわいわ － 
b、歩きませんか？ 下記同日程でハイキングを行いますので、こぞフてこ奉加 ” 

ください。 （行き先泣、おにさり山です。） J

回函
［機能］＋［アンダーライン］

........・＂泊 ．・・＇.... aw ..且 e....災泊.." ...・；n
ハイキング白お知らせ固 目白一

J 一一

そろそろ、良い軍部になってきました。ポカポカ陽気のなカ＼みんなでわいわ ーー
い歩きませんか？ 下記の日程でハイキyグを行いますので、こそフてこ寺加 一司
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8.ロゴを指定する
「口ゴ指定Jとは、指定しだ範囲の文字間隔をOドットにつめて印字する機能で、す。画面で

は口ゴマークを表示するだけですが、印字するときlこ指定区間の文字間隔がOドットにな

ります。

例：こんな口ゴがつくれます。

シャーフ。株式会社

1.口ゴ指定

①口ゴ指定をする語句の先頭の文字に、力一

ソルを移動します。

② ② 三Dキーを押します。

語句の前に「圃」マークガ挿入されます。

③口ゴ指定する語句の次の文字にカーソルを

移動して、②2)キ を押します。

語句の後に「自 Jマークガ挿入されます。

ルミj※口ゴ指定をする語句がいくつかあるときは、

宮 中 以上の操作を繰り返します。

※口ゴ指定を取り消すときは、 自 マつを

~函キーで消去します。

2.均等割り付け内のロゴ指定

②コD

卜ぷ；二ヰ

②コD 

均等割りげけされだ文字列に含まれる語句で、ロゴ指定します。

ロゴ指定しだ範囲のみ文字間隔は短縮され、全体lま均等割りげけとなります。
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・i5a等割り（寸け・口ゴ指定（前項参照〕の手順でそれぞれ指定します。

．「自」マーつも「盟 」マクも半角スペ スとしてみなされます。文字幅をそろえるときに注意し

てください。



文章を編集します一一編集

9. 文字や数字をそろえる－一一タブ、ケタ揃え
文字や数字をそろえる機能には、ヲブとケヲそろえがあります。

「タブ」は、項目を並べだり、表を作成するとき、タブ設定位置に文字をそろえて入れる機

能です。

「ケタ揃え」は、数値のケタや少数点、をタブ設定位置にそろえて入れる機能です。（ケタ揃え

のことをデシマルヲブとも呼びます。〉

ヲブやケタ揃えを行うと、表や項目ガ見やすく美しい状態に作成することができます。

タブの使用例

氏名

山田太郎

日本一

田中一平木

鈴木花子

部

部

部

部

層

画

理

産

務

所

企

菅

生

業

ケタ揃え使用例

所属

企画部

管理部
生産部

業務部

基本給

103.000 

97.500 
125.000 
94.000 

企

ヲブ設定位置置－MA 
企
誕フヲ

置ケタ揃えでは、数字と一部の記号（，、一、＠、￥、$など〉はヲブ設定位置の左に入力され、

その他の文字、記号（など〉を入力しだときから右に入力されます。

・カーソルをタブ位置に移動することを、タブ移動といいます。プロテクト領域のヲブ設

定位置にタブを移動することはできません。

1.タブ・ケタ揃え

1 .タブ・ケタ揃えを設定・入力する

ヲブ・ケヲ揃えをする位置にはあらかじめヲブを設定しておきます。ヲブは行頭から5文
字間隔で初期設定されています。

タブを設定すると、その行から、次のヲブ設定行の前の行までが同じヲブ設定となります。

力一ソjレのある行のヲブ設定位置がスケールに表示されます。

1 .タブを設定する

2.タブ設定を利用して文字を入力する

3.ケヲ揃えで入力する

4.ヲブ位置へ力 ソル移動する
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タブを設定する

入力画面で設定します。

①力一ソルをヲブ設定する行（行中どの位置

でもよい〉に移動します。

②③豆重量Dキを押します。

次の行にスケールガ表示されます。

スケール上に、タブの位置が表示されます。

③新規にダブを設定する場合は、泊三Dキ

ーを押し、設定されているすべてのタブを

消去します。

④スケールよの力ソルを日 日 キーでタ

ブ設定する位置に移動し、医ヨキーを押

します。

ムモ※続けてタブ設定を行うときは、この操作を

= 繰り返してく疋、さい。

※設定されているタブ（.A)Iこカーソルを重ね

て[22]キーを押し、タブを消去すること

ができます。

⑤~十回キーを押しきす。
タブ設定がされて入刀画面に戻り、画面上

部のスケールに設定しだヲブ位置が表示さ

れます。

②主量〉
I. , , , a, •• 10・－・・‘畠...2(池........担.....＂・＂ • <O 

プロジェクトチ ム・メンパー表J

温室。

日
目
・0 I I ••• I 0 ・1・．．．．，．．且．・ 2・I I I I ••• • I.I.・抽・・ ・・2・． ．・ ・叫

プロシェクトチーム・メンパー表J

・' .... ' .4.・2•••• ' ..... 3.・・ ・e・，....4 

~十回

聞 ・・ ー・・・・ 岨・・ ・・ ＇..... 2(j・・・・・・・・J ・：；.，.... " ....υ 
プロシェクトテーム・メンn－表J

スケール上でのカーソル移動

〔機能］十日 スケールの上のカーソルを、左側のタブ設定位置に移動します。

［機能］十日 スケールの上のカーソルを、石側のタブ設定位置に移動します。

区ヨ スケール上のカーソル位置の石側に設定されているすべてのヲブを、 半

角分石側に移動します。

置~ま芝は
l挿入／抹消｜ スケール土のカーソル位置の石側に設定されているすべてのタブを、半

角分左側に楊動させます。（極量キーのときは力 ソルも半分在側へ移

動しますが、｜挿入／抹消｜キ では移動しません〉。 力一ソルの移動

（雇亘〉まだはカーソルと重なるタブは、消去されます。
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回
園

匹一
U 入力され疋数値に対応するスケール上の位置に、カーソルガ移動します。

フ。リンタ種によって制限値があり、それ以上の数値を入力したときは、

プリンタの制限値に移動します。

タブ設定を利用して文字を入力する

①まず、文字を入力します。

すまし押をキ園②
 

匡2

③ヲブマーク（ 自 〉ガ文字列の後に表示され、

カーソルは決のヲブ設定位置に移動します。

．． ．．，．．．． ・0・. . ・ ‘. ~...四....・ ・・・・担・E ・・・・・・ ・4C

プロヨェクトチーム ・メンバー表J

氏名目

④続けて文字を入力し、医2キーを押して

タブ設定位置に入刀していきます。

• [22]キーを押しすぎだり、入力しだ文字の位置を前のタブ位置に戻したいときは、（ 届 〉マーつを
雇函誌は~函キーで消去してください。

・ヲブの設定可能数は、最大25個までです。
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ケタ揃えで入力する

①ケタ揃えする位置にあらかじめヲブ設定を

しておきます。

②文字や、数字を入力していきます。

③ケタ揃えでの入力時は、［機能］＋［ケタ揃］

キを押して次のタブ設定位置に力ソル

を移動させます。

④数字を入力します。

右からざEへ入力されます。

長j※数字をまちがえて入力し疋場合は、重量
巳干 J キ を押し、再入力してくだ、さい。

※途中で止する場合は、~キーを押
します。

タブ位置ヘカーソル稽動する

・［機能］＋［タブ移動］キーを押します。

カーソルは決のタブ設定位置に移ります。

I. . 1• ••• L , .....伺．．．し ．．．．叩I I I I l.o. ー・ •O I 
I 所属 基本給J ... , 

｜圃 企画唱 I 

回 図
〔機能］＋［ケタ揃］

1111 .....・・・・品..11 • • ・・・ 拍．． ．．，．－ー 柑
所属 基将古J
組部 103，叫

・数字と一部の記号（，、 、＠、￥、$など〉以外の文字を入力するとその位置でのケタ揃えは解除され

ます。

［機能］＋［ケタ揃］キーを押すと半角のスペースガ自動的に挿入されます。
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2.タブ検索

タブ設定しだ行を模索します。タブ設定を設定し直す場合に、その行を捜すのに便利です。

入力画面で操作します。

①模索を開始する行にカーソルを移動します。

②③三重重Dキを押します。

③⑧至。キーを押すとガイダンスガ〈タブ

模索〉になります。続いて~十回キ
ーを押します。

力一ソルは文末万向に移動し検索をはじめ

ます。

呂※模索開始時の~＋目キーを押す前
に囚キーを押すと、文頭万向ヘ模索がさ

れます。

※タブ設定した行ガ模索されると、カーソル

ガi上まり、スケールにタブ設定位置ガ表示

され、ガイダンスも〈タブ設定〉になります。

④岐に応じ、ヲブを変重し匡E 十回

キーを押します。

⑤次のヲブ設定されだ行までカーソルガ動き、

模索を再開します。

んモ；J※タブ位置を変重しないときは、そのまま

〕 j ~＋白キを押します。

同．．．，＆．‘・ 10・...' .•••• 2(冶．・・ E 畠．．． ヨ冶．・......・・.-ID

ハイキングのお知らせJ

! 
そろそA、良い季節になってきま した．ポカポカ陽気のなか、みんなてわいわ ω 一一一

い歩告ませんか0 下記の日程でハイキングを行いますのて、こぞってご寺加 一一一一”

・・・ a・－－・.lOo 0 0 I I I I I I 201.・・・ I I I I 0 'dOo I 0 0 I ・...40 

ハイキングのお知らせJ

そろそろ、良い章節になフてきました．ヨカポカ隠さまのなか、みんなでわいわ一一

いti'きませんか0 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞフてご巷加 ω ー
ください。 （行き先は、おにぎり山です。 )J

~. .d... L , o. •. • . 2・…・・・・1・・・・2・… 4
白 日間 4月26日｛日）午前9崎J － 
画 集合I量所むこうの駅前J
白 骨岩お弁当は各自ご用意ください。」

虚随先高崎信子 0467-I 23-4567J 
≪ 77設定 l lfj 主浮 7ミリ 横書 下一 干目立 l頁尾 '.l'lli 権約l引は1字

続河7 雇画 中止 畳掴 英数半角

①⑦③＠⑤＠⑦＠＠⑩  

I辛 1 I I I I I I 点主 l

~＋囚
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文章を編集します一一編集

＠ヲブ設定の行がなくなると、文末（文頭〉ま

で力 ソルガ移動し模索が終了します。

川 ※操作を途中で中正するときは、匡盟キ
ーー を押してください。

3.タブ消去・統一

文書中の行単位で設定されたすべてのヲブを消去し、統一することができます。

入力画面から操作します。

①カーソルを文頭に移動します。

②③豆孟［）キを押します。

7行自のタブ設定位置がスケールに表示さ

れます。

③泊三Dキーを押します。

④[ilE]十日 キを押します。

文書中のすべてのタブ設定ガ消去され、タ

フ、、を使って入力されていた文字は自動的に

改行されます。

⑤新疋にタブの設定を行います。

ヲブ位置か、統一されます。

岡崎中で操作を中止するときは、~キ
ーー ーを押してください。

十一竺・且巳・~・~;il・・山ムヂ
匝 氏名目 副 沢田男－J

目 氏名コート届 I 5241 J 
u 所属H U・ 軒球部
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；
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[ilE]＋日

開...' .... 10 •. ••• ' ••• • 20 • ••• ' •••• :l), ••• ' •••• 4日

m 一一
目
氏名目

白
沢田昇一J
6・ 
氏名コード目
I 524 IJ 
i・ 
所属自

画

野球部

．模索の万向は、 カ ソルガ文頭にある時は文末ヘ、文末にあるときは文頭へと進みます。

はじめに~キーを押して、その後に③三層むキ を押す万法でも、同じようにタブ模索の

操作ができます。
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文章を編集します一一編集

10. 印字のイメージを知るには
「E日亨イメージ表示Jとは、入力され疋文書の用紙のレイ戸ウトイメージを表示する機能で

す。

文字や罫線、臼字内容が縮小されて表示されます。 簡単な文書の入力、訂正、編集も可能

です。

•E日字イメージで操作できる機能

文字入力、一宇抹消、後退、行さc・ 行石消去、訂正、挿入、改行改頁、きEヅメ、石ヅメ、

センタljンブ、戸ンダーライン、インデント、インデント解除、カーソル移動、倍角文

字、 41芭角文字、ルビ、」二つき文字、下っき文字、均等割りけけ、ロゴ、罫線などガで

きます。

・印字イメージ表示では？頁200行を越える文書は表示できない場合があります。

・用紙サイズガ「フリー」で、 1ページ分の長さが400ミリを超えるページを印字イメージ表

示することはできません。

．「用紙枚数オ－／＼－ー」と工ラー表示されだ場合、印字イメージ表示することはできません。

・印字イメージ表示では、文字などの印字内容を縮小して表示しますので、文字がつぶれ

て表示されだり、文字の大きさにより黒ベヲ（・〉で表示される場合があります。

1.印字イメージ表示

入力画面まだは罫線作成画面から操作します。

⑦［機能］＋［表示切替］キーを押します。 回 図
画面表示は、印字イメージ表示lこなります。 ［機能］＋［表示切替］

力一ソル行の内容を表示

-t.i,-t.i, • 1·ff同，T・奮した“＇j・闘叫か..’T
・..ゎ‘’h・竃ぜゐ．， 下..関電"'l:"f＋ュ，..行い＇唱，.， ζ 

＂＇~＂＇ ：：：••ぽド．同...・

ハイキングのお知らせJ
《挿 入》部立字 7ミ＇）備 書下 手目立 l頁磁 28行 践約ぼJo:淳

ひら全角
①②＠＠＠＠⑦＠＠⑪  

l切替 l証肌！ ？罫線 l I I 

臼字イメージ表示
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文章を編集します一一編集

②もとの画面に戻すときは、再度［機能］＋〔表

示切替］キーを押します。

縦書きで表示されていても、印字イメージ

表示ではすべて横書きになります。

印字イメージ表示での文字表示変更

回 図
［機能］＋〔表示切替］

日字イメージ表示する文字は、縮小文字ま疋は、矩形のいずれかを選択することができま

す。きだ表示する文字の大きさを指定することもできます。

①印字イメージ表示で、恒三E)キーを押

します。

②キーガイダンスに表示されるそれぞれのキ

ーで、表示の万法、文字の大きさを指定し

て~＋巴キーを押します。

ヨ王Eう

I ハイキングのお知らぜJ
tモ ー ド B iii小文字書示 縞；.•J 、率 1 /3
ファンクνョンキーで選＇!Kした役、実・iiキ を押して下さい。

①⑦③＠＠＠＠＠＠⑪  
!Ji;形 防空宇l I I I 11/3 I l/6 I I I I 

匡ZEJ＋白

2.印字イメージ表示での入力・訂正・編集

①カーソルのある行の内容がガイダンスに表

示されます。

②通常の入力・訂正・編集と同様に操作しま

す。

I ハイ キングのお知らせJ
世 挿 入》民話字 7ミリ 術書下 和文 l頁硲お行残約1197肢障

口ら圭角
①②③ ＠＠＠⑦＠＠⑩  

l明日 l沼’AIS血 l I I 

・文字を入力した場合、ガイダンスに表示されだ文字は、カーソル移動などにより確定され、上の画

面に表示されます。
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文章を編集します一一編集

1 1 .文字を移動したり、複写する
いっ疋ん入力した文字を別の宋入力領域に移動させ疋り、複写することができます。

1.文字の移動

領域指定しだ文字を指定の場所に積動します。このとき、元の文字は消去され、 自動的に

その文字数だけ、後に続く文章ガ詰められます。

①入刀画面で、移動させだい文字例の最初と

最後の位置を領域指定します。

②移動しだい場所の最初の位置にカーソルを

移動します。

③(ii)キーを押します。

④~十日キーを押します。
指定しだ位置に、文字ガ移動されます。

... o.L ... •. llll ....... o.L .... 2(坦．・・J L .....訓．・・’‘......40 

土錦町破片や木聞に記されたわずかな文字方t通い古代の宝己百店りをまざまざ一一瞬一”

と欝らせてくれる。考古学1ことりつかれて、 園田はほとんど知脚置か1物館一一勧

めぐりでつぶれτしまう． 宵 曙や雑誌を読むだけではあきたらす口 一

《 移 動 E 時宿字 7ミリ積書 下 和文 1頁残 l聞協引制芹
実行キーを押してください ひら全角

•. !.I. •• . •. !Ill . •. •. ・』L.  ．加I.. •. ・ー・ー』ι．． ．羽I...・・o.L .•. •. 40 
土器の破片や木簡に記されたわずかな文字が遣い古fl:の主活ぶりをまざまざ一一一一回

と罫らせてくれる。考古学にとりつかれて、専F号書判髭圭を読むだけではあき一一回目”

たらず、園日はほとんど発鯛喝削鞠僻 刊でつぶれてしまう．

《 挿 入＞ B5お字 7ミリ 積書下一 和文 l頁 残 15行残約1軍政洋
ひら全角

①②③＠⑤⑤⑦⑧⑨⑪  
l置録｜呼出目スト剛 1格索｜書式｜ ｜切替 l!IDl.Ii罫線 lltlhl消圭｜
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文章を編集します一一編集

2. 文字の複写

領域指定しだ文字を指定の場所に複写します。このとき、元の文字も保害され、複写され

芝文字は指定しだ場所に挿入されます。

①入力画面で、複写させ疋い文字例の最初と

最後の位置を領域指定します。

②複写し疋い場所の最初の位置にカーソルを

複写します。

③冠雪Dキを押します。

④匡Z日十日 キーを押します。

指定し定位置に、文字ガ複写されます。

バ言、．複写した結果文書容量をオ パ し疋とき
1つ7てJ
」J は、文字の複写はできません。
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. •. o.L . •.•. 10.I .....・』.L .• . •. 20.I ...・・1.L...， 犯•.II. •. •· •·•· •.•.•. 40 
~の破片や木簡に記されたわずかな文字が、 齢、古代角主孟刈甘さ重ざ 一一一一一”
と蘇らせてくれる口考古学にとりつかれて、専門書や雑誌を読むだけではあき

たらず、休自はほとんど発揖現場か1毒物館め何でつぶれてしまう。 島市何

とも代えがたし、楽しみなのであ品。

《複 写 》 B5活字 7ミリ犠書下 和文 I頁残 1511残約阪迎芹
実行キーを押してください ひら全角

I I I I I I I I r r 「一寸

・0・・・1.'l.•. •. •. 10！‘且..1.L .....加L ...• . 1.L ....刻L .•.•. 1.L .•.• . 40 

土器の破片や木簡に記されたわずかな文字れ遠い古代の主活ぶりをまざまざ 一一一

と辞らせて、 れる。考古学にとりつかれて、専門書や種誌を読むだけではあき一一一ー

たらず、休日はほとんど発泡現リ：Jlか1毒物館めぐりでつぶれてしまう。土器の破 由回目白』

片や木簡に記されたわずかな文字が、通い古代白主活ぶりをまざまざと訴らせー日一一ー

でくれる。骨川咽とも代えカたい楽しみなのである。

《 挿 入 》 B5活字 7ミリ 横書下ー 和文 l頁残 1司T 姥約1宜政芹

ひら全角
① ② ③＠＠ ⑥ ＠ ＠ ⑨⑪  

｜萱認 l日平出 lスト柑 ｜検索 l書式 l l切替 l:JJ.臥 ！？罫線 II謁II消去 ｜



文章を編集します一一編集

12.文字を捜したり、置き換える
指定し芝文字を文中から捜しだり（模索〉、 他の文字に置き換えだり（模索置換〉、捜し出し

定文字を消しだり（横索消去〉することができます。

十 模索

文中から、指定されだ語句を捜し出します。

2.模索置換

文中から績索しだ文字を、指定しだ文字に置き換える機能です。

契約書の修正、長い文書での修正など、特定の単語を模索し、他の単語にすべて変重する

ときに、育効な機能です。

・模索文字数と置換文字数が異なるときは、挿入、削除を自動的に行います。

3.模索消去

文中から模索しだ語句を消去する機能です。

消去後の領域は自動的に詰められます。

1.検索

①カーソルを、文章中の模索を始める位置に

移動します。

~ •••• ＇ ・ ・・ ・ 10・．・・ ・ ・・・ 4挫~ムし全斗~由畠且 .. ＇・・ ・・ 40

②~キーを押します。
模索の指定内容が、ウインドウに表示され

ます。

③回 目 キーで「模索万向」を指定します。

④囚 キーを押します。

力一ソルガ「模索文字」の項目に表示されま

す。

⑤捜し出す語句を、 10文字以内（変換後〉で入

力します。

（ここでは「／＼イキンゲ」と入力します。〉

I rイキ ングのお知らせJ
J・ 

4ろそろ．良い章節になってきま した．ポカポカ鴎気のなカ＼みんなでわいわ

いきR畠ませんか0 下＂ii.!の日程でハイキングを行いますので、こぞってご奉加 ーー

〆どさも、。 （行き先は、おにぎり山てす。） J

~ 

J 

連絡先高信彩千 0467 1 r•- 4 ':>67」

ゴしいことは上2の思飽きんに乙直結ください.J・ 

《 同 索 F B5 35字 h ’J 横書 下－ I目立

①⑦ Ol c 
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文章を編集します一一編集

区］※記号も横索できます。（直接ま疋は、 コード

'"==!J 入力で入力します〕。

※外字も模索できます。

※誤つだ文字を入力し疋ときには、置冨キ

を押して正しく入力し直してくだ、さい。

⑤[22E]十回キを押します。

指定しだ万向に、模索を開始します。指定

しだ文字ガ模索されると、その文字位置に

カーソルガ移動します。

すまし押を↑
↓
引

回
一一

＋

開
ヨ
再

一ト
一
－二

一刀
一勲

E
横

⑦
 

／：；］※文字の挿入、訂正などを行うとき、あるい

】 は操作を終了するときは、~キーを
押してください。

＠横索文字がなくなると、文京（文頭〉まで力

ーソルガ移動し、文字模索は終了します。

~＋目
' . • . ' • . • . l •瓜 ．』~・ ・・土旦坐二1 ・．，全－＇＂－＂ ・3・」~•• ，.・・斗~

圃4子ンy,,,j,1日らゼJ

' -. ＂’l i弘、H~c.- 円、て占才 l,/."oポ力ポβ匹君主のなか、みんなでわいわ 一一…－
. ，，ρ？什Aカh I~：向H I\'< • i I ，ヲキhレIすので．≪> プ』千万日

[22E]＋囚

2.検索置換

①カーソルを、文章中の横索置換を始める位

置に移動します。

②⑧至。キーを押します。

模索置換の指定内容が、ウインドウに表示

されます。

③日目キーで「横索万向」を指定します。

④囚キーを押します。

力一ソjレガ「横索文字」の項目に表示されま

す。
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t J一A一止，.＇－＇－＇－＇－＇，＿，＿坐 L斗目ι巳~止ムEムEみ
イキングの1包知らせJ －－】－”

ω 

J 匂

子ろ •i-i\ , flい幸~~·こなっTさました。 ？？カポカ陥完のなか、 みんなてわいわ ー 『

レ歩き まぜんかツ Teiの日程てハイキング今iiいちを寸ので、こそってご奉加 “ 

たきらl。 「＇1き売は、おにぎり山です。jJ 
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f 止 U M ・・・・企 地 ・a 地 ・a・・ .＜O

’t 与ングのお知らitJ・

イう；；り.F'< 、'f'P~になって 事 ;f した．ポカポ／］鴎亮のなか、みんなてわいわ

' •t ~；付λか？ F呈言言言 持宅一二一塁換 言孟孟孟孟言＼てこ草加 －
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II同 •l ~ 胃削宇惨
略門！日11

' .. 1，.；；司，：：，1!:;.1' 04ら7 I 7.1 1ら67J

.. J' "' ... ' .. ；：；£山高崎さんに乙i量結く たさい。J
r I• ・＋： 》 防お卒 1、リ 情書 下一 和文

①め＠ ＠⑤



文章を編集します一一編集

⑤模索文字を10字以内で入力します。

（ここでは「ハイキング」と入力します。〉

ムミj※記号も模索できます（直接まだはコード入

ーー 刀で入力します〉。

※外字も積索できます。

※誤つ定文字を入力し疋ときは、画亘キー

を押して、正しく入力しEしてください。

＠囚キーでカーソルを「置換文字」の項目に

移動します。

⑦置き換える語句を、 10字以内（変換後〉で入

力します。

（ここで、は「お花見」と入力します。〉

＠~＋白キーを押します。
指定しだ方向に、模索置換を開始します。

模索文字がなくなると、文末（文頭）まで力

一ソルガ移動し、模索置換は終了します。

回

J 

連絡先高慎重2子 0467-123-4567J 
詳しい乙とは上記の高崎さんにご連絡ください.J・ 

《 置 換 E B5お字 7ミリ 横書 下 和文 l頁 路 281i 姥約ぽ削芹
ひら全角

I I I I I I 

~＋目

間I I I I 畠...10・－・・........20企o o o I・．．．由..........,, 
お花見のお知らせJ

J ‘ 

そろそろ、 良い華僻になフて喜ました。ポカポカ陽気のなか、みんなでわいわ 一一一一“

い歩吾輩ぜんか？ 下記白日程でお花見を行いますので、こぞフてご春加くだ 一一一一M

さい。 （行き先は、おに吉り山です。） j

・操作を中止するときは、匡亙キーを押してください。

．戸ンダーラインガヨ｜かれ定文字を置換すると、戸ンダーラインは消去されます。あとで引き直して

ください。
凋
q
E

’
a
n
E
I
 

A
q
E

’
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3.検索消去

①カーソルを、文章中の模索消去を始めだい

位置に移動します。

②~キーを押します。

③回 目 キーで「模索万向」を指定します。

④CM:)キを押します。

⑤消去する語句を、 10字以内（変換後〉で入力

します。

（ここで、は「ポカポ力Jと入力します。〉

ん~－J ※記号も消去できます。（直接まだはコード入

= 力で入力します。〉

※外字も消去できます。

※誤つ疋文字を入力し疋ときは、重量司キー

を押して、正しく入力し直してく定さい。

＠~＋囚キを押します。
指定し疋万向に、模索消去を開始します。

模索文字ガなくなると、文末（文頭〉まで力

一ソルガ移動し、模索消去は終了します。
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J・ ｜縄本文字，・f.11主主E
U・ 円鴎 4 
届 黒色I~所
国 備耳 b拝当は品白二周忌く止さい＂ J
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~＋囚
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13.穴うめ機能
文書や手紙などで、住所や姓名など一部分芝けを変更して何度も使い芝い場合、文書中で

自口語句が変わる箇所に記号（「O」まだは「£」〉を入力しておき、その記号の代わりに、指

定し芝語句を入力することができます。

このような機能を持つものに「穴うめ」と「さし込み印字」ガあります。穴うめとは、文書中

の「O」まだは「£」の記号部分lこ、文字を入力する機能です。

圃さし込み印字は~＇0」や「£」の入っている所lこ、あらかじめ登録してあいださし込み語句

を自動的に入れて臼字する機能です。（第8章の「 6.さし込み臼字をする」参照）

圃穴うめを使用するときは、あらかじめ文書中に全角で「O_Jc安定let「£」ガ入力されている

l必要があります。

・穴うめする語句（変更文字〉は、全角20文字（半角なら 2倍の文字数〉までで、コード入刀

もできます。

・蛮重文字に使用できない文字は半角の漢字、ユーザー辞書、分野別辞書です。

・変更文字数ガ「O」まだは「£」の数に満だないときは、残りの「O」まだは「£」は、スペー

スに蛮換されます。

1.穴うめ用の文書入力

・穴うめをする部分にはよO」まだは「£_J
を入力しておきます。

・・・・’‘・・・ 1抽．・・＇ ~ •••• 2Q‘－－－－‘－ －． 泊.I.昼・＂... 40 

「o_Jまだは「£」は全角で、記号入力します。

広；］※「O」・「£」は倍角 ・4倍角で入力しておく
'==='' こともできます。

この場合は、変璽文字を入れだときにその
文字も倍角・ 4倍角になります。

ノ、 イ キ ン グ.OJ主主矢口ら 寸さ」
J・ ... 

そろそろ、良い斡向こなヲてきました。ポカポカ陽気のなh みんなで制、わ 一一一

いう伝きませんか0 下記白日程でハイキングを行いますので、ζぞってご審加 一一一ーー

ください。 〈行き先は、££££置です。） J

．「O」・「£」の記号で入力し疋穴うめの文書は、さし込み印字にも利用できます。
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2.穴うめ操作

入力画面で操作します。

①穴うめ文書を呼び出します。

②ドライブ引こシステムディスク？をセット

します。

③③豆~キーを押します。
カーソルガ文頭より最初の穴うめ（「O」ま

だは「£」〉の位置に移動し、ガイダンスに変

童文字を入力する力 ソルガ現れます。

④20字以内で蛮童文字を入れます。

広司※実際は25文字まで入れることができますが、
〕 J 育効なのは20字までです。

保）・変更文字に半角の漢字を入れることはでき
、J ません。

⑤[;QEJ＋白 キーを押します。

「O」まだは「£」の位置に変童文字が入り、

カーソルは次の穴うめ位置に移動します。

反）※変重文字を入力しないで~＋囚キ
‘~ ーを押すと、「O」・「£」l手、そのまま残り、

決の穴うめ位置に移ります。

まだ、残つだ「O」・「£」は、さし込み臼字

に利用できます。

⑤文書中lこ「O」・「£」がなくなると、力一ソ

ルは文末まで移動し、入力画面に戻ります。

目， ', '',,, !Cll.,,.' ' •• , ZQ.1,,' ''',, n ，， ，・....40 

I ハイキングのお知らせ J …－ 
J ‘ 

そろそろ、良い季節になってきました。ポカポカ陽気のなか、みんなでわいわ町一一回目白

い揖きませんかの 下記の日程でハイキングを行いますので、こそ’ってご春加 一一一目

ください。 （行き先は、££££山です。） J・

③豆~
• ' ' ••• !Cll. IL.・』....泊...・・....ぉ..目 .d... 40 

ノ、イヰエ〉ノ ？＇o:>ヰヒ主主口ら叱主J
J・ 

そろそろ、良い季節になってきました。ポカポカ陽気のなか‘みんなでわいわ一一一

いき伝きませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こそ’ってこ奉加 ……叩…

ください。 〈行き先は、圃£££山です。） J

J・ 

園 田崎 4月26日〈日）牛前9時J
画 期告I量所££££££！－

画 曲考お弁当は各自ご用意ください。 J
」

連絡先高踏彰子 0467-123÷4 567J・ 
詳しいことは上京の高鎗きんにご海銘〈た言い倫 J
《 穴うめ B 時お字 7ミ＇｝ 横書 下 和文 l頁硲 24行苑約1970:芹

変更文字砂わかくさE ひら全角
①②③＠＠＠＠＠＠⑪  

｜眠時川翻ま｜幽渦！鴻U19プ割 ｜切雷同芹｜晴樹 1持茸 Vi:うめl

[;QEJ＋白
r 
, · · · ··• -A,,. icll. ••• ' .I .• , .泊.1.••• ,.1 ••• :nl •••• .1 . • •• 40 

ノ、イキングのお安口 ら -tl-J
J・ 
そろそろ、良い華仰になフてき註した。；（カポカ陽気のなか、みんなでわいわーーー

い歩きませんか。 下記白日程でハイキングを行いますので、こぞってご参加一一一一一

ください． （行主先は、わかくさ山です。） J

日間 4月26日（日） 午前9崎J

賠 I前 圃£££££」

惜考お弁当は畠白ご用意ください。 J

連絡先 高崎重子 0467-l 23-4567J 
詳しいことは上記の高崎さんにごi時書くださいの J
f穴うめ 》おお字 7ミリ 積書 下 手目立 l頁接 21行 路約197W'芋

変更文字砂目 ひら全角
①②③＠＠⑥⑦③＠＠  

1111樹ぽ臨 ｜幽姻｜，冒耳 tタプ割 ｜ 切宮 山主主 l 関割 1 1~宮町弓めl

＼ 

且 でがと可
」るす一寸実てし続連↓AU

 

tト操

。
め

す

う

ま

｛
八
き

※
 

※操作の途中で匡豆2キを押すと、操作

しだところまでガ変霊され疋文書になり、

入刀画面に戻ります。
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14.切り貼りをする
「切り賠り」は文章作成中lこJ也の登録文書の文字列の一部を取り出レ（力ツ卜するといいま

す〉作成中の文書に追加－挿入する機能です口

すでに登録してある文書の一部を流用し疋いときに使用します。

わざわざ、初めから入力する必要がないので、だいへん便利な機能です

・再利用し疋い文章を含んでいる文書を呼び出し、その部分を領域指定することにより、

力ットします0

・力ツ卜されだ文書はシステムテ、ィスク2に格納されます。引き続き、別の文書からも、

力ットすることができます。複数の文書からカットされだ文書は次々と7つにまとめて

格納されます。

・挿入先となる文書に、格納されだ力ツト文章を挿入することができます。挿入先となる

文書は、力ツト開始前に作成・ owび出しておくか、ま疋は、力ツト終了後に呼び出しま

す。

①③亙~キーを押します。
登録方法を示すウインドウガ、表示されま

す。

思※最初の切り貼りのときは表示されません。

③亙Eフ

4切貼り 》 叫 4(芹 7ミリ 償書下 和文l頁 苑 201i署長寄り1軍班芹

②回目キーでカーソルを動かし、登録方

法を指定し疋後、~＋囚キーを押
します。

リスト呼び出し画面ガ表示されますD

同※リスト呼出しと同様に、~キーによ
』 =LI り文書内容を確認することガできます。

カーソルで選状t堂、実行キーを押して下さい． ひら全角

I I I I I ’ 

回 目

~十日

！．． ．，‘・・・ l抽．・・ 6 •• • •• 20.I ••• • •••• ＇.（迫。．・・..........40 
宣 車 リ ス ト

文害77イル躍り容量約加14CIR'
ζ砂ー古代への夢 A4備人 i枚 87/04/14 “ 

I ljスポンからの手紙 ?A4続人 l校 87/ffim
) 一一ピクニックのお知らせ A4純人 l枚百7/0:ν26

－観由のご軍内 A4iil人 1枚『7/0:ν26 -
’ハイキング害体出 A4縦人 l枚『1/03/26

( 切酷り 》番ト号す噌る文書量を録呼名び陪出代への夢 曲者砂
実行キーでカッ します。 ひら全角

①②③④⑤  ⑤③⑤⑨⑩  
｜確認l I I I 
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③利用しだい内容を舎む文書を選択して

~十回キーを押します口
指定し定文書ガ呼び出されます。

④力ツトし疋い文章を領域指定します。

回 キーを押すと、下のウインドウの力一

ソル位置以後に、力ツトしだ文章ガ挿入さ

れます。

下のウインドウの力 ソルは、挿入されだ

文章の後につきます。

日※下のウインドウのカーソルは、フフフンクシ

』 ='..I ョンキーによって移動で、きます。

※力ツトを続けだいときは、領域指定をし再

度、 同様に繰り返します。

※ぎ芝、別の文章を呼び出し疋いときは、

③⑧キ を押しだ後にリスト呼び出し

からやり直します。

＠宝蚕〕キーを押し、~十回キーを
押~-c::カットしだ文章を登録し、切り賠り

を終了します。

⑦力ツトされだ文章を、もとの文章から他の

文章に呼び出し挿入しだい場合、呼び出し

疋い位置lこカーソルを移動しだ後、

3亙亘〉キーを押し開。ガイダンス

は〈呼出〉になります。

~＋目

• ' ' ••• 1111 •• ll. ' ...泊L • • , ！・・ー・担.....! ... 40 
冒百遺跡を発慢したのは、専門の研究室ではなく、アマチ3 アの若い青年だった。これを

知ったとき、自分も庖史的な発見に出会えるのでははいか、というささやか臼夢が私自lじ

白奥底に酌始めたようだ置 古学の分野では、 作家や哲学者目、いろいろな制の人

理科観をひっさげてジャーナ リ ズムをにさわせることが争い。専p~まからみれば、 素人
の思いつきでしかないのだろうし、まるで宝探しゃ謎ときゲームのようにみられるのは控

惑なことに遣いない。しかし～そうは恩っても、古代への潤時と想慢力が押さえようもな

カ ッ ト 文 章 三三三三三三当路り：1542()¥ ' 
1領t要指定輩、 ＇｝ターンキーを押すことにより領域指定された範囲がカーソル位置以

降に陣人されます． カット文章中町カーゾJ吋鍾hi：！ファンクンヨンキーで行って丁さ

継続 商ぴリストを呼び出し、カット作葺を纏読します。

量蒜カットされた文章を登録し．カット作棄を終了します．

《 切鮎り ) A4 4(芹 7ミリ 備書 下 和文 l頁残 I創7 確約ぽ初字

画面上却で、カットする文章を頑t弱旨定して下さい。 ひら全角

①②③＠＠＠＠＠＠⑩  

｜←｜「 ll I l I生」 LJL店主広堕 l

日
日 二.'.!. •· •· •. IQ生ι，.l_cιょ・・.20.I....・..L • . • n. ．．中ムL.,.,.,_JC温
T盲l爵跡壱発掘したのは、専門同研究者ではな〈 ア？チ， 7の若い青年だヲた．これを 吋

フたとき、自分も歴史的な発見に出会えるのてはないか、という古さやかな事時司ムの，む

曜に宿り始めたようだ． 冨吉学の分野では、｛僚や哲学者など、いろも叫制の人

か唱謡史をひっさげてンャーすリズムをにぎわぜることが争い．専F按からみれば、事人 勾

思いつきてしかないのだろうし、まるて宝探しゃ混とさゲ ムのようにみられるのは迷 ー

な乙とに温いなも、．しかし、そうは思っても、古代への関障と納量力州事事えようもな
キ 台 三 士コ確り：15327字

《切貼め ~ A4 4〔芹 7，リ 情書 下－ ！目立 1頁路 l凶7 確約ぼ70:芹
函面上部で．カットする文章を領地指定して下さい。 ひら全角
①②③④⑤＠＠＠⑨⑩  

1・｜吋 1l I 1 I ~ J I ii I立末 ｜立90l継続 ｜菅録 l

00[) 

~十回

．力ツ卜した文章ガ「最大格納文字数」を超え疋ときは、エラーとなりカット ・継続ともにできません。

（カーソルは動きます。〉そのときは、匡亘キーを押し定後、領威指定からやり直すかCfilVキ

ーを押して終了させてください。・3言。キーが押されだ直後に、 エラーがあこる場合があります。 このときは、メッセージガ訴さ

れますo

~＋白キーを押すと、再度「登録」を開始じます。匡亘キーを押すと周り賠り」を終了
します。

116 



文章を編集します一一編集

15.文書の一部に枠をあける
「枠あけ」とは、入刀済みの文書に対して、文中の右側やさE側の一部lこ、写室や図を入れる

だめの枠（空白〉をあける機能です。

枠をあけるには、書式設定を利用し疋？行字数の変重（石枠あけ〉・インデント利用（左枠あ

け〉の万法もありますが、枠あけは、もっと簡単！こ操作できる機能です。

・領域指定ガT力所の場合は、枠あけはできません。

・枠あけ部分の文章は自動編集されますが、枠内には、文字を入れることはできません0

・十分に文書の修正・編集を行つ疋後に、 枠をあけてください。枠あけ後の文書修正は操

作が複雑です。

1.枠あけの操作

①文章を入力 ・編集しだ後、枠あけをする部

分に領域指定をします。

広:J※枠あけの長さ（行委史）・幅（文字叡）を考えて

ιーJ 枠あけの位置を決めます。

※後述の枠あけ場所の指定例を参照。

②②亙Dキーを押します。

③~＋白キーを押します。
領域指定し芝範囲ガ枠あけされます。

左枠あけのときは、インデントマーク目

ガ表示されます。

同※枠あけの位置は、全角で指定されます。半

l,dj 角文字での位置指定は、自動的に浦正され

ます。

｜平啓岡下ますますご浦君のよととお慶び申し上げます。 J
摂社商品につきましては、格別のお引き立てを賜り、厚〈担問L申し上げます。 J
さて、今日のオフィス環境は、高度情割刷ti.士会にふさわししイジテリジヱント化とネ

トワーク｛ヒが急速に進展しております。 臼ーソナルコンピュータを同じめとする式小さま
ざまのコン出ー夕、 日本語ワーげロセッサ、ファク シミリ 、 l~写機、 号機能電＂~機、

PBXなど、情報を収集・処理する僻噴 出 tと菅直は著しいものがあります。J
これらの機器をいかにシステムアップし、封1果的に活用するかが、今後の企業，活動の成否
を決めるといっても過言ではありません。 J・・
今回の新烈晶は、このような拭況に適合したビジネスワープGと16ヒγ トパソコンの

長所を費ね備えた新しいタイプのパーソナルコンピュータです。

4領t要指定 B A4 4（芹 7ミリ 噴害 下一 干目立 l頁隠各行残約庶政芹

①②③＠＠  
｜骨誌 l I I I I 

軍亙b

~十日

ひら圭角
曲

II.• • • ' l • • • Hl.I. •・ ・.... . 却.. ・· －·ι... liL ・・.....40 
AB C商事株式会社商品開発g~ 4月1日J
」

新割品発表会のご案内J
J 

f平啓 明下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 J
雪型社商品につきましては、格別のお引き立てを悶り．厚〈官昨L甲し上.Ifます。」

さて、寺田町オフィス環境は、高度情報化社会にふさわしく、イ ンテリニノェントItと才
圃ヮ－Jf凶、急速tζ進展しております．
パーソナルヨンrュータをはじめとする

大小さまざまのコンピュー夕、日本語ワ ー…
ードプロセッサ、 ファクンミ 1人 i~写糖、 争機能窓湖、 PBXI，；と、情報を収集・Jill里
する機器の高性従化と菅直は葺しいものがあります。 J
f 挿 入 》 制限字 ？ミリ 横書 下－ ！目立 l頁姥幻行略的ぼ玖芹

ひら圭角
①②③⑨＠⑤⑦③＠⑪  

｜骨技｜岬出 II＇ト耐 ｜持ま 1書式 ｜ 1切喧 IITi臥 1'1は里11m111圭 l

・：£枠あけは全角スペース、全角インデントガ挿入されることと同じです。枠を指定し疋範囲内にイ

ンデント解除、書式設定、タブ設定しだ行があるときは、その行で枠あけが解除されます。

・右枠あけは、書式設定により T行字数を変更し疋ことと同じです。枠を指定しだ範囲内に書式設定

しだ行があるときは、その行で枠あけが解除されます。
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文章を編集します一一編集

2.枠あけ場所の指定例

圃・・・・・領域指定場所

口－－－－－－枠あけされる場所

·~枠あけ……力 ソルの一万ガ、行頭にあるとき、 2つのカーソルを結んだ長さが対角線

となる四角形ガ枠あけされます。

・石枠あけ…ーカーソルの百万が行頭にないとき、 2つのカーソルの上下差ガ、長さとなり、

石端より遠い万のカーソル位置が幅となる四角形ガ枠あけされます。

3.枠あけ後の文章の修正

在枠あけのとき

①枠あけ部分（スペースおよびインデントマ

ーク〉を消去します。

②書式統をします。

③文章を修正し、再度枠をあけます。

石枠あげのとき

①一度書式設定でけラ字数をもとに戻して、

文をつなぎます。

②文章を修正し＼再度枠をあけます0
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表や枠を作るには

~よ生ム以斗当 ・... . .... . .....品 . . . ... ... . . . . . . . )JI .......』・・・・・・・・・柏
ノ、イヰ ンヨF司こ＞:65安口 ら叱士J

J・ 
そるそろ、良い華即になってきました．ポカポカ閉買のな仇みんなてわいわ ー…ー
い犠きませんか？ T記の日程てハイキングを行いますのて、♀そ4 て乙8加 ー…ー
、ださい. UTき先は、おに苫り山てす.)J 

2・

8・ ・I・ 臼晴 4月？？巳臼 ｛目〉 午前9問J
画 ｝ 室長告培所 むこうの駅前J
自 ト 自陣考お弁当は品自ご用量〈ださい.J

ー ト 哩詰先高圃辛子 0467-123 4567J 
J・ 

会君。加・不参加国土＂＇の高岨さんにこ i’銘ください.J

《 宮 揖 E 回活字 マミり 償書 下 柏立 l頁主主 2Z行終的沼市芹
嗣翼線 ひり圭角

①イ③④骨 骨骨骨骨骨

l入力l l駅誼 則画l 防毒自抽苦闘1珂till・2'"1淵去 l

罫線

第 ョ』ユ
耳邑

日常作成する文章の申！こは、スケジュール表や簡単なチャート、囲ゐ記事足まと、縦横

の線を使って表や枠組みを使うものが多くあります。この線のことを「罫線（ケイ線）J

と時びます。

手書きだと定規を使って1本ずつ引く線も、キー操作により、簡単に正確に引くこと

ができます。また、消したり、移動することも簡単です。

罫線を使用するには、「罫線モード」にする必要があります。

この章では、罫線モードの各機能を順lこ説明します。



表や枠を作るには一一罫線

1 .罫線の種類
次の4種類の罫線を使うことがで、きます。

1 .細実線

2.太実線

3.二重線

4.破線

罫線モードにしだときは、常に細実線ガヨ｜け

る状態になっています。（也の種類の罫線を引

きだいときは、罫線の種類変更を行ってくだ、

さい。

実

線

細

み

罫

は

；

圏

太

線

岨

枠

は

罫

凡

の

枠

の

ト

線

外

り

線

イ

重

め

切

破

タ

二

表

仕

と

罫線の使い分けの例

1.罫線モードにする

①入力画面泊、 00!)キーを押します。

②画面のガイヲ、、ンスガ〈罫線〉に蛮わり、キー

ガイダンスも罫線作成用に変わります。

3量。

.11. • • ,.L ..... I泊..............2祉 • • o I A o.o.o.3J.I...・・.......叩

t冨 線 E 防活字 7ミリ術書下 和文 l頁残 28l'i確約瓜姐芹

植医獄 ひら全角
①②③＠⑤⑥＠＠＠⑩  

1入力 l ｜既曽 l i録櫨 l 随罫銀摘草銅認酎ii揮官｜消圭！

保 ）・罫線モードでは文字入力、編集、登録、 ED
」 J 字などの作業はできません。

区l※罫線モ ドを解除するには匡亙キーを
』 =lJ 押します。

2.罫線の種類を変更する

①ガイダンスの石側に罫線の種類ガ表示され

ています。
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4事 録》応お字 7ミリ横書下一和文

①②③④＠  
｜λナii ｜眠:ll'I I t里種 ｜



②直劃キーを押します。

直面キーを押すごとに、罫線の種類ガ下

記の）｜慎に変更されます。

~細実線＝＋太実線＝＋二重線＝＋破線寸

匝画キーを押すと、逆の順に戻ってい

きます。

③ガイダンスの表示ガ引き左い罫線の種類で

あることを確認してください。

・極言。キでも直面キーと同じ操作ができます。

表や枠を作るには 罫線

f罫 線 》 防活字 7ミリ 備書 下 和主 l頁姥 28行路約1!1.ll芹
太宗誠 ひら全角

①②＠④⑤⑥⑦③⑨⑩  
l入力 ｜ ｜紙苫 ｜ ｜緑樋 ｜ μ罫線路罫鋭II各種hl裡茸｜消圭 l

重量

画画

・すでに引かれている罫線の種類を変重する場合は、いつだん罫線を消してから引き直してください。

罫線の消しか疋は127ペジ参照
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表や枠を作るには一一罫線

2.罫線が引ける範囲一一罫線境界と罫線ブロック
罫線は文頭から2.000行までの範囲で引くこ

とができます。この範囲を「罫線ブロック」と

呼びます。 一つの罫線フゃロックを越えて罫線

を引きだいときは、罫線境界設定を行います。

罫線境界設定はその文書内で100箇所まで設

定することができます。

1 .罫線境界を設定する

⑦罫線境界を設定し疋い行にカーソルを移動

します。

②3量。キーを押して、罫線モードにします。

③⑧重量Dキーを押します。

罫線境界のマーク（“一罫一線一境ー界一”〉

ガ表示され、そこから2.000行までが罫線ブ

ロッつとして罫線ガ引けるようになります。

バz、．罫線モードのときは、別の罫線ブロックに力
1つ廿てJ

」J ーソルを移動することができません。

・罫線魔界の上？行分には罫線を引くことが

できません。

戸線 I2000行

罫線境界＋ヱ~
｜次の罫線 I""'' 
ブロック i』山

3量0

3璽ID

• '・ • ' ' •• • l抽．－－・‘＇... 2l油... d ... 3.J.l ... d .. ，岨

P ‘ペキ ング司〉お矢口ら -tt"J・
~1 罫--ii'一一 唖一－!P,.

そ勺そろ、良い章節になってきま した。 fカポカ陽気のなか、みんなてわいわ一一

い宅きませんか？ T'2白日程でハイキングを行いますのて、こそってこ呑加 一一一一一一

、ださい。 ［斤き先は、；；にきり山てす。 ）J

日崎 4月26日（日） 午前百崎J
異色沼所むこうの駅前J
暗号お弁当は各自こ用意〈だdさい。 J

直結先高鴎お子 0467 123 4567J 
＊き加 ・不晋加は上記の高崎さんにこE短絡 ください。J

J・ 

E罫 諒 B B5お字 7ミリ 横書 下一 和主 l頁接 2羽T残‘羽!I]((芹
語庚続 ひら全角

①②③ ④＠ ⑥⑦③⑨⑩  
l入計 I 111M I I U!種 ｜ 凶軍民！事録l l~hl 穂写 ｜ 消圭 i

・罫線境界の上に文字を書くことはできません。

・罫線i莞界は罫線ブロック内のどこの行からでも設定できます。
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．力 、ノルガ罫線ブロック外にあるとき、罫線モードにすると、自動的に罫線境界設定状態になりま

す0

・文書作成中に罫線入りの別の文書を呼び出しだ場合は、呼び出し定力 ソ｝し位置に自動的に罫線寅

界ガ設定されます。



2.罫線境界を消去する

①消しだい罫線境界のマーク上にカーソルを

移動します。

②CID!)キーを押して、罫線モード｜こしま

す。

③⑧至。キーを押します。

ガイダンスガ〈罫線境界消去〉に変わります。

④匡2EJ＋白 キーを押します。

罫線境界マークガ消え、 上下の罫線ブロッ

つがひとつになります。

保 ）・よ下の罫線ブロックがひとつになって

」 J 2.000行を超える場合には、罫線境界を消す

ことガできません。

表や枠を作るには一一罫線

笠宮

⑧室。

・'・" ....・ 1叫 ．．．，ι，, . 20L ・・ El. ... :nl .... 1. ... 40 
ノ、イキ ングのお安口らそ士J

I 罫一一親一一檀一一界
J . . . 一一一一

そろそろ、良い草節句こなってき註した。~カポカ隅i＜；；＼のなカ＼みんなでわいわ一一一一一一

い予きませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞフてご事加 由一一一回

ください。 〈行き先川、おに吉り山です。） J

」

' 日間 4月26日（日） 午前9崎J
県告慢所むこうの駅前J
情考お弁当は各自ご用意くださb、J
連絡先高慢J彩子 0467-123-4567) 

＊草加 ・不審加は上三戸の高邑言んにご1軍縮ください” J

t車線境界淵圭B 郎百字 7（リ 横書 下一 平目立 i真践活行 残約ぽ政芹
匝震 稼 ひら全角

。②⑦ ④＠＠＠＠＠晶
｜入力｜ l温躍す ｜ ｜線種 l Iii事itll檎罫紺1唖ll槽写 1消去 l

~＋回

,.( • • ,.1 I.,.,, l(JA,,, I I.，，， ：！：過・ー・ー・.o.Lー・ー・ー訓． .. 1 l ... ~ 
ノ、イキングのお安口ら-tt-J・

JI .. 

そろそろ、良い軍餅こなってきました．ポカポカ期S互のなれみんなでわいね一一一
い歩量重せんか？ 下記白日程でハイキングを行います申で、 ζぞフてど帯加一一ー
〈ださい． （行事先は、おにIrり山です．〕 J・

｜…日（日） 午前9時J ｜ 
集合1斬むこうの駅前」ー・ ｝ 
備考 お弁当は各自ご用意ください.J・ ・・・ ｝ 
連銘先高崎彰子 0467ーI23-4567J・ ト・・・ーー...・・ 一一一一ー

』ー

合審加・不審加は上記の高値吉んにご通経〈だ古いa J・ 
J .. 

f罫 線 B 民主主主マミリ領事下一 和文 1頁磁幻行強約19'lo:芹
匝戻線 ひら全角

①②＠＠＠ ＠ ⑦＠⑨⑩  
IA世 l I回曽 l 1"1珊l 随罫組踊軍岨l輯・hl纏茸 li伺圭 l
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表や枠を作るには一一罫線

罫線の引きかた
罫線の引きか疋には、 3通りあります。

1. ［機能］キーとカーソルキー（囚回目回〉を使う方法

カーソルを移動しだ跡ガそのまま罫線になります。思いのままに連続して罫線ガ引く

ことができます。

2.領域指定を使う万法

引きだい罫線の最初と最後の位置を指定すると一度｜こ枠組みガ引けぎす。原稿どおり

に打つ場合や、あらかじめ文字ガ書いてある上lこ表組みなどを素早く作る場合に便利

です。

3.罫線記憶を使う方法

［機能］キ一、領域指定のいずれを使って罫線を引いだ場合でhも、縦横別に最後に引い

疋罫線の長さを記憶していますので、冠重量。キ一、昼璽言。キーを押すだけで罫

線ガヨ｜けます。表組みの横罫など、同じ長さの罫線を繰り返し引くときなどに便利で

す。

1. ［機能］キーとカーソルキー（巴 回日 目）を使う

⑦冨瓦キーを押して、罫線モードにしま

す。

②使用し疋い罫線の種類かどうかガイダンス

の表示で確認してください。

③［機能］キーを押しながら、巴囚回目

キーを押します。矢田の方向に罫線ガ引か

れます。

④同じキーを押し続けると、カーソルの移動

方向にそって罫線が連続してヨ｜かれます。
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宝量。

《 罫 線 》 町 お字 7 ミ •J 横曹 下一 和文 l頁残 幻行確約HTIO:芹
副実線 ひら全角

①②③＠＠⑥⑦＠⑨⑪  

l入力 l は燈~ I l銀種 l Iii客観随罫紙11錯h11草茸 I；肖圭 l

固 十回回目白
〔機能］

・・・・ a' ••• lo.I ... ' ' .. I坦...d ...宜lL .. d ... 40 
J・ 

J ト

J 目 ・ ト ．．目 ・一一一一ー
J・ ． ． 守 目

4 罫 線》町お字 7ミリ 横書下 手目立 l頁磁お行残約1匹以洋

担額淑 ひら全角
①②③＠⑤＠＠＠⑨⑮  

l人ナ11 l世間ii'I l銀種 ｜ 雌罫線路軍縮才語hi複写 l消去｜



表や枠を作るには一一罫線

2.領域指定を使う

縦横の罫線を引くときと、枠組みを作るときの領域指定のしかだを説明します。

罫線モードで操作します。

縦横の罫線を引く

①縦横どちらか ？本の罫線を引く場合には、

罫線を引きだい部分の最初の位置と最後の

位置を領域指定します。

②③IDキーを押すと、罫線ガ指定しだ範

囲にヨ｜かれます。

枠組みを引く

⑦枠組みを作りだい場合は、最初と最後の対

角位置を領域指定します。

②(MJキーを押すと、領域指定しだ2点
を結ぶ線を対角線とする四角形の罫線が引

かれます。

固 因
［機能］＋［領戚］

•.••• 'I. •• • 1日I.....ι... 2Jl. •• 1. I. ...・．刻....i. ...岨
J・ ... 

J・ E ….. B’ 

《事録領域指定》 郎記字 7ミリ横書下一 和文 1頁践 2'7行確約！！！；則R"
艇戻線 ひら全角

①＠③＠＠＠⑦⑧⑨申
l入力 1 ｜眠並 l ｜線種 l 随罫線路罫線II樋川揮官 l淵妾 1

＠三D

r~· ..岨湖..••.• ~. ~1 J . .. ・一一一回I 

J ・I・ －一一 --1 

固 因
［機能］＋［領域］

・・・・ ＇.・E ・！C温 .. " ....皿....' ..阻．笠通．・・ .....40 
J 

J・ ・B・ 

日E

(MJ 

・・ I..• .•. • 10‘－・・4 i... ....泊I....・・』.i....l•. l辿....' I. . •. •. •. 40 
J 

J・ 

J 
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表や枠を作るには一一罫線

3.罫線記憶を使う

①縦横の罫線を引い疋後、次に罫線を引きだ

い行あるいは到に力 ソjしを移動します

②冠空言。キ一、空重量。キを押しま

す。
冠重重D~璽言。

③最後に引いだ罫線と同じ畏さの罫線ガ引か

れます。

領域指定を使って枠組みを引い定場合でも＼

冠璽言。キ、空璽言。キーを使って中

の縦罫、横罫を引くことができます。

（~長：・罫線は縦績に引くことができますが、斜めに 邑 ※罫線ガ交わる部分が画面では離れて見えるこ

とがあります。） は引けません。
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・横罫線は力 ソルのある行とその上の行の聞に＼縦罫線はカーソル位置とその左の文字の間にヨ｜ガ

れます。罫線の間隔は改行ピッチや文字間隔に従いますが、改行ピッチガ3mm以下のとき、縦罫線

がはみ出して臼字されることがあります。

・文字闇隔が4ドット以下の場合、文字と罫線ガ重なることがあります0

．半角モ ドでは罫線も半角単位て雪｜くことができます。

・文字が入力されている、いないにかかわらず、引くことができますので、罫線だけあらかじめ引い

ておくこともできます。疋だし、文字や空白行（改行マーク、改ページマーワもさむ〕の入力されて

いないページの罫線は印字されません。罫線の印字ガ必要な場合は、空白行（何も入力せずに白 キ

ーを押して、」 マーク疋、けが入力されだ行〉を入力してく定さい。

．表示切替でレイ7フウト画面にして引くこともできます。

大きな表組みを作成するときなどにはこの方ガ便利です0

・プロテクト領域にヨ｜かれだ言葉線は印字されません。



表や枠を作るには一一罫線

4.罫線の消しかた
罫線の消しか疋には＇'fJ!..の3とおりがあります。単です。

1 .部分的に消す…－－［機能］キーとカーソルキーを使う

罫線を引くのと同じ要領で消しだい部分を連続的に消せます。

2.部分的に消す……領域指定を使う

枠組みや線を度に消します。

3. 1のつ罫線ブロック内の罫線全部を消す……罫線消去

罫線フ‘ロックに引かれた罫線をすべて一度lこ消します。罫線だけをもう一度やり直し

疋いときには刻果的です。

1. ［機能］キーとカーソルキー（日コロJG:ヨEJ）を使う部分消去

①室面キーを押して目線モード｜こしま I CJ@ 
す。

②消しだい罫線の上を、［機能］キーと巴

回 日目キーで罫線を引くときのよう

になぞっていくと、その部分だけが消えま

す。

固 十四回目 白
［機能］

《 罫 線 》 B5活字 7ミリ 備書 下ー 和文 l頁 残 23行 F致命l匹以芹

続庚線 ひら全角
① ②＠ ＠⑤⑥＠＠⑨⑪  

｜入力 l l甑哲 1 1緑種 l t古車線陪事録l平努hl海軍 l消去｜
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表や枠を作るには一一罫線

2.領域指定による部分消去

①富瓦キーを押して、罫線モードlこしま

す。

②消し芝い罫線の最初と最後の位置を領域指

定します。

③⑧妻。キーを押します。

画面のガイダンスガ 〈罫線部分消去〉に変

わります。

④~十回キーを押します。
指定した範囲の罫線ガ消えます。
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3面

白回
［機能］＋［領戚］

..........・・ーlo.&・ー・・， ι....21辿・ー・...d., ( •. 'lJL .• , • i •. • ，岨

・DI 

《罫線領媛指定》 邸主主F 7ミリ横書下 和文 l頁接2首T桟約以底芹
語瑛縁 ひら全角

¢＠③＠⑤⑤⑦＠⑨⑮  
｜入 力 眠霊 視種l 師事録摘草銅濁川 梅宮 ｜消圭 ｜

⑧量。

~十回
t' 

・・・・・‘・ー・ー・，10・．・・・ i..,,,2(辿...' ... l.岨.........目岨
J. 

J

J

J

 

4 罫 線 B 関空＞＂；： 7 ミ •） 備書下一 手目立 1頁賎 231i 残約l~以芹
面戻獄 ひら全角

①②③＠＠＠＠⑧⑨⑩  
l入ナ， ， 1園陸 l ltll珊 l 随罫線路軍綱手謁拘｜裡冨 li民主｜



3.ブロック単位罫線消去

①カーソルをj肖し芝い罫線フゃロック内に移動

します。

②宝冠キーを押して、罫線モードにしま

す。

③⑧~キーを押します。
画面のガイダンスガ 〈罫線消去〉に変わり

ます。

④[flEJ十回 キーを押しますと、罫線ガ

j肖え、ガイダンスガ 〈罫線〉に戻ります。

保）・罫線モードになっていない状態で消去、実

、J 行すると、作成申の文書ガ消えてしまいま

すので注意してください。

表や枠を作るには一一罫線

同， , , , L , , lo.I , , , , 6 , , , aJA , , ，，‘..・・ n....... .4日

ノ、イキ ングのお矢口らそ士J・・・
事一一一報一一一境一一←界

! ... 
そろそろ、郎、軍節になってきました．ポカポカ陽気のなか、みんなでわいわ 一一

い摂きませんか。 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞヲてご春加ー

ください． 〈行き先は、おにぎり山市す。） J

日間 4月26日｛日〉 午前9崎J
集合場所むこうの駅前J
舗考お弁当は各自ご用意ください。 J
浬鴎先高楓幸子 0467 1 23-4567J 

J・ .. 

会奉加・不参加は上記の直樹さんにご河結ください＂ J
≪I軍 人 》 防活字 7ミ＇） 横書下 和文 l頁雑幻行残約ぼirm:

ひら全角
①②③ ＠⑤＠＠ ＠⑨⑪  

｜範iiiI呼出 似同盟l稽索 l書式｜ I U腎 l証’II軍緯 1溺 hl消主 l

~ 

⑧~ 

匡E 十回

・・'・・・・ ......... 1弛．．．，‘・・..aiA .•. •. •. ' •. ．．．訓........E ・・岨
ノ、イヰングのお矢口ら tl:-J・

罫一一寸ト一一境一一一界

JI ----
そろそろ、良い季節Hこなってきました。ポカポカ陽気のなカ みんなでわいわ …ー
い歩きませんか？ 下記~0)8程でハイキングを行いますので、こそ’ってご参加一一戸
くださも、。 （行き先は、おにぎり山内Eす。） J

日時 4月26日（日〕 午前日間」

集合場所むこうの駅前J
輔考 お弁当は名目ご用意ください。 J
連絡先高鴎お子 0467ー123-4567J

J .. 

会参加・平寺加は上記の高蝿さんにご連絡〈だ戸b、。 J
《罫 線》部百字 7ミリ 横書下一和文 l頁苑幻行残草加叩芹

組関車 ひら全角
① ②③ ＠⑤⑤⑦＠＠⑪  

l入力｜ ｜凱謹 l l線種 l t連軍線路軍銀i移動 l裡写 1消去 ｜
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5.罫線の移動
いっ芝ん引いだ罫線を同一罫線ブロック内で移動させることができます。

ま芝、罫線ブロック自体を次の罫線フ、ロックの手前までお移動することもできます。

罫線移動の方法には次の3通りがあります。

1 .罫線連続移動...・ H ・...・ H ・－カーソル位置をもとにして、カーソルキーを使って矢臼の方

向に移動させます。

2.領域指定lこよる移動……領域指定を使って罫線を指定しだ位置に、そっくり移動しま

す。

3.罫線ブロックの移動……罫線境界を縦のカーソルキーで動かし、フ、、口ック内の罫線全

部を務動します。

1.罫線連続移動

①00!)キーを押して、罫線モードにしま

す。

②務動させだい罫線の最初の位置にカーソル

を移動します。

③~キーを押します。
ガイダンスガ〈罫線連続移動〉に変わります。

④カーソルキー（回 目 白 日〉を？回押

すと、矢印の万向に罫線ガ7文字分移動し

ます。

⑤カーソルキーを押し続けると、連続して移

動します。

移動の万向を、途中で蛮えることもできま ’

す。

＠闘が終了し疋ら、匡冨キーを押すと、

罫線モードに戻ります。
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3言。

, ~ ， , , l , , • lOi ，・・.....加..・・.....司..・・.....40 

ノ、 イ キングの お 矢口ら士士J
J・ 

そろそろ、良い草即になってきま した。ポカポカ陽気のなカ＼みんなでわいわ一一一－－日

い歩きませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞフてご奉加 一一一一ー

ください。 （行車先lま、おにぎり山です。）J・
日目 日時 4月26日（日） 牛前ヨ晴J
E卜 黒告ほ所むこうの駅前J
E卜 備考お弁当は名目ご用意ください。 J
自卜 連絡先高健之子 0467 I？ヨ－ 456[7J

区互E二mil

軍事D

, ~ . • L , ,  l凪．・・・ L .. :<m ... d ・一・.n.・・.......40 
ノ、 イ キ ング’dコオヨ矢口ら そ：！：＇J・

そろそろ、 良い草P~＜こなってきました。ポカポカ陽気のなカド、 みんなでわいわ ー…

いさ訴さませんか？ 下記の日程でハイキング壱行いますので、こぞってご寺加 一一一 一一

ください。 （行き先は、おにぎり山です。） J・
自 由 日間 4月26日（日｝午前日崎J
H ト黒合湯所むこうの駅前J
自 卜慣考お弁当は各自ご用意ください。 J
自 卜 埋 帰 先 高崎主 子 0467ー123-4567J
J・ 

会参加 ・不審加は上主戸の高値さんにごil鈴〈だ戸I'.J 
J・ 

《罫線連続ll¥lh》民活字 7ミり 備蓄 下 和主 I頁 瑳 2羽子桜約nm：芹
銅実説 ひら全角

①＠③ ④ ⑤ IS ⑦⑧： SJ ⑩ 

｜入計 ｜ ｜獄誼 ｜ Ii里種｜ 凶揖陥罫続 lt昼h 裡雪 泊ヂ｜

匡亘



③ ・同一罫線ブロッつ内しか移動できません0

・カーソルの石下にある罫線がすべて移動し

ます。

石下に移動しだくない罫線がある場合は、

カーソルをその部分の最初に置き、罫線移

動で戻します。

2.領域指定による罫線移動

①富量。キーを押して、罫棟モードにしま

す。

②移動し疋い罫線の最初と最後の位置を、領

域指定します。

③移動したい場所の最初の位置lこカーソルを

移動します。

反］※温室Dキーを押しだ後で＼力一ソJレを移動

＝ー することもできます。

④⑧事Dキーを押します。

ガイダンスガ〈罫線格動〉に変わります。

⑤~＋白キーを押すと、指定し疋位
置に罫線ガ移動します。

③・同一罫線ブロック内しか移動できません。

表や枠を作るにはーー罫線

・移動先に別の罫線があるときや、移動しだ

結果、罫線ブロックからはみ出る場合は、

罫線陽動できません。

3至。

固因
［機能］＋［領域］

' ' ' ~ .• .I' ' ' 10.I ••• ' .I ...加.I•• ＇，‘・・・ 泊L •• , i ... 40 
ノ、イ キングのお安口らえ士J

J・ 

そろそろ、良い華仰になってきました。ポカポカ限民のなホみんなでわいわ 回目白

い歩きませんか？ 下記白日程でハイキングを行いますので、こぞってご審加ー 一一一

ください． （行き先は、おにぎり山市す。） J
J -

H 
H 
0 
0 
J 

目白鴎 4月26日（日） 午前割引

車合j~所むこうの駅前J

情考お弁当は各自ご用意ください。 J
連絡先高唱彰子 0451-123-455n; 

＊苦加・不事加は上司の冨組事んにこ海路くださL、J
4罫位里領i要指宜》 院箆字 7ミリ 横書 下 拘文 l頁磁 zrrrF芸品ヲl引ω宇

嗣実線 ひら全角
①⑦③ ④＠＠⑦③＠⑩  

l入力｜ 1邸主？ I ｜誠種 l 凶宮崎随罫録ll事長H11~写｜淵圭 i

GOO 

~十回

．．盟問， i,,,10.1... o.l .. ,2(辿．・ ・＇ ....訓 ．・・＇ .I. .. 40 

ノ、 イ ヰング の お 安口ら -1::!-J
J・ 
そらそろ、 良い章節になヲてきま した． ポカポカ陽気のなカ 、みんなでわいわ ”…一一

い歩きませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞってご参加 一也勾

ください．（行き先は おに吾り山です0 )J 

J 

日時 4月26日（日〉 午前9問J
果合均所むこうの駅前J
備考 お弁当は各自ご用意くださも、。J
連絡iJ't；；；鳴伝子 0467ー123 4567J・ 

会奉加 ・不参加は上京の高唱さんにご連絡ください白 J

4罫 線 E B5お字 7ミリ 檎書下一和文 1頁暖2行雄約19'1U芹
網実線 Dら全角

①②③④⑤⑤⑦③⑨⑪  

l入力｜ l甑詮 l I ~羽！ 凶事録摘罫繰llMhll事寄 li揖圭 1

・移動先に別の罫線ガあるときや、移動し疋

結果、罫線フホロックからはみ出る場合Id:、

罫線移動できません。
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3.罫線ブロックの移動

①移動し疋い罫線ブロックの罫線境界上に刀

ーソルを積動します。

②宝言。キーを押して、罫線モードにしま

す。

③00[)キーを押します。

ガイダンスガ〈罫線境界移動〉に歪わります。

④回目キーを押すと、矢印の万向に移動

します。

押し続けると、連続して移動します。

移動中に移動する方向を変えることもでき

ます。

⑤移動を終え町、~キを押すと、罫
線モ ドに戻ります。

保）・文字あるいは改行マークのある範囲内しか

'-" 移動できません。
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雪量D

.L,,1，，・ 1抽 ．・・＇ I.' ' ＇泊I＇・・＇ I目.. 3).1，・＂ I＂ ・岨
ノ、 寸 牛ングのお矢口ら叱士J

t一一一一一一一 一一罫一寸トー境一一 界

会予加 ・コ「＃力Od上記の高揖ぎんにこ直結ください。J

罫 絹 』 時 3'5宇 7ミ，， 横直 下一 和文 l頁 苑 28月TF王約ぽlll芹
都実線 ひら全角

rr 0 Q ④＠＠⑦③③ ⑪ 

i入η｜ ｜眠主主 ｜ l線種 i 凶事説陪罫線i移動 l徳雪｜絹杢 ｜

重量D

回 目

, ~. ， , , I , , , JOI • • ，・I' • ＇泊I•・ ・ ,j ...坦I•• ,_, I , , , 40 

ハイキングのお矢口らそ士J
J・ 

そるそろ、良い華却にな？てきま した。ポカポカ陽気のなカ、みんなでわいわ 一一…m

I 罫一寸トー 嶋一一界
い事きませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞってご春加 一日…。

＼だきい。 （行き先は、おに吉り山です。） J・
O・ 日時 4月26日 （日） 午前9時J
H 嘆合場所むこうの駅前J

H・ p 十 暗君：｝.；弁当は各自ご用意くださいeJ 
画 一十 重絡先高嶋彰子 0467 123 4567J 
J ート

＊怒川 ・不春加は上京日D高値戸んにご連絡くださいの J
t罫線境界平喜善的 B5活字 7ミリ 償書下 手目立 l頁 確お行残約1明∞字

細実線 ひら全角
①②③ ④⑤ ⑤ ⑦ ③⑨ ⑩ 

｜入力 ｜ ｜紙堂 l i線種 1 凶罫線路罫線11活力 ｜複写｜消去 l

・上下隣接する罫線ブロックを越えて移動す

ることは、できません。

・罫線フゃロック内の罫線はすべて移動します。



表や枠を作るには一一一罫線

6.罫線の複写
引い疋罫線を、同じ罫線ブロック内の別の場所にそっくり複写します。

罫線の種類や引きか左は、もとの罫線と同じ形で複写されます。

①筆記キーを押して、罫線モードにしま

す。

②複写し芝い罫線の最初と最後の位置を、領

域指定します。

③複写しだい場所の最初の位置に、力 ソル
を移動します。

長｝※Grnキ を押しだ後で、カーソルを移動

ーー することもできます。

＠~キーを押します。

⑤匡Z日＋回 キーを押します。

指定しだ位置に、罫線が複写されます。

保 ）・複写先に別の罫線があるときや、 複写し芝

、J 結果、罫線ガ罫線ブロックをはみ出すとき

は、罫線の複写はできません。

3言。

固因
［機能］十［領域］

•. II.，‘... !D.l •••• ! ...抽．．．，ι...n ...，‘... 40 

ください。〔行き先対 おにぎり山です。〕 J' 
自 日 日間 4月26日（日）午前9鴎J
i・ 十 車合喰所むこうの駅前J
自 ト 薗考お弁当は各自ご用意ください0 J 

自 ｝ 連絡先高崎重子 0467 123 45巴7J・
会参加 ・不参加は上拘輔さんにご臨〈だ割、J ・a. 
J 

ハイキングしよう会」一一一ー
J

J

 

《罫線領頃指定B 毘お字 7ミリ 繍書 下一 和文 l頁残I桁磁旬ぽ政芹
匝戻緩 ひら全角

①②③ ＠ ⑤＠＠＠⑨⑪  
l入力 l l限量｜ l姐種 l 1;i;；；舘陥罫銀I>縄hIll宮 l消圭｜

~ 

~＋白

•. II.，・......lD.l ...・・..........却‘－・・.........却‘－．．，ι...剖

くださも、。 （行き先は、おにぎり山です。） J・

自 ｝ 日間 4月26日（日） 午前9崎J ・f・ 
U・ ト 舞台場所むこうの駅前J f 
i・ ・f. 曲者お弁当は名目ご用意ください0 J・ ・f 
ー ト 連絡先高偏重2子 0467-123 4567J・f・ .... 
会審加 ・不奉加は上空の高慢さんにご連絡くださいa J 
J・ 

：！ 下全J :::: 

《 罫 線》時笥宇 7ミ＇｝ 備書 下一 和文 l頁 苑 mt確約ぽ班芹
値震綜 ひら全角

①②③＠＠＠⑦＠⑨⑩  

lλ111 IU誼 l l銀緬 l 臨車線踏軍綾lF錨制 l裡雪 li両主 l
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文書を印字し4ます
印字

・........JOO, , • , L , , a池．・ ・＇.....訓．・・＇... .<O 
ハイキングのお知らせJ 匡三塁三塁三 印 字 街宣

そらそら、即号帥ζ怒ってきま凶 ．拘lm!!!l ~B ( J噌部〉
わいわい歩急三ぜんか？ 下記同日程で，、イ｜ペ ジ付 置 （要 吉｝

そヲてご参加ください．｛行き売は‘おにぎl 隣軸ぺ－ ＇／ i頁 （I～99頁｝

日同 4月266（臼〉 午前9晴J ｜ 百頂期自 Ill: ( 0-、事犯頁〉

無自慢所むようの駅前J ｜ 々 ジ宜字

。幅考 お弁当は各自己問置ください，J・ ｜聞事EJJ+ 宣 〈曹百）

酔 先 高齢 子 0467-123-41蹴 酔 宣 呼 百〉

詳しいよとは上E岡高唱さんによ哩結くださ｜罫線祖さ自芹宣 ｛聖 百｝

ハイキyグしよう全J l 自芹停止坦l~ 曹 （曹 百）

J 
J 
t印 字 》 馬 主淳 7ミ＇）積書下一 初日立

自芹鵬 ．． 中止置圃 ひら全角
①申＠ 骨骨 申団申申⑩

I E何引IN引 ・U I由 吉i置曹 1 II雇！ I冨醐団臨 B潤睡眠罰百

~ 

第

この章では、文書の印字のしかだや、特殊な印字｜ごついて説明します。

章

領域指定した範囲を印字する部分印字や、用紙の所定の位置ヘ一定の語句を印字する

ヘッダ・フッ夕、特殊な記号（「£」「O」）の代わりに文字を入れて印字するさし込み印

字などを行うことができます。

また特妹なものには、ラベルに印字するラベル印字や、原稿用紙などに印字する定型

文書印字、文字を弧大して印字する広大文字印字、文字を回転して印字する白転文字

印字・文字を斜め｜こして印字する斜体文字印字などがあります。



文書を印字します

1 .基本的な印字の操作
臼字とは、作成しだ文書をプリンタで総に打ち出すことです。印字には、 7枚ずつ日字す

る場合と、連続して日字する場合〈力ツトシ トフィー夕、あるいは連続用紙使用時〉ガあり

ます。

印字にはさまざまな種類がありますが、プリンタを接続し、用紙！こ打ち出す手順は基本的

に同じです。

①プリンタに用紙をセットし、 ED字できる状

態にします。

②③~キーを押します。 ED字指定ウイン
ドつが表示されます。

CEO字条件の指定は「 3.印字条件を設定す

る」を参照〉

③C22EJ＋囚キーを押します。

印字ガ開始され、ガイダンスに〈印字中〉と

表示されます。

(:,i'{) •ED字の実行中は、ディスクの出し入れを絶
、〆 対に行わないように注意してください。

広）※印字を途中で停正するときは、 （亘雪E
官~ キーを押します。

※そのまま、 印字を中立するときは、~
キーを押します。

※停止し疋臼字を再開するときは、匡亙E
＋囚キを押します。

④E日字ガ終了すると、ウインドウガ消えても

との表示に戻ります。
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③三D
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’イキングのお知らせJ 長孟孟孟孟 印 字 1田 宮 亘言語F当 ＼

壬，－，，；... ，、良い幸聞になってき差した。州 国 1!1la c i ~oom 
わいわい予占玄ぜんか？ T'2の日程でハ什 ぺ←二付 歪 〈曹否〉

そってこ苦加、たさい。 t什き先は、おに剖 開始ペーJ l頁 （1～99頁）
目的 4月26日｛日） 午前9崎J イ 初刺画 l貰 （ ト籾頁 ）－

＂＇告暗所むよ今の駅前J イ ペジ立字

惜考 お弁当は畠白乙岡璽ください。 J j 簡易印字 室 （聖否｝

島 先高崎日 0467 I 23 41連続時 査岐部

詳しも、ιとは上記の高椙さんにご直結くださI＂＇ほ車販さ 自主宇査 （害否》

吋キン.，Lょう会J I Er芹停止処理聖 ｛害 否）

《印字 自 あ お 字 7ミリ 備書下一 和文

昨 轍 古i置 中止留置 ひら全角
①②③＠⑤⑥＠＠＠⑮  

l 聞事 l 酎 引 H 引臨 ~ 11臨響 l II臨 El型脱 Ii盟組匝糟益事醇掛 召

C22EJ十日



文書を臼字します

保 ）・7枚ずつの印字（連続ED字の設定ガ「否」〉
』 J では、 1枚の臼字ガ終わるごとに用紙をセ

ツトし、~＋白キーを押してくだ
さい。

連続用紙への臼字、カットシートフィーダ

を使った団字（連続印字の設定ガ「要」〉の

ときは、自動的に連続印字されます。

日字実行中に、ディスクの出し入れは行わ

ないでください。

・1行めに4倍角文字、罫線ガ入力されている文書を印字すると、以降の文書ガ下にずれて印字され

ます0

・改行ピッチ3ミリ以下で、次行に4倍角文字ガ入力されている文書を臼字すると、以降の文書ガ下

にずれて臼字されます。

・拡大文字を含む行は、指定した改行ピッチより下｜こずれて印字されることがあります。 CR疋、次の

ページにわたって臼字されることがあります。

・用紙ガ送り出されても、ガイダンスに〈印字中〉と表示されているときは、新しい用紙をセットし

てからプリンタを印字可能な状態にし、再び~＋囚キ を押すと続けて臼字できます。
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文書を臼字します

2.部分印字
領域指定しだ範囲だけを部分的に臼字します。文書の中の必要な部分だけを印字させ疋い

ときに便利です。定とえば、修正部分の確認などに使うと印字時聞が短縮できます。

①フ。リンヲに用紙をセットし、 ED字できる状

態にします。

②ED字する部分を領域指定します。

③@ Vキーを押します。

＠~十日キーを押します。
ガイダンスは〈印字中〉に変わり、領域指定

され疋範囲ガ印字されます。

館 内 領域指定の開始ガ行頭でないときも、 ED字
、J は行頭位置から始めますので、最初の改行

マーク（.J）までの文書は前にずれます。

138 

•• ' I[ ••• 10‘， , , 'i,,, 20.I,,,' L ，， 訓........40 

ノ、イキ ングのお矢口ら tt-」

国ろそろ、良い季節になってき註した。 ポカポカ陽気のな泊、みんなでわいわ

い歩きませんか？ 下記同日程でハイキングを行いますので、こぞフてご事加

くだれ、口骨き如、おにぎり山です。） J

a@ 

~＋臼



文書を印字します

印字条件を設定する
ここでは、部数・ページ叶・簡易印字・連続印字・罫線抜き臼字・印字｛亭l上処理などの印

字条件を設定します。

「第3章 書式設定」で、の改行ピッチや文字間隔などの書式の臼字の条件も併わせて設定す

ると、より見やすい臼字を行うことができます。

⑦入力画面で、 ~キーを押します。 ED字
指定ウインドウに印字条件が表示されます。

~ 

... l°' l 
‘ー

・・，．ー・・ E，晶・・・ ・，－・・，E ・耳池
n‘ ，．，， ，ー ・・・， ・ー，，．

②回目キーでカーソルを移動して、項目

を選択します。

③項目の指定内容が数値のときは、テンキー

で数字を入力します。

訂正するときは置Eキーを使います。

、イキングのお知らせJ 匝ーーー印牢指宜主主主言l、
ーろそろ、良い華gp，こなってきました． ポカ 堅塁 Illa< 1岨部）
コいわい歩きませんか0 下記の日程でハイ ページ付 歪（警否〉
主ってご春加ください． ｛行き先は、おに吉 関始ペーンli'H 1～00頁〉
珂奇 4月26日（日〉午前9晴J 初算用直 l頁（ト空自頁〉
廃合暗所 むこうの駅前J ぺ－＇／文字

自考お弁当は各自ご用意ください.J 簡易自芹 害（要否〉
事書先高島嘉子 0467ー123-4 連続自存 査（曹否〉
1しいことは上記の高嶋さんにご連絡くださ 罫続被告白芹歪 （要否〉
、fキングしよう全J Er芹停止処理 室（要否）

＼ ＼ 

J 

4印字 》部 お字 7ミリ 横書 下 和主

相

数値以外のときは巴白キで、選択し

ます。

日昨悌始富田 中止…富田 ひら全角
①②③ ＠⑤ ⑥ ⑦ ⑧⑨⑪  

その機能を行う場合は「要」、その機能を行

わない場合は「否」を選択します。

④匡28＋白 キーを押すと、設定しだ臼

字条件で臼字されます。

んモi※「ページ｛寸」、「簡易印字」、「連続日字」、「罫線
'=='-' 抜き印字」J印字｛亭比処理」なと、Id:、キーガ

イダンスの表示に対応するファンクション

キーで直接指定することもできます。

部数

IH引 IH~ I 民事 l 罰 百i罷事l I 蕗 吾｜帯構 l;a軍事臨調甑碍証盟

同一の文書を、 同じ印字条件で繰り返し印字するときに指定します。

部数はgg部まで指定することができます。

複数ページのものを指定しだ場合は、 7部ずつ臼字していきます。

ページ付

用紙の一定位置に、ページ数を印字することができます。ページ数は1～gggまで指定でき

ます。

・ページ数を臼字するときは、ページ｛寸の頂目を「要」に指定します。
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文書を回字します

同※3亙望D ~亙童Dキを押しても、
ιー＝υ 指定できます。

用紙への印字位置は、下図のようになります。

横書き 縦書き

123 四
五
六

袋とじのペ ジイ寸け

I . ・ , I I . i ,,I 

85横入れ

横書き 縦書き

1...__j L一一一11横書き 縦書き

開始ページ

何ページ自の文書から、ページ印字を開始するか指定できます。（指定は、 7～99までおでき

ます。〉

疋とえば、 7ペ ジ目ガ表紙で、 2ページ白からページ印字を開始しだいときは、「2」と指
定します。

初期値（ペジ叶け開始値〉

ページ巾けをする最初のページ値を指定します。（指定は、 O～999までできます。〉

Oを指定しだ場合は＼ページは印字されません。

ページ文字

ページ数の田端に入れる文字を全角2文字まで設定することができます。 1文字を設定し

だときはページ数の左側に、スペースを入れ定後に ？文字を設定し疋ときはページ数の石

側に印字されます。また、 2文字を設定しだときはページ数の西側に分かれて臼字されま

す。芝とえば、“頁”を設定すると“頁いのように印字されます。

漢字を設定する場合は、コード入力で入力してくだ、さい。

バ守、．入力文書のページ数より、開始ペ ジの値
1つけてJ

、ノ ガ大きい場合、ペジは印字されません。

・用紙サイズガ「フリ （××〉」のとき、ぺ

ジi寸けはできません。

反］※用紙サイズガ「連続CZZ)」のとき、ページ

'=='-' けけの位置は、文頭の1行字数に応じだ位

置け行字数中のほぼ中央となる所定の位

置〉に印字されます。
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文書を団字します

簡易印字

印字の際に、システムディスク 2にある漢字フォント（24×24ドット〉を使わずに、プリ

ンヲ内の漢字フォントを使って全角文字などを印字する機能です。（拡大文字などはシステ

ムディスク 2にある漢字フォントを使用します。〉その芝め、通常の日字よりも速く臼字す

ることができます。レイ戸ウトの確認や、だめし臼字を行う場合などに指定すると便利で

す。

団※ （量三む⑧ 夏重Dキを押しても、
指定できます。

連続印字

連続用紙への印字、ま疋は力ツトシートフィー夕、を使つ疋印字のときに、連続して臼字を

行います。

・連続臼字するときは「要」を、しないときは「否」を指定します。

呂※ （亙~~亙IDキーを押しても、
指定できます。

罫線抜き印字

罫線のある文書で、罫線を抜い疋印字を行います。

・罫線抜き印字するときは、「要」を、罫線抜き印字しないときは「否」を指定します。

Eヨ※ ③ 函 量つ、富画 三つキーを押して
も、指定できます。

印字停止処理

文書中に印字停止コード（142ページ参照〉があるとき、その位置で印字を停止します。

．「否」を指定すると、印字停止コード、があっても臼字は停止されません。

同※ （印字停止要）（臼字停正否）キーを押

"=='-' しても、指定できます。
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文書を臼字します

4. 印字を停止する
文書中に印字停止コードを挿入しておくと、印字停正コードのある行の前の行までを印字

して一時停止させることができます。 E日字を再開しだり、そのまま中止することもできま

す。

①入力中の文書の中で、印字を一時停l上しだ

い行にカーソルを移動します。

②［機能］＋［印字停止］キを押します。

印字停止マク「E」ガ挿入されます。

広］※印字を再開するときには~＋白キ
］ 一日現叫するときには直亙キー

を押してくだ、さい。もとの入力画面に戻り

ます。

〔機能］＋［印字停J.t]

』 ιιι＿，＿，＿＿.，・.ia. ... ' l ...泊.........泊1... .l .. ,4n 
ノ、 イキシグのお矢口ら叱士J

J・ 

そろそろ、良い季節になってきました．ポカポカ賜誌のなか みんなでわいわ一一一一M

L咳きませんか？ 下記の日程でハイキング引7いますので、こそってご春加ー … 
ください。 申 指先払おにぎり山です。） J

・印字停止の指定を解除するときは、印字停正マークcji）を消去してくだ乱1。E日字のとき、マーワ

は半角のスペースに置き換えられます。
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・7フンダ ラインガ入力されている文字到の途中！こ、印字停ltコードを入力すると、戸ンダーライン

ガ途中で切れて日字される場合があります。

・4倍角文字を含む行に印字停比コードを入力すると、印字停.Ltコード以降の文字ガ、行ガずれ芝り
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文書を印字します

5.ヘッダ・フッタを入れる
「ヘッダ」CHeader）とは用紙のよ端lこJフッタ」CFooter）とは用紙の下端lこ、社名や記

号など一定の文章を臼字することをいいます。

・ヘッダ・ フッタの位置は文書を印字する範囲の外lこなり、7回設定すると、自動的に各

ページのヘッダ・フッタの位置に臼字されます。

・ヘッダ・フッタはそれぞれ、用紙のを端、中央、右端に臼字できます。

・ヘッダ ・フッタに、区点入力で外字も入力でき、それぞれ20文字まで設定できます。入

力画面では、表示されません。

ま芝、口ゴ機能を用いて、字聞をOドットにして印字できます0

・フッタとページばけの位置

横書き
印字位置

左

中

石

縦書き
印字位置

在

中

石

袋とじ印字

I,,. . I フッタ 1白2 フッタ

lタ l フッタ 1 ~ 2 フッタ

I J フッタ 1; 2フ、ソタ

[ .I 

袋とじ臼字

l'O' l,'¥ -I : l'O' l,'¥ I I 

I ' I I " "  l,'¥ 叩｜卜

I ~ I I 「＼O'l,'¥ I 
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文書を印字します

1.ヘッダ・フッタの設定

入力画面で操作します。

⑦告豆孟〉キーを押します。

ウインドウで、ヘッダ・フッタの設定・消去

が選択できます。

②巴 囚キーで力一ソルを移動して、「ヘッ

ダ設定」まだは「フッタ設定」を選択します。

③川夕、設定」を選択して~＋囚キ
ーを押すとウインドウガヘッダ設定の表示

となり、設定語を入力できる状態になりま

す。

ルモ＂j※「フッタ設定」のときは、 ウインドウガフッ

ーJ タ設定の表示となります。

④ヘッヲてまだはフッタ〉の設定語を20字以内

で入力します。

ルミj※区点入力で外字も入力できます。

ー=!.J ※すで！こ設定されているヘッダまたはフッタ

があるときは、その内容が表示されます。

⑤囚 キーを押して、カーソルを「位置」のと

ころへ移動します。

＠回目キで、ヘッダ（まだはフッタ〉の

臼字位置を選択します。
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文書を団字します

⑦ヘッダ・フッタを口ゴ指定するときは、力

ソルを「口ゴ」のところへ移動してよ要」

を指定します。

②亘望。キーを押しても指定できます。

詮
全
右
〉
－

Z
う
中
園圃

吋

よ

一

へ
し
左
否
一

グ

（
（
一

ン

一

キ

一

吋

右
z

－

h
v

一

ダ
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置
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ルミj※口ゴ指定をやめ疋いときは、「口ゴ」の項目

〕 で「否」を指定するか、②豆⑤キーを押

します。

＠~日十回キーを押すとヘッダ・フッ
タガ設定されます。

ハイキyグしよう会

ノ、イ dぞ 〉 〆 ク〆♂）.，づ＇＂＇，，，ぺ玄

そろそろ 向い司医師に＂＇ ＂てき ました ポ力ポカ陽気のなか みんなでわいわ

い捗きませんかワ ド記の日粍でハイキングを行いま場ので こぞ今てご挙加

〈ださい． 什了急先は おにぎり山ですー｝

区］※途中で操作を中正するときは、匡冨キ
』 ='-J ーを押します。

※ヘッダ ・フッタは画面に表示されません。

日字時の文字サイズは普通文字です。

目的 •I 川 26 U <Lil 可前9略

集合場所むようの駅前

備考 “が吋U各自ご問主ください．

進 絡先 例嶋 tH 0"67 12' 4ち＂ 7

証ムいこぶは」t起の白血$.＆ιト雄踏くだ会“．

ハイキングしよ q会

（へ、ソ夕、の印字例〉
（茶〕・用紙サイズガフリー（××〉のときは、ヘッ

、〆 ダ、 フッタは印字されません。

＠匡亘司キーを押すともとの入力画面に戻

ります。

・ヘッダガ入力されている文書では、ヘッダガ入力されていない文書！こくらべて本文ガ下にずれて日

字されます。
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文書を印字します

2.ヘッダ・フッタを消去する

入力画面で操作します。

①包亙重重〉キを押して、ウインドウの

力一ソルを「ヘッダ消去ム「フッタ消去」lこ
移動しぎす。

②匡28＋白キーを押します。

ウインドウに、設定されている設定語ガ表

示されます。

③設定語を確認し、~十回キーを押
します。

ヘッダまだはフッタガ消去されます。

用※途中で操作を中立するときは＇~キ
ー を押します。

④ 直冨キーを押すと、もとの入力画面に

戻ります。
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6豆盃〉

J 

そろそろ、良い季節になってき草した。 ポカポ

いIFきませんか？ 下記の日程でハイキングを

ください。 （行き先は、おにぎり山です。 ）J

i・ 日崎 4月26日（日〉 午前9軒
目 黒合境所むこうの駅前J
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文書を印字します

6.さし込み印字をする
さし込み臼字は、文書を作成するときに、語句の代わりに「£_Jま疋は「O」を入力し、印字

のときに、その記号（「£」「O」〉の部分に登録しておいたさし込み語句を入れて臼字する機

能です。手紙など同じ内容の文書で宛名のみを変えていく場合に使うと便利です。

・同じような機能に「穴うめ機能」があり、これは文書編集のときに、あらかじめ入力して

おい疋記号の代わりに文字を入力するものです。（第6章門3.穴うめ機能」参照〉

1.さし込み用文書の入力

①入力画面で文書の入力を行います。

②文書のさし込み印字する部分には、あらか

じめ「£」ま疋は「o_Jを入力して文書登録し

ておきます。

... 11. .. 1他．．．，‘・・・ 2池........拙....;,. ..岨

呂※芝川 」には、倍角 4倍角を指定七きま

保）・「£」、「O」はさし込み語句の文字数分だけ
、J 連続して入力してください。聞にスペース、

改行、タブ、インデント、書式設定、ヲブ
設定などがあると、さし込み語句ガ分離さ

れて、 'JRのさし込み語句ガ印字されます。

2.さし込み語句を登録する

①さし込み語句引つずつ囚キーで区切り

ながら入力します。

係）※文字を入力しないで囚キーを押すと、さ
、J し込み部分ガスペースになります。

※？文書中のさし込み部分の数だけさし込む

）｜慎序通りに入力してから、次の入力をしま

す。さし込みする叡を考慮して、入力して

ください。

£££££！週 一一
ノ、イヰL ン ク• o_コヰ35寄口 らそ:t:-J

そろそろ、良い章節になってきました。ポカポカ陽気のなか、みんなでわいわ目

... ' 吐． ． ． l叫...・・J ‘－ .. 20.I .......... 31‘・ ・ー・ ' ... ．岨
和田美曹J
石田里美J

岩漏雅子J
鈴木教干J

樹監討E…
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文書を臼字します

②通常の文書登録をします。

O;f> •さし込み語句は、行頭から入力してくださ
） い。

メモl※さし込み語句の文字には、すべての文字を

＝＝ 使用できます。

※「£」、「O」｜志、全角T字として扱われます。

半角文字も「£」、「O」の毅の文字薮だけさ

し込まれます。

3言。

3.さし込み印字をする

①入力画面でさし込み印字する文書を呼び出

します。

②~うキを押してください。
文書リストガ表示されます。

③回目キーで、さし込み語句の登録文書

を指定します。

すまし押をキ回十四④
 

主主＂J※画面には、さし込み語句の文書内容は表示

t ー されません。
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..•. 1 .. lo.& ........笈過...· ~· ...笈冶．・・・＆・ー・・柑
£££££！週 一一一

ノ、イキングロコお芦口らそrJ
J “ 

そろそろ、 白い軍D~になヲて毒草 した。 ポカポカ陽電のなか．みんなてわいわ ーー

各豆璽〉

い一 差し込み語句

リスポンからの手紙］ …のお山
観Jillのご案内

ーハイキング案内状

リ ス ト

文書ファイル苑り容量約沼74匝芹 I 
B51il.人 l枚 伺／04/03I 

9A41証人 1枚 wrom1
A4総人 1枚 加点l3/26I・ 
A41il人 l枚 加点ル'261
A4続人 l枚宮11回/26I 

《さし込み》 番号唱卜 畳録名砂差し込み語句 晴考・
、りれ

υ

[QE]十日



⑤さし込みのウインドウガ表示され、連続印

字・区切番号が指定できます。

＠日 目キーで、連続印字の指定を行います。

⑦カーソルを回キで＼「区切番号」のI頁目

に移動します。

ムモ＂J※「区切番号」｜志、 T文書分のさし込み語句を

τ 二 J 1区切りにしだときの番号です。

＠さし込み印字を開始する区切番号を、テン

キで入力します。

メモi※だとえば、さし込み臼字を2文書目のさし

ー一 込み語句から行い疋いときは、「2」と入力

します。

※「区切番号」を指定しないときは、最初の語

句から臼字します。

⑨~＋白キーを押し、 E日字条件を設
定します。

⑩~＋回キーを押すと、さし込み印
字が開始されます。

印字が終了するとさし込み画面に戻ります。

⑪匡盟キーで入力画面｜こ戻ります。

保）・さし込み文字数万「£」、「O」の数に満足な

、J いときは、残りの「£」、「O」はスペースに変

換されます。

文書を印字します

J 
そろそろ、良い草節になってきました.;f.カポカ陽童

い歩きませんか？ 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞっでご奉加 ......HHHー聞

ください。 （行き先は、おに吉り山です。 ）」

J・・ 

I・ 目崎 4月26日 （日） キ前9崎J
I・ 集合暗所 むこうの駅前」

画 面 考お弁当は各自ご用意〈ださい。J

I・ 亜崎先高唱彩子 0467 1 23-4567J 

4さし込み 》防活字 7ミリ 積書 下 和文 l頁苑沼行 残約l!l'[IR:
Dら全角

①② ③ ＠⑤ ⑥ ⑦＠⑨⑪  
I I I I I 高専｜ I l臨EI I I I I 

~＋目

組問実箪畿

ノ、イ d守ユ〆 クr＂＇－＇ 才ラ Xilらせ

そろそろ‘ 良い季節にな・2てきました．ポカポカ陽気のなかみんなでわいわ

い多きませんか9 下記の臼砲でハイキングを行いますので こぞ勺てご事加

〈ださい．｛行き先は司犯にぎり山です．｝

日時 4月26日（日｝ 午前9略

集合場所 Uこうの駅前

備考必弁当は各自ど問茸〈ださい．

連絡先 高嶋移子 。467-123-4567

詳しいこIoliト..の高・2んにど権血鎚 之且ι

ハイキングしよう会

（印字j~tl )
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文書を印字します

7.ラベルに印字する
ラベル印字とは、 T枚の台紙に並んでいるラベルやハガキや原稿用紙など通常の用紙と異

なるものに、文書登録し定住所や宛名や文書をある形式に従って印字する機能です。

団字する形式のことを「フォーマット」と呼んでいます。フォーマットは、初めから設定さ

れている「固定フォーマット」と独自に作ることができる「フリーフォーマット」ガあります。

・あらかじめ設定されている固定フォーマットを用いると、シャープ標準のラベルやハガ

キに、簡単に印字できます。

・フリーフォーマットで独自のフォーマットを作成すれば、シャープの標準外のラベルへ

の臼字ができます（次ペジ参照〉。

・固定フォーマットで標準ラベルに印字するときは、 何も設定するLQJ,1要はありません。

当社の標準ラベルは縦42ミリ、横84ミリで、 A4サイズの台紙に12枚目占り叶けてあります。

150 

標準ラベル用紙

ラベル

固定フォーマットのハガキの臼字
横書き
「一一一一
回目口口口

E三｝t--116字X3行

4倍角B字

旬字×3行

固定フォーマットのラベル印字

（改行ヒ・ッチ7ミリ6行に自動設定されています〉

ラベル

縦書き
「一一一ー
回 口口口口口

、事ー『~

23字×3行14倍角14字 I28字X3行

※標準ラベル（宛名ラベル〉……白番； WP1281C12面×250枚×2／箱〉



文書を印字します

1.フリーフォーマットの設定

固定フォーマットで標準ラベルに印字するときは、何も設定する幽要はありませんが、標

準以外のラベルの場合には、フォーマットを自由に設定して（フリーフォーマット〉ラベ

ル臼字することができます。

選択画面で操作します

⑦ドライブ刊こ、システムディスク？をセツ

トします。

②［機能］＋〔特別機能］キーを押します。

③カーソルを「ラベル印字」｜こ移動して、

~＋囚キーを押します。

④カーソルを「フォーマット設定」lこ移動し

て、~＋囚キーを押し開。

⑤カーソルを移動して、「新規作成」か「璽新」

を選択します。

広］※「新規作成」を選択し疋ときは、固定フォー

』＂＂＇ マットガ呼び出されます。

「霊新」を選択し疋ときは、前に作成しだフ

オ マットガ呼び出されます。

固 因
［機能］＋［特別機能］

~＋囚

ファイル処理

ユーザー辞書

外字

ハックアップ呼出
各種モード遺択
学問Eヨ

手続き
ラベルEfl'.字

分野田•«草書
目当綜了

データ亙換
《ラベルE芹 ) 
カーゾル主ii善おして、実行キ を押して下さも、

~＋白

ひら全角
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文書を印字します

⑦~＋白キーを押します。
ガイダンスガ、フォーマット設定の状態に

なります。カーソルを日日キーで移動

して必要なデータを入力してくだ、さい。

設定頂目

・用紙

匡28＋回

《フ「マリト》 用紙生

場打ゑ寸ゑ1土井1

己責行数 百

備最大文字紋 21 

ラベル純』2＇リ構旦！＇リ間瀬，，.， 政行 2ミリ
ひら全角

＠ぬ＠＠ ⑪
l詰JI I I I I 

ラベル用紙のサイズを COOK)キーを押して選択します。表示ガ「A4」、「B5 _j, I B 4 _j, 

「フリー」の順序で、変わります。

フリーサイズを選択しだときは、用紙の縦、横サイズも入力してくだ、さい0

・ラベル縦

7枚のラベルの縦寸法（10～100ミリ）をテンキ で入力します（ラベル聞にスキ聞があると

きは＼スキ聞の寸法を加え疋数値を入力してください〉。

・ラベル横

？枚のラベルの横寸法（20～150ミリ〉をテンキーで入力します0

・間隔

横のラベル聞のスキ閏co～9ミリ〉をテンキーで入刀します0

・改行ピッチ

印字するときの改行ピッチ（3～16ミリ〉をテンキーで入力します0

・改行数

ラベルの縦の畏さと改行ピッチから、 7枚のラベルの改行数（区切り数〉を自動的に表示し

ます。

・横最大文字数

ラベルの横の畏さから、 自動的に表示します。

＠フォーマットの設定ガ終了し疋ら、urnI Gm  
キーを押します。

印字位置指定の画面になります。

ガイダンスに、カーソル位置が表示されま

す。

＠回目キーで印字を開始する位置に、力

一ソルを移動します。
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⑪密電キーを押します。

印字開始位置lこ「砂」ガ表示され、カーソル

は決行に移動します。

反］※団字開始位置の指定は、 7行中山つです0

~ 2つめを指定すると、その位置ガ臼字開始

位置となり、前の位置は消えます。

※印字位置を指定しない行は、空白となりま

す。

※印字位置を消すときは、その行にカーソル

を移動して、⑧妻。キを押します。

⑪文字の種類を変憂するときは、変更する行

にカーソルを移動して、亘量D、c@ID、

~空むキーを押して指定します。
ガイダンスに、力 ソルのある行の文字の

種類ガ表示されます。

広司※文字の種類は行ごとに指定できます。

〕 ※操作を中止するときは匡冨キーを押

してください。

⑫フォーマットの作成ガ終了しだら、

3三うキーを押してください。

フォーマットは、システムディスク 2に登

録されます。

⑬直豆QJキーを3回押します。

選択画面に戻ります。

文書を回字します

3宣

ラベルt曜 日牧

ラベル構 2枚

政行数 6 

横最文文字叡 21 

《フォーマット》 用紙但 種場重量 級位置 2 横位置（半角） 6 
ひら全角

①②③ ＠＠⑤⑦ ＠＠⑩  
｜ ｜普涌｜倍角は慎同｜伯置｜ ｜終了｜ I I I＞民芸｜

≪7・－マット》 用地 種類置箆 純位置 2 償位置（半角） 6 
ひら全角

①＠③ ④＠ ⑤⑦③＠⑩  

｜ ｜苦曲 ｜倍角 性倍角1恒墨 ｜ 1訟II I I l泊去 ｜

cruう

・フリーフォーマットを新規作成まだは重新でフォーマット作成後に終了し芝場合、前に登録し疋フ

ォーマットは削除されます。フリーフォーマットをいくつか保存しだいときは、手続き機能を使用

して登録をしてくだ、さい。（第14章参照〉

・フリ フォ マットのラベル用紙に複数のラベルを印字する場合、ラベル用紙の」二下合わせて約45
ミリ、左右合わせて約20ミリの領域には回字できません。

疋とえば、縦100mm、償50mmのラベル用紙に、縦サイズを20ミリ、償サイズ25ミリのラベルを臼字

する場合、計算の上では10枚のラベルガ印字されることになりますが、そのままの値を入力したの

では、上下主石の印字不可領域ガ存在する疋め、実際には10枚ものラベルを臼字することはできま

せん。し芝ガって、ラベル用紙の縦・横サイズを設定するときは、必要に応じて、「？枚のラベルの

縦寸法×枚数＋45、T枚のラベルの横寸法×枚数＋20」、の値以土を入力してください。
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文書を臼字します

2.ラベル印字に使う文書の作成

入力画面で操作します。

①ラベルの文字を通常の入力でT行ごとに、

ヲブま疋は囚 キーで区切りながら入力し

ます。

I~モl ※ラベルの改行数と区切りの叡を対応させて、
』 ==!J ラベル印字をするデータを続けて入力しま

す。

※文字を入力しないで区切ると、その行は空

白になります。

②通常の文書登録をします。

保）・ロゴ・均等割りげけ、書式設定はラベルE目
、ノ 字では無効です。

・タブ設定は区切りとして使用されるので、

ラベル印字では無効です。

・倍角.4倍角文字は、フォーマットによる

行ごとの設定となります。データ内では、

設定できません。

3.ラベルの印字

• • ! • • ~. I D! • • • ' ! • • • 泊. .・・ ..... 坦. .・ ・ a ....岨
幸良県フ肝口郡u市美曙庄町492J

，ャープ持i＼会社J

情報Jステム車電事部 J 

(filf) 

ムモ.，※ 7行フォーマットの文字数を超えて入力し

ーー だときには、超過分は印字時にカットされ

ます。（標準フオマットの文字数参照〉

※標準ラベルf枚の改行数（区切り数〉は4で、
ハガキ？枚の改行数（区切り数〉は、横書き

・縦書きとも7です。 C150ページ参照）

※フリーフォーマットのときの文字毅および

区切り数は、設定しだフォーマットに従っ

てください。

※通常の文字、外字ガ入力できます。戸ンダ

ーラインをつけることガできます（網掛け

は、戸ンダラインとなります〉。

設定し疋フォーマットに従い、印字内容を印字していきます。

選択画面から操作します。

①［機能］＋〔特別機能］キを押します。
回 目

［機能］＋［特別機能］
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②カーソルを「ラベル印字」の項目に移動し、

~十回キーを押します。

③力一ソルを「ラベル印字」の項目に移動し、

~十回キーを押します。

④フォーマットを選択する画面になります。

カーソルを、使用するフォーマットに移動

します。

⑤ドライブ引こ、ラベル印字に使う文書ガ登

録されだ文書ディスクをセットします。

@@XE画 〉キを押します。

⑦力一ソjしを呼び出す文書の登録名に移動

し、 ~十回キーを押します。

＠印字条件を設定し、用紙をプリンタにセツ

トします。

＠~十回キーを押すと、印字ガ開始
されます。印字ガ終了すると、ガイダンス

に〈ラベル印字終〉と表示されます。

⑪匡冨キーを押して、選択画面に戻りま

す。

広1※印字操作の詳細は、通常の印字と同様ですo

i」l※操作を中止するときは匡冨キを押

してください。

文書を印字します

~＋回

ファイル2[l理
ユーザー辞書

件字

ハッ ク7.，プ呼出

品曙モード選択

学 習
手続主
ラ《ノレE医芋

分野町E草書
一崎終了

テータ変換

~十日

《ラベル自主字 》
ドライブlに文書ディスクをセット して下さい。 ひら全角

①＠③＠⑤＠＠③⑨⑪  
I I 似哨 l I I 

匂亙璽〉

~120 ラ ベル宛名

121 
122 

123 
124 
125 
126 

121 
128 
1お

＇）スト

文書ファイル残り容量約 Z思ID芋

（~つむし印字 B番号・l2ll宣録名村ベル宛名

ひら全角
①⑦③ ④⑤ ⑤⑦③⑨⑩  

I I！髭EI I I I I I I I I I 
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文書を臼字します

4.定型文書設定（フォーマット設定）

原稿用紙などます目のある用紙に印字する際、ます自の中に字ガ、入るようにできます。原

稿用紙のます目のようによO」まだは「£」を並べ疋フォーマットを作り、登録文書をさし込

み印字して行います。これは、市販の原稿用紙などへの印字に適しだ機能です。

a.定型文書の設定

入力画面から操作します。

①入力画面で、［機能］＋［特別機能］キーを押

します。

②カーソルを「定型文書設定」の項目に移動し

ます。

③~＋囚キーを押します。
定型文書設定のウインドつが表示されます。

④各項目を指定します。

数値による指定はテンキーで入力し、 そう

でない場合は、 回目キーを使って指定

します。

⑤項目の指定が終了しだら~十回
キーを押します。

定型文書ガ設定され、入力画面に戻ります。

⑤｛乍つだフォーマットを登録する場合は、こ

の状態で宣言。キーを押します。

届※各項目の移動は囚囚キーで行います。

回 目
［機能］十［特別機能］

~＋囚

I ... I ' ..・ .l日＇＇' ' I ＇＇ • ＇ ・・耳油・ ・・ 2 ' ...羽A・・・ E ' ...  4ll ． 

~＋囚

3量。

ひら全角
⑥＠＠⑨⑪  

．操作を途中で中正するときは、~キ を押してく定さい。
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文書を印字します

設定項目

・左余白

用紙のさE側の余白の大きさを、ミリ単位で指定します。

長｝※左余白は用紙の左端からではなく、プリン

'=='-' タの第T印字位置からのミり数で指定しま

す。

．縦幅

※左余白は、文頭でのみ指定可能です。

設定範囲の？行めの下端から最終行の下端までの長さを、ミリ単位で指定します。

．行数

設定範囲の行数を指定します。

・横幅

設定範囲の7文字めの石端から、石端の文字の右側までの長さを、ミリ単位で指定します。

反］※償幅の最大値は、 用紙サイズ、プリンタ機

'=='-' 種、左余白の｛直によって異なります。

・1行字数

？行に臼字する文字数を、全角文字数2桁の値で指定します。

日正］※？行字数の最小値、最大値は、償幅の値に

t 出 よって異なります。

・空白行

指定しだ縦幅の範圏を、空白行として間隔をあけるか否かを指定します。「要」を指定する

と、設定されだ縦幅分を空白とします。「否」を指定すると、空白行は入力されません。

空白行「要」を指定すると、行数、横幅、 1行字数の（直は無効となります。

（第3章 「書式設定」参照〉

b.定型文書の臼字

①定型文書の設定（フォーマット設定〉をしま

す。 （前頂参照〉
""' ..... L .•. !OL. _, A・・・川． .o.L 狙・・・oL.・岨

ムモ※E日字する文書は、フオ マット設定より以

'=='-' 前に登録する必要があります。

②別に入力しておいた定型印字する文書を、

さし込み臼字機能を使って臼字します。

~0•11 τケ ョ・E 是ι d’＝＝ーーーー＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝、

ひら全角
⑤⑦＠⑨⑩  
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文書巷印字します

8.文字を拡大して印字する
文字を』広大して印字します。

7つの文字を、縦3倍×横3倍から、最高縦24倍×横241音まで拡大して印字できます。

半角文字は、縦4倍×横4倍から、縦24倍×横山倍まで拡大して印字できます。

・7文字ずつ指定するので、数文字を拡大印字するときは、指定の作業を繰り返してくだ

さい0

・この甑大文字は、画面では表示されません。

・チラシやPOP、案内状の作成時に、利用すると便利な機能です。

拡大文字の指定

入力画面で操作します。

①弧大印字する文字にカーソルを移動します。

②［機能］＋［甑大］キーを押します。

③テンキーで、必要な倍率を入力します。縦

方向、横万向とも3～24倍まで設定できま

す。

〈だだし、半角文字は縦方向、横方向とも4
～24倍まで設定できます。〉

④~＋囚キーを押します。
指定され疋文字は甚大文字に設定され S
マークと指定倍数が表示されます。画面は

もとの入力画面に戻ります。

⑤続いて文字を拡大するときは、①～④の操

作を繰り返します。
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保）・拡大解除の方法Id:、カーソルを「量」lこ齢

、J せて［機能］＋［解除］キー（［広大］キーの右

横〉を押します。

回巴
［機能］十［拡大〕

II. ••• ＇ト.. lo.I ••• ' .I •• • 20.I ••• '.I ••. '.ll.I ••• ' .I ...岨
圃イキングの抗日らせJ
J・ 匡圭呈豆言主拡大空宇許守 ＝＝＝＝＝＝、ー

そろそろ、良い章Oilになってきました
い歩きませんか0下記の日程でハイ
〈ださい．〈行き先は、おに4ぎわ山で｜

~＋回

, lo• 目 I 1 . l抽．－－－ ・．． ． 描．．－・企．．．描＇＇＇ I ！，•＇岨
!04 ．イキングのお知らせJ 一一一一－

J 一一一一ー
そろそろ、良い章Olliこなってきました。ポカポカ陽気のなか、みんなでわいわ一一一一ー

同※ 2固め以後の拡大文字指定は、前回の倍率

'==!.J ガ設定されています。

※文字を拡大すると、拡大文字より後の文書

がそのページ内lこ印字しきれない場合ガあ

ります。



文書を印字します

9.回転文字・斜体文字を印字する
4倍角文字を、回転し疋り、斜体にして臼字します。

回転文字・斜体文字の指定

①文字を入力して4倍角文字にします。

②回革、まだは斜体にする4倍角文字の行に

カーソルを移動し、~キーを押しま
す。

③巴囚キーで力一ソルを「4倍角文字」の

項目に移動します。

④回目キーで「回転」ま疋は「斜体」を選択

します。

「角度」の項目ガ表示されます。

⑤囚キーで、カーソルを「角度」の項目に移動

します。

＠設定する角度の数値け～6）をテンキー

から入力します。

⑦[ZZEJ＋回 キーを押すと設定され、も

との画面に戻ります。

対象となる4倍角文字に網ガ重ねて表示さ

れます。

バh・75・そ指定して斜俸文字を印字した場合は、

、J E日字されだ文字ガ判読できないことがあり

ます。

固 因
［機能J+[4倍角］

•• , A ••• IOA •• ＇・＇‘ ＇＇ '2(過＇.... ' ..且 宜lt..・・＇＇・ ..岨

ハイキングのお知らせl

ー主D

回目

回目

rzzEJ＋白

rt：＇：州側ブ：：：；：：：；；；1
回転文字の印字例

匂養母う＼た ＞ I:)ta~ ちが

斜体文字の回字例

E本語ワードプロセッサ
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作成した文書を保存する
文書登録

第

•）ス P

rnハイキンクのお知らぜ ln拍玄1醤号 砂 131 uαト4!ll)

盟附キj 131 1・<1叶 呈録名 惨 日£
132 I 1曲考 惨 4月1日から
l泊 I 1 臼付 師刈4/01
以 ｜ ｜陸自惨祖日叫
135 I I （帽苦語は5宜字以内）
l賀 、

137 
138 
139 

4量 a> 
全、hz

凡
U

コ刈
U

骨一
b証
明

作成した文書をディスク保存することを登録といいます。

文書は、文書ディスクと呼ばれるディスクに登録されます。何も登録されていないT

枚の文書ディスク（2HDタイプ）に1<3;A4サイズで約350枚け枚約1000字で換算）登録

できます。（ 2 D Dタイプのテ‘ィスフlこ1<3;約200枚登録可能）

登録した文書は何度でも使いたいときに呼び出すことができます。日常よく使う文書

や手紙などを登録しておくとよいでしょう。

文書ファイル処理では、処理をまちがえると登録しだ文書が消去されることもあるの

て＼操作をよくご理解ください。



作成した文書を保存するー一一文書登録

1 .文書の登録
作成しだ文書を保存することを「登録」といいます。

登録の墓本的な万法には、

1 .番号をつけて登録する番号登録

2.登録名をつけて登録する登録名登録

3. 時的に登録しておく一時登録

の3つがあります。

通常の登録万法以外に

1 .部分登録

2.霊新登録

3.機密登録

の3つの登録の種類があります。

一時登録、番号登録、登録名登録の操作手JI慎は基本的には同じです。番号登録の場合は、

番号・登録名の両方とも入れることができます。文書の呼び出しゃ模索をするときに便利

なので、番号・登録名・備考の3項目とも入力をすることをおすすめします。ま芝、登録

名登録の場合も、備考を入力することをおすすめします。（一時登録は何も入力せずに登録

します。〉

部分登録をする場合には、あらかじめ登録する部分を領域指定しておきます。重新登録や

機密登録は!ill＼要に応じて用います。

1.番号登録、登録名登録

「番号登録」とは番号をつけて登録する登録方法で、「登録名登録」とは登録名をつけて登録

する登録方法です。

番号登録の場合は、登録名もつけることができます。番号登録と登録名登録では、文書デ

ィスク内の別の領域に登録されますので、呼び出すときには、それぞれの万法をとってく

ださい。

登録する前に、初期化しだ文書ディスクを用意します。

①ドライブ？からシステムディスク？を取り

出し、文書ディスクをセットします。

②oovキを押します。

画面に登録ウインドウガ表示されます。

同※カーソルガ、登録名のところに現れます。

］ 番号・備蓄欄へは巴囚キーでカーソル

を移動します。
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3量。
’ J ・.I旦・・ l抽．．．，‘・・ー・泊‘....I. ..笈ll.....・...40 ． ハ唱 キングのお知らせJ

匡三三喜三 骨 d亘書喜重量署＼
壬うでつ、良い軍llJlになってきました。ポカポ｜番号 砂 一一 (100～499) 
い揮さまぜんか？ 下記白日程でハイキングを｜医盟砂E
、よさい．｛ 行き売は、おにぎり山です。lJ・I輔考 惨

J・ ｜日付 加／04/01
II・ f日間 4月26日（日〉 午前日時｜

ー ト薫台湾所むこうの駅前J － ｜ 
自 ト輔考お弁当は各自ご用意ください

理路申t高慎重2子 0467-123 4567J 
詳しいことは上記の高慢さんにご連絡ください。 J
電量 諒 B

ドライブlに文書ディスクをセットして下さい ひら圭角

①②③＠⑤⑥⑦＠⑨⑮  

I E置組l I I I I I I I I 悦髭再



③番号・登録名・備考の3項目を入力します。

作成した文書を保存する一一文書登録

＠ ・番号a::cは登録名のどちらかは必ず入力し

てください。

旦※備蓄は入力しなくてもかまいません。

．番号も登録名も入れないで~十回
キーを押すと一時登録になります。

1 ）番号の入力

・巴キーでカーソルを「番号」のところへ移 ｜ 囚
動します。

・テンキーで番号（100～499）を入力します。

文書ljストガウインドウ表示されます。

区］※番号入力を中正するときは、テンキーの

］ 日キを押します。

’... 'I. ••• [OJ., • • ＇企... 20•. ・ ・＇ I.,'' :JJI''' 'I. ..・・ 40
I ハイキングのお知らせJ

J 
直結先 高蝿彩子 0467 123 4567J 
詳しい4とは上記の高島さんにご連絡ください。 J
t宣.，》

ドライブ1に文書ティスクをセットして下さい Gら全角
①②③ ＠＠ ⑤ ⑦ ＠＠岨

｜賄側 ｜ I I I I I I I I 肱主調

~－ ...』I.••• [[j • • • ' I..“泊..・・ ＇I.・・・ー拐L ー.＇‘・・ .40 
I ハイキングのお知らせ」

J・ 匡主主文書 •J ス 十三三ヨ 匡三三三三三 宮 i＇ ニニニニニ司、

-4557; 
Zさい。」

、り、r

③ 同※ここで入力し疋番号ガ登録する文書の番号

-=<.J となります。
・すでに登録に使用し定番号や、制限を超え

だ番号を入力するとエラーになり、再入力

をしなければなりません。

※番号をもとに、登録や呼び出しをすること

を番号登録・呼び出しといいます。
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作成し疋文書を保存する 文書登録

2）登録名の入力

・番号を入力し疋ときは巴 キーで、力一ソ ｜ 回
ルを「登録名」のところへ移動します。

・文書のタイトルなどを登録名として入力し

ます。

m
m一説

ひら圭角
皇ゆ＠＠＠

恥‘髭且

③ ・登録名登録（登録名だけを入力して番号を

入力していない）の場合は、すでに登録され

ている登録名を使用できません。

番号登録の場合は、別番号であれば同じ登

録名でも使用できます。

広正）※登録名は、全角文字で10字以内で入力する

』 ＝＇－＇ ことができます。

入力 ・蛮換の方法は文章作成と同じですが、

記号やコードなど使用できないものもあり

ます。

※登録名をもとに登録や呼び出しをすること

を登録名登録 ・呼び出しといいます。

番号登録をしだものを、この登録名呼び出

しで呼び出すことはできません。

3）備考の入力

・囚 キで、カーソルを「備ものところへ

楊動します。

・文書に対する備考を、全角文字で10字以内

で入力します。

）

峠
週

間
間
知
う

4
お

よ

h
υ

の
し

叩
グ

ザノ

f
、
ン
ン

H

キ

4
L
w

m
川

川

側

h
v
h
F
h
F
 

名
「」

号

諒

芳一
村

醤

量

臨』
日

判
剖
バ

カ
グ

〉

亜鉛十

詳しい1

4宣

4567J 
fさも、0 J 

① 

彊盈l

③ ・備考での模索呼び出しはできません。 旦 ※入力変換の方法は登録名と同じです。
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作成し定文書を保存する一一文書登録

4）日付の登録

・登録ウインドウには、 自動的に日付けが表

示されます。登録をすると、表示されてい

る己的けも同時に登録されます。

（「付録時刻 ・日間」を参照ください。〉

l必要なI頁目を入力しだら、これで文書ディス

クに文書を登録する準備ができまし定。

④~＋白キーを押します。
ドライブ？；が作動し、登録のウインドウガ

消えだら登録は終了です。

保 ）・登録の実行中には、絶対に文書ディスクを

、J 取り出さないでください。保存されている

文書ガ壊れる可能性ガあります。

匡28＋巴

．初期化し疋ディスクを文書ディスクとして用意しましよう。

・新しく作成し疋文書を、すでに文書登録されている番号や登録名（登録名登録の登録名〉で登録する

ことはできません0

・ただし、登録されている文書に追加 ・修正を加えだ後、元の番号や登録名で登録することはできま

す。（更新登録）

このとき、追加・修正前の元の文書は消されてしまいます。
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2.一時登録

「一時登録」とは、 作成しだ文書に登録名や登録番号をつけず、一時的に登録することです0

7枚の文書ディスクには、7つの文書を一時登録することができます。すでに一時登録さ

れている文書テ、ィスワに別の文書を一時登録すると、前の一時登録文書は消えてしまいま

す。

①ドライブ？に、文書ディスクをセットしま

す。

②芝玄キーを押します。 3室。

ムモ；j※ウインドウに、登録名などを入力するよう

＝＝出 に表示されますが、 時登録のときは伺も

入力しません。

i止~~··· .2¥Ji .... . ・.... ・ ，t~ .. . . . .•.•... .. . . 4(• 
iキ ’ブ＂＇HDら1tJ 

すまし押をキ日十四③
 

ドライブ？；が作動します。登録ウインドウ

ガ消えだら、 時登録は終了です。

唾話完高唱呆平 0467-1 ＇.：＞ヨ 4567J 
;f I，いこ二とは上記の高崎さんにご連結 くださも、。 J

《 量 zま b
ドライブlに文書ディスクをセ yfして下さい のら互角

①。③ ④ ⑤ ⑤ ⑦ 0 （哲⑩

11怠量」ー I I I I I I I I 憐密語l

3.部分登録

通常は作成しだ文書全体を登録しますが、文書中のl必要な部分だ、けを指定して登録するこ

ともでき、これを「部分登録」といいます。

これに対して、全部の文書を登録することを「全文登録」と呼ひます。

①部分登録する部分を領域指定します。

（茶）・領域指定位置がTつのときは、指定位置か

） ら文末までが対象となります。

と土土~ニ企ι・‘・ lo.I ・ ・ ・ 1 畠 ．．． 泊四一 ・ ・. . ‘・ ・・ 拍畠，＇ ' I ! ' ＇・40

0 ハイキングのお知らせJ
J・ 

そろそろ、良い章節になってきま した。ポカポカ陽気月なれみんなでわいわ … 
い歩きませんか？ 下記の日程でハイキングを行います¢で、よそってご春加

ください。 （行問は、おに制山です。 Ill
J 

②以下の操作は、全文登録と同じです。

呂 ※部分登録をしだ場合、文書リストのサイズのところはO枚になります。

・文書を 時的にではなく、 正式に登録するときは、文書に登録音をつけるか、登録番号をつけてく

ださい。
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4.更新登録

登録しだ文書を修正して、同じ番号や文書名で登録し直すことを、「重新登録」といいま

す。このとき、修正前の文書はなくなりますので注意してください。

①目的の文書を呼び出し、修正しだ後

~キーを押します。

②雪量言。キーを押します。ウインドウ

にその文書を登録しだときの番号や登録名

ガ表示されます。

ムモ.J※このとき、備考の内容を変重することもで

＝＝ きます。変宣する場合は、新しい内容を入

力してください。入力は10字以内です。

③匡28＋白 キを押すと、重新登録さ

れます。

保）・豆新登録をすると、修正前の文書の内容は

』 J 消去されます。前の文書を保存しだいとき

は、重新登録をせずに、 通常の方法で登録

してください。

・重新登録をした場合、番号・登録名は変重

できません。最初に番号だ、けを入力して、

登録名を入力していないときは、重新登録

も前と同じく番号のみの登録になります0

・文書保護されだ文書（リスト表示のとき

「＊」のマワガついているもの〉は、重新登

録できません。

3雪。

3垂重量。

匡三三三三三 宮 諒

そろモ品、 良い軍~~lこなってきま した。 ポカ判番号 惨 131〕 (1〔目、499)
し惨さ11.ぜんか？ 下記同日程でハイキング剖畳録者 惨 ハイキソグのお知らせ

ください。｛同刷、制こぎり山です。川 E白 砂 ．イキングしよう全
イ日付 加/04/01

目 卜日鴎 5圃26日｛日） 午前9目当
目 ｝栗岱電所むこうE駅前」

自 ｝暗考 お守当は名目ご用意ください

理路先高崎重子 0467-123-4567! 
詳しいことは上記の高崎さんにご連絡ください。J
Z宣 録 》

ひら全角
R CT> R R ⑩ 

I I I I 防＠；調

~十回

Eヨ※2つの文書を呼び出して、重新登録する場

合は、初めに呼び出した文書の番号・登録

名で行うことになります。
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5.機密登録

登録の際、番号・登録名などに加えて機密語をつけて文書を登録しておくことができます。

これを 「機密登録J といいます。

機密登録しだ文書に対して処理を行うには、機密語を知っていなければなりません。プラ

イベートな日記や機密文書に適しだ機能ですが、うっかり機密語をつけないよう注意しま

しょう。

①登録の操作に従って、番号 ・登録名・備考

を入力します。

②富盃霊キーを押します。

ウインドウの下に機密語ガ入力できる状態

になります。

1：正｝※機密語は全角文字の5字以内で入力するこ

ー~ とガできます。

※機密語を入力できる状態のとき、 巴 キ

でカーソルを土に移動すると機密語の入力

欄が消去され、通常の文書登録になります。

保 ）・機密文書の呼び出しは、機密語を入力しな

、J いとできません。機密語の設定には十分注

意してください。

③~＋囚キーを押すと、機密文書と
して登録されます。

旦
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※機密文書を通常の文書に戻すには、重新登

録をするときに⑩霊童〉キーを押して機

密語を表示します。そして、医盟、ま疋

は~函キーで機密語を消去してか
ら登録します。

※機密文書の機密語を変要するには重新登録

するときに冠重量〉キーを押して機密語

を表示します。そして、新しい機密語を入

力して登録します。

重歪霊D

13'7 

1謁
139 

t量 一語 B

暗古ii番号 砂 131 (100～499) 
dい｜髭給 砂 日記

備考 ・・ 4月l図から
日付 加＇／04/01
医盈惨 秘密文書E

（機主主喜は5文字以内）

ひら全角
①＠③④＠＠＠＠＠⑩  

I 概観 ｜ I I I I I I I I 悦密語｜

~＋白

※機密文書として登録されだ文書は、リスト

表示で文書サイズの前に「？」と表示され区

別できます。



作成した文書を保存する一一文書登録

2.登録した文書を呼び出す
文書ディスクに登録し疋文書を画面に表示させることを「呼ひ、出し」といいます。

文書の呼び出しは、と、の画面から［＠ひ、出すかによって

1 .選択画面からの呼び出し

2.入力画面からの呼び出し

の2つの種類があります。

ま芝、文書の呼び出しか疋には、

十一時登録した文書の呼び出し

2.番号呼び出し、登録名呼び出し

3. リスト呼び出し

4.模索呼び出し

臼．登録名による検索呼び出し

b.日ぼけによる模索呼び出し

c.登録名と日付けによる模索呼び出し

5.機密文書の呼び出し

a.番号呼び出し、登録名呼び出し

b.リスト呼び出し、模索呼び出し

6.パック戸ツプ文書の呼ひ、出し

の6つの万j去があります。

・機密文書の呼び出しは、登録のときに設定しだ機密語の入力が必要です。

・リスト［＠び出しは、番号や、登録名がわからなくても、文書リストの中から文書を指定

するだけで呼び出せます。

・模索呼び出しでは登録名まだは白ばけの条件をつけると該当文書をljスト表示するので、

早く目的の文書を探せます。日付けは期間指定もできます。

1.選択画面からの呼び出し

①選択画面で、温⑤キーを押します。 I @[) 
呼び出しウインドウガ表示されます。

②以降は、呼び出しか芝に応じて操作します。

（宣録名は10文字川内〉

＼ 

4呼出 3
ドライブlに文書ティスクをセフ トして下さい ひら全角
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2.入力画面からの呼び出し

⑦入刀画面で、湿⑤キ を押します。

呼び出しウインドウガ表示されます。

②以降は、呼び出しかだに応じて操作します。

③ ・入力中の文書の用紙サイズよりも、呼び出

す文書の用紙サイズの万ガ大きい場合、工

ラガ表示されます。

B5<A4<B4<A3＜フリー（××〉、

連続CZZ）の順に用紙サイズが大きくな

っています。

最小用紙サイズ巳5
最大用紙サイズフリ （××〉

連続CZZ)

軍量D

ll ...••.. . 10‘－・・.....泊..・・・....初‘........40 

一＝＝＝師 品三三三ー一
（！（）｝～499) 

（登録名はrnx字以内）

《呼出》
ドライブ1に文書ディスクをセッ トして下きい ひら全角

広］※文書入力中に醇び出す場合は、入力中の文

'=='J 書と呼び出し定文書ガ合成されます。

※入力画面まだは文書入力中に呼び出す場合

は、画面よのカ ソJし位置に呼び出し定文

書の文頭がきます。

用紙サイズガ同じで、あっても、入力中の書式ガ「縦書」に設定されているときに「横書」

の文書を呼び出しだ場合は、エラーが表示されます。用紙サイズのトラブルでエラーが表

示されだときは、~キーを押し工ラーを解除して、入力中の文書の用紙サイズをいつ
だん呼び出す文書のサイズより大きいものに設定しだ後、再度、呼び出しの操作をします。

文書呼び出し後、！叫要に応じてもとの用紙サイズに戻します。

3.一時登録した文書の呼び出し

⑦一時登録されている文書テ、ィスクをドライ

ブ？！こセットして哩⑥キーを押します。

画面に呼び出しウインドウガ表示されます。

ルーj※一時登録をし疋文書のときは伺も入力しな

＝ー くてもかまいません。
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哩正D

ll . ..••... l()j, ........泊..・・......3:)j, ••• ' •••• 40 

《 呼 出 》

＂＂＂＂＂宣呈』土 山＝＝＝＝＝ョ、
番号 ’ 
l!m’E 慣考砂

日付

（醤絡は叩文字以内）

ドライブ1に文書ディスク壱セッ トして下さい ひら全角
① ② ③＠③⑥⑦ ⑨⑨ ⑩ 



②~＋白を押します。
一時登録されている文書が呼び出され、表

示されます。

4.番号呼び出し，登録名呼び出し

⑦ドライブ刊こ文書ディスクをセットします。

②@IDキーを押します。

画面に呼び出しウインドウガ表示されます。

③番号、ま疋は登録名を入力します。

番号登録しだ文書は、番号呼び出しで、登

録名登録し芝文書は、登録名呼び出しで呼

び出します。

1 ）番号呼び出しの場合

・囚 キーでカーソルを「番号」のところへ穆

動します。

・呼び出しだい文書の番号をテンキ から入

力します。

ウインドウの中にその文書の登録名・備

考・巳（寸が表示されます。（登録のとき入力

していない頂目は、 表示されません。〉

2 ）登録名呼び出しの場合

・呼び出しだい文書の登録名を入力します。

④~十回キーを押します。文書ガ呼
び出され、表示されます。

作成しだ文書を保存する一一文書登録

~＋日

軍正D

l ... , I. •.• IOI. ••• , I.• ••. 2!辿．－－－‘・・・泊I..・・＇I.. •• 40 

一一一
告醤量名は悶文字以内）

4呼 出 》
ドライプ1に文書ディスク壱セットして下さい ひら全角

I I I I I I I I I I I I 

l ... , I. ••• I岨...' I.. ..描...'I.. .，袖．－－－‘・・・.40． 

《呼出 E

一一一
（蛍話はIO文字以内〕

ひら全角

I I I I I 
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館内登録名呼び出しの登録名は、一宇一旬、登

、J 録時と同じものでなければ目的の文書は呼

び出せません0

・番号、登録名の入力をまちがえ疋ときは、

修正し正しいものにしてから~十
回 キーを押してくぜか。

~十回キーを押す前なら、番号を
修正できます。

・入力しだ番号で登録されだ文書、まだは入

力し疋登録名の文書がないときは、エラー

（文書未登録〉表示がされ、再入力ガ必要で

す。

5.リス卜呼び出し

①ドライブTlこ文書ディスクをセットします。

②包 亙璽〉キーを押します。

文書の登録名リストガウインドウ表示され

ます。

／~－；］※カーソルのある位置の文書の登録名と備考

』 ='J ガガイダンスに表示されます。各種モード

設定での設定により、備考を表示しない場

合もあります。

③回目キーを押して、呼び出す文書のと

ころにカーソルを合わせます。

同※［機能］キーを押しながら巴 囚 キーを押

t ー すと、リストのページガ繰られます。
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※3桁の登録番号を入力すると、その番号を

含むリストガ表示されます。

。亙函〉

l'l2神戸ノタィドライフ

1'.>3 J弓ミ圭案内IJ: 87年度

134研修会レポ－1 m帯都センター

135 
rn 
m 
l謁

' l羽

¥'B 5縦λ
B5ii証人
B5縦λ
E弓誠人

('I •I呼出 》 番号蜘 畳録部 ハイキングのお知らせ僻炉、イキングしよう全

ひら全角
①②＠＠＠＠⑦⑧＠⑪  

し一一上遅認1 ｜ ｜ ｜ ‘ ' ' ' 』

回囚



作成した文書を保存する一一文書登録

④文書の内容を確認しだいときは、ヨ言言〉

キーを押します。

呂※；：ンドウに文書内容の一部ガ表示されま

この状態で白日キーを使って、文書内

容を確認することもできます。

※文書内容の表示のとき、カーソルを

回目キーで上下移動させるとJ イン

ドウは消えてリストだけの表示に戻ります。

命・リスト表示のとき、機密文書には巾」のマ

、J ーワガついています。

機密文書の内容確認はできません。

機密文書の呼び出しについては177ペジ

を参照してください。

⑤~＋囚キーを押すと、文書が時び
出され表示されます。

宣言D

ハイキング

132押戸ンティドライプ

133クラス会室内状

134研修会レポート

135 
1お
13'1 

。
キ

た
イ
で

し
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で

り

圭
程
吉

て
日
に
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記
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ん

〈

、
せ

＠

る
ま
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そ
告

さ

ろ
歩
だ

托
レ
〈

h
アンセ

度

都

年

京
7
 

日
於

日間 5月26日（日）

138 I 果合t電所むこうの駅前

139 I 備考お弁当は名目ご用意く

れス ト呼出 》番号申萱録秒、イキングのお知らせ備秒、ィキングしよう会
ひら全角

① ⑦③＠＠＠⑦ ⑧⑨⑩  

I I li'.il I I I I 

~十日

阻.."• ... lOL ・・.......泊.........担＆．・・e.....  40 
I ハイキングのお知らせJ 一一一

J・ 
そろそる、良い草節になフてきました。ポカポカ陽気のなれみんなでわいわ一一

い歩きませんか0 下記の日程でハイキングを行いますので、こぞってご参加 －－－－－－－－”

〈ださい。 ｛行き先は、おにぎり山rO'す。） J
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6.検索呼び出し

⑦ドライブ1Iこ文書ディスクをセットします。

②重窒璽⑤キーを押します。

ガイダンスに〈模索呼出〉と表示され、画面

に模索呼び出しウインドウガ表示されます。

a.登録名による模索呼び出し

・呼び出しだい文書の「登録名」の部、ま

疋は複数文書の登録名に共通する文字を入

力します。

ムモ※入力し疋文字を含む登録名で登録されだ文一J 書ガ模索の対象になります。

この場合、疋とえばγお礼」と入力すると、

「Aお礼」や「お礼B」は該当する文字になり

ますガ、「おC礼」などは詔当しません。

·~十回キーを押します。
条件に該当する文書リストガ、画面に表示

されます。

・田 囚 キーでカーソルを移動して、目的

の文書のところに合わせます。

·~＋囚キーを押すと、画面にその
文書が呼び出されます。
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猛毒亙量D

（萱録名はIO文字以内）

《 検索呼出 》

文書ディスクセット後、登録名・日付を入力して実行キーを押して下古い ひら全角

（登録名は叩文字以内〉

~＋囚

，，主 書 リ ス ト 一一一一一一一一一一

掴E・E画面画
110ハイキングのお知らせ ハイキングしよう全 B5縦入 1枚『7103/18
112ぽんぽこハイキング B5縦人 1枚『7103九9・1'.JJハイキングのお知らせハイキングしよう全 B5縦人 l枚百7/(U/01

《 格索呼出 》 番号制：田萱録名惨ハイキングのお知らせ惜考砂ハイキングしよう会

ひら圭角
① ②③ ④⑤ ⑥⑦＠⑨⑪  

｜ ｜碍認 l I I I I I I ｜今挙 i ｜ 



作成した文書を保存する一一文書登録

b.日付けlこよる模索呼び出し

・囚キーでカーソルを「日間」のところに移 ｜ 囚
動させ、模索する白（寸けを入力します。

．「～より」のみに入力するとその日付け以降

に登録された文書、「～まで、」のみの入力は

その日付け以前に登録され疋文書ガ該当文

書になります。

周※年は西暦の下2桁を入力します。月日は、

ι＝＝出 それぞれ2桁ずつで入力します。

(5月 → 05月のように〉

·~＋囚キーを押します。
該当文書の文書リストガ、画面に表示され

ます。

・回目キーでカーソルを移動して、目的

の文書のところに合わせます。

·~＋凹キーを押すと、画面にその
文書ガ呼び出されます。

（年は西暦干2t!iで入力）

~＋囚

古 書 リ ス ト

冨昌司園田
砂 サークルめいIf A41il人 1伎 87/04/01
1，目ハイキングのお知らぜ ハイキングしよう全 B5純人 I枚 87/04/01
131日記 4月1日から ?B5続人 l枚別＇/04/01
132神戸ンティ ドライブ B5紙人 1枝問/04/01

133クラス全案内杖 87年度 B5i軍人 1枚宮7/04/01
134研修会レポート 於京都センター B5縦入 l校 87/04/01

4検索岬出 》蚕 扇二7歪E語両三百五語011 面著F

回目

匡亙十日
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作成した文書を保存する一一一文書登録

C，登録名と日伺による模索呼び出し

・登録名と巳叶の両万の欄に、前記の要領で

呼び出したい文書の登録名の一部と日付け

を入力します。

·~十日キーを押します。
条件に認当する文書リストガ画面に表示さ

れます。

・田回キで力ソルを移動して、目的

の文書のところに合わせます。

·~＋回キーで、文書ガ呼び出され
ます。

M ・該当する文書がないときは、文書リストに

v:y 該当文書なしと表示され開。 ~:t
ーを押して入力画面に戻してください。

I. , , ........ 1叫................川・・・・・ ......... :nl ••• '.' ＇. 岨

E 孟孟孟孟 棺苦呼出 孟亘書ーー、 m

萱録名砂 ハイキング

~砂時旧日1日 より
目年月日まで

（与は西暦下2lliで入力）

匡亙十回

ス
圃
画

一・・AE
－－a
うi
 

1

－E
よ

－E圃
f

レ

・1
L

’Eグiンキ，4
1
 、，

 

せ、勺知おのゲ
〆ンセマ，d

－
 

、
J
 

泊砂

回囚

・模索呼び出しは、登録文書ガ多量のとき、登録に関する記憶があやふやなとき、必要な文書だけを

呼び出すのに便利です。疋とえば、「5月に書い芝、ワ プ口に関する文書」といつだものも時び出せ

ます。

・1回の模索で該当文書が多いときは、 5妥当文書の中からさらに範囲をしlまつだ多重倹索ができます。

該当文書リスト表示中に、ファンクションキの3亘キ を押し、模索呼び出しウインドウガ表

示されたら、新しい条件を入れてく疋さい。

前の条件と、新しい条件の町方を満足させる詰当文書リストを表示します。

この多重績索は、 E妥当文書ガ怠くなるまで繰り返すことができます。

なお、多重模索中に直豆司キーを押すと、入力ま疋は選択画面に戻り、模索はすべて解除されま

す。
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作成した文書を保害する一一文書登録

7.機密文書の呼び出し

a.番号呼び出し、登録名呼び出し

①通常の番号呼び出し、登録名呼び出しと同

じ操作を行います。

②呼び出しウインドウに備考や日間ガ表示さ

れると同時に、機密語入力欄が表示されま

す。

③機密語を入力します。

すまし
M
H

’。
を

す
一
ま

キ
れ

目
的

＋
び

区
間

④
 

b.リスト呼び出し、模索呼び出し

⑦通常のリスト呼び出し、検索呼び出しと同

じ操作を行います。

②機密文書は、画面の表示に「？」マークガつ

きます。

③カーソルを目的の文書のところへ移動し、

匡2El＋白 キーを押します。

④ウインドウ表示がされ、機密語入力できる

状態になります。

⑤機密語を入力します。

⑤匡2El十回 キーを押します。

文書ガ呼び出されます。

阻o o ' I ゐ...10.I.・・..t. ... 2(冶．・・ ・‘・・・ 笈過....;. .. • '° ． 

番号 砂 131 (1日日～499)

登録名砂日記

情考 砂 4月1日から

目付 加細川1
医雷除崎場

〈機器部5文字以内）

《呼 出 B
機説書を入力して実行キーを阿して下さい ひら全角

①② ③ 曲⑤ ⑤骨 骨 骨骨

｜贈盤1 I I I I I I I I 髄箆割

~＋回

~十回

132神戸yテ4 ドライプ

133クラス会案内状

134研修会レポート

135 
l完

13'7 
1沼
139 

( ＇）スト呼出 》番号制3司蛍草名聞 記

機器吉を入力して実行キーを押して下さい
① ⑦③ ＠＠  

I I 確認 1 I I I 

日7年度

於 京都センタ｜番号 惨 l泊 (100～ω〉
萱録名 砂 日記

備考 惨 4月1日から

日付 加／Qi01 

匿酉砂 値謹E
〈機密語は5文字以内〉

自陣考’4月1日から
ひら全角

＠ ＠ ＠ ＠ ⑪ 

~十回

177 



作成した文書を保存する一一文書登録

8.パックアップ文書の呼び出し

パック戸ツプ機能により登録されている文書を呼ひ、出すときは、次のようにしますo

CJ¥ック戸ツプ機能については42ページ参照〉

⑦選択画面で［機能］＋［特別機能］キーを押し

ます。

②回目キーでカーソルを「パック戸ツプ呼

出」の項目に移動して~＋白キー
を押／＿.／ます。

／＼ック戸ツプ文書ガ呼び出されます。

178 

回 目
［機能］＋［特別機能］

回目 ~＋回



作成した文書を保存する 文書登録

3.登録した文書を管理する
文書ディスクに対する処理は、

1 .登録名変更

2.文書保護・保護解除

3.文書消去

4.文書リスト日字

などが行えます。

文書ディスク（ファイル）処理をするには

①選択画面で［機能］＋［特別機能］キーを押し

ます。

②力 ソルガ「ファイル処理」にあることを確

認し、 ~十回キーを押します。

③ガイダンスガ、〈フ戸イル処理〉に変わり、フ

ァイル処理ウインドウガ表示されます。こ

れガ、文書ディスク（フ戸イjレ〉処理の基本画

面です。

④囚巴キーで、ウインドウの力ソルを目

的の操作のところに移動します。

1.登録名変更

回囚
［機能］＋［特別機能］

白田

~＋目

？ト字

ハックアップ呼出

品種モード選択
学習
手読き

ラヘルEIJ'字
分野百l臨書

一時銘7
チータ変換

《ファイル処理B
カーソルを1鍾hして、実行キーを押して下さい

登録名登録、番号登録の登録名や備考を変重することができます。

①文書ディスク（ファイル〉処理の基本画面に

して、ドライブ1Iこ文書ディスクをセット

します。

口占壬角
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作成し定文書を保存する一一文書登録

②カーソルガ「登録名変重」のところにあるこ

とを確認して、~十日キを押し
ます。

ガイダンスガ〈登録名変重〉になり、文書デ

ィスワの登録名リストガ表示されます。

③回目キーで力ソルを変重する登録名

のところへ移動します。

画面下のガイダンスの登録名の内容が、力

一ソルの移動とともに入れ替わります。

I~モ~J ※ リストの画面繰りは、［機能］キーを押しな
］ がら凹囚キを押してください。

※3桁の登録番号を入力すると、その番号を

含む文書リストガ表示されます。

④~＋凹キを押すと登録名変重ウ
インドウガ表示されます。

広1※機密語登録文書の場合は、機密語を入力す

"=='.) る状態になります。

機密語を入力し~＋回キーを押し
ます。

保）・ここでは機密語の変重はできません。側

、J 語の変重は、更新登録C167ペジ参照〉の

際に行います。

⑤｜挿入／抹消｜キーを押して＼すでにある登

録名を消去し定後、新しい登録名を入力し

ます。

戸］※入力する文字をまちがえだときは、直E
= キ で消去してから正しい文字を入力して

ください。

180 

匡亙十回

重一」L一三一_t
立書ファイル残り容量的 291f矧芹

砂DJハイ キングのお知らせ ハイキシグしよう全 B5誠人 1枚百IパJ401
131日記 4月l日から のB5純人 l枚 百11℃4日1
132神戸シティ ドライフ B5級人 l校『1/04/01
133クラス吉案内状 日7年度 B5lil人 l枚 87/04／口1
134研修会レポート 於京都セッター B5縦人 1 n 37;o4101 
135 
136 

1：斤

lお

139 
4宣＇＂名変更 》 番号唱3自主＂名 ト、イキングのお知らせ備考ト、イキングしよう全

文書を選択して実行キーを押して下さい ひら圭角

①＠＠＠⑤＠⑦⑥⑨⑩  
｜ 1確認 ｜ I I I ' ' ' ' F ー

~＋日

惨l泊ハイ キングのお知らせ ハイキングしよう会

131日記 4月l白から

l沼神戸ンティドライフ

133クラス主宰附て 日7年度

134研修会レポート 於京都センタ

135 
l宜3
l＇.円

l沼

139 I （宣録名 ・萌考は目立字以内）

《宣録名夏更 》 番号砂1＇泊宣録名 炉、イキングのお知らせ 惜考ト、イキングしよう全

変更したい萱録名を入力しで実Tキーを押して下さい ひら全角

①＠③＠＠⑥⑦＠＠⑪  
I l確認 1 I I I ' ' ' ' 



＠備考を変更する場合は、 回 キーで力一ソ

ルを「備考」のところへ移動し、新しい備考

を入力します。

⑦~＋囚キーを押すと、画面のリス
ト内に新しい登録名・備考ガ表示されます。

反］※登録名変重の状態ガ続いていますので＼ さ

'==' らにカーソルを移動して、他の登録名の変

更ガできます。

⑤登録名愛車が終わっ疋ら、直亘司キーを

3回押してくだ、さい。

周※操作を中正するときは、匡宣キーを押

ーー してください。

作成した文書を保存する一一文書登録

132神戸シテ q ドライ ブ

133 ；；ラス書案内状 日7年度

134研修会レポート 前京都センタ

135 
1313 
137 
1お
l潟 ｜ （掛名 ・ 瞬間文字以内）

《量録名歪更 》番号制'.:ll畳録名砂ハイキングのお知らせ備考砂ハイキングしよう全

主更したい量録名を入力して知Tキーを押して下さい ひら全角

し一一Lー」ー」 ’ 

匡亙＋目

重一」L一三一一上

砂Ill4/26のハイキング 訴事高蝿

131日記 4月l白から

132神戸シティドライプ

133クラス会案内状 白7年度

文書ファイル斑り容量約 29HID字
B5縦人 l枚 87/04/01

985“人 l枚 87/04/01
B臼t人 l！~ 87/04/Dl 
85“人 1紋 別＇/04/D!

134研修会レポート 於京都センター 85誠人 1枚 87/04/Dl
135 
lお
131 

138 
139 

4蕊諒変蚕－， 番号・Ill 登録名~ 4 ／話のハイキング 備考防車 高健
立容を選択して実行キーを押して下さい 終了する 富田 ひら全角

① ② ③ ＠ ＠ ⑥ ⑦ ② 言語 ⑩ 

！ ｜確認 ｜ I I I 

181 



作成し定文書を保存する一一文書登録

2.文書保護・保護解除

文書保護とは、文書消去や重新登録の操作をしても文書を消去できないようにすることで

す。まちがって必要な文書を消してしまうことを防ぎます。保護解除とは、もとの状態に

戻すことです。

①文書ディスク処理の基本画面にします。

②ドライブ？に文書ディスクをセットします。

③囚 キーでウインドウのカーソルを「文書

保護」のところへ移動し、~ ＋白キ
ーを押します。

ガイダンスガ〈文書保護〉になり、文書リス

トガ、表示されます。

④同囚キで文書保護しだい登録名まで

力ソんを移動します。

⑤⑤ 重量Eキーを押します。その文書ガ

文書保護されます。文書保護を解除すると

きは、3画整Dキーを押します。

広司※文書保護されだ文書には、 リスト表示に

己 ＝日 「脅」マークがつきます。

⑤続けて文書保護の設定・解除をするときは、

④、⑤の操作を繰り返します。

⑦操作を終了するときは~キーを 3 回
押して選択画面に戻します。

③ 

182 

・保護している文書でも、ディスク全体を初

期化（ 2章の「2.文書ディスつを作成する」

参照〉すると、消去されます。

需主主主玄雪
包｝ザ i幸容
Qj 字

ノ 句7ッ/"I'出
品Ut-t選択

学 習 I 

｜ 手尉 i フ4 ルEn字 l

分野町直撃書 ！ 
町民f I 

！？ 竺笠 ー」

~日十日

雇喜 フ円ル百三言書＼
｜砂金＇i1名変更

｜立匙コピー
｜：立書淵圭 11 
' :x書i涜 lI 

司書＇） ＜ト印字 ｜ 

い色斗世づJ

一一 一一←ーー一之＿lLlーヌー___L;; 一一一一 一一一一
今宮』＇， ＇ル 時り主量約 叫lOCIJ:芋

LU' ｛す， ＇ v") j； ）口ら 1! ，寸 Jトン n しょ ·， ~ B5語ti人 l校幻刈4Nl

1131凶 4月l恥 '(D'Jitlλ l校 側刈i
lJL神戸 ず 1ドフ f7 B5縦人 l般 的刈4/(11
l句 ”F文士写内状 臼7王手度 B5i』λ i 特 例/T~.1111
M珂研陪＇°＇.f--1 Ii: ！？都セン々 B5i-I人 ll骨fll/Tl410l
lち
I), 

137 
1喝
l羽

（一守密保謹 》 番号酔 量制附修会レポ－t

CL議出企百室E

⑤重量主〉

メミj※保護され疋文書は、文書消去・霊新登録ガ

τ~ できなくなりますが、登録名変重・文書コ

ピはできます。



作成し定文書を保存する一一文書登録

3.文書消去

文書消去では、文書ディスクから登録名登録、番号登録されだ文書を消去します。

屋む肖去されだ文書は、再度呼び出すことはできませんので注意して操作してください。

①文書ディスク処理の基本画面にします。 I 一 日～山品ー

②ドライブTに文書ディスクをセットします。

③囚 囚 キーでウインドウの力ソルを、

「文書胞のI頁目に移動して、~＋
回 キーを押します。

ガイダンスガ〈文書消去〉になり、文書ディ

スクの登録名リストガ表示されます。

＠囚囚キーでカーソルを、消去し疋い登

録名のところへ移動します。

ムモ※リスト画面繰りは［機能］キーを押しながら

〕 j 回目キを押してください。

⑤~十回キーを押し開。
指定しだ文書ガ消去され、登録名・備考ガ

画面から消去されます。

同※消去しだい文書ガ機密文書のとき、⑤の操

‘＝＝副 作の後、機密語を入力する状態になります。

機密語を正しく入力して、·~十日
キーを押します。

＠続けて消去するときは、④、⑤の操作を繰

り返します。

⑦消去終了後は~キーを 3 回押して選
択画面に戻します。

区）※操作を中止するときは匡盟キーを押し

~ てください。

ノマ 1ル処理

工ーザー砕串

ワト 字

，、ヅタアップ呼出
品種モ－1・t苦択
三t ＇『佳ヨ

Tl正さ
ヲ ・ルEfJ.手
合野目I~事喜

一鴎綜了

，ーク変換

回 囚

啓司ァイル桟り吉量約 291証協字

rn，、イキングのお知らせ ハイキングしよウ会 85泌入 112 8'1/04/01 
131日記 4月l日から ?85純入 l特別/04/01’132神戸シテ 4 ドライブ 85縦人 l枝87/04/01
133クラス全実剛丈 87年度 85滅入 I l~ 87/04/01 
134研修告レポ－I 於京都セッター 合 B5iil入 l枚百1104相l
1'15 
ll) 

13'1 
1認
139 

4文書消去 E 番号~132 量録名砂神戸：ノティドライプ 備考砂

『F行キーて文書消圭します Uらι向
①⑦ CD ③＠⑤③＠＠。

I l li三l'!I I I I I I I I 

匡E 十日

~一一三一」
文書フマ イル桟り宰主主約 m宜B芋

l2JJハイキシグのお知らせハイキングしよう全 B5fll人 1枝 87/04/01
131日記 4月l臼から 。85凶人 I t皇官7/04/01

’132 
133クラス会案内状 87年度 B5iil人 l枝 87/04／口1
134研修会レポート 配京都セJター * 85紙人 l枚百7/04/01
135 
1努
13'1 
138 

I＇目
4文書消圭 B番号・E担壷認蚕
胃行キーて文書民主L,1!す

①。③＠

I I !ii.~ I I I I ～一

183 



作成しだ文書を保容する 文書登録

4.文書リスト印字

文書リスト印字では、登録名のリストを臼字します。

文書名を一覧して見ることができますので、文書が多くなってきたら、印字しておくと便

利です。

リスト印字には、

1 .登録名をすべて臼字させる全体日字

2.範囲を指定して、リストの雌要な部分だけを印字させる部分印字

の2つの万法があります。

部分印字の場合は、領域指定でLl)/,＼要箇所を指定します。

①文書ディスク処理の基本画面にします。

②ドライブ1Iこ文書ディスクをセットします。

③囚囚キーで、ウインドウの力一ソルを

「文書ljスト臼字」の項目に移動して

~十凹キを押します。
ガイ夕、ンスガ〈リスト印字〉になり、文書リ

ストガ表示されますので、登録名を確認し

てくだ、さい。

旦※全体印字の場合は、⑦の操肘ら行います。

※部分印字の場合④～＠を行います。

④［機能］キーを押しながら、［領域］キ を押

します。

ガイダンスに「リストの範囲を指定して実

行キーを押して下さし1」と表示されます。

⑤リスト印字する最初の番号（3桁〉を入力し

ます0
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止一盟
ファイルj/1！里

ユーザー詩書

外 字

ハックアップも子出

畠福モード選択

学習
手続き
ラバル印字

分野印E字書
一時終了
テータ変換

回目
~＋回

文書コ ピー

文書消去

文書保護

文書リスト印字

文書ファイル初期化

量一一斗－ーと」
文書ファイル議り容量約 29180J宇

砂Illハイキシグのお知らせ ハイキングしよう会 B5lil人 l校 『1刈v日1
131日記 4月l日カら り851il入 l牧 81/0401 
132神戸シティドライブ 85総人 i枚宮7/0401 
133クラヌ会案内状 日7年度 B51il人 l枚 81/0401 
134研修会レポート 於京都センター * B5縦人 l枚百7/04／日1
135 
136 
13'7 
138 
139 

《リストEll'.字》番号令E却益袖ハイヰングのお知らせ惜考砂ハイキングしよう会

A4の用紙をセットして実 ーすキーを1甲Lで下さい（連続Ell'.'宇容） ひら全角

①②③④⑤＠⑦③＠⑮  
｜ ｜確認 ｜ ｜ ｜僻嗣 ｜ ｜践聖 ｜盤面l ｜ ｜ ｜ 

回 囚
［機能］＋［領域〕

≪＇）スト印字 》 番号咽 ーから番号砂 までリス十印字

＂ストの範囲を指定して実行キーを得して下さい ひら全角

①②③ ④⑤＠＠＠＠⑩  
I ; 確認 ｜ ！ ｜僻制 l l灘署 ｜賭 81 I I I 



作成した文書を保存する一一文書登録

8※テンキーの日キーを押して「番号欄」lこ

にーづを入力すると、すべての登録名登録文

書ガリスト印字されます。

⑥リスト印字する最後の番号（3桁）を入力し

ます。

⑦通常印字まだは、連続印字を行います。

（次ページ参照〉

文書リストガ印字されます。

＠操作を中止するときは、［機能］＋［印字停

正］キ一、匡 亘キーを押してください。

通常印字

①プリンタにA4サイズの用紙を縦にセット

します。

すましH
F

’。
を

す
一
ま

キ
れ

日
中日

＋

印ヨ
ガ

一ト一、

一グ
一
刀

一ご
d

一lJ
②
 

③T枚分の印字ガ終了すると、ガイダンスに

用紙のセットを要求する表示が出ます。

A4サイズの用紙をセットしだ後、

~＋白キーを押します。

④すべてのリスト臼字ガ終了するまで、 上記

の操作を繰り返します。

連続印字

①力ツトシートフィーダlこA4サイズの用紙

を縦にセット、まだは連続用紙をセットし

ます。

②キーガイダンスの重量玄キーを押しま

す。

③~＋回キーを押すと連続臼字しま
す。

臼字についての詳細は、第8章「文書を臼字し

ます一印字」を参照してください。

~＋目

S重要。

~十回
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作成した文書を保存する一一文書登録

4.文書のコピー
1 .同一ディスク内でのゴピー

もとの登録文書をそのまま置いておき、修正を加えて別の文書を作り疋いときは同一

ディスク内でのコピーを使うと便利です。

2.別ディスクへのコピー

ま芝、文書を保存しだり、整理しだりするときなどは、別の文書ディスクにコピーす

ると便利です。

文書をコピーするには、 2つの方法ガあります。

1 .文書単位のコピー

指定しだ文書ぜけをコピーします。

2.文書ディスク全部のコピー

すべての文書をコピーします。

・別ディスクにコピーする場合は、コピー元文書ディスワの書き込み禁止スイッチは「書き

込み禁L仁」の状態にして操作してください。

・コピー先文書テ、ィスクに新しい文書ディス7を使用するときは、あらかじめ初期化し疋

ものをお使いくだ、さい。

ま芝、コピー先文書ディスクの書き込み禁止スイッチは「書き込み司能」の状態にしてお

いてください。

文書をコピーをするには

①選択画面で［機能］＋〔特別機能〕キーを押し

ます。

②カーソルガ、「フ戸イJレ処理」のところにある

ことを確認し、 [flE]十日 キーを押し

ます。

フ戸イル処理ウインドウガ表示されます。
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回囚
［機能〕＋［特別機能］

[flE]十日

ファイル哩i里
ユザー辞書

吊字

.. , 'rップ呼出

品積モード選択

学百
手続き
守ヘル日芹

分野印E空書
一町終了
データ変換

《ファ qル処理E
カーソルをl>thして、実行キ を押しててさい

I I I I 1 」

ひら主角



③回目キーで、ウインドウのカーソルを

「文書コピー」の項目に移動し、

[flEJ十回 キーを押します。

文書ゴピーのウインドウガ表示されます。

1.文書単位のコピー

作成した文書を保存する一一文書登録

回目

匡亙＋囚

《文書コピー 》
カーソルをl~善hして実行キーを押して下さい ひら全角

登録文書を指定してコピーしていきます。必要な文書だけを、別の文書ディスクま疋は、

同一ディスク内にコピーすることができます。

a. 1文書ずつコピーする方法

①文書コピーの基本画面lこします。

②ドライブ刊こコピー元文書ディスクを、ド

ライブ2のにゴピー先文書テ、ィスクをセッ

トします。

③カーソルガ「文書単位のゴピー」のところに

あることを確認し、 [flEJ十回 キーを

押します。

ドライブ？の文書テ、ィスクの内容が、 リス

ト表示されます。

[flEJ十回

"'-------'L一一三一一上
文書ファイル剛 容 量 約 29ぼ昨

砂ll'.Jハイキングのお知らせハイキングしよう全 B5続人 l枚『l/04/01

131日記 4月1日から のB5“人 l枚初／04/01
132神戸ンテ 4ドライフ B51証人 1 I~ 87/04/01 

133クラス会実附丈 87年度 B5総人 11~ 87/04/01 

134研修会レポー ト 於京都センター * B5縦人 l枚百l/04/1日l
l箔

Ill 
13'1 

量録名・ハイキングのお知ら世偶者・ハイキングしよう会

ひら圭角
①②③ ＠＠ ⑤⑦⑨＠⑩  

｜ ｜確認 l I I I I I I I 」一一」
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作成し疋文書を保存する一一文書登録

④回目キーでカーソルを、目的の登録名

のところに楊動します。

⑤~十回キーを押します。

広J※コピーし疋い文書ガ機密文書のとき、ウイ

』 ＝！！ ンドウガ機密語を入力できる状態になりま

す。

機密語を入力後、 filE]＋白 キを押

してください。

⑤ウインドウガ表示され番号を入力できる状

態になります。

コピー先文書ディスクで番号登録するとき

は、番号を入力します。

呂※登録名登録のときは目号を入力する必要

はありません。

⑦~十日キーを押すと、 ドライブ ？
からドライブ2へコピーします。

的・コピー先の番号に登録文書があると、工ラ
、， ーになります。

・登録名登録のとき、コピ先に同一登録名

があるとエラーになります。

＠続けて文書のコピーをするときは、④～⑦

の操作を繰り返します。

⑨コピーの操作を終了するときは、直豆亘キー

を押します。

ファイル処理の画面に戻ります。

⑪匡亘キーを2回押し、選択画面に戻し

ます。

188 

四回

~＋日

・I'llハ4キングのお知らせ ハイキツグしよう全
131日♂ 4月l臼か句

1笠 神戸ンテ ィドライフ

1τ3 pづλ会案内状

134研健全レポ.t 

lb 

rn 
1＇円

138 コピ』先＝ドライブ2
l：泊

4 王王すピー’ トライフ 2に文書テ4 ス7を七 ッ｝しコピ 元の番号手T干11~てTさい
官il名菅i型ヘコピーする傷合は実行キーのみを押Lて下さい 日ム全角

P哉さ工壬ヂl ささ「よち士I~



b.領域指定によりコピーする方法

①文書単位コピーの④の後のリスト表示の状

態で［機能］キーを押しながら、［領域］キー

を押します。

ガイダンスに、コピー範囲ガ入力できるよ

うになります。

②コピーする文書の始めと終わりの登録番号

(3桁〉をそれぞれ入力し、

匡芝日十回 キーを押します。

同※始めの番号だけを指定しだときは、指定さ

」＝』 れ疋番号だけがコピーされます。

※テンキーの臼キーを押して「番号欄」に

に一一」を入力すると、すべての登録名登録文

書ガコピーされます。

登録名文書の一部をコピーするときは、文

書単位のコピー（本章の前頂を参照〉でコ

ピーしてください。

③コピー先の始めの登録番号（100～499）を入
力します。

④~＋白キーを押すと、指定された
範固ガコピーされます。

バ言、．領域指定範囲内の空き番号は、空いだまま

¥5ノ コピーされます。

作成した文書を保存する一一文書登録

文書ファイル磁り容量約 2910CO:宇
砂!3Jハイキングのお知らせハイキンダしよう室 BS縦人 l枚 87/0νDl
131日記 4月l日から ?B51il.人 1枚 87/04/01
132神戸ンティドライプ B5錨人 l枚 87/04/01
133クラス告案内状 87年度 目5純人 1枚 87/04/01
134研修会レポート 於京都センター 会 BS縦人 l枚 宮7104101

135 
lお

137 
！＇.由

139 
4文書コピー 》番号申 登録名炉、ィ ~~のお知らせ曲考書；；イ キングしよう会

ひら全角
①②③＠⑤⑤⑦③⑨⑩  

I I！髭EI I I 

固 因
［機能〕＋［領域〕

4文書コピー B番号咽ーから番号・ までコピー
コピー元の範囲を指定して実行キーを押して下さい ひら全角

①＠＠＠＠＠⑦＠＠⑩  

I I 融 1 I I I L _上一一L_Lー」」」

~十日

《文書コピ 》番号制宜）から番号惨134 までコピー コピー先 番号咽 ーから
コピー先ディスクをセットして番号を指定後雲市キを押して下さい ひら全角

①②③＠＠＠⑦＠ ⑨ ⑪  

I I iiW. I I I I 

~＋囚
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作成した文書を保存する一一文書登録

館内コピー先の空き領跡、領域指定範囲初

、J 少ないときには、コピ は途中で中止され

ます0

・コピーする文書中に機密文書がある場合は、

コピーが中断され、機密語入力の状態にな

ります。

機密語を入れ疋後、~十回キーを
押すとコピ ガ続行されます。

・コピー元・コピ先のディスクに何らかの

異常があるときは、画面に表示されます。

指示に従って正しい文書ディスクをセット

し直してください。

⑤コピー終了後は、匡豆司 キーにより選択

画面に戻してください。

同一文書ディスク内コピー

文書単位のコピーは、同一文書ディスク内（ドライブ7→ドライブ 1)の別の領域にコピー

することができます。

①？件ずつのコピーの場合は、コピーする文

書の選択後、領域指定によるコピーの場合

は、番号入力後、~十回キーを押す
前に、 囚 （ま疋は白 〉キーを押すと、コピ

ー先ガドライブ？に蛮わります。

（~＼）・同番号・同登録名の制限や操作法は、
ー ドライブ2の場合と同じです。

広］※もう ？度目（まだは白川ーを押すと、

一一’ コピー先はドライブ2に戻ります。

②~＋囚キーを押すと＼同一文書ア
イスク内でコピーします。

③コピーの操作を終らせるときは、匡豆QJ
キーを押します。
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132神戸シティ トライブ

133クラス会案内状

134研修会レポ ト

lお
世
四
明
訓
話 コピー究＝ドライブ l
139 

4文書コ ピー 》コピー究の番号を入力して下さい

萱録名管理ヘコピーする場合は実行キ←のみを押して下さい ひら圭角
①②③④⑤ ⑥⑦＠⑨⑮  

I Ii間 ｜ ｜ ｜ ｜ 「一寸一一丁ー丁一一下一寸

回

~＋囚



作成し定文書を保害する一一文書登録

2.文書ディスク全部のコピー

ドライブTのコピー元文書ディスクに登録されているものすべて（登録名登録文書・番号登

録文書・一時登録文書・手続き登録〉ガ、ドライブ2のコピー先文書ディスクにコピーされ

ます。

⑦文書コピーの基本画面にします。

②囚 キーで、ウインドウのカーソルを「文

書フ戸イル全部のコピー」｜こ移動し、

~＋白キーを押します。

反）※操作を中正するときは匡冨キーを押し
t 出ます。

囚

文書ファイル全部のコピー

ドライプl ドライブ2
｜コピー元文書ファイ川 一一一一一一一一→ ｜コピー先文書ファイル｜

はじめ 申 骨 骨 E令 おわり

コピー先又書ファイルをドライフコに

-1'ットして実行キーを得して下吉い

《全部コピー 》
③ドライブ刊こコピー元となる文書ディスク

を、ドライブ2にコピー先となる文書ディ

スクをセットします。

ひら圭角

④~十日キーを押します。
文書ディスクの内容がすべてコピされま

す。

⑤コピーが終了し芝ら匡盟キーを3回押

して、選択画面に戻します。

L一一Lー」一一L一一l_J しー」一一i一一LームーJ

~＋白

・すでに文書などのデータガ登録されている文書ディスクをドライブ2に入れて、ドライブ1の文書

ディスクを全部コピーすると、ドライブ2の文書ディスクの登録内容がすべてなくなり、ドライブ

Tの文書ディスクガコピーされてしまいます。
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辞書を使いこなす
辞書機能

辞署名 パソコン用語辞書

見出し
砂かそう

かんい

じぷんかっ

じんこうちのう

ぜんに
tまいた
ふどう

ぷんさん

り4うめん

《辞書館正 ’
カーソルキーて辞書の内容が確2できます

①骨骨骨骨
lffl田 川筒全 l 川甜量i I 

畳1主喜
伊豆正！！！！

M島言語

間舟ai惚i里
人工置隆（AI)

圭二重通告
酔憎託宣理和
耳画刷、担品演算

分融担理
両面悟菅直

金「」主T企~笠

辞書機能にlei;、2種類あります。

1 .ユーザー辞書

ひら全角。

よく使う固育名詞や専門用語または文章を、シス

テムディスク 2（辞書）！こ登録し、簡単な見出しを

入力するだけで必要な語句に蛮換できます。

第 章

2.分野別辞書

システムディスク2の代わりに辞書ディスクlこ登
録する分野別辞書があります。分野別辞書は目的別

に作成することができます。たとえば、パソコンマ

二？のパソコン用語ばかりを集めたものや、グルメ

の料理名ばかりを集めだ辞書を狙立した別々の辞書

ディスフに保存しておくことができます。

この章では、これらの2つの辞書機能について説明します。



辞書を使いこなす一一辞書機能

1 .ユーザー辞書の作りかた
日本語ワードフ。口セッサに本来内蔵されている辞書とは別lこ、自分専用の辞書を作ること

ができます。これがユーザー辞書です。

日常のワープロ作業の中でよく使われる語句や通常のかな漢字変換では変換されない固有

名詞や専門用語、文章（40字まで登録できます〉を登録しておくと、 簡単な見出しを入力す

るだけで必要な語句に変換できます。

・選択画面・入力画面どちらからでも、ユーザー辞書登録はできます。

・ユ←ザー辞書は、システムディスク 2に登録されます。 （フ戸イル名 USERA. PRG) 

ユーザー辞書の登録

ユーザ辞書に新しく登録するには、

1 .選択画面からユーザー辞書を登録する

2.入力画面からユーザー辞書を登録する

2通りの万法ガあります。

ま芝、入力しだ文字を登録する場合は、

3.入力画面から湿重量ま〉キーを押して、領域指定を用いて登録すること

ができます。

登録可能件数

見出し3文字、登録語5文字として、約2500語まで登録可能です。

見出し

全角ひらがなのみ使用可能。 7見出し20文字まで入力できます。

登録語

全角／半角舎め40文字まで入刀できます。記号、外字の入力も可能です。

・ユーザー辞書は、登録の順番に関係なく、見出しは50音JI慣に登録されます0

・1つの見出しに対して、登録語は10個まで登録できます。
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1.選択画面からユーザー辞書を登録する

①選択画面で［機能］＋［特別機能］を押します。

特別機能のメニューが表示されます。

②カーソルを「ユーザー辞書」の項目に移動し

ます。

③~＋白キーを押します。
ユーザー辞書操作の基本画面ガ表示されま

す。

④カーソルガ「辞書修正」にあることを確認し

ます。

⑤~＋囚キーを押します。
ユーザー辞書の内容（見出レ・登録語〉が表

示されます。

辞書を使いこなす一一辞書機能

回 目
［機能］＋［特別機能］

外 字
ハックアップ呼出

品種そード選択
品加
T 日

手続き
ラヘル印字

分理朔I~草喜

一間終了
データ変換

~十回

ー7マ.，・，しim軍
ユーザー詩書

司 宇

iッ，＇7 ，プ呼出

品種モー｝選択
出明

？自

手読き
ラ〈ル印字

元野田1i草書
一鴎終T
テータ変換

《ユーザー辞書》
カ ソルをI§聖hして、実行キーを押してTさい

~＋目

辞書名ユザー辞書

見出し
惨あすか

えっ

さば

くうぽ

しょ

しん
じゅう

そ

《 辞書修正 》
カーソ ルキーで辞書白内容が確認できます

① ②③ ＠⑤  
ぽ誼量lE額正｜ I ~裁量 l ｜ 

畳1話E
飛鳥
経

騎馬

空母
呉
諸葛孔明

進軍

重ill
楚

⑥③  ③＠  一

D・2互角

ひら全角
⑩ 

195 



辞書を使いこなす一一辞書機能

＠湿重重量Dキを押します。辞書登録の

ウインドウガ表示されます。

⑦見出し語（全角ひらがな20字以内〉を入力し

ます。

係 ）・まちがって文字を入れ疋ときは、画キ

、J ーを押して入れ直してください。

⑤囚キーで、カーソルを「登録語」のI頁自に

移動します。

⑨登録語を入力します。

⑪~キ一、 笹至。キーで昂詞を指定
します。

j瓦］※自詞は、「名詞」と「サ変」ガ選択できますo

'=='J 通常の登録語には名詞を指定し、「登録語＋

する」で、意日未の通じる登録語には「サ蛮」を

指定します。「サ変」を指定しだ場合、「見

出し＋する」と入力して変換を行うと、「登

録語＋する」でh変換されます。

⑪見出し・登録語・昆詞を確認し、

~＋回キーを押します。
入力し疋見出し・登録語・自詞ガシステム

ディスク 2に登録されます。

⑫続けて辞書登録するときは、⑤～⑪の操作

を繰り返します。

⑬登録ガ終了しだら匡亘司キーを押します。

ユーザー辞書操作の基本画面に戻ります。

⑪選択画面に戻すには、あと2回匡豆司キ

ーを押します。

3重量室〉

』字書名 ユーザー併＇＂

，.＿出し
惨あすか

えっ

さば

くうは

(4〔芹以内）

しょ し全主主~
しん ［患

遺

選
重
室

じゅう

そ
《 辞書宣録 》
見出し、畳t器Eを入力i官、実行キ で辞書宣録します

①② ＠＠ ＠⑥⑦＠＠⑩  
I I I 1名詞 ｜サ苦 l

ひら全角

回

置⑮
 

~＋日

辞書名 ユーザー砕書

買出し
あすか

量1走車
飛鳥
lX冠束手軒
越
騎馬

空母
旦
諸葛孔＇~
I草軍
重定型

~ ＇ 、
えっ

きぱ

くうIi

しょ

しん
じゅう

4辞書修正 》

カーソルキーて辞書の内吾か！Mできます
①＠＠ ＠＠  

は部川額正 l ！結締l I 

ひら互角
＠⑦⑨⑨＠  

的・辞書内容の表示では、登録語は全角憎ま

、’ でしか表示されません。

［機能］十日キで、 カーソルの位置の登

録語のみ、全角39字まで表示することがで

きます。（40文字登録されている場合は、最

初の？文字ガ欠けます。〉

ムモ※見出しには、登録語の略語や頭文字など、

官＝＝＂ わかりやすい簡単なものを入力すると便利

です。
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2.入力画面からユーザー辞書を登録する

①入力画面から、富重量量〉キーを押しま

す。

辞書登録のウインドつが表示されます。

②選択画面からユーザー辞書を登録するとき

と同様に、見出し・登録語・昂詞を入力し、

匡亙＋白キーを押します。

ユーザー辞書ガ登録され、入力画面に戻り

ます。

広］※途中で操作を中広するときは、直豆司キ
・＝ ーを押します。

問 ・ユーザー辞書のリスト画面は、入刀画面か

』〆 らの登録では表示されません。

3.領域指定によるユーザー辞書登録

①入力画面で、登録する語句を領域指定しま

す。

メモI※領域指定ガ7ヵ所だ、けの場合や、 40字を超

＝＝」 える場合は、設定開始位置から40字めまで

ガ辞書登録の対象です。

辞書を使いこなす一一ー辞書機能

3重重量〉

11. ••• ••• o.L . •. •. lOJ... .. , o.L . •.• . 2l辿．・・ E.L . •• n .... o.A .•.•. • 4日0． 

(40:字以内）

呈旦盗塁

4辞書登録 》

見出し、宣1穏を入力後、実行キーで辞書登録します Dら全角
①②③＠⑤⑥⑦⑧⑨⑩  

I I I 1:$1＇司 lサ曹｜

~十回

.... L . •.•. lOJ...，，， ι．．．臥， ..... L . •.•. n ....... o.L . •. •. 40 
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辞書を使いこなす 辞書機能

②3重重量〉キーを押します。

辞書登録のウインドウガ表示されます。

③見出し語を入力します。

④囚キーを押すと、指定し芝語句ガ登録語

として取り込まれ、カーソルはその語句の

後に表示されます。

広；］※登録語は、文章の修正と同じようにして修

ー＝＝＂＇ 正することもできます。

⑤昂詞を指定します。

＠巴 亙 十日 キーを押します。

ユーザー辞書が登録され、入刀画面に戻り

ます。
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白川操作中は、絶対にディスクをドライブ問

、J 取り出さないでください。

・ユーザー辞書は、男出し登録の順番に関係

なく、 50音順に登録されます。

3重重量。

..... L ..... lOL小川。L....島ι...........・．．担L •. . . o.L . •.•. 40 

(4():字以内）

呈主主量

《辞書登録 》
突出し、食S義喜を入力喰実行キーで辞書量録します ひら全角

回

①＠③＠＠⑥⑦＠＠⑪  
I I I l：乞詞｜サ聖 l

貝出ししよう

（全角ひらがなで宜芹以内）

鱗喜艶太子’
(4日字以内）

~日十回

広1※途中で中正する時は、匡豆司キを押す

'==<.! と入力画面に戻ります。

※Tつの見出しに苅して、登録語は叩（固まで

登録できます。

※変換のとき、「見出し」lこ「が」、「は」などの聞

詞をつけて変換を行うと、「登録語」にその

由詞をつけて変換することができます。だ

だ、し、この場合、変換できないこともあり

ますので、そのときは通常の「見出し」のみ

で辞書変換してください。



辞書を使いこなす一一辞書機能

2.ユーザー辞書の消去
ユーザー辞書の不要な内容を消去します。

消去には、

1 .選択画面でユーザー辞書を消去する

2.入力画面でユーザー辞書を消去する

2つの方法があります。

1.選択画面でユーザー辞書を消去する

⑦選択画面で［機能］＋［特別機能］キーを押し、

「ユーザ一辞書」を選択してユーザー辞書操

作の基本画面にします。

②囚囚キで力 ソjしを「辞書修正」の頂

自に移動します。

③~＋囚キを押します。
ユーザー辞書の内容 （見出し・登録語〉ガ

表示されます。

固因
［機能］＋［特別機能］

ユーザー僻書
午芋

’‘ツ） 7，プ呼出
品種モ－ r選択

学習
手続き
弓へ』レ印字

分野閉店字書

一日奇終了

テータ賓換

《ユーザー』草書》
カーソルを1鑓hして、実行キーを押して下さい ひら主角

回囚

~十日

辞書名ユーザー辞書

見出し

砂あすか
も、

つ

ば
え
き

くうほ

しょ
しょう
しん
4辞書修正 》
カーゾルキーで辞遣の内容がE髭Eできます

①②③④⑤  
1111開山田幸 l l悶撚｜ ｜ 

宣録語
駒鳥

衣冠烹帯
越

騎馬

空母

呉
諸，,r;孔明

聖健太子
選軍

⑤⑦＠⑨  
ひら全角

⑪ 
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辞書を使いこなす一一辞書機能

④回 目キーで、消去する登録語の見出し

にカーソルを移動します。

反］※［機能］キーを押しながら回目キーを押

宇 ＝υ すと画面のペ ジ繰りが行われます。

※3董璽至。キ を押して、消去する辞書

の見出しを模索し、カーソルを穆動するこ

ともできます。

⑤3量妻。キーを押します。

消去する辞書の内容がウインドウに表示さ

れます。

⑤~＋囚キを押します。
指定しだ見出し、霊録語ガユーザー辞書ガ

ら消去され、画面は「辞書修正.JIこ戻ります。

⑦続けて消去しだいときは④～⑤の操作を繰

り返します。

⑤消去が終了しだら匡冨キーを3回押す

と選択画面に戻ります。

偉い途中で中止するときは、匡冨キーを押

、J すと「辞書修正」の画面に戻ります。
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回 目

辞書名 ユーザー砕書

見出し
あすか
や、

砂えっ
きIf

辞書名ムザー辞8

同出し
あすか
も、

砂えっ

色Lま

くうは

量官主吾

飛鳥
E冠束帯

!!¥ 
騎馬

しょ 諸葛孔明

しょう 聖徳太子

しん 進軍
4辞書消去 ) 
畳m~を確認後、 実行キーで辞書淵圭します ひら全角



辞書を使いこなす 辞書機能

2.入力画面でユーザー辞書を消去する

①入力画面で3蚕豆〉キーを押します。 3重量〉
辞書消去のウインドつが表示されます。

II. •••• .I ••• 1日.I.・.....I ••• 2()‘.... .1 ...宜辿.....I •••. 40 

4辞書消去 ≫ 
売出しを入力しカーソル下で萱録誌を確認童、実行キーで辞書淵去します ひら全角

I I I I Iー「

②消去する辞書の見出しを入刀します。

③囚キーを押すと、登録語・昂詞ガ表示され ｜ 囚
ます。

広司※同の見出しで登録されている語に限り、

〕 雇函キーを押すと引の登録語を表示で

きます。

④匡罰＋囚キーを押します。

指定し疋見出し・登録語ガ消去されます。

入力画面に戻ります。

岡崎中で中正するときは、匡冨キを押

ι=='J すと、入力画面に戻ります。

匡亙十回
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辞書を使いこなす一一辞書機能

3.ユーザー辞書のコピー
システムディスク 2に登録し疋ユ ザー辞書のすべてを、別のシステムディスク 2にコピ

ーします。

（システムディスクのコピーは第2章参照〉

コピー元のシステムディスク2はJ必ず書き込み禁正状態にしておいてください。

1 .ユーザー辞書コピーの手順

①ユーザー辞書操作の基本画面にします。

②巴囚キーで、ウインドウのカーソルを

「辞書ゴピ－_1（こ移動します。

③~＋囚キーを押します。

④ドライブ、刊こコピー元のシステムディスク

2を、ドライブ2にコピー先のシステムデ

ィスク 2をセットします。

⑤匡E十日 キーを押します。

コピーが開始されます。

＠コピ ガ終了しだら、匡豆司キーを3ロ
押して選択画面に戻ります。

害事三民 旬LI
‘ T ’ ＇）~j里
i~<l'ー評書

｜つI 字
.,,, ' .，デ呼出

品祖cc-t 1!!1~ 
司 ，，
T 自

手続き

弓 4レE拝宇
元野百l益事書

一碕終了
チータ豆換

《ユーザ 』草書》
カーソルをll;lihして、実行キーを押して下さい ;) nヨE角

回目

~十日

一掃
イ
霊
旦

一テ

辞
一

一円

四
一

引
一行
イ
一

はじめ時 時 時 時おわり

コピー元ンステムディスク2をドライプlに
コピー究ンステムディスク2をドライブ2に

セットして実行キーを押して下さい
コピー究のユMーザー辞書はすべて消圭されます

《辞書コ t"- ≫ 
ひら全角

仁コ

保 ）・コピー実行中は、絶対にドライブからアィ

、J スワモ取り出さないでください。

・コピー元のシステムアイス".721c:J:、llY,1ず書

き込み禁l土状態にしておいてください。

．すでに辞書ガ登録済みのディスクに辞書コピ を行うと、登録されていだ辞書内容が消去され、新

たにコピ元のユザー辞書ガコピーされます。
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辞書を使いこなす一一辞書機能

4. ユーザー辞書の利用のしかた
ユーザー辞書による変換は、起動し疋ときにドライブ、21こセットされているシステムディ

スク2のユーザー辞書で行われます。

別のシステムディスク 2に登録されているユーザー辞書を使用しだいときには、新規ユー

ザー辞書参照の機能を利用します。

・ユーザー辞書使用の際、システムディスク 2を入れ替える疋びに、新規ユザー辞書参

照の機能を用いるようにしてください。

1.ユーザー辞書による変換

文書入力中に操作します。

①見出しを入力します。 .. 1.L .. !lOL .•.•. o.i •.•.•. 20.I .• , , 1.L ..•. ll! .. , .. 1.L ...• . 40 
三国志の中でしょ．

②直劃キを押します。 重量
入力しだ見出しで登録されている登録語に

変換されます。 三国志の中屯旦盟E ｜ 
（ A 岨品川 .L .3:1.1.. .L 川

同州つの見出しにいくつかの登録語を登録し

］ ているときは、続いて直亙キを押しま

す。

※ユーザー辞書の変換後、続いて宣言日キー

を押すと入力し疋見出しに対して、通常の

かな漢字変換が行われます。

．「サ変」を指定して登録しだときは、見出しの後lこ「する」と入力するとよ登録語十する」のか芝ちで、変

換されます。

疋とえば、見出し「あ」、登録語「あいさつ」として「サ変」を指定して登録します。見出しの「あ」lこ「す

る」をつけて（「あする」〉を入力し、コーザー辞書変換を行うと「あいさつする」と変換されます。

・見出しによが」、「は」なと、の助詞をつけて変換を行うと、登録語にその助詞をつけて変換することが

できますo

Eだし、この場合、容量の関係で蛮換できないこともあります。その場合は通常の見出しのみでユ

ーザー辞書変換を行ってください。

・登録語の中｜こ外字（第竹章参照〉を使用している場合、その外字を外字消去すると、ユーザー辞書蛮

換のとき、スペースになります。まだ外字修正を行うと修正後の外字ガ表示されます。
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辞書を使いこなす一一辞書機能

2.新規ユーザー辞書参照

1-JUのシステムディスクに登録されているユーザー辞書を使用し疋いときは、この操作をし

ます。

⑦入力画置で［機能］＋［特別機能］キーを押し

ます。

②回目キーで、ウインドウの力一ソルを

「新規ユーザ辞書参照」の項目に移動しま

す。

③~＋目キを押します。

④参照し疋いユーザー辞書ガ登録されている

システムディスワ 2をドライブ、21こセット

して、もう一度~ ＋囚キーを押し
ます。新しいシステムディスク2のユーザ

ー辞書の使用ガ可能になります。

⑤入力画面に戻ります。
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保 ）・もとのシステムディスク2のユーザー辞書

、J を使用しだいときは、ディスクを入れ替え

てもう一度新規ユーザー辞書参照の操作を

行ってください。

固 因
［機能］＋〔特別機能］

•· •· • •·' A II., •. Hll.. ...・.........2(抽..............ll& . • •· •· • ...... 40 
三思志の中で．

《 特日明E能 ) 
カーゾルを1河hして、実行キーを押して下さい ひら全角

回 目

~＋回
《新1蕗事事事ft¥l》ドライブ2に事照したいユーザー辞書が萱録されている

ンステムディスタ2をセットして実行キを押して下きい ひら全角1

匡亙十回

広1※途中で中正するときは、匡豆司キーを押

-= すと、入力画面に戻ります。



辞書を使いこなす一一辞書機能

5.ユーザー辞書のリスト印字
登録し疋ユーザ 辞書の内容（リスト）を印字します。 ユーザー辞書の内容確認をするとき

に便利です。

①ユーザ辞書操作の基本画面にします。

②ドライブ2に、システムディスク2をセッ

トします。

③巴囚キーで、ウインドウの力一ソルを

「辞書リスト日字」の項目に移動します。

④~十回キーを押します。

⑤印字を開始する見出し、印字を終了する見

出しを入力します。

広J※すべてのリストを日字するときは、指定は

』 =='J ＆！，＼要ありません。

きとるす動移をl

レソ
。

一
す

力

ま
に

し

し

押

出

を

晃

一

了

キ
均一
回

目
は

※
 

＠亘亙主DGi亙IDキーで、「印字形

態」を選択し用紙をセットします。

反）※連続印字をするときは、重亙豆）キーを

ι＝＝＝！］ 押し、プリンタに連続用紙をセット、まだ

は力ツトシトフィ夕、にA4サイズの用

紙を縦にセットします。

※連続印字をしないときは、亘亙Eキ

を押し、プリンタにA4サイズの用紙を縦

にセットします。

霞JL~·児玉三号 富三§；：＝τヲ干否三三I¥
砂持害時正 ｛主il・拘圭1I I 
辞書 •J ぇ iEIJ'.字 ！ 

盟 三ニ－ _J¥J 
ユー砕ー』草書

司宇

ッ ，＇1，ヂ呼出

品種モ f選択
＂／＇百
干続き

ラベル印字

分野再臨字書

時終了

テータ歪換

4ユ ザ詳書》
カーソルを1鍾hして、実行キーを押して下さV Uリ土角

回 目

~＋目

・•EP字蜘古買出し 最初から
（指定のなも、場合は最初から印字します）

E匝芋終了買出し 最後まで

(j旨宜のない湾合は最後まで印字し主す）

プリンタに用紙をセットして下さい

《辞書リスト 》 連続印字査

日芹鰍続出し、印字終了見出しを入力後、実行キでEfJ字します ひら全角

i路署 ｜蕗百 ｜ ｜ ｜ ｜ 
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⑦~＋回キーを押します。
日字ガ開始されます。

③印字ガ終了すると「辞書リスト終」と表示さ

れます。

⑨匡豆QJキを3回押すと選択画面に戻り

ます。

区1※「サ変」で登録され定ものには、 男出しの前

』 4 に「交」ガつけられます。
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辞書を使いこなす一一辞書機能

6.分野別辞書の作りかた
分野別辞書は、通常のかな漢字変換では変換されない固育名詞や専門用語を専用の辞書と

して7枚の辞書ディスクに登録しだものです。使いか芝に合わせだオリジナルな辞書ガ作

れます。

ある分野の用語や文などを見出しをつけて登録しておいて使う点では、ユーザー辞書とほ

ぼ同じです。ユーザー辞書ガシステムディスク 2に登録され疋のに対して、分野別辞書は

専用の辞書ディスクに登録されます。 （フ戸イル名 BUNYA. DAT) 

・作成する文書のジャンルごとに分野別辞書を作っておけば、辞書内容の管理や、見出し

を覚えて変換効率を高めることが容易です。

・分野別辞書では、ユーザー辞書と異なり、辞書ディスクの出し入れの作業があります。

登録可能件数

見出し 3文字、登録語5文字として約10000語まで登録可能です。

見出し

全角ひらがなのみ使用可能。 1見出し20文字まで入力できます。

登録語

全角／半角舎め40文字まで入力できます。記号、外字の入力も可能です。

・分野別辞書は、登録の順番に関係なく、見出しは50音順に登録されます0

・7つの見出しに対して、登録語は10個まで登録できます。

分野別辞書を使う疋めには、通常用いる文書ディスク以外の分野別辞書専用の新しいディ

スっか必要です。

新しいフロッピーディスクを辞書ディスクとして使うだめにテ、ィスつを初期化します。

分野別辞書操作をするには

⑦選択画面で［機能〕＋〔特別機能］キーを押し

ます。

②回目キーで、ウインドウのカーソルを

「分野日IJ辞書Jの項目に移動します。

③~十日キーを押します。
分野別辞書操作の基本画面ガ表示されます。

能
回
鵬主

寸十

寸
」

固一一

回

~十日

外 字

パックアップ呼出

各種モード選択
字 国

巨ヨ

手続き
ラベルE昨字

砂古里閉店草書

一間終了
テータ変換
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1.辞書ファイルを初期化する

分野別辞書は、独立しだ辞書ディスクを使用しますので、ディスクを用意してください。

辞書ディスクとして用いるディスクは文書用に初期化する必要はありませんが＼「辞書フフフ

ィル初期化」を行う必要があります。

「辞書ファイル初期化」とは辞書用にテ、ィスク上に枠作りを行うことです。すでに作成しだ

辞書テ、ィスクに対して辞書ファイル初期化を行うと、以前の辞書内容がすべて消去されま

すので注意してくだ、さい。

①分野別辞書操作の基本画面にします。

②ドライブ？にシステムディスク？をセット

します。

③回囚キーでウインドウのカーソルを

「辞書フ戸イjレ初期化」の項目に移動します。

④~＋白キーを押します。

⑤ドライブ刊こ辞書フ戸イル初期化をするア

ィスクをセットしぎす。

®~十凹キーを押します。
初期化ガ開始されます。

ヲト 宇

パック7ソプ骨子出

島種モード選択

学習
手続き
ラベル印字

分野閉店事書

碕終了

データ賓換

4分野開院害 》
カーソルを1発hして、実行キーを押して下さい

回 回

~＋回

《辞書l.J里町t》

分野閉店草書として使用するファイルを初期化します

はじめ中 ヰ c争 時おわり

初期化するフ 71ルをドライブ 1に
セット Lて実行キーを押して下さい

ひら全角

ひら圭角
⑦終了するとガイダンスに〈辞書初期化終〉と

出ます。その後匡亘キーを押します。

分野別辞書のウインドウlこ戻ります。
L L L l I I I I I I 

③選択画面に戻る時は、直司キーをあと

2回押します。

河口・まちガって「辞書フコフィル初期化」を選択し

".;.;;;;/ たときは、匡冨キを押してく芝さい。
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操作ガ中正されます。ただし、初期化が開

始されると、途中で中正できませんので注

意してください。
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2.辞書作成の準備をする

辞書ファイル初期化をしたディスクに、辞書名をつけることを「新規辞書作成」と呼び、こ

れにより、辞書を作成することができるようになります。この操作は、辞書ファイル初期

化され疋ディスクに対して、最初に行うLl)!,1要があります。いちど操作すれば、その後はLI)!,¥

要ありません。まず、辞書フ戸イル初期化を行つだディスクを用意してください。

①分野別辞書操作の基本画面にします。

②ドライブ刊こ辞書ファイル初期化されだデ

ィスつをセットします。

③囚囚キーでウインドウのカーソルを

「辞書修正」の項目に移動します。

④~＋白キーを押します。
画面の辞書名の項目に、カーソルガ表示さ

れます。

回目

~十回

辞書名 パソコン用語程量E

買出し 畳1義喜

⑤全角文字10字以内で、作成する分野別辞書

にあっ疋辞書名を入力します。

≪Irr規辞書作成》セットされた分野聞酔書ファイルは初期化されています

辞書名を入力して実行キーを押して下さい ひら全角

l旦一半足長竺竺一一」

＠~＋白キーを押します。
辞書登録司能の状態になります。

同※以後の操作は、次項の分野別辞書登録・修

」dJ 正に従ってく疋、さい。

I I 寸一一下一一「一一1 I I I I I I 

~十回
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3.分野別辞書の登録（追加）をする

①分野別辞書操作の基本画面にします。

メモ＇j※新しく辞書用に初期化し芝ばかりのアイス

τ ー ヮに登録するときは、前項の説明に従って

操作します。

②ドライブ？に登録（追加〉する辞書ディスク

をセットします。

③巴囚キーでウインドウの力一ソんを

「辞書修正」の項目に移動します。

④~＋回キーを押します。
辞書名と登録されている辞書の内容（見出

し・登録語〉ガ表示されます。

⑤湿重量ま〉キーを押します。

ガイダンスガ辞書登録になり、辞書登録ウ

インドウガ表示されます。

⑤見出し語（全角ひらがな20字以内〉を入力し

ます。

広；］※見出しには、 登録語の略語や頭文字などの、

-=<.! わかりやすく簡単なものを入力すると便利

です。

※まちガつ芝文字を入力したときは、［函

キ を押して、入れ直してく芝さい。

⑦囚キーを押し、 カーソルを「登録語」の頂

自に移します。
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回囚

匡28＋囚

辞書名 パソ コン用語辞書

見出し
惨かそう

かんい

じぶんかっ

じんこうちのう

ぜんに
tまも、た

ぷ、左う

ぶんさん

りょうめん

4辞書館正 》
カーソルキ『で辞書の内容が確認！-Cきます

量·~語
仮曾孟強
制易言語

時分署拠1里
人工主慨は！ ）

全二重通信
時ff¥tj)言量If干u
，字削 、数忠商算

分散l/!I~

商面m密度

ひり全角
①②③④⑤ ＠⑦③⑨唖

m閣 は額tI 川舗量 l I I I I I I __J 

3重量量〉

辞害名 パソコン用語辞書

見出し
惨かそう

かんい

じぷん

じんこ

ぜんに

はいた

ふどう

ぷんさん

りょうめん

《 辞書宣録 》
貝出Lへ宣詞rnを入力像、実行キーで辞害宣録します ひら全角

①②＠④⑤⑤⑦＠⑨⑩  
「一I I I I I I I I I 名詞 ｜サ膏 i

回



＠登録語を入力します。

⑨キーガイダンスのRID、＠玄キー

で日詞を指定します。

ムモ＂j※畠詞は、名詞とサ変ガ選択できます。通常

= の登録語には名詞を指定し、「登録語＋す

る」で意昧の通じる登録語にはサ変を指定

します。「サ蛮」を指定した場合、「見出し

＋する」と入力して変換を行うと、「登録語

＋する」で、歪換されます。

⑪見出し・登録語 ・昂詞を確認して、

~＋囚キーを押します。
入力した見出し・登録語・面詞ガ登録され

ます。

周※このまま続けて辞書登録するときは、

］ 3重重量〉キーを押し、同じように操作

をします。

得）・辞書内容の表示では、登録制全角18字示

、J でしか表示されまぜん。

［機能］十回キーで、カーソル位置の登録

語のみ、全角39字まで表示することガでき

ます。

カーソルを上下に移動すると、もとの状態

に戻ります。

⑪登録ガ終了し疋ら匡冨キーを押します。

分野別辞書画面に戻ります。

⑫選択画面に戻すには、匡亘キーを2回

押してください。

バ言、．操作中は、絶対にディスクをドライブから

ロv取り出さないでください。保存されている

内容が壊れることがあります。

辞書を使いこなす一一辞書機能

辞書名パゾコン用語詩害

惨かそう
かんい｜見出しふかかち

じぷん迫 （全角ひらがなで2(R:以内）

じんこ令蛍穏初咽画長崎
ぜんに｜ (4(）字以内〕

はいた｜品詞盆週
ふとう

ぷんさん

りょうめん

~＋回

同※途中で中止するときは、匡罰キーを押

'==!./ してください。辞書店5正の画面に戻ります。
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7.分野別辞書の消去
分野別辞書の不要な内容を消去します

①分野別辞書操作の基本画面にします。

②囚 囚キーでウインドウのカーソルを

「辞書修正」の項目に移動します。

③~日＋目キーを押します。
辞書名と登録されている辞書の内容（見出

し・登録語〉が表示されます。

④回目キーで、カーソルを消去する登録

語の見出しに移動します。

同※［機能］キを押しながら回目キーを押

士一 すと、画面のページ繰りガ行われます。

※②重量言。キ を押して模索する辞書の

見出しを入れ~十日キーを押すと、
その見出しを績索してカーソルガ移動しま

す。

⑤注量妻。キーを押します。

＠辞書消去ウインドウに、消去する辞書の内

容が表示されます。
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巴巴

~十日

回目

辞書名 パソコン用語辞書

見出し

かんもー

砂じぶんかっ

じんこうちの弓

ぜんに

はいた

ふかかち

ふどう

ぷんさん

のようめん

≪ E淳書陪正 ≫ 
カ ソルキで辞書の内容が確認でき重す

①② ③ ＠⑤  
｜沼田 ｜聴挺 1 I ~縮 l ｜ 

3孟重量D

』草膏名 パノコJ用語E聖書

買出し
かんい

・・じふん
じんよ

ぜんに

はいた

ふかか

ふどう
ふとんさん

りょうめん

《 』草書消去 》

量m喜を』E認致、実行キーで辞書消圭します

し一一i I I I I 

宣3主E
簡易言語
問分ii'限i里
人工主世主 （Al)

圭二重通告

m胡漫画IU口
付B困副直通信網
王量制、銀9.5買草

分散処理

両面倍冨度

＠＠＠＠  

量if語

ひら主角
⑩ 

ひら全角



⑦匡三日十日キーを押します。

指定しだ見出し、登録語ガ辞書ディスクか

ら消去されます。

＠続けて消去したいときは④～⑦の操作を繰

り返します。

＠消去が終了しだら匡冨キーを押します。

分野別辞書の画面に戻ります。

⑩選択画面に戻るには、あと2回匡盟キ

ーを押してください。

辞書を使いこなす一一辞書機能

~十回
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8.分野別辞書のコピー
辞書ディスクに登録しだ分野別辞書すべてを、別の辞書ディスクにコピーします。（辞書デ

ィスケの作りか疋参照〉コピー元の辞書ディスク｜耳、/llilず書き込み禁止状態にしておいてく

定さい。ま疋、ゴピー先の辞書ディスクを辞書ファイル初期化して、準備してからゴピ一

作業に入るようにしてください。

①分野別辞書操作の基本画面にします。

②ドライブ刊こ辞書ディスクをセットしきます。

③巴回キーでウインドウのカーソルを

「辞書コピー」に移動します。

＠~＋白キーを押します。

⑤ドライブ刊こコピー元の辞書ディスクを、

ドライブ2にコピー究の辞書ディスクをセ

ットします。

すまし旬
B

》

割

払
一
ま

キ
れ

回
一昨

＋

開
ヨガ
一ト

7
万
一世

日同
」
コ

＠
 

⑦コピーが終了しだら、システムディスクを

ドライブ21こセットして匡劃キーで、分

野別辞書の画面に戻ります。

＠匡亘司キーをさらに2回押すと、選択画

面に戻ります。

目白
書室主預ififf量三三れ

辞書官正 室』1・fie'.、
辞書，， 2・iil'.i"

砂辞書コピー

I 辞書づ7 ,. 'il!li剛仁

、＼•

~＋囚

ドライブl ドライプ2
｜コピー冗分野円l牌害ファイル｜一一一一 ｜コピー先分野閉店草笛ファ｛ ル｜

はじめ＂＇ 骨 骨 〈おわり

コピ元分野開店字書ファqルをドライプ lに
コピー先分野伸店草書ファイルをドライブごに

セット して実行キ を押して下さレ

コピー先の分聖子百E草書はすべて府圭されます

（！草書コピ ) 

Jり三角

I___. I I I I 

~十日

保 ）・操作中は、絶対にドライブから辞書ディス

、J ワを取り出さないでください。保存されて

いる内容が壊れることがあります。

．すでに辞書ガ登録されている辞書ディスク

に対し、辞書コピーを行うと、前の辞書は

消去され、新疋にコピー元の分野別辞書が

コピーされます。
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9.分野別辞書の利用のしかた
文書作成中に登録しだ分野別辞書を使うことができます。ユーザー辞書と同じく、入刀の

手聞が省けます。

①文章作成中lこ、ドライブ？からシステムデ

ィスク？を取り出し、分野別辞書ディスク

をセットします。

②見出しを入力します。 .............・‘1().1. •.• . •. • .I .....却.1.11...• . •. .1.. . •. •. 2泊．．．，ι．．．ω
ニコーメディア時代をひらく VAN（ふかかも

③［機能］＋［分野別］キを押します。

入力し疋見出しで登録されている登録語に

変換されます。

図画
〔機能］十［分野別］

. •. ...!.• •. IO.I ...・・h』....・羽.I. •• . • 11..1.. ....却.I...・・a.1.. ...・.40I 
ニニューメティア時代をひらく VAN（付加価値通量産． ｜ 

反］刺つの見出しで複数の登録語をしていると

'==U きは、続いて［機能］＋［分野別］キーを押し

ます。

※サ変を指定して登録したときは、見出しの

後に「する」と入力すると「登録語＋する」と

変換されます。

※分野別辞書の変換後、続いて直劃キーを

押すと、入力した見出しに対して、通常の

かな漢字変換が行われます。

．見出しlこ、「ガ」、「は」などの助詞をつけて変換を行うと、登録語にその助詞をつけて変換することが

できます。疋だし、この場合、容量の関係で変換できないこともあります。その場合は、通常の見

出しのみで、分野別辞書変換を行ってください。

．外字（第竹章参照〕を登録語の中に入力している場合、その外字を外字消去すると、分野別辞書変換

のときには、スペースとはります。ま芝、外字修正を行うと修正後の外字ガ表示されます。
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辞書を使いこなす一一辞書機能

10.分野別辞書のリスト印字
登録しだ分野別辞書の内容（リスト）を臼字します。

⑦分野別辞書操作の基本画面にします。

②ドライブ？に分野別辞書テ、ィスつをセット

します。

③回目キーでウインドウのカーソルを

「辞書リスト臼字」の項目に移動します。

④~＋白キーを押します。

⑤印字を開始する見出し、 ED字を終了する男

出しを入力します。

日※すべてのリストを臼字するときは、指定す

』 dJ るli)!,＼要はありません。

※印字終了見出しにカーソルを移動するとき

は、回キーを押します。

＠亘亙豆、〈量三むキーで印字形態

を選択し用紙をセットします。

区）※連続臼字を行うときは、 3亙Eキ－

'==='1 を押して、プリンタに連続用紙をセット、

まだはカットシートフィーダlこA4サイズ

の用紙を縦にセットします。

※連続印字を行わないときは、3厘至Dキ

ーを押して、プリンタにA4サイズの用紙

を縦にセットします。

⑦~十回キーを押します。
印字ガ開始されます。
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回目

制沼 ＂スト ff芹

辞書コ ピー

辞書ファ 1叶月期比

匡亙＋回

・• EfJ'.芋開始見出し 畳初から
（指定のない場合は最初から印字し蓄す〉

Eβ芋終了売出し最後まで

（指定のない場合は最住まで印字Lます）

プ＇）＇／ ,9に用紙を七＇／ ~してTさい

《辞書IJ；スト 》 i里読En:芋 j!; 
印字開始貝出し、印字終了買出しを入力徒、実行キーでEn宇し言す りら豆角

の ⑦③ ＠⑤⑤⑦＠ ⑨⑩

I I I I I l絡事 ！蕗＇ I I I ' 

~十日



＠印字ガ終了すると〈辞書リスト終〉と表示さ

れます。

＠~キーで分野別辞書の画面に戻りま
す。

⑪さらに匡罰キーを2回押すと選択画直

に戻ります。

同※サ変名詞として登録されだものには、貝出

』＝出 しの前に「食」がつきます。

辞書を使いこなす一一一辞書機能
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字外第11章

章第

．．．．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．． 

・－－－－

．．．．．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．． ．．． ．．． ．．．．．．．．．．．． 
• 巨三］E圃

字 B《外

強自に文字や記号を作成（これを「外字」といいます）して、普通の文字と同じように使

えます。作成できる外字のパターンは表示用と印字用の2種類があります。

ま芝、外字は470字まで登録できます。

ひら全角

※外字は起動したときにセットしたシステムディスクfに登録されているものを基準

に入力されます。他のシステムディスク flこ登録されている外字を入力したいとき

は、いったん電源を切ってから新しいシステムディス＇？ 1で操作をやり直してくだ

さい。



外字

1 .外字の作成・削除
新しい外字パターンの作成・修正・登録をします口

この中には、パターン参照・移動・反転・固監・消去などの機能があります。

選択画面、まだは入力画面で操作します。

⑦［機能］＋［特別機能］キーを押します。

能
回
鵬

ヨ

寺
d

「い
」

刊

＋

「
引
制

一九
一

E
嶋

一一ジ
一

②力一ソルを「外字」の頂自に移動して、

~＋白キーを押します。
外字操作の基本画面になります。

③回目キーで画面右側の機能を選択する

ことができます。

④回目キーで表示用パターン、印字用パ

ターンを選択することができます。 -t外字 B
~ 

ひら全角

1.基本的操作

編集カーソルの移動

次のようにテンキーを使います。

キー 移動万向

回国固 へ↑ノ

田口固 ←ノプ
田回国 K い

ドットの点灯

匿亙団キーを押すと、力一ソJlA立置のドットガ点灯します。

匿亙団｜キーを押してドットを点灯し、そのまま匿亙団キーを押しながらカーソル移動

用のテンキーを押すと、移動万向のドットガ連続して点灯します。

ドットの消灯

点灯しているドットのところヘカーソルを移動し、図画キーを押すと消灯します。連続

して消灯する場合も、点灯するときと同じ操作をします。
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2.パターンの反転

・巴囚キーで「反転」の項目を選択し、

匡亙十回キーを押します。

選択されているパターンガ反転します。

広］※もういちと、~＋囚を押すと、もと
＝ー の表示に戻ります。

領域指定により指定し疋部分だけを反転する

こともできます。（84ページ参照）

3.パターンの回転

・回目キーで「回転」の項目を選択し、

[flEJ十日キーを押します。

選択されているパターンガ反時計回りに90。

回転します。~，＋白キーを押すごと
に、反時計回りに90。回転します。

4.パターンの移動

⑦回目キーで「移動Jの項目を選択します。

②カーソル移動用のテンキーを押すと、楊動

方向にパターンガ移動します。

「移動」ガ選択されているときは、編集力一

ソルは表示されません。

キ一

回国回

回口固
囚回固

移動万向

へ↑ノ

〆↓、

4外

．．．．． ．．． ．－・－・．ー．－・．－．．．． ． ．－－・..・・．．．．．．．．． 
・・・・・ ・－ ．－．．． ．．． ．．． ．．． 
圃圃

4外字 B

暗

外字

巨ヨ
ひら全角

巨ヨ
ひら全角
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外
.... 『

チ

5.パターンの消去

①囚囚キーす消去」の項目を選択し、

~＋臼キを押します。
確認のメッセージガ表示されます。

』消去します よろしいて、材、（軍司／理配）？

②~＋白キーを押すと、選択されて
いるパターンガ消去されます。

消去を中正するときは~キーを押し
ます。

領域指定により指定し疋部分だけを消去する

こともできます。

領域指定

領域指定をして、部分的な反転、消去を行う

ことができます。

①指定しだい領域の頂点（ごカーソルを移動し

て、［機能］＋［領域］キーを押します。

カーソルの 部が反転して点滅が止まりま

す。

②テンキーを便って力一ソんを移動します。

指定領域ガ枠で囲まれます。

③巴巴キで「反転」または「消去」を選択

し、~＋回キを押します。
領域指定しだ部分ガ反転、まだは消去され

ます。

領域指定を中止するときは匡冨キを

押します。
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E・・ ・・・・・・・・・ I 
II・・・・・・・・・・・・ I 1• eeeeeeeeeeee I 
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1• e eeeee e I 

E・・ ・・・・・・・・ ・
1・・ ・・・・・・・・ I 岨・・・ ・E
l・・・・ ・E

E量司 書 店す｜同ロ宇｜

《外 字 》

消去しますよろしいですか富シ温）？

回 国
［機能］＋［領域］

ー・．．．．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．． 
－ s・・・・．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．． ．．． ．．． ．．．．．．．．．．．． 

ー

－一一一面
．．．．．． ・・・・．．．． ．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． 

・－－－－－－－－－－－－－－

・ ~・－，町・・ 同6・・・・M・•••• i・・・l・・・H・・・・ロ・・・ ． 
・・ ． ．．．．．．．．．．．． 

量

巨三］

巨ヨ

ひら全角

医選且E且 三

~ Ii. >!;; 

移動

自 証

消 主
宰照

変 換

一覧

登録／~I除

ひら全角

ひら全角



6.パターンの参照

漢字、記号や作成済みの外字パターンなどを呼び出すことができます。時び出しだパター

ンを編集することにより、目的の外字を効率よく作成できます。

一般参照：通常の漢字や記号を呼び出します。

外字参照：作成済みの外字を呼び出します。

①囚囚キーで「参照」の項目を選択し、

匡亙十回 キーを押レ柄。

②「一般参照Jまだは「外字参照」を選択し、

匡亙＋囚キーを押します。

「一般参照」を選択し疋とき

③通常のかな漢字変換と同じようにして入力

します。

まだは、~＋ CM)キーを押して、
参照しだい文字の区点コードを入力します。

（区点コ ドは、巻末の「文字索引・コード

表」まだは各種一覧表参照〉

④~＋回キーを押すと、入力し疋文
字が呼び出されてパターンガ表示されます。

バh・「一般参照」は、表示用パターンと印字用パ

k苧ノ ターンの町方に行われます。

・パターンを編集中に呼び出しだときは、表

示中のパターンに重ね合わせられます。

-巨ヨ
4外字 E

園田 匝ヨ
《外字 B

外字

ひら全角

ひら全角
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「外字参照」を選択したとき

③表示問外字の一覧が表示されます。

F 』 ‘

てテ外

園周 卿 2 ・＝ 蜘蜘 畑町7 鵬
世 固固包 団 団側 ，

OCl'.J自 0010 叩11 叩12 叩13 0014 叩15 叩16

｜素子凋牌繍（区借り

宜l24宮l23宮l22明21田2日0019 叩180017 

置l32

包40

宜!31

宜E自

宜朋

宜目白

田29

司直1

田28

宜m

宮J27

宜J36

宜l26

宜J34

宜l25

畳間

《 外 字 》

罰画面盟 国 凋面・・－ I&!幅面ヘー盟 ひら全角

．．．．．．．．． ． 
．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．．．．．．．．．． 

ー」 4

園・ di ... 目 印 字

《骨字 B
前直面置副次画面量冨臨 画面へー置

L._I I I I I 

反託

移 動
園長

消去

惨事照

変換
一 覧

室Jill聞除

．
 
．．
 ．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．． 
．．．．．．．．．．．． 
．．．．．．．．． 
．．．．．．．．．．．． 
．．．．．．．．．． 
．．．．．．．．．．．． 
．．．．．．．． 
．．．．．．．．．
．．
 

．．．．．．． 
．．．．．． 
．．．．．．．．．． ．
． 

④巴回目白キーで選択して、~
＋白 キーを押します。

選択しだ外字が呼び出されてパターンガ表

示されます。

ひら全角

反］※画面を変えるときは、［機能］＋白 まだは

］ ［機能］十回 キーを押します。

バh・「外字参照」は、表示用パターンと印字問パ
＼＇.）廿て』、J ターンの商万に行われます。

・パターンを編集中に呼び出し疋ときは、表

示申のパタ ンに重ね合わせられます。

7.パターンの変換

16×16ドットの表示用パターンを24×24ドットの臼字用パターンへ変換、あるいはその逆

に、日字用パターンを表示用パターンへ蛮換することができます。

．．．．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．． ・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．． 
－ ・・－・・．．．．．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．． ．．． ・・ ． ．．．．．．．．．．．． 

①白田キで、「変換」の項目を選択して、

~十回キーを押します。

巨ヨー圃圃
字》《 ヲト

ひら全角
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②「表示一＞印字」ま疋は「印字一＞表示Jを選

択して、~十回キーを押します。

「表示ー〉印字」を選択し疋とき

表示中の表示用パターンガ変換されて、 E日字
用パターンの画面に表示されます。

「E日宇一＞表示」を選択し疋とき

表示中の印字用パターンガ変換されて、表示

用パターンの画面に表示されます。

命・変換先に表示されているパターンは消去さ
、J れます。

8.パターンの登録・削除

作成し芝外字のパタ ンを、システムディスク？に登録します。ま芝、登録されている外

字を削除します。

｜紳 登録鵬〈区東テド） ［蛍掛字内容］

外字

・囚 囚 キーで「登録／削除」の項目を選択

し、~＋目キを押します。
宜ll1 宮m 宜ll3 宜XJ4 gn; 宜re . rnn . g:re 

表示用パターンの覧表が表示されます。

登録

登録の対象となるパターンは、画面石土に表

示されています。

①登録し定いコードへ力 ソルを移動して

~＋目キーを押すと、確認のメッ
セージガ表示されます。

登録します よろい、ですか（蓮司／直劃）？

②~十回キーを押すと登録されます。

③匡誼キを押すと、もとの画面へ戻り

ます。

di 回 囚 回 回

E圃 £010 £011 £012 £013 

9J17 明18 9J19 切2¥) 9J21 

宜J25 司五旧 笠宮T 宜E旧 00,i閉

宜l33 宜134 宜J35 宜E田 切37

≪ 升 E字冨》
細菌 〉畑面哩司編熟産直へ 軍

回 制

" £014 £015 £016 

宜l22 宜l23 宜!24

宜m !ml 宜l32

宜J38 宜E自 叩40

ひら全角
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外 字

同※登録を中立するときは、匡劃キーを押
』 出 します。

※画面を変えるときは［機能］＋凹 ま芝は

［機能］＋凹 キを押します。

外字として登録可能なコード（区点コード〉の範囲と文字数は次のとおりです。

9001～9094 94文字

9101～9194 94文字

9201～9294 94文字

9301～9394 94文字

9401～9494 94文字

（合計〉 470文字

削除

①削除するパターンのコードにカーソルを移

動してE重量キーを押します。

削除の対象となる表示用パターンと、印字

用パターンガ画面右上に表示され、確認の

メッセージガ表示されます。

削除します よろい、ですか（屋司／層圏）？

②匡2EJ＋白 キーを押すと削除されます。

③直司キーを押すと、もとの画面へ戻り

ます口
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2 .外字の一覧表示 ・印字
登録されている外字を表示、まだは印字します。

表示用外字一覧表示：表示用外字を表示します。

印字用外字一覧表示 ：臼字用外字を表示します。

印字用外字一覧印字： 印字用外字を臼字します。

①巴囚キーで「一覧」の項目を選択し、

~＋囚キーを押します。

②一覧表示、まだは一覧臼字を選択し、~
十回 キーを押します。

一覧表示の場合

表示されます。

呂※一覧表示で画面を変えるときは隙能］＋

囚ま疋は［機能〕＋巴キーを押します。

一覧回字の場合

・3至宝むキーまだは亘亙Eキーを

選択します。

·~十日キーを押すと、印字されま
す。

広）※印字を途中で停止するときは、軍重量D
<==<.J ーを押します。停iとし疋印字を再開する

ときは、匡三日＋白 キーを押L竺す。

そのまま臼字を比めるときは IESCI
キーを押します。

③直司キーを押すと、もとの画面に戻り

ます。

-巨三］
t外字目

｜表示用僻一覧表示（区伊げ「

軍旧l 宜Xl2 宜問 宜Xl4 笠岡E 宜E自
di: 図 回 回 回 回

宜正目 句10 OO!l 0012 切13 0014 

0011 田18 由19 釦20 宣!21 哩l22

宮J25 宜l26 宜Yll 宮l28 宜l29 宜E旧

司王百 宜l34 宜l35 宜l36 宜l3'I 宜E田

け邑
前画面 次画面盟国編車画面へ 置

L」

外字

ひら全角

宜m 軍閥

側 ,ft 

0015 田16

軍J23 宜!24

宜l31 宜E且

宜悶 ωω 

ひら圭角
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外 字

3 .外字の入力
登録し疋外字を入力するときは、次のようにします。

①~日＋ CM) キーを押します。

ウインドウに外字ガ表示されます。

②最初に表示され左ウインドつに入力しだい

外字がないときは、 l調キーを押すと、

ウインドウ内は次のページを表示します。

同※前のページを表示するときは匿国キ－

'==<! を押します。

※外字を入力しないときは、匡亘キーで

もとの画面に戻ります。

③外字の上の2桁の番号を入力します。

画面はもとに戻り、外字はカーソル位置に

入力されます。
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章第

通常の日本語文書の入力方法（和文モード）の他に、より見やすい欧文文書を作成する

ための欧文モードがあります。欧文j虫特の文字間隔、ま疋は行末処理が行われた、本

格的な欧文文書ガ作成できますので、英文タイプライターの代わりlこどんどんこの機

能を利用してください。

この章では、欧文モードについて、順に説明します。



欧文を作ります一一欧文モード

1 .欧文モード
欧文モードでは、 英数字・記号・外字を入力することができます。ま芝、フランス語、ド

イツ語、スペイン語に用いる文字も入力できます。

・欧文モードでは＼各文字間隔は約10字／インチで印字されます。

・欧文狙特の処理として、？っの単語が2つの行にわだるときなど入力途中の単語を次の

行に揺す行末処理（ワードラップ処理）や、各単語聞に適当なスペースをわりふり、行の

両端を揃えて印字する両端揃え印字（ジャスティファイ）などがあります。

このような機能によって、見やすい欧文文書を作成することができます。

ま芝、 7つの文書中に、和文モードと欧文モードの町方を使用し、和文と欧文の混じって

いる文書をより美しく仕上げることもできます。

ここでは、欧文モ ドの大きな特長である、行末処理と同端揃え印字について、和文・欧

文混合の文書作成のきまりについて説明します。

・行末処理

行末処理とl革、単語を入力している途中で行末にさしかかり、？っの単語ガ2行にわたっ

て入力されてしまうようなときに、入力途中の単語を自動的に次の行に移す処理をいいま

す。

疋とえば、？行字数ガ50字に設定されているときに、 49宇田から“field”と入力しだ場

合、そのままでは“fi"と冶Id＂とが 2行に分かれて入力されてしまいます。このような

とき、自動的に“fi”を決行に移し単語を途中で切れてしまわないようlこするのが、行末処

理です。

行末処理では、下記の記号やマークを ？つの単語の区切りとします。

7行中に下記の記号などが入力されている場合、その記号などの後の単語（文章〉に対して

行末処理を行うかどうかが判断されます。
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欧文を作ります一一欧文モード

・両端揃え印字

両端揃え印字とは、各行で入力されている文字の数ガ異なり行末が揃わないときに、各単

語聞に適当なスペースをわりふり、行の町蹴を揃えて臼字する機能です。

この間端揃え印字を実行するかしないかは、必要に応じて設定することができます。

（「2.欧文モードの設定」を参照〉

J' ai trouv岳 la d岳finition du Beau, de man Beau.C'est 

quelque 巴hose d’un peu vague, laissant carr l色re 主 la

conjecture. 

長｝※和文モードでいう均等割り｛寸けにあだる機
＝＝出 能です。

・和文と欧文の混在

書式設定により行単位で和文、欧文の混在ができます。

和文の文書に欧文を入れるとき

和文の文書を作成し疋後で、その途中に欧文を入れたい場合は、次のようにします。

①和文で文章を入力します。

②欧文を入れ芝い行にカーソルを移動します。

③書式設定で、「欧文」を選択し、欧文モードにします。

④欧文を入力します。

欧文の終りで目キーを押します。

ここで注意ガ必要なのは、このままだと欧文の後の和文が欧文の書式になってしまい、

文字サイズガ異なるだめレイ戸ウトガ不自然になります。その定め、もとの和文の書式

にするl必要があります。

⑤欧文に続く和文の行にカーソルを移動します。

⑤書式設定で「和文」を選択し、和文モードにします。

これで欧文の前の和文の書式ガ設定されます。

欧文の文書に和文を入れるとき

前記の和文を欧文、欧文を和文に置き換えて、同じ万法で書式設定してください。

・欧文モードでは、かなや漢字は入力できません。ま芝、区点入力（外字以外〉・ユ ザ一辞書・ルピ・

均等割付け ・口ゴ －部分登録の機能を使用することはできません。

・欧文モードを指定すると、その前の和文モードでの入力状態がひらがな、カタカナのときでも、自

動的に「欧文」の入力状態となります。

・半角にできない記号を除いて、記号は自動的に半角で入力されぎす。

・重量、直扇、匝画、圃キは、いずれも医ヨキとして機能します0

・外字入力・記号入力で入力されだ文字は、画面表示では半角で表示されます。

・キ一上の表示と画面表示、および印字され疋状態ガ異なる場合があります。

・罫線ガ入力されている文書で、利文と欧文ガ混在しているとき、縦罫線はつながりません。
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欧文を作ります一一欧文モード

2 .欧文モードの設定
①選択画面、まだは入力画面で、

亘主Dキを押します。

書式設定のウインドウガ表示されます。

入力画面から操作するときは、欧文モード

にし疋い行にカーソルを移動して

~キーを押します。

②囚 キーでカーソルを「和／欧選択」の項目

に移動します。

③日目キで明文」を選択します。

欧文モードでの書式の各項目ガ表示されま

す。

④各項目に力ソルを移動するには回目

キで行います。

⑤（ 〉内の設定は、数字により設定するもの

は数字を入力、数字以外は回目キで

選択します。

ー主D

量一一五一一－·~
主主（ B5圏 B4A3フリー 連続 ）

自il Clil入れ 横入れ 〉

左余白 _Lミミ＇） （日～13日ミリ）

如／欧選択 担玄 （和立 政支 ）

イf字数 一三旦字 (4～ 42字）

己責行ピッチ 7ミリ （日～16ミリ〉

文字情跨 一二1トッ ト（ 0～00ドット箆設のみ 〉

白I芹方向 質 （横書 縦書 ）

下線 ・銅掛 上（ 1-2-3 4__5_) 
LI ＊＊下段に設定項目が続きます

《 書式設定 》

カーソルて選批て下さい。 終了 覇中止 哩 ひら全角
①②③④＠＠ ⑦ ＠＠⑩  

I I I I H皇室1 1情書 ｜ I I 「一寸

日

回

日

用紙サイズ ム生 （B5A4B4 A3フリ一 連続 ）

用紙の向き !ii （縦入れ備入れ ）

左全白 12ミリ ( 0～130iリ）

匹歪盟 監（拍 車 ）
一行字数 日日字 (4～ 臼字偶数のみ ）

改行ピッチ 7ミ＇） （ ~16 ミリ）

下線 ・認掛 上一（ 1_23_4 5_)
! ! 琢＊下！~＜こ設定項目が続きます

《 害式設定 》
カソノレで選択して下古い。 終了 軍中止 置 ひら全角

の②③＠⑤＠⑦③＠ ⑩
I I I I i鍾量J ｜宿署 l I I I I 

重 ｛昌吉 ）

巴囚

日日

・和文モ ドの文書を欧文モ ドに変重すると、半角で、入力されている戸ルファベットは、 自動的に

欧文の文字に変重されます。

また、逆に欧文モードの文書を和文モ ドに変璽すると、欧文の文字は自動的に半角の戸ルフ戸ベ

ットに変重されます。

・和文と欧文を3!互に入力する場合、書式設定で和／欧選択を行うときに、ウインドウに表示される

他の書式の項目は、それぞれ和文E安定は欧文で直前に設定しだ内容が表示されます。
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欧文を作ります一一欧文モード

⑤各項目の設定ガ終了したら~十日
キーを押します。欧文モードガ設定されま

す。

設定項目について

~＋目

書式設定で＼「欧文」を選択すると、和文とは異なる欧文モードでの書式項目ガ表示されま

す。ここでは欧文モードでの設定頂目について説明します。 和文と欧文と共通の項目につ

いては、第3章の「書式設定」を参照してください。

T行字数

7行に入力できる文字数を設定レます。欧文の文字は、和文の文字より文字幅ガ狭いだめ、

和文よりも多くの文字を？ 行中に入刀できます。

7行字数は、各用紙サイズ（縦入れ〉ごとに初期値が設定されています。また、 4文字から

最大？行字数（用紙によって異なります〉までの範囲で設定できます。

・左余白・文字間隔を変更すると、設定できる最大7行字数が変わります。それぞれの設

定値を大きくするけ 行字数が減る〉と、什ラ字数は自動的に減少された最大値に設定さ

れます。ま芝、それぞれの設定値を小さくするけ行字数ガ増える〉と、行ラ字数は変更

されません。変更し疋いときは、設定し直してくだ、さい。

両端揃え印字（ジャスティファイ）

両端揃え日字を実行するかしないかを指定します。

両端揃え印字とは各行で入力されている文字数ガ異なり行末が揃わないときに、各単語聞

に適当なスペースをわりふり、行の間端を揃えて日字する機能です。

．両端揃え団字は、什守中にインデントマーワ（目〉・タブマ一つ（届〉がある場合、そのマークの後

の文章を対象に行われます。

・両端揃えED割、改行しだ（回 キーを入力しだ〕行では行われません。 【

・田端揃え印字を指定し定行に、 ED字停正コード（ ~ ） ・均等割り（寸けマーク（ 圏 〕 ・口ゴマーク（ 国 〉
がある時、それらはすべて半角のスペースとして印字され、機能は無期になります。

・均等割聞や口ゴ指定は、欧文モードでは入力できません。だだ、し、文書の移動・複写などにより、

欧文の文書中に入力される場合ガあります。

・両端j前え臼字される状態は、印字イメージ表示まだは実際の印字で確認してください0

・罫線ガ入力されている行では、両端揃え臼字は行わないでください。

罫線と文字ガズレることがあります。
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欧文を作ります 欧文モード

3.欧文文字の入力
欧文は、通常の入力と同様にキボ ドから英字を入力します。

特殊な記号（ウムラウト“A”の u・・”など〉をつけだ文字を入れる場合、

1 .特殊な記号を入力しだ後で文字を入れる万法デツドキ一入力

2.巻末の「欧文文字覧表」に記載の文字を入れる万法欧文入力

ガ、あります。

1.デ、ッドキー入力

①［機能］キーを押しながら固（ 〉、図

け、固（、〉、図。、固（つキーを

押すと、それぞれのキーの前側面に書かれ

ている記号が記憶されます。

②文字を入力します。

特殊な記号をつけだ文字が入力されます。

保）・5妥当しない文字を入力すると何も表示され
、， ません。

例

①［機能］キを押しながら図（づキーを押

します。

②次に固キーを押すと、画面に「色Jガ入刀

されます。

保）・和文モードでこの操作をすると、供ーの

...__, 前側面にある記号のみが入力されます。

ただし、「～」のみは入力できません。
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2.欧文入力

⑦入力画面で~キーを押しながら
⑧Eキーを押します。

ウインドウに20個の欧文文字が表示されま

す。

②最初に表示され疋ウインドウに入力しだい

文字がない場合は、宣言巴キーを押すと、ウ

インドウ内に次のページガ表示されます。

直園キーを押すと、 ウインドウ内は ？

ペジ前を表示します。

③文字の前の2桁の数字を入力します。文字

ガ入刀されて画面はもとの入力画面に戻り

ます。

文字を入力しないときは、~キーを
押すともとの入力画面に戻ります。

団 ※選んだ文字は学習され、次に欧文入力を行

うと候補の先頭に出ます。

欧文を作ります一一欧文モード

~＋~ 

且• • o I・・・ー・.I叫．－－－・...2C過．－－・・...＂冶...' .....柏
I 

全候補強：lffi候補頁番長
田 i 04も白

00 A 閲 ~ 10 
13 A 14 A 15 

!8C 19e 20 

てDI I 
< I I 
a I I 

A I 

4欧文人力≫ A4 匝芹 7ミ •） 横書下一 欧10 1頁 磁 34行残紙filfJ'芋
英数全角

．且． . ' ・・ー・・ 1他．．．，‘・ー・・・1冶．・・ .......幽．．I I • o o 1 4() 

唱

4人 力 E 叫 旺芹 7ミリ横書 下 欧10 1頁瑳 34』T 残約限獄芹

①＠③＠＠  
l骨録 l師出 U計融 ｜棺奮 l書式 ｜

英数全角
⑥⑦＠＠⑮  

ltl蕗 l!!Illl罫銀 l!Hhl消去l

※猷文文字は、通常の和文モードの状態でも

入力できます。

・欧文入力で入力できる文字については、巻末の「欧文文字一覧表」を参照してください。
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文書内で抽出・並べ替え・演算をする
一一抽出、分類、演算

.. ~斗日中島」土上主ι・・~ピ， e主~迫．・中ιι・dl
サ ケル名：軍J

口 氏名 中村昭恰J

章第

一覧表などを作成しているとき、必要な部分のみのデータを扱き出したり、 l慎I事を並

べ替えたり、計算結果を入力していく場合があります。

このよう！こ、データ類や、数値の表をよく入力される方に、特に便利な機能として、

油出、分類、演算があります。

入力しだデータに対して文字、叡値、記号などを指定して、扱き出し（抽出）、並べ替

え（分類）したり、合計を求めたり（演算）できます。また、演算では入力申に数値を計

算し、計算結果を入力することができます。



文書内で抽出・並べ替え・演算をするー一一抽出、分類、演算

1 .選び出す 抽出
抽出は、データ行単位で扱われます。たとえば、名簿などの場合、 7人に対しての氏名、

各自のコード、所属ガ3行にわだって入力されてい疋ら、その3行を？つのデータ単位と

考えて抽出を行うことができます。定だし、デーヲの単位となる行数は、すべて同じでな

いと抽出できません。

・抽出の条件には、抽出の対象として指定しだ項目と同一の項目（＝〉、指定項目でないも

の（学〉、指定数値以上（這〉、以下（豆〉、指定数値より大（＞〉、／j＼（く〉が指定できます。

1.抽出

⑦入力画面で、抽出を行う範囲を領域指定し

ます。

②⑧亘互至。キーを押します。

③⑧}B)キーを押します。

④1つのデータの単位となる行数を入力しま

す。（？～gg行〉

データの単位と単位の聞に空白行がある場

合、その行も含めて行数を指定します。

反］※まちがつだ数字を入れたときは、雇画キ
ー＝出 ーを押してください。

⑤匡2EJ＋白キーを押します。
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包 囲
［機能］＋［領域〕

温亘亙至。

.~ ......・ 1抽.........描．・・ ι畠...n ... ,; ... ;o 
サークル名簿J
[JI 氏名 判明白

氏名コード 450 I I J 
所属 掛値部U

J. 

氏名 億本功J

氏名コード 350 I 2J 
所属 テニス部J

氏名 山田和実J

氏名コード 250 I 3 J 

所属 サッカ一部J

(I由出・分頚 E M 沼字 7ミリ 横書 下一 和主 l頁磁 調 T 磁的19'ID字
ひら全角

①②③ ④ ⑤＠⑦⑤⑨⑩  
I I I 抽出 1分菊 ｜ ｜ 

~ 
< I由 出 ) A4 38字 7ミリ 備書 下一平日文 l頁 姥 お行 路約191U芹

げータ ト （最式Miまで設定可雀） ひら全角

~十回



文書内で抽出・並べ替え・演算をする 抽出、分類、演算

⑥力一ソルの次の行にスケールガ表示され、

抽出の対象項目を指定で、きる状態になりま

す。

⑦スケールの上のカーソルを囚 回 キーで、

抽出の対象頂自の行へ移動させます。

＠カーソルを目白キで動力し、抽出の

対象項目の前後（その項目をはさんで〉をそ

れぞれ直2キーを押して指定します。

@(22]キーを押した位置lこ「砂」ガ表示さ

れ、その聞の項目ガ抽出対象項目となりま

す。

日※操作を途中で中正するときは、~罰キ
＇＝出 ーを押してください。

⑪ ）」間にカーソルを戻して、 〈至。キーを

押します。

「砂Jの閏lこ「A」ガ表示されます。

⑪他の抽出対象項目を指定しだいときは、

同様にその項目を「砂」で‘はさみ、それぞれ

⑤、⑤キーを押します。

広J※抽出対象頂目は3つ（「A」「巴」「C」〉まで、指
』 =lJ 定できます。

※ 7つのデータガ複数行の場合、巴囚キ

ーでスケールを上下の行に移動し、各行で

拍出苅象項目を指定することガできます。

．ι.... L •• . l叫.....o.L . •... 2C辿......L…鴻・・・ t '・ ．．・柏
サークル名簿J

干 問 中 村 慨J

氏名コード 4501 1 J 
所属 産IJjJl.部」

回 目

.. l .. , L,  .1岨．・・」邑・・・I凶.....L . .• . Jll ...・・2ιι，＿，＿，＿，＿主9
＂ーヲペい名宵J・ ・同日 刊傾悟J

氏名勺ーγ ・1501 1 J・ 

附Loli 竜IJiJ>古川

回

国

. •. o.L, •. !OL.・.'' •• l 2C辿 • · ••· •L .•.• . ::J:弛......L ..岨
サークル名：曹J

同 問 中 村 隣J
氏名コー ド 4501 lJ 

1 ・ ・・・ t ・.~.・ 4 ・・・咽＇＇・ ・ ・・ 1 ・ ・・・ 6 ・ a ・ ・ ······· · ・ a ・ l
所属 >'Ii嘩部」

空〉

' ' £ ' ' •. ID.I ' ~＇ ' £ ' ' ' 2CJI. .・・ d ...泊＇.・・・ L .. 40 
サークル名清J

同 問 中村慨J
氏名コード 4501 lJ・ 

1 ・・・・1・・A恥 叫刷AA.'・'"'・'・'・'・''・ '・ ＇・・’，1.1.0.1 I o.1.1.1.I 

所属 貴IJi車部J

③〉

, , , £, •. •. IOI , II..，‘－－・宜池，, , ' I• · • ，羽1.... 1. .. 40 
守一？ル名耳J・・
口 氏名 中村傾悟J

氏名コード 4501 lJ 

I 所属 望随E引
・・・・・ ，, .BlllBB聞BEBE.• ，.・・・ 0 ・・・， Io  1 o o I・・・．，

氏名 福本功J
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文書内で抽出・並べ替え・演算をする一一抽出、分類、演算

⑫~十回キを押します。
抽出対象項目が設定され、抽出条件ガ設定

できる状態になります。

~十回

•• ＇し・・ l日L.Lo.L . .. . 、＇v ,;,oo.O . •.O . ，生と~c！」込山 °＂tl上ιJ
サーデル名曹J
口 氏名 中村明暗J

氏名コー ド 450 I I J・ ． 所居 間随宮山

＇＇・ I I I I J I雨量EERRBEER，，，， ，， ，，，，，，』 ・・・・l •• •• t 

J・ 抽出長件
数値／文字 記号記号 数値／文字

長件式l圃 A 
ぷ件E口 一一一 B 一一一一一一一

llヨ柊 'llli 鞍約l沼田字

むら全角
RGlR@o<J  

I., I孟｜く l取.2-'-'I I 

関係式 lかっ2
氏玉吉土下一一？50－了豆一一一J 一一一一

《 ！由出 》 叫 活字 7ミリ 情書 下ー 初立

λ力終了投入カーソル1害事h
①⑦① ④＠  

巳二］ I I I ~ I 

" .... ' 100.同.' .・・・却..........:ui ...， ‘＇ " 40 
サータル名著J

口 氏名 中村 ↑黙吉J
氏名コート 450 I lJ・ ． 所属 申随音似

.•. , •.. a)rnm陛rn•.. ' 目 a ・・ 1 ・1

J・ 抽出品件
数値〆文字 記号記号 数値／文字

長件式1:200001 _Aー

ー条件式2一一 一一一一一一一一一B-

関係式 1か コ2
氏名コーγ 25013 J・ 

≪ 1由 IU ≫ A4 主芹 7ミリ 衛書 「 干目立 1頁 苑 31行 残約1970:芹
入力l'U首、βーソル1努力 ひら全角

⑦③ ④ ⑤ 命 直「司自

--;;, l~lマ預言万一寸

⑬まず抽出対象項目「A」に対する条件を入力

します。

「A」lこ対する比較数値（整数部10ケタ・小数

第7位まで〉、まだは、文字（全角10字以内〉

を入力します。

「BJIこも同様に条件を入力します。

① だ

だ

の

ほ

＜

目

一ス一

て

頂

一
二
し

象

一件
一直

対

一ル一

し

出

下
J
Y

力

抽

は

入

、
す

き

て

と

ま

と

し

す

れ

だ

去

押

さ

し

消

を

示

力

で

一
表

入

一

キ

ガ

て

キ

〉

字

わ
副

主
一文

！；

！
・

ち
吊
目
い

一取
一値

ま

は

さ
f
l
L

数

※

※

 

呂

日

・4土と •J比ι・ ！.\:ILL.LL.,_,.. 20.I.・・・』.L . •.. . 3JL .• . • . oし・・4U
吟 守化名寄J

口 氏名 中村明悟J
H名コ ト 4501 lJ・ ． 所属 剣道部J

1 I 1 1 ・・， •• $ mBmB, • ，・・ E ・It 1 1 1 I ・・I I I I I I I I 

J 一一一一一一一一一ー抽出条件
故直／文字 記号記号 紋値／文字

条件式1 20000：三 A.

一l主件抱一一一一一一一一 B二

⑪日キーを押します。

カーソルは記号の位置に移動します。

記号（等号 ・不等号〉などをフ戸ンクション

キーを使って入力します。

関係式 lかっ 2
氏名コート 25013 J 

4抽出 》 A4 活字 7ミリ備書； T_f口文
入力誌7住、カ ソル1多量h

②③④＠  

l頁践 31!1 権約閉店芹

ひら全角
⑩ ~ 

~ 
§2 E主

く

＠ 
芋

① 
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文書内で抽出・並べ替え・演算をする 抽出、分類、演算

⑬残りの記号・比較数値ま疋は文字を入力し ｜ ／ 

ます。

関係式はファンクションキーを使って入力

します。

区1※他に描出項目ガ設定されているときは、

］ 囚 キーで＼力ソルを移し、それぞれの条

1牛を指定します。

⑬~十日キーを押します。
抽出ガ開始されます。

指定した抽出条件に該当する項目を舎むデ

ータガ、データ行単位で画面土に表示され

ます。

ガイダンスには処理内容が表示されます。

｝ ~÷J ※領域指定ガ？ 力所のときは、その行から文
士一 末までか抽出の対象になります。

※抱出対象項目ガ文字のときは、ガイダンス

に「マスク育無」と表示されます。

マスクとは、たとえば、抱出条件で「山」と

入力しだ場合lこ、「山口」や「山本」まで、拍出

の対象とするか、しないかを指定するだめ

のものです。

「育」で「山口」「山本」ガ抽出対象になります。

⑪再度~＋囚キーを押すと抽出ガ開
始され、匡冨キを押すともとの入力

状態に戻ります。

とと・..' '・ ...... 11¥i ..四...........却し．・』し．．刈 a・・ 1 L . •. •. 40 
吟←ヲル名，奇」

口 氏名 中村傾鱈J
氏名コード 4501 lJ 

I 所属 貴l随部J

I I I I I I I I I I ・盆BiJEEBEEEE8. • I •••• I ・・ ・・1 ・・ E ・E・・・・ E

J・ 抽 出 与 件

数値／立字 記号記号 数値／文字

長＃式1 20口口口 孟A孟 30000 
I耕式2 テニス部 ~ B !!! 

関係正 lカつ Z
氏名コード 2501 3 J 

4油出 》 叫 宝芹 7ミリ 衛書下 干目立 l頁 瑳 31行残約1宮町芹

入力終了輩、カーソバ錘h ひら全角
①＠③ ＠＠ ＠⑦③＠ ⑩ 

I,, I 亘 ｜ 〈 ｜殴iス羽 ｜ 

匡E 十回

l•·•·· · •.L .•.•. J抽 ......1.L ..・泊L .•.•. d •.•.•. 38£ • •. •. 1.L.・...40 
サークル名簿」． 氏名 和田謂J

氏名コード 2602JJ 

所属 テニス部u ・

氏名 片山，青隆J
氏名コード 22013J 

所属 テニス富山 ・・・・・・・ ・・・・

活
向叩

ひ

苑一τι
叩
胡
た’レ

残
＋ま

頁
れ

ー
さ

文
…
剛

和
件4
 

下
中

幡
市

J

J

 

巽
l

J

リ

暗

2
部

ミ

す

O
ス
7
ま

田

5
ニ

り

太

2
テ
停
と

主

もヘ

ド

叫

薗

コ

、
M
W

令
山

名
名
属
終
人

氏

氏

所

て出
に

抽
キ

《
概

保）・抽出町うと、抽出前の文書ガ自動的にパ

」 J ツワ戸ツプされます。

・抽出の対象となる範囲内に罫線境界が設定

されているとき、抽出はできません。

・￥、$、£、十、 ーで始まる数字は、数字と

して抽出されます。

．複数の対象項目を指定すると、その項目聞で論理演算（「論理積（かつ〉」、「論理和くまたは〉」〉を指定

し、その演算結果を抽出することができます。
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文書内で抽出・並べ替え・演算をする一一抽出、分類、演算

2.多重抽出

7つの抽出対象項目に対し、複数条件の設定をして抽出を行うことができます。これを、

「多重抽出」といいます。

多重拍出では、 7つの抽出対象頂自に対し3つ（「A_1,18_1,1C」〉の条件を設定することが

できます。

最初の操作は、「1.抽出」の①～⑬の操作と同

じです。

①抽出の対象項目を直2キーで区切り「A」 I [il] 
を入力します。

②同じ位置で再度タブを入力し、今度は「巳」

を入力します。

タフ、、の聞の表示Id:「A」から「8_11こ変わりま

すが、抽出条件の設定ときに、「A_1「8_12つ
の条件を設定することができます。

③条件設定後~十日キーを押すと、
「A」まだは「B」の条件に該当するデータを

抽出することができます。

｜旦※多重油出できる抱出項削つ討すo
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, '.I." I日.....d ... 2(辿 ........ 刈 ．・・ ι • ... ~o 
サークル＆胃J

同 時 中村慨J
氏名コード 4501 1 J・ 

I I I I 1 I 1 ・BB蹴 88中B,• ' • ' • ' ' ' ' ' • ' ' ' ' • · ＇ ・ 1 o1 , 1 1 I 

所属 開随部J

~＋白



文書内で抽出・並べ替え・演算をする一一抽出、分類、演算

2.並べ替える一一分類
ある条件によってデータを並べ、替えることを「分類」といいます。

分類も抽出と同様に、データ行単位で行われます。分類の条件lこは、昇JI贋・降順が指定で

きます。

・昇Jll買は、数値のときは小さいものから大きいものへ、文字のときはJISのコード順に

盟べ替えます。

・降順はこれと逆の順に並べ替えます。

①入力画面で分類を行う範囲を領域指定しま

す。

②⑨亘互至。キーを押します。

③②玄キーを押します。

④7つのデータ単位となる行数け～gg行以

内〉を入力します。

広げまちがつ疋数字を入れ疋ときは、雇画キ

』 己 J ーを押してください。

⑤~十回キーを押します。
力一ソルの次の行にスケールガ表示され、

分類の対象とする項目ガ指定できる状態に

なります。

⑤囚囚キーでスケール上のカーソルを分

類対象項目がある行へ移します。

固因
［機能］＋［領域］

温亘至言。

• II.. . •• .•. I叫．． ・・J・‘－－ ．坦.....ι．．．訓＂ ，.& .. .<O 

サークル名簿J

E・氏名 中哨慨」
氏名コード 4501 lJ 
所属 罫随部J

J. 

氏名 嶋本功J・

氏名コード 3501 2J 
所属 テニス部J

氏名 山田和夫J

氏名コード 25013 
所属 サッカ一部」

4抽出 ・分類》 叫 努字 7（リ 横書 下一和文 l頁磁矧7残約ぼ班芹
ひら全角

①＠③＠＠＠＠＠⑨⑩  
I I II由出 1合羽 l I 

③望む

《分 l~ ≫ 叫 主浮 7ミ •J 横書下一和文 l頁様 犯行残約間切字
lデータ !Iii（最大矧Tまで設定可能〕 ひら全角

寸一一「ー「ー「 「一丁一一「ー「ー下一寸

~＋囚

•. ~ ............... 10&.. ....・ L • • 20&.. ....... L . ・・~坦ιιι－＇－＇と主ι上斗」日
サ クル名：軍」

盲 氏名 中村開喜J
. 5 ... ' .... ' .... ' .... ' .... ' .目目・， o o o 1 I・・・...

氏名，.ド 4501 IJ・ .. . 

所底 童l随部J

回目
243 



文書内で抽出・並べ替え・演算をする一一抽出、分類、演算

⑦ 回 目キーでカーソルを移動し、分類対

象項目の前後（その項目をはさむ〉で喧2
キーを押します。

区］※［機能］キーを押しながら巴巴キーを押

＝ー すと、カーソルを行頭・行末に動かすこと

ができます。

⑤「砂」間lこカーソルを戻して、〈⑤キーを

押します。「砂」の間lこ「A」が表示されます。

同※他の分類項目を指定し疋いときは、同様lこ
/dJ 項目を「惨」ではさみ国 ～回キーを押

します。分類対象項目は6つ（「A」～「F」〉

まで指定できます。

※複数の対象項目を指定すると、その項目閏

の優先順位は次のとおりです。

分類優先順位A＞巳＞C>D>E>F

※？つのデータガ複舶のときは、回 目

キーでスケ ルを上下の行に移動し、邑行

で分類対象項目を指定することガできます。

⑨~＋白キーを押します。
分類対象項目ガ設定され、分類の条件を設

定できる状態になります。

⑩ 巴 臼でカーソルを移動し、「A」1こ対す

る分類条件を設定します。

［：；） ※他に分類対象項目ガ設定されているときは、

］ カーソルを囚キーで穆勤し、 条件を設定

します。
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回 目 匡2

•. •. .1.. . •. •. 1叫・ー・・， .1.. . • L.20.1.. . • • •. .1.. . •. •. n ......... .1.. . •.• . 40 
サークル右；劇

円 氏名 中村慢惜J． 氏名コー ド 450 l l J・ 

;:-, •• ' •..• ＇・・仇．，．．・ah ・・・・ s・・・・ Io o 1 •Io 1 1,  I 

所属 事随E削

亡E
・・・・， L .. 1日......~ ... 21辿........n.・ー.d ... 40 
サークル名！軍J

~ 問 中村僻J
氏名コード 4501 lJ・ 

0.1 I I Io  I I I I I 0酬刷酬F・・ I I'  I I I I I I O I I I I 0 I I o ・・ 4

所属 '1fi温部J

~十回

＇－＇－＇－土ムιι止＂－＇－＇－－＇」盛~」.h~－ .... JJ£. a ・・......・・刈 ..........・・4Li
伸一 句川レ昌耳J

~ 問 中村慨J
氏名コ ド 450 l 1 J・ 

目E ・1 o o I o I糊酬酬＇＂ '' ... ＇＇.・目・＇＇・・・ f・・・・ 4

Ff属 貴IJi!I富山
j・ 

氏名 僧本功J
氏名コード 3501 2J 
所属 テふス部J

J・ 

氏名 山田和夫J
氏名コード 2501 3 j 

4分婦 、》 叫沼字 7、リ 積書 下一干目立 1頁路 泥行 確約ぽ斌芹
長件設定後、実行キーを押して下さい 口ら全角

回 目



文書内で抽出・並べ替え・演算をする一一抽出、分類、演算

⑪~十回キーを押します。
分類が開始され、指定しだ分類条件で、デ

ータの並べ替えが行われます。

ガイダンスには処理の内容が表示されます。

⑫匡~キーを押してもとの入力状態に戻
します。

保）・分類の対象となる範囲内閣線境界ガ設定
、J されていると、分類はできません。

~十回

l .... 1.L, •. lD.I...・・ E.L . . .•. 2(辿・・・・・・・企....n ...・・ 1.L.•.•. 40 
サークル名薄J・・． 氏名 片山清隆J

氏名コード 2201 3J・ 
所属 テユス部J

氏名 山田 和夫」

氏名コード 25013J 
所属 サld，ヵー部J

氏名 太田晴美J・
氏名コード 2502 !J 
所属 テニス部J

《分 類別叫宝l'.'i' 7ミリ横書下一 和文 l頁蕗 3術協切望沼津
解除キーにて入力画面へもどります 分類件数は 7件です Dら全角

I I I I I I I I I I I I 

広］※操作を途中で中止するときは、匡亘キ
』出 ーを押します。

・￥、$、£、十、 で始まる数字は、数字として分類されます。

・分類を行うと、分類前の文書ガ自動的にパック戸ツプされます。

・タブ、あるいはインデントガ入力されている文書で分類を行うと、文書のレイ戸ウトガ崩れること

があります0

・領域指定ガ1力所のとき、その行から行末まで万分類の対象となります。

245 



文書内で抽出・並べ替え・演算をする一一抽出、分類、演算

3.計算する 演算
文書中に計算式の数値を入力し疋り、計算結果のみを入力することができるので、計算の

手間ガ省けます。

家計簿や、見積書なと、数値や計算項目ガ入つ定文書の作成に便利です。

演算の機能には、電卓、四則、縦計、横言十の4つの種類があります。演算の種類を4つの

中から選択し数字の表示条件を設定します。

1 .電卓 ・四則

a.数値の入力時に演算する

b.入力され定数値から計算する

（電卓のみ〉

．「電卓Jで、は、演算結果のみを画面に入力できます。画面上のカーソル位置を基準に整数

部と小数部とに分けて入力されます。

．「四則」で、は、計算式の数値および演算結果を、画面上に入力でき、計算表などに便利な

機能です。

画面上のタブ設定位置を基準に整数部と小数部に分けて、入力されます0

．「電卓」・「四則」は、入力時の数値についても演算を行うことができます。

加減乗除（＋－×÷〉、／一、%が使えますが、これらの演算記号は文書中には入力され

ません。

2.縦言十・横言十

すでに入力清みの数値に対して、縦ま疋は横方向の合計を言十算します。

•1.寅算結果を画面上のタブ設定位置を基準に整数部と小数部とに分けて入力します0
・合計算を求めるだけでよい場合はこの縦計・横言十を使う万ガ、簡単です。

•1.貰算は、かっこ「（〉」優先、加減「十」 「ー」よりも、乗除「×」「÷」を優先など、通常の計
算のきまりに基づいて行われます。

・マイナス待号で、「企」を選択しだときは、 画面表示と臼字では、多少形ガ異なります0

・計算する数字も、結果の数字も、ともに全角、半角で入力できます。

・演算記号の約束

使える演算記号…（ 〉、%、 J一、＝、＋、 、×、÷
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1.設定項目について

1 .演算種類

演算の種類を指定します。

電卓：数字を入力しながら、まだはすでに入力されている数字を利用して四則演賞を行

い、 結果だけを画面上に入力します。

四則．数字を入力しながら四則演賞を行い、計算式、結果を画面上に入力します。

横言十：すでに入力されている数字を利用して、横万向の合計を計算します。

縦言十：すでに入力されている数字を利用して、縦方向の合計を罰算します。

2.小数部桁数

小数部の桁数co～9）を指定します。

3.位取り

3桁ごとの位取り（表示〉を指定します。

4.マイナス符号

演算結果ガマイナスのとき、マイナスを表す記号（ーまだはA.）を指定します。

5.表示位置

入力しだ苛算式をどの位置に表示するかを指定します。

同 方：ガイダンス、ウインドウの百万に表示します。

ガイ夕、ンス ：ガイダンスに表示します。

ウインドウ：ウインドウに表示します。

な し：表示しません。

247 



文書内で抽出・並べ替え・演算をする一一抽出、分類、演算

2.電車・四則

a.数値の入力時に演算を行う

①区亙ヨキーなどで、あらかじめ罰聾式

の数字、または、演算結果を入力するため

の領域を任っておきます。

保）・演算結果を入力するだめの領域は、力一ソ

、J ル位置の右側に入力される小数部の桁獄を

考慮して空けておいてください。力 ソル

位置以降にスペースガ入力されていないプ

ロテクト領域のときや、十分な領域を空け

ていないときは、正しく入力されません。

（演算結果の／jI数部の数字ガ入力されませ

ん。〉

②「四則」を行う場合は、計算式の数字、漬聾

結果を入力する位置に、タブを設定しだ上

でスペースを空けておきます。

簡がブは、入力される数字、誌は演算結果

」 J の桁数を考慮して、十分な間隔で設定して

くだ、さい。間隔が不十分な場合、正しく入

力されないことがあります（だとえば、前の

タブ恒置に入力されている数字と重なるな

ど）。

③富里Dキーを押します。演算の条件ガ、ウ

インドウに表示されます。

④「演算種類」を「電卓」（ま疋は「四則」）Iこ、そ

の他の条件を必要に応じて設定し匡E
＋回キーを押します。
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文書内で抽出・並べ替え・演算をする一一抽出、分類、演算

⑤「四則Jのときは、最初！と数字を入力する位 I r 

・・ IO.. •. l!. •. 1 • •••• L .aJ. , ＇－•·• ・L・A・ . n ................. 40 

置（タブ設定位置〉にカーソルを移動します。

メ主j※カーソルをヲブ設定位置ヘ移動するときは、

］ ［機能］キーを押しながう回、日キを

押します。

⑤数字を入力します。

演算の条件で、設定し疋「表示位置」｜こ応じて、

入力し疋数字ガ表示されます。

同※まちがつ疋数字や演算記号を入力しだとき

］ は直言司キを押します。

定吉し、直置キでは、入力直後の演算

記号は修正できますガ、 'JR.の数字を入力す

ると、修正はできなくなります。

この場合、直言司キーを押して、入力し直し

てください。

⑦演算記号を入力します。

「四則」のときは、文書中のカーソル位置（タ

ブ設定位置〉に数字ガ入力されます。

呂※；了される数字は、半角でも入力ができま

※まちガっ疋演算記号を入力し疋ときの修正

は、重量司キーでできます。

バh・文書中のカーソルガ、タブ設定されている

ロ51 位置にないときは、カーソル位置に数字ガ

入力されます。

③続けて数字、演算記号を入力します。

⑨②キーを押すと、「表示位置Jに結果

ガ表示されます。

I・・・・・H ・・＆！gI・・・a・－－ 個姐・…・合計J・・・・
りんご I J・ 

liill里里図 画l重量圃圃

｜位取有小量桁盤s1 .... 

《 演 算 》 叫草津 7ミリ備書下一和文 1頁残矧T破約1軍紅芹
00 0ら全角

①②③＠＠＠⑦＠＠⑮  
I C I l I% If I ~ I 眼込制＋ I x I - I + I 

告〉

•·••• >>l ~ · · 
4演 買 》 叫蕊字 1 ~ リ横書下 和文 l頁路湖7磁約瓜則淳
OOx!O= =OCIJ Dら全角

①②③＠＠＠⑦＠＠⑩  
I ( I l I% If I= I 眼込剖 ＋ I x I I + I 
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⑪演算結果を入力しだい位置（ま疋はヲブ設

定位置〉に、力ソんを移動します。

⑪~＋白キーを押します。
力 ソル位置（まだはヲブ設定位置〉に、演

算結果ガ入力されます。

jメ＇！＇.J※先に入力しだ言十算式ガ、そのまま「表示位

'=='J 置」に表示されています。

続いて演算記号を入力すると、その演算結

果を利用して演算を行うことができます。

⑫歴副キーを押します。表示ガ消え、新疋に

演算を行う状態になります。

⑬演算を終了するときは、匡亘司キーを押

します。

反 ］※操作を途中で中正するときは、匡冨キ

ι==lJ を押してください。演算の条件を設定す

る状態となります。

⑪再度匡冨キーを押すと入力画面に戻り

ます。

b.入力され定数字から計算する（電卓のみ）

⑦数値ガ、ヲブまだは、スペースで区切られ

ているかを確認します。

②~キーを押し、「電卓」を選択して
匡羽十日 キーを押します。

③計算しだい数値（まだはその数値のヲブ設

定位置〉に力 ソルを移動します。
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3茎量D＠③盃Dキーを押します。

カーソル位置（タブ設定位置〉の数字ガ、演

算の条件で設定しだ「表示位置」lこ表示され

ます。

4，買
切

⑤
一三

＠一－

l ~'E· j ※カーソルをタブ設定位置へ移動するときは、
〕 ［機能］キを押しながら日目キーを押

します。

⑤演算記号を入力します。

同※誤つだ演算記号を入力しだときは置Eキ

ー＝ ーを押します。

定だし、直亘キーでは、入力直後の演算記

号は修正できますが、 'ff!_の数字を入力する

と修正はできなくなります。

この場合、極副キーを押して、入力し直し

てく疋さい。

置室量D⑥続けて、文書中の数値へ力 ソル移動をし、

3豆⑤キーを押し、演算記号の入力を

行います。

告〉⑦告〉キーを押して、結果を求めます。

「表示位置」lこ演算結果ガ表示されます。
4演 算 ≫ A4 38'芋 7ミリ 備書 下 車目立 1貰 確 3耳7磁約l寝矧芹
00Xl日＝ ＝旺E ひら全角

①②③ ＠ ＠＠⑦＠⑨⑩  
I c I〕 I% I£ I ~ I 盛込弘之よと」ー｜＋｜

－・.....10 •. • . ,,,,, L 20 •. •. r,.,,,,,. 3日.........40 ． 晶名目 畢｛週 値数II・・・・・合計J
りんご so 1 a I ;. ・・・--
オレンジ 125 8 

＠文書中の、演算結果を表示し疋い位置（まだ

はタブ設定位置）Iこカーソルを移動します。

~十日

－J
－－
 

J
一咽
口
店

＠~＋囚キーを押します。
力一ソル位置（ヲブ設定位置〉に演算結果ガ

入力されま’す。

7ミ •J 横書 下－ ！目立 Hi確 認行 躍的限班芹
＝旺目 ひら全角

＠＠＠＠⑩  
限込剖 ÷ Ix Iー I+ I 

《 演 算 》 叫努宇
田X10~ 

①＠③ ＠＠  
I ( l ) l % l J I = 
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メ.'f・J※計算式がそのまま「表示位置」lこ表示されて

ーー います。

続いて演賞記号を入力すると、その〉貰算結

果を利用して演算を行うことガできます。

※直冨キーを押すと表示ガ消え、新疋に演

算を行う状態になります。

⑪演算を終了するときは、~キーを押
します。

周※操作を途中で中正するときは~キ
τ ＝ ーを押してください。

演算の条件を設定する画面に戻ります。

⑪再度、~キーを押すと、入力画面に戻
ります。

・取り込む数値と数値のあいだ、は、スペース

まだはタブにより区切って入力されている

砂要があります。

・マイナス符号（一）｛寸きの数字を取り込むと

きId:、「ー」と数字はつながっていなければ

なりません。

※数字の取り込みは、タブ単位（設定されてい

るタブとタブの聞に入力されている数字を

7つの単位として〉で行われます。

※J一計算を行うときは、委史字を入力して

Gつキーを押します。

たとえば、店のときは固 Gっと

入力すると／才の値ガ入力されます。

※%計算を行うときは、 A×8%、ま疋はA

÷8%という形で入力します。結果は、 A

×8%でAの8%の値万、 A÷8%でAを

8%とするi直ガ入力されます。

※0)、笹川、 6重まで入力できます。

．疋とえば、桁揃えなどで入力し芝数字を利用する場合、タブ設定位置基準に整数部と小数部とに分

かれて入力されていますが、その数字には区切りがないだめ、 1つの数字として取り込まれます0

・演算結果を表示するとき、カーソル位置、まだは演算結果を表示するタブ設定位置以降ガ、スペー

スガ入力されていないプロテ7ト領域のときや、十分なスペースがないときは、演算結果の小数部

の数字は表示されません。
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3.縦計・横計

⑦入力画面で、文書中にあらかじめ演襲結果

を入力する定めの領域を区亙ヨキーで

作っておきます。

②~キーを押し、「縦言十店疋は「横
罰沈選択して~十回キーを押し
ます。

③縦言十（まだは横言十〉を行う文書中の数字（ま

疋はその数字ガ入力されているタブ設定位

置〉に力 ソルを移動して3豆 ⑤ キ ー

を押します。

カーソル位置（タブ設定位置〉の数字ガ、演

算の条件で、設定しだ「表示位置.Jiこ応じて表

示されます。

広；］※カーソルを、タブ設定位置へ移動するとき

］ は、［機能］キーを押しな出目、白キ

を押します。

※カーソルは~キーを押しだ後、「縦
言十」のときは次の行に、「績苛」のときは次の

タブ設定直置に自動的に移動しきす。

④文書中で、合計しだい数齢、3亙Dキ

ーを使って取り込みます。

⑤結果は、〈三うキ を押して求めるとよ表

示位置」（こ表示されます。

区歪三E

• 1仏 .1• • •• 1.20 •.• ri.. •.... 3日．．．．・I ＇＇＇＇ 拍

目 品名 目 恩(ii週 偏数面 合計」

りんご 80 10 OCXl J・ 

オレンジ 125 8 1，匹目 J・ ·•·· · · 
メロン 800 3 2.400 J・・・

J・ 

亮上高 I 

4挿 入》叫お字マミリ情書下一和文 1頁 残 Z折 残 約1彊ID$

①＠③④⑤  
｜菅録 1呼出目計略 l検宮｜書式 l

~~＋回

3室主D

ひら全角
⑥⑦＠⑨⑪  

｜百暦 Iilll!. 111錨 l移動 li肖圭｜

1 I • • • o 100 o‘－・－－・．．田..I¥ ..・・・・曲・・・・ a ・・ a ・刊
目 畠名目・単(ii画 個数面 合計J

りんご 80 1 0 匝E J・ 
オレンジ 125 8 l，庄阻 止巨皇室言紐計 ＝ーーー ・・---

メロン 800 3 2.4咽 J・｜伯蹄柵Ii盤aJ,. 

間 二： l ＇~ 
I i制

《 演 葺 》 叫 沼 字 7ミリ 織書下一和文 l頁践 3ltt91約ぽ瓶芹
旺旧＋瓜旧＋ ＝日間 ひら全角

①②③④⑤＠⑦＠＠⑪  
I c I l I % I £ I ~ I i臨時 十 Ix Iー下＋寸

3歪~

ヨ〉
4漬 葺 E 叫草津 7ミ＇） 横書下 和文 l頁 緒 29li桟約1宮獄洋
証D+!Clll+2妊D+ -4200 ひら全角

①②③④⑤⑥⑦＠＠⑪  
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＠文書中の演算結果を表示しだい位置、まだ

はタブ設定位置〉にカーソルを移動して、

~＋囚キーを押します。
カーソル位置（ヲブ設定位置〉に演算結果ガ

入力されます。

メモl※続いて演算記号を入力すると、前の演算結

・＝出 果を利用してさらに演算を行うことができ

ます。

※言十算式はそのまま「表示位置」lこ表示されて

います。厘副キーを押すと表示ガ消え、

新だに演算を行う状態になります。

⑦演算を終了するときは、~キーを押
します。

＠再度直豆司キーを押すと、入力画面に戻

ります。

~十日

ヒιιι』・ー・o o 100 o • o I o o £ o担・・・・........＂＂・・ a ・・ ・．．．科
目 畠名目 則甜 偶店主日 企計」

ゅんこ 80 l D 旺旧

オレンノ l 2':, 白 l匹目

'vン 800 J 2.400 

E宅t高 4.'.UJ 

日
。
罫

描

ーコ

辞
世

川
淵
。
日

l盲判 ~Jn 時約1美叫芹

-4：＇（）旧 ひら全角

＠＠唖

てこ二「ニコ

③ ・取り込む数値と数値のあいだは、あらかじ

めスペースま疋はタブにより区切って入力

されている/llil要ガあります。

反）※操作を途中で中正するときは、匡宣キ

'=  ーを押してください。

演算の条件を設定する画面になります。

・数字の取り込みは、タブ単位（設定されているタブとタブの間lこ入力されている数字をfつの単位と

して〕で行われます。

だとえば、ケタ揃えなどで入力した数字を利用するとき、タブ設定位置を基準に整数部と小数部と

に分かれて入力されていますが、その数字には区切りがない芝め、 Tつの数字として取り込まれま

す。

・演算結果を表示するとき、演算結果を表示するタブ設定位置以降ガ、スペースの入っているブロテ

ワト領域のときや、また十分なスペースガないときは、演算結果の小数部の数字ガ入力されないこ

とがあります。
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操作の手順を記憶させます
手続料幾能

ユ ザー辞害

タト 字

ハノタ7・；プ呼出

各種モー ト選択

学習

手続き

。コ互角
章第

操作の手JI康を登録しておき、文書入力時lこ呼び出して再現するのが手続き機能です。

文書作成中に出てくる同じ操作や複雑な操作を繰り返す必要がなく、簡単な操作です

ませることができるので、手聞を省き、効率の良い文書作成ができます。

手続き機能を上手に使いこ怠して、スピーディな文書作成に役立ててください。



操作の手順を記憶させます一一手続き機能

1 .手続きの登録・呼び出し
手続き機能を使うと、登録しておい疋キー操作の繰り返しゃ複雑な操作の手順を文書作成

中に呼び出して、その操作を再現することができぎす。この機能は、表作成やノートの罫

線のように何本もの線を引かなければならないとき、同じ操作を何度も繰り返さねばなら

ないときに便利です。

・手続き内容は、通常の文書のように文書ディスクへ登録し、呼び出すことができます。

・手続7個あだり、キータッチ数ガ500回（500タッチ〉まで、の操作を登録することがでhきま

す。 49個までの手続きを？枚の文書ディスクに畳録できます。

・ローマ字やかな、漢字、記号なども入力できますが、学習機能により手続き再現時に異

なる文字に変換されることもありますので、注意ガ必要です。

1.手続きの登録

登録し疋い一連の操作を始める前に、これから手続き機能を使うことを指定し、一連の操

作が終わっ疋後、登録します。

①入力画面で、［機能J＋~匿〉キーを
押します。

ガイダンス左端に〈手続き指定中残500｝と
登録できる操作の残りのタッチ数が表示さ

れ、手続き登録ガ開始されます。

②登録し疋い手続きを、通常の入力・変換万

法で実際に画面上で行います。

③手続き内容の入力ガすんだら、［機能］＋

~亙〉キーを押します。
ガイダンスの〈手続き指定中残〉ガ消えます。

反l※手続きを途中で中止するときは、［機能］＋

〕 l ⑧亙亙〉キーを押します。

④［機能J＋＠言。キーを押します。

⑤ガイ夕、ンスの指示に従い、ドライブ？に文

書ディスクをセットし、手続き登録番号（01
～49）をテンキーから入力します。
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固
［機能J+（＿塑塑三塁1J

4 入 力 B 眠気宇マミリ摘書下一和宜 1頁 磁お行残~＝芹
ひら全角

手続き指定中路500
l骨録｜岬出 IW柑 ！棺素 1書式 ｜ l旬潜 1nm1軍基且 II錨hi淵圭 l

固
［機能J＋~亙〉

固
［機能J＋~



®~＋白キーを押します。

周※途中で中止する場合は匡誼キーを押

＝ー します。

⑦文書ディスクに手続きが登録され、ガイダ

ンスガ指定前の状態に戻ります。

館内すでに手続きが登録されている番号では、
、J 登録できません。

2.手続きの呼び出し

操作の手順を記憶させます一一手続き機能

~＋目

指定し芝登録番号の手続きを呼び出して、自動的に再現します。

①入力画面で、手続きを呼び出す位置に力

ソルを移動します。

②［機能］十~キーを押します。

保）・ドライブTに呼び出し疋い手続きが登録さ

、J れだ文書ディスっか入っていないときは、

セットしてください。

③ガイダンスのカーソル位置に、呼び出し疋

い手続きの番号C01～49）を入力します。

④手続き登録し疋内容が、手JI慎どおり自動的

に再現されます。

保）・かな漢字変換、あるいは記号入力などの操

、J 作を手続き登録すると、学習機能（変換し

た語句が次回の第候補として表示される

機能〉により、操作を再現（手続き呼び出

し〉するときに正しい文字ガ入力されない

ことがありますので注意が必要です。

［島］十⑩

4入 力》 応お字 7ミり 償書 F f目立 l頁残沼行張主沼町日芹
ドライブlに文書ディスクをセットして下さい ひら全角

手続圭 叫出砂E
l総引岬出 IJ'fl田川安 l書式 l ｜切替 l潜 ll罫銀 ｜溺 hl蝿圭｜

広］※手続き呼び出し後、再現中の操作を途中で

〕 中比するときは＇~キーを押してく
ださい。

※手続き呼び出しで、再現される操作のタッチ

数も、パック戸ツプ機能（各種モードの設定

参照〉の対象となります。
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操作の手順を記憶させます 手続き機能

3.手続きの一時登録・呼び出し

一時登録とは、文書テ、イス'71こ登録しないで、一時的に一つだけの手続きを登録する万法

です。

a.手続きの一時登録をするには

⑦入力画面で、［機能］＋⑨宣亙〉キーを

押し、手続き指定をします。

②手続き内容を入力し、

［機能］十⑨宣亙〉キーを押します。こ

の時点で、手続きが自動的に一時登録され

ます。

保）・手続きの一時登録は、次に手続きの登録操

』 J 作を行うか、電源を切るまでは保持されま

す。

メモ※一時登録され左手続きも正式な登録をし疋

〕 手続きと同様に、 （ヨ璽⑤キーで呼び出

して操作を再現させることができます。

b.一時登録された手続きを呼び出すときは

①［機能］＋己画亘〉キーを押します。

②一時登録されている手続きの内容を自動的

に再現します。

ムモj※途中で手続きの登録を中i上し疋ときは、そ

= こまでの操作ガ一時登録されます。
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操作の手順を記憶させます一一手続き機能

2.手続きの停止と再開
手続きの停J上と再開は、手続きを再現している途中で入力や挿入をするのに便利な機能で

す。

あらかじめ、手続き中に停ltする位置を設定して登録しておきます。手続きを呼び出して

再現している途中で、一時停比させ、そこで、入力 ・挿入ガ行えます。

手続き再開で中断していだ手続きを続行させます。

・ほとんどの操作ガ同じで特定箇所だ、けの変重ガ必要な操作は、手続きの停l上と再開を使

って登録しておくと、手続き機能と変軍部分の操作だけですみ、効率的です0

・停止・再開は、手続き中に何度でも指定できます。だだ、し、手続き停止は？タッチとし

て扱われます。

1.手続きに停止・再開を組み入れる

①入力画面で［機能］十⑧宣亙〉キーを押

し、 手続き登録をする操作を開始します。
回

［機能］＋ （開始ゾ終了）

4 入 力 》 B535字 7ミリ備書下 平目立 l頁践 28行報以!OCOJ字

②手続きを停止しだいところで［機能］＋

~キーを押します。
手続きを再現するときには、この位置で手

続きが一時停正し疋状態になります。ガイ

夕、ンスの表示ガ〈手続き停上ヒ中〉に変わりま

す。

③通常の入力・変換操作ができますので、手

続き登録に加えだくない操作を行います。

④［機能J＋~キーを押して、手続き機
能に戻ります。

ガイダンスの表示が〈手続き指定中〉に戻り

ます。

⑤続けて手続き登録する操作をし、終われば

［機能］＋⑧盈亙〉キーを押します。

ひら全角
手続き指宜中指引E

l童話引岬出 IIス嶋崎索 l書式 ｜ ll)j普 1rrm 1開 II雑hi淵圭 l

固
［機能〕＋~

固
［機能J＋~

回
［機能］十~亙〉
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操作の手順を記憶させます一一手続き機能

⑤［機能〕＋Cfil!)キを押し、登録番号を

入力し~十回キーを押します。手
続きが登録されます。

回一一
〔機能J+l重望J

~十日

2.停止・再開を組み入れた手続きの呼び出し

①［機能J+@IDキーを押し、番号を入力

して登録した手続きを呼び出します。

②登録されている操作のうち、手続き停止ま

での操作ガ再現され、手続きが一時中断さ

れます。

ガイ夕、ンスの左端に手続きの停止を示す

「宮崎」ガ表示されます。

③通常どおり、文字などの入力を行います。

ガイヲ、、ンスは、挿入モードを表示していま

す。

iメ司※この時点で、手続き機能そのものを中.Ltし

〕 たいときはI機能J+.CfilDキーを押し

ます。

④手続きを再開しだい位置にカーソルを移動

し［機能〕＋ ~キーを押します。

固
［機能］＋湿：R

固
［機能〕十L里開J

．一部の箇所のみ変重ガ必要な操作は、手続きの（亭i上と再開を合わせて登録しておきます。
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だとえば、ある日物の自白の売上げ金額を計算する手続きを登録するとします。

この場合、畠物の単位は常に一定ですが、売上個数ガ日によって変わるだめ単純に「単価×｛固数＝」

と手続き登録しEのでは、自己の売上げ金額を言十算させることはできません。

そこで「単価×｛回数＝」を入力する際に、常に一定の「単価」から手続き操作を開始し、毎日変化する

「i固数」の前で手続き停止を設定しておきます。続いて再開、そして「＝」を入力して、以上の操作を

手続きに登録しておきます。

この手続きを呼び出すと「単価×」までか再現されます。その後、手続き停iとを設定し疋「1固数」の位

置で操作ガ一時中断します。 その日の売土げ個数を入力し、 手続きの再開を指定すると、そこから

操作ガ再開し、 その日の売よげ金額を求めることができます。



操作の手順を記憶させます一一手続き機能

手続きを組み合わせる
複数の手続きを組み合わせて、 7つの手続きに500タッチ以上の操作を登録することもでき

ます。

一つ一つ手続きを別々に作らなくても、登録し定複数個の手続きをまとめて一つの手続き

にすることで、複雑な手続きを作ることもできます。

手続き指定中に、登録されだ別の手続きを呼び出すことで、手続きを重ねていきます。組

み合わせ疋手続きの登録・呼び出し方法は、基本的な手続き操作と同じです。

①ドライブ？に組み合わせだい手続きが登録

されている文書ディスクをセットします。
図

［機能］＋⑧宣亙〉

②［機能］＋⑧盈亙〉キーを押して、手続

き登録を開始します。
4入 力》町お字 7ミ＇）憤書下 一 和文 l葺残 2!I行 湾紙獄刻字

③手続き指定中に［機能］＋⑮⑥キーを押

し、登録しておいだ手続きの番号を入力し

ます。

④いくつかの手続きを組み合わせだいときは、

③の操作を繰り返します。

ムミj※呼び出しを途中で中止するときは、

〕匡司キを押レ問。

※手続き登録の操作を途中で中L仁するときは

［機能J＋~亙〉キーを押します。

⑤手続き登録を終了させだいときは、［機能］

＋垣宣亙〉キを押します。

＠［機能］＋宣言。キーを押し、登録番号を

入力します。

⑦匡亙 ＋回 キーを押します。

呼び出しだ手続きが、 7つの手続きに組み

合さわれて登録されます。

同※登録を途中で中正するときは匡冨キ

'=<J を押します。入力画面にするには再度

直豆2キーを押します。

~ら全角
手続き指定中腰旺目

｜骨録 l呼出 Im附 ｜棺景｜書式 l ｜切替 IITml容貌 ｜移動 ！消圭｜

図
［機能J+(jlli) 

国
［機能J＋~亙〉

固
［機能〕十（登録）

~＋目
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操作の手順を記憶させます一一手続き機能

4. 手続きの管理をする
登録した手続きを活用するだめの特別機能です。

この機能には

1 .手続きコピー

2.手続き消去

3.手続き名変重

4.手続きリスト

5.手続き内容修正

6.手続き内容臼字

などガあります。

7～6の機能はすべて選択画面で特別機能を選択してから操作します。

①ドライブ？に、システムディスク？をセッ

トします。

②［機能］十［特別機能〕キーを押します。

③回目キーで、力一ソ）［，，を「手続き」のI頁目

に移動します。

④~＋白キーを押します。
手続きの特別機能ガ表示されます。
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回目

［機能］＋［特別機能］

巴囚

~十回

ファイル処理

ユーザー辞書

外字

パックアップ呼出

各種モード選択

学習
手8亮き
ラベル印字

分聖商l野喜

一日靖容7
データ夏換

《 手続き 》

カーソル杢If雇1して、実行キーを押して下きい

惨手続畠コピー（！ 件ずつ〉

手続きコピー（全部）

手続き消去

手読書名変更
手読書 ＇）スト日q:
手続圭内容修正

手続き内容印字

ひら全角



操作の手順を記憶させます一一手続き機能

1.手続きコピー

登録し疋手続きは別の文書ディスクにコピーすることができます。まだ同一文書ディスク

内にコピーして、同じ手続きをいくつも作ることができます。

この場合、刊牛ずつ、あるいはディスク内に登録されだ手続き全部をコピーすることがで

きます。

・一件ずつのコピーのとき

①特別機能の「手続き」の画面にします。

②「手続きコピー（一件ずつ）」を選択して

~＋囚キーを押します。

③ドライブ刊こ、コピー元の文書ディスクを

セットします。

④~十回キーを押します。
登録番号01～09までの手続きリストガ表示

されます。

反］※［機能］キー押しなガ5囚まだは回キー

」dJ を押すと、次（ま疋は前〉のリストガ表示さ

れます。

※登録番号をテンキーで入力すると、その手

続きを含むリストガ表示されます。

※リストの右の数字はキータッチ数です。

⑤カーソルをコピーする手続きの番号に移動

して、匡?EJ＋回キーを押します。

手続きコピーのウインドウガ表示されます。

⑤ドライブ21こコピー売文書ディスクをセツ

トします。

⑦コピー先の登録番号co1~49）をテンキーか

ら入力します。

同※途中で操作を中立するときは、~ヨキ
ーd ーを押します。

ひとつ前の画面に戻ります。

~十回

~＋囚

m
回
関

ω白
崎
山
明
抽
叩
凶

h

，
 

100 

コピー先＝ドライブ2
≪ コピー 》 番号・II 備考惨
カーソルを1珂Hして、実行キーを押して下さら、 ひら宝角

I I I I I I 

~十回

. ~ Fコピーー ）

目

00 

コピー先＝ドライブ2

《 コピー ≫ コピーヲEの立書ディスクをセットして
番号を入力後、知Tキーを押して下部、 ひら全角
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操作の手順を記憶させます一一手続き機能

＠~＋白キーを押すとコピーが行わ
れます。

コピーが終了すると〈コピ終〉と表示され

ます。

続けて、別の手続きをコピーするときは、

⑤⑦＠を繰り返し操作します。

同※同じ文書ディスク（ドライブりにコピーす一るときは、コピー先の番号入力の際1こ、巴

キ を押してコピー先を（ドライブ1)に変

重してください。

保）・すでに登録されているコピー先登録番号こ
、J は、コピーできません。

空き番号を入力し直してくだ、さい。

＠匿豆司キーを3回押すと選択画面に戻り

ます。

的・コピー元のディスクは、必ず書き込み如

、， の状態にしておいてく定さい。

・全部コピーのとき

①特別機能の「手続き」の画面にします。

②「手続きコピー（全部）Jを選択して

~＋目キーを押します。

③ドライブ刊こコピー元文書ディスク、ドラ

イブ2にコピー先文書ディスクをセットし

ます。

保）・コピー元のディスクは、問書き込み禁止

、〆 の状態にしておいてください。
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・コピ 先文書ディスクとして新しいディス

ウを使うときは、あらかじめ初期化してお

いてくだ、さい。

~十日

回目 ~＋日

ドライブ1 ドライプ2
lコ ~·－元文書ディスク！ ー←一一一→ ｜コ ピー先立書ディスク｜

《手続きコ ピー》

はじめ "' "' "' "' おわり

コピー元文害ディスクをドライブlに
コピー先文書ディスクをドライブ2に

セットして実行キ←を押して下さい

I I I I I I 

ひら全角



操作の手順を記憶させます一一手続き機能

④匿亙＋囚キーを押します。

コピーガ、終了すると〈コピー終〉と表示され

ます。

反］※途中で操作を中正するときは、直亘キ
主己 ーを押します。

一つ前の手続きウインドウに戻ります。

⑤匡亘キーを3回押すと、選択画面に戻

ります。

区］※全部コピーを行うと、コピー先の文書ディ

乍己 スクlこ登録されてい疋手続きはすべて消去

され、コピー元の手続きとなります。

~＋回

2.手続きの消去

登録してある手続きを一件ずつ消去します。

①特別機能の「手続き」の画面にします。

②「手続き消去」を選択して~＋白キ
を押します。

③ドライブ？に、消去する手続きの登録され

だ文書ディスクをセットします。

④~＋目キーを押します。
手続きリストガ表示されます。

ガイダンスは〈手続き消去〉に変わります。

回目 ~十日

~十回

自
由
閃
川
田
白
国
田
明
白
凶

l伺

《手続き消去 》番号’11 噛考砂
カーソルを1発却して、実行キーを押して干さい ひら全角

I I I I I I I ] ム___L」
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⑤力 ソルを、消去する手続きの番号に移動

します。

⑤~＋白キーを押しきす。
指定しだ手続きが消去されます。

r;;J※続けて別の手続きを消去できます。⑤⑤の

"=='-' 操作を繰り返してくだ、さい。

⑦匡亘司キーを3回押すと選択画面に戻り

ます。

区｝※途中で操作を中正するときは、匡司キ

"=  ーを押してください。

~＋日

3.手続き名変更

登録しだ手続きに備考をつけます。

①特別機能の「手続き」の画面にします。

②「手続き名変重」を選択して、匡豆El+
凹 キーを押します。

③ドライブ？に、文書ディスクをセットしま

す。

④~＋白キーを押します。
ガイダンスガ〈手続き名変更〉に変わり、手

続きリストガ表示されます。

⑤力 ソルを、備考をつける手続きに移動し

ます。
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回囚 ~十日

~＋白

mωω
ω箇
箇
加
問
団

ω

Ill 

《手続き名宝更》番号’ 11曲考・
カーソル巷1¥盛2して、実行キーを1甲して下さい ひら全角

I I I I f I I I I I I I 



操作の手順を記憶させます一一手続き機能

＠~十回キーを押します。
手続き名変更のウインドつが出ます。

⑦備考（全角文字10字以内）を入力します。

反 ］※文字を誤って入力し疋ときは、雇画キ－

L==1.J を押して入力し直します。

すでに入力されている備蓄も、同様に変重

できます。

※途中で操作を中止するときは、匡冨キ

ーを押してくだ、さい。

一つ前の画面に戻ります。

⑤~十回キーを押すと、 備考ガ入力
されます。

続けて手続き名変重ができます。

③手続き名変更が終了し疋う、匡誼キー

を3回押すと選択画面に戻ります。

~＋白

・01 匡三三三言手続き名変更

02 ｜番号 01
ω ｜曲者 罫線E
似＼
CE 
00 
(JI 

00 
ω 

t手続き名宝更B番号・01 備考・
曲者を入力し、 実行キーをI~して下さい ひら全角

~＋日

4.手続きリスト

登録しだ手続きのリストを印字します。

①特別機能の「手続き」の画面にします。

②「手続きリストJを選択して~＋回
キーを押します。

③ドライブ刊こ、文書ディスクをセットしま

す。

④~十回キーを押します。
ガイダンスガ〈リスト印字〉に変わり、 手続

きリストガ表示されて、印字を開始する状

態になります。

⑤プリンタに用紙をセットします。

回目 匡亙＋囚

~＋回

13:) 

13 

4リスト自主字 E番号・E 薗考・ 連続自主字歪
用紙をセット後、第 Tキーを伸して下古い ひら全角

①②③＠＠＠＠＠⑨⑩  
l糧事 i恒 EI I I I 
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操作の手順を記憶させます一一手続き機能

@(j亙Eキーまだは富亙玄キーを

選択します。

⑦~＋囚キーを押します。
手続きリストガ印字されます。

広7 ※途申で操作を中止する場合は、~キ
~ ーを押してください。

※ED字を途中で停止するときは、

~キーを押します。 駐しだ臼
字を再開するときは、[22EJ＋囚 キー

を押します。そのまま印字を正めるときは

匡罰キーを押します。

@ED字ガ終了したら、~キーを 3 回押
すと選択画面に戻ります。

重亙重DCi亙至D

匡亙＋回
y 手飽き リスト冗 詠

書。 傷害 タマチ敏

。I JH・ 130

01 13 

．ニ~ずつの印字のとき、印字中に用紙ガ送り出され疋ときは、新しい用紙をセットして序ヲN+
】Jキーを押してください。 その続きが印字されます。 」一一ー
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操作の手順を記憶させます一一手続き機能

5.手続き内容修正

登録し疋手続きのキー操作を画面」二に表示して修正します。

手続き内容修正には、削除・移動・複写・消去・合成・入力の操作があります。

①手続き特別機能の基本画面にします。

②「手続き内容修正」を選択して~十
回 キーを押します。

③ドライブ刊こ、文書ディスクをセットしま

す。

＠~＋回キーを押し開。
ガイダンスガ〈内容修正〉に変わり、手続き

リストガ表示されます。

⑤カーソルを内容修正し疋い手続きの番号に

穆動します。

保）・登録されていない手続き番号を選択すると、

、J 新しい手続き指定となります。

＠~＋囚キを押します。
手続きしだキ一操作ガ表示されます。ガイ

ダンスの右に操作の文字ガ表示されます。

同※スペースキ Id:「］」（全角〉、「u」（半角〉で

官 己 表示されます。

※書式設定の「縦書き」、「横書き」、罫線の「縦

罫」、「横罫」などの指定は、手続きの内容表

示で‘は「疋」、「よ」などの略語表示されるこ

とがあります。

⑦手続きの修正（削除・移動・複写・消去・合

成・入力〉を行います。

⑤手続きの修正ガ終了したら~＋囚
キーを押します

巴囚 ~＋目

~＋回

・01 罫縁
日2
的

04 
C6 
00 
明

日8
ω 

4崎修正 E雷雨11薗 秒 間

13'.) 

13 

カーソルをヰMhして、実行キーを押して下さい ひら半角

Eコ

陸軍
カーソル右

カーソル右

カーソル右

カーソル右

カーソル下

7 領土要指定

8 カーソル右

g カーソル右

10 カーソル右

11 カーソル右

{ 内容修正 》番号・01 薗考’
手続きの修正後、言司Tキーを押して下部、 ［］街全］ ひら半角

①②③＠⑤＠＠＠⑨⑪  
I I I I 11自断 1 I I II宛h！？璽写 i消圭｜

~十回
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広］※続けて修正し疋いときは、カーソルを内容

'===.) 修正する手続きの番号に移動しぼJフト｜＋

回キーを押します。 一一

⑨修正されだ手続きは、もとの登録番号で自

動的に重新登録されます。

⑩直司キーを3回押すと、選択画面に戻

ります。

保）・手続き内容修正も、キタッチ（キーを押す

』 J 回数〉は500回までです。

削除

｜挿入／恥肖lキ一、雇劃キーで、不要なキー

操作を削除します。

移動

①移動させだい部分を領域指定します。

②カーソルを移動売へ移動し、宣言Dキー

を押します。

③~十回キーを押します。
力一ソルの前に移動されます。

複写

①複写し疋い部分を領域指定します。

②カーソルを複写先へ移動し、冠雪キー

を押します。

③~十回キーを押します。
カーソルの前に複写されます。

消去

⑦消去し疋い部分を領域指定します。

②CM)キを押します。

③匡亙＋囚キーを押します。

領域指定し疋部分が消去されます。
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事録

Eソル右

カーソル右

カーソル右

カーソル右

件ソル下

7 E基指定

8 カソル右

9 カーゾル右

10 カーソル右

11 カーソル右

《 領土弱旨定 》番号~ 01 惜考砂

手続きの修正後、実行キーを押して下さい 日新生］ ひら半角

① ＠ ③＠＠⑥⑦ ＠＠ ⑮ 
I I I I ｜判続｜ I I I 1諸川裡茸 l消去｜



合成

①［機能］十＠亘Dキーを押します。

②呼び出す手続きの番号を入力します。

③~＋回キーを押します。
カーソルの前に呼び出されだ手続きが挿入

されます。

反］※途中で中止するときは、直罰キーを押
宮中 します。

入力

⑦［機能］＋⑧宣亙〉キーを押して、手続

き指定をします。ガイダンスの［操作］ガ

［入力］に変わります。

②キー操作ガカーソルの前に挿入されます。

保）・カーソルガ手続きの最後にあるときは、キ

、， 一操作ガ追加入力されます。

③もう一度、［機能］＋温盈亙〉キーを押

すと、入力状態が解除れます。

館内操作を途中で中止するときは、匡冨キ
...._,, を押しぎす。

まちがって匡盟キーを押し定後、

~＋回キを押すと、それ以前の
キー操作ガ消去されてしまいますので注意

してください。

同※［機能J+c=函亘〉キを押すと、キ

ヒ＝出 ガイダンスの表示の切り替えができます。

操作の手順を記憶させます一一手続き機能
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6.手続きの内容印字

登録し疋手続きのキー操作を日字できます。手続き内容のチェック用に印字しておくと便

利です。

①手続きの特別機能の基本画面にします。

②「手続き内容臼字」を選択して~十
回 キーを押します。

③ドライブ、？に、手続き登録しだ文書ディス

つをセットしぎす。

④~＋囚キーを押します。
手続きリストガ表示され、印字を開始する

状態になります。

⑤カーソルを印字する手続きに移動します。

同※操作を途中で中正するときは、~キ
'==lJ ーを押します。

⑤A4サイズの用紙を、縦入れにセットしま

す。

⑦富蚕室。キーまだld:(A亙望。キーを選

択します。

⑤~＋回キーを押します。
手続きの内容が印字されます。

⑨ED字が終了しだら、~キーを 3 回押
すと選択画面に戻ります。

回目 ~十回

~＋回

m
白
白
川
四
町
田
山
仰
団
関

．
 

l宜1
13 

4内容昨 B軒’E備 紗 臨時査
用紙をセット後、実行キーを押して下さい ひら全角

①＠＠＠⑤⑤＠＠＠＠  
1 ・目 ＇ ' Ill事lIHI I I I 

匡2EJ＋白

fほF I何脊 リスト

書引日2備削 キーター，チ和 13

" 3令ーソル下

3 h ソル下

. カーソル下

カ ゾル下

カーソル下

カ ソル下

カーソル下

9 h－ゾル下

10 .ーゾル下

II カーソル下

IZ カーソル下

13 カーソル下

．二!?Zずつの臼字のとき、印字申に用紙ガ送り出されたときは、新しい用紙をセットして5ヲドl+
】jキーを押してくEさい。 その続きが印字されます。 一一一
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5 .手続きに判断機能を入れる

手続きを実行中に、現在のカーソル位置の文字列あるいは数字を参照し、指定条件に従っ

てそれ以降の手続きを変更する機能です。判断の種類は、＝、学、〉、〈、~、壬の 6種類が
指定できます。

・文字列

現在のカーソル位置を含めて、カーソル行以降の文字を対象とします。文字列の畏さは、

判断設定で指定しだ比較文字の長さとなります。

・数字

現在の力 ソル位置前後の数字（整数部10桁、小数部3桁〉を対象とします。カーソル

位置、あるいはカーソルの1文字前ガ数字、マイナス符号、小数点のときは、在方向に

さかのぼって判断の苅象とします。

マイナス待号ガカーソル位置か、カーソルよりきEにあるときは、そのマイナス待号から

が対象となります。

マイナス符号ガカーソルより右にあるときは、そのマイナス符号の7文字前までの数字

が対象となります。

・判断は、通常の入力画面・模索・移動・複写・穴うめ・罫線・抽出・分類・演賞で使用

できます0

・手続き判断をするには、まず判断場所を指定してから、判断条件を指定します。

1.判断位置を指定する

・手続き作成登録の操作中に［機能］＋③函｜ 図
キーを押して、判断する位置を指定します。｜ ［機能J+（＿望u断I

呂 ※；つの判断は、手続き？肋チに相当しま
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2.手続き判断条件を設定する

①手続きの特別機能の基本画面にします。

②「手続き内容修正」を選択して~＋
回キーを押します。

③ドライブ？に文書テ、ィスクをセットし、

~＋白キーを押します。

④判断設定し疋い手続きの番号をカーソルで

選択し匡盟十回キーを押し、キー操

作を表示させます。

⑤力一ソjしを「判断」の場所に移動し［機能］十

⑧ Eキーを押します。判断設定のウイ

ンドウガ表示されます。

⑤条件設定を巴 回キーで指定します。

「要」

手続き実行中（ディスプレイに再現〉、判断

の場所にき疋ときに、設定されだ条件と

鼓すれば、それ以降のキー操作を変重し疋

いときに指定します。

「否」

手続き実行中（テ、ィスプレイに再現〉、判断

の場所にきだときに、それ以降のキー操作

を、無条件に変重し疋いときに指定します。

⑦囚 キーでカーソルを、次の戸ンダーライ

ンの項目に移動します。

274 

匡芝日十日

~＋日

陰里
カーソル右

カーソル右

カーソル右

カーゾル右

6 カーソル右

7 カーソル右

8 カーソル右

9 カーソル右

10 カーゾル右

II カーソル下

《 内容信正 B番号’02 曲者砂
手続きの修正憧、芙行キーを押して下さい ［！量作］ ひら全角

①②③④⑤＠⑦＠⑨⑩  

｜ ｜ ｜ ｜ ｜朝断 ｜ I I llml哩宣言 l泊圭｜

回
［機能］＋⑧配

「要」

印 と

61 
62 カタカナ変換

回 無変換

64 センタリング

防 毒 町内ン判

図 面

制 自

85 し I oo;iタッ旭川知子しけ
86 ;. 
『7 め

「否」

E由と

61 
62 カタカナ宜換

回 無変換

64 センタリング

筋 量fi（ンャン

83 i 
側 面

筋 L 1鐙タッチ目的実行します
86 ょ

87 め



操作の手順を記憶させます一一手続き機能

＠判断の対象となる文字種を指定します。

J~'f="l ※文字到
'==<.J 判断の対象となるカーソル位置のデータを、

文字列として比較します。

数値列

判断の対象となるカーソル位置のデータを、

数値引として比較します。

⑨カーソルを、次の項目に移動します。

⑪判断の種類を指定します。

二、学、〉、〈、量、三三の6種類ガ指定できま

す。

⑪比較文字（数値〉を入力します。

同※文字到の場合は、比較文字到を、15字以内

ι~ で入力します。

r .JJ':..PI~ 」「R 芯どの記号も入力できま
す。

数値引の場合は、比較数値到を整数部10桁、
小数部3桁の範囲で入力します。マイナス

符号も入力できます。

⑫条件が一致しだ場合に、次に何ヲッチめか

ら手続きを実行するかを指定します。

手続きリストで、操作内容の在側に表示さ

れている数字を入刀します。

保）・入力するタッチ番号には、あらかじめ操作

、J 内容が入力されていなければなりません。
・条件ガ一致した場合は、その手続きを終了
しだいときには、タッチ番号の入力の際に、

入力しだタッチ番号のところに操作内容ガ

ない場合は、ブザーが鳴ります。直亘キ

ーで番号を消去して入力し直してください。

~キーを押してください。

・タッチ番号は、指定されだ番号から実行するという設定で、その操作内容とは関係ありません。し

だがって、後退や一字抹消、挿入などで、操作の順番ガ変わっ疋り、そのタッチ番号に操作内容ガ

なくなつだときも、タッチ番号は変わりません。そのようなときは、判断条件設定でタッチ番号を

修正してください。

・タッチ番号ガまちがって設定されているとき（」二記のようなとき〉に手続きを実行すると、その場所

の判断は無効になります。
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言言ζ証亙互亙三ヨ
ファイル坦l里
ユーザー辞書

タト 字

パ ソ ）7 .，デ岬出

?.llモード選択

学習

手続き

ラヘル印字

分野日野書

包守み写7
・・テ→吟タ茸控

《 手続き 》
カーソルをf麺bして、五lJ斗ーを押して下さい

章第
。J互角

データ変換とは、「書院28.」で作成しだ文書のデータを、他のアプリケーションソフトや、

日本語ワードプロセッサ“書院”のWD-600シリーズでも使用できるように、データ

の形式を書き直すことです。または、他のソフトなどて柿作成したデータを「書院加で

使用できるように書きEすことです。

データ変換を行うことにより、文書ディスクのデータを、 BASICプログラムや、 MS

-DOSの各種アプリケーションソフトに利用することができ、また逆｜こBASICプロ

グラムやアプリケーションソフトのデータを「書院28」で‘利用することもできます。



データを変換する データ蛮換

1 .データ変換について
データ変換機能では、決の変換が行えます。

戸スキー形式Jjフィル

「書院ぉ」

文書デタ

ー一一ー｜データ

4一一ー｜ WD-600 
文書デタ

「書院28」で作成し疋文書データは、データ変換を行うことにより、他の戸プリケーション

ソフト、 WD-600シリーズで使用可能となります。きだ逆も可能です。

WO 600シリーズ、とは、 W0-530/535、W0-590/595、W0-600/605、WO610/6旬、 WO
-630/6あのことです。（以下、これらをまとめてW0-600と表記します。〉

データ変換の基本画面

①選択画面で、［機能］＋［特別機能］キーを押

します。

②カーソルを、「データ変換」の頂目lこ移動し

て、匡豆巴＋囚キーを押します。

③データ変換についての説明ガ表示されます

ので、それに従ってディスクをセットして

ください。

④任意のキーを押すと、右のデータ変換の画

面になります。
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データを変換する一一データ変換

2 .アスキーファイルとの変換

「書院28」で、作成しだ文書のデータを、戸スキー形式のファイル（以下アスキ ファイルと略

しますJに変換することができます。

まだ、戸スキーファイルのデータをJ書院28」のデ ヲに変換することができます。データ

変換すると、文書のときと戸スキーフ戸イルのときで、文書の体裁が変わりますが、画面上

で修正することができます。

「書院28」で1乍つ疋文書やデータをフ。ログラム中で、使い疋いときや、他のソフトと合わせて

使い疋いときは、デ ヲ変換することにより使用できますので、わざわざ初めから入力し

直す手聞が省け、文書やデータの移行ガ容易に行えます。

．戸スキー形式のフ戸イルとは、 7文字1文字をそのままディスクに連続しだ形で書き込

む形式のフ戸イJレ（シーケンシャルフ戸イル〉です。

1.「書院28」→アスキーファイル

この変換で、Id:、「書院28_1文書テ、ィスワの一時登録文書を変換します。

蛮換する文書を、あらかじめ一時登録しておいてください。

①データ変換の基本画面にします。

②カーソルを、「戸スキーフ戸イjレ」の項目に

移動して、~＋回キを押します。

③力 、ノルを、「書院一時登録ファイル－＞戸

スキ フ戸イル」の項目に移動して、~日
十回キーを押します。

フ戸イル名を入力できる状態になります。

④「書院28」の文書ディスつをドライブ？に、

戸スキーフ戸イjしを登録するディスつをド

ライブ2にセットします。

⑤変換して作成する戸スキーファイルのファ

イル名を入力して、 回 キーを押します。

データ変換されます。

⑤システムテ、ィスク？とシステムディスク 2
をセットして~十回キーを押すと、
特別機能の画面に戻ります。

⑦匡罰キーを押して、選択画面に戻りま

す。

~＋白

~＋目

ルアル
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銭
円
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町
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院
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趨
置
マ
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〉
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パ

ル

勺
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ヲ
換
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変
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ハ
ハ
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加
古
汗
問

日

キ
ア
書
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2

ス

・
フ

輯

ァ

（注〉フョコイル名に漢字を入力することはできません。

日
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区）※操作を途中でやめるときは、匡宣キー

』＝日 を押します。（ただし、 フョフィル名の入力中

は中止できません。）

※ファイル名を入力するとき、ル トディレ

ワトリ以外のディレクトリにファイルを作

成する場合は、ルートからのパス名も記述

してください。

2.「書院28」←アスキーファイル

変換され芝データは、「書院28」文書ディスクに一時登録文書として書き込まれます。必要に

応じて、一時登録文書を通常の文書として登録し直してください。

①データ変換の基本画面にします。

②力ソルを、「戸スキフ戸イjレ」の項目に

移動して、~十回キーを押します。

③カーソルをJ戸スキーファイル ＞書院一

時登録フ戸イ） ~_JのI頁目に移動して、

匡ZEJ＋白 キを押します。

ファイル名を入力できる状態になります。

④「書院28」の文書ディスつをドライブ刊こ、

戸スキーフ戸イjレの登録されているディス

クをドライブ2にセットします。

⑤蛮換する戸スキーフ戸イルのファイル名を

入力して、 日 キーを押します。

デーヲ変換されます。

広司※ファイル名を入力するとき、ルートディレ

』 ='J クトリ以外のディレクトリにあるフコフィル

の場合は、ルートからのパス名も記述して

く芝さい。

⑤システムディスク？とシステムディスク 2
をセットして~十日キを押すと、
特別機能の画面に戻ります。

⑦匡 国キーを押して、選択画面に戻りま

す。

反］※操作を途中でやめるときは、 匡冨キー

』 dJ を押しぎす。（だ疋、し、ファイル名の入力中

は中正できません。）

280 

~＋回

~十回

書館28文書ヲァイルコンパータ

ル，A1 7
ル

ヴ
J
J
吋
I

ヨ本
F

何
回
ー
に

」
町
↑

詰
ス

書
ア

〉
〉ル，4

 

換
ル
ア

豆
イ
フ

レ
F

草

イ
フ
宣

7

－

名

フ
キ

一
ル

－
ス
松
勾
イ

キ
ア
書
ア

ス
・
フ

ア

〈注〉ファイル名に漢字を入力することはできません。

日



データを変換する一一データ変換

3 • WD-600文書との変換
「書院28」で、作成し疋文書のテ、ータを、 WD-600シリーズで使用可能なデータ形式に変換し

ます。ま芝、 WD-600シリーズで作成しだ文書を、「書院28」で、使用可能なデタ形式に変

換します。

1 .「書院28」→ WD-600文書

①アヲ変換の基本画面にします。

②力ソルを「W0-600」の項目に移動して、

~＋白キを押します。

③カーソルを、「書院一時登録フ戸イjレ－＞
WD600番号ファイル」の項目｜こ;f~動して、

~＋囚キーを押します。
文書番号を入力できる状態になります。

④「書院28」の文書ディスつをドライブ刊こ、

WO 600の文書ディスクCWD-600で初期

化しだもの〉をドライブ2にセットします。

匡亙＋回

~＋回

害按28文書77イルヲンパータ

WDfj_QOフ7 （ル変換

・署警ー哲語ぉ：＇.（，レ二三単語錯す：｛iル
文書番考

⑤WD-600文書ディスクlこ登録する文書番 ｜ 回
号を入力して、日キーを押します。

データ変換されます。

G\\)•WD-600文書ディスクにすでに同一の番
、J 号で登録されている場合はエラーとなりま

す。

⑤システムディスク？とシステムディスク 2
をセットして匡E 十回 キーを押すと、

特別機能の画面に戻ります。

⑦匡豆司キーを押して、選択画面に戻りま

す。

保）・変換される文書にヘッダ・フッタがある場
、J 合は、 エラーとなります。
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2.「書院28」← WD-600文書

①データ変換の基本画面にします。

②カーソルを、「WO600」の項目に移動して＼

~十日キーを押します。
匡E 十回

③カーソルを「W0600番号フ戸イル－＞書院

一時登録フ戸イJlノJの項目に移動して、

~＋囚キーを押します。
文書番号を入力できる状態になります。
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D
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④「書院28」の文書ディスクをドライブ？に、

WD-600の文書ディスつをドライブ2にセ

ットします。

⑤ 搬する WD-600文書の番号を入力して、 ｜ 回
ドパキーを押します。

データ変換されます。

保 ）・「書院28J（！）文書ディスクにすでに文書ガ一
、J 時登録されている場合は、 一時登録されて

いだ文書は消えます。

⑤システムテ、イスク？とシステムディスク 2

をセットして~＋白キーを押すと、
特別機能の画面に戻ります。

⑦直~キーを押して、選択画面に戻りま
す。

e WD-600シリズで登録し疋外字のコ ド「01」～「94」CWD-600/605は「32」）は、 「書院2a」の「9001～
「9094」（「9032」〉と対応します。
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4.登録文書の互換性
1. WD-600シリーズとの互換性

データ変換を行うことにより、文書データの相互利用ができます。

データ変換を行うとき、 WD-600文書ディスクは必ずWD-600で初期｛じしたものを使用し

てください。「書院28-1で初期化し疋ディスつを、 WD-600文書ディスクとして使用すること

はできません。

蛮換したWD-600シリース、の文書を「書院28Jで呼び出すとき

・外字は呼び出せません。

変換しだ「書院28」の文書をWD-600シリーズで呼び出すとき

• WD-590/595で使用する場合、欧文文字はスペースになります。

• WD-600/605で使用する場合、英文文字は半角の文字に、その他の欧文文字はスペース

になります0

・外字は呼び出せません。

2. WD-5000シリーズとの互換性

文書デタの相互利用ができます。

WD-5000シリーズの文書を「書院28」で呼び出すとき

・力Jレワ、グラフ、図形が含まれている場合は、エラーとなります0

・欧文モードでエリートピッチに設定され疋文書を「書院28」で呼び出して臼字した場合は、

パイ力ピッチで印字されます。

・外字は呼び出せません。

•A3 横入れの文書は、呼び出せません。
「書院28」の文書をW0-5000シリーズで呼び出すとき

．「書院28」の文書ディスクに登録されだ文書をWD-5000で使用することはできません。

あらかじめWD-5000文書ディスクCWD-5000シリ ズで初期化しだもの、まだはWDFO
RMATC次I頁参照〉で作成しだものを用意して、決のようにしてください。

①「書院28」で文書を作成、まだは登録してある文書を呼び出します。

②WD-5000文書ディスクをMZ2800のドライブにセットし、文書登録を行います。

③そのディスクをW0-5000シリーズにセットして使用します。

・外字は呼び出せません。
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WD-5000文書ディスクを作るには

「書院28」の文書テoィスっと、 WD-5000文書テ、ィスクにするディスつ（200タイプ〕を用意

してください。

次のようにして、 W0-5000で使用できる文書ディスクを作ることができます。

（「書院28」の文書ディスクに登録されている文書は、作成されるWD-5000文書ディスクに

コピーされます。〉

①選択画面で＠豆〉キ を押しますo "A＞＂ガ表示されます。

②システムディスク？をドライブTにセットして、WOFORMAT囚 と入力してください。

③画面の指示どおりに操作し、＂ A＞＂ガ表示され疋ら W0-5000文書ディスクの作成は終

了です。

〈途中で＂［ CRJキーを押してください北表示されだら囚 キーを押しますJ

・操作がわからなくなっ疋ら図＋固キーを押してから図キーを押し、②からやり直

してください。

※W0-5000シリーズとは、 WD-5000S/50000、W0-501OS/50100のことです。
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時刻・日付け

・時刻・日付け 時刻機能
現在の時刻や日巾けを画面に表示しだり、文書の中に入力したりできます。

1 .時刻・日付けを設定する

2.日付けを入力する

1.時刻・日付けを設定する

ご購入時には、時刻・目白けは設定されていません。ご使用の前に時刻・日町けを設定し

てくだ、さい。

一度設定すると、電源を切ってもコンビュータ内部で、記憶していますので、毎回設定する

~＼要はありません。

①選択画面で、〈極量⑤キーを押します。

キーを押し疋時点の目白けと時刻が表示さ

れます。

軍璽重［）

《 時却設 定 》 A4 4():f: 7ミリ 情書下一 和文

昭和E年也月旦日午前ill'＇＼担分 ひら全角

②まず巳｛寸けを設定します。 I I I I ｜午前 l l午皆 l I I I I 

昭和の年号（例： 62）をテンキーより 2桁で

入力します。入力するとカーソルは月に移

ります。

③7月から12月までの「月」を2桁で入力しま

す。

（疋とえば7月なら、01と入力します）

④次に「目」を同じようにして入力します。

（だとえば2日なら、02と入力します〉

⑤キーガイダンスのrnDまだは名言。

キーを押します。

＠時刻を設定します。「時」を2桁で入力しま

す。

（芝とえばO時なら00と入力します〉
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⑦次に「分」を入力します。

（疋とえばO分なら00と入力します〉

＠匡亙＋囚キーを押すと、入力し疋年

同日ガ設定され、入刀しだ時刻で時計ガス

タートします。

画面は＼選択画面に戻ります。

③・時刻設定中は、時計は回っています。

~＋日

・途中で操作明白るときは、［匡冨キを押します。

・操作中の訂正・変重は、変重し疋い年・月・日・時・分の数値にカーソルを穆し、テンキーで新し

い数値を入れます。

・設定しだ時刻と年同日は、コンビュータ本体内部に記憶されて自動的に重新されていきます。長期

間コンピュータ本体を使用しないと、時計ガ止まることがあります。この場合は再度時刻を設定し

てください。
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2.日付けを入力する

発信日などの目的けを入力するときに使うと便利な機能で、現在の日｛寸けを8種類のスタ

イルで、文書中に入力することができます。

①日｛寸けを入力する位置にカーソルを移動し

ます。

②③IDキーを押します。

ウインドウに8種類のスタイルで、日けけ

が表示されます。

③それぞれ、 7～8までの番号がついている

ので、テンキーでどれかを選びます。

選択しだスタイルのとおり、目的けが入力

され、画面は入力画面に戻ります。

ムミ※一度選択しだスタイルは、次に日間けを呼

~」 び出し疋とき、最初に表示されます。
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入力 三三三三三三

( 日付人7'~ A44CT字
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＠ 昭和六十二年四月一日

R:I cJ87＇手4月1日
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文字索引・コード表

・文字索引・コード表

文字索引・コード衰の使いかた

文字索引・コード表は、日本語ワードプロセッサ「書院28」で、読みのわからない漢

字やJI S第2水準文字を入力する際に活用していただくためのものです。

本コード表には、 JI S第1水準文字2,965字と第 2水準文字3,388字の漢字が、

部肯別（康類にうき）事典の214部に基づいた分野）に記載されています。

内容は、 JI S規格の部首の番号（1～ 214）、部首、漢字とその漢字の区点番号か

らなっています。漢字の上の「＊」は、 JI S第2水準の文字であることをあらわし

ます。また、（ ）内の文字は漢字の上の部首番号に記載されていることをあらわし

ます。

部首番号、＼ j 漢字

部首、三ム丁下

£ 76 90 28 

〆－JIS如水準文字

7下 〆部首番号

ゴ：：：（ヨ）
」区点番号

コード入力の方法で、入力したい漢字を部首により探し出し区点番号を入力（区

点入力）すると、その番号ーの漢字が画面上に入力されます。

コード入力については、第 5章の「10.コード、入力」を参照してください。

※コード表は、JI S C 6226 1983に準拠しています。

本コー ド表に記載の文字と画面上に表示される文字、あるいは実際に印字され

る文字とが異なるものがあります。
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文字索引・コード表

番号｜部首；名称｜変形；名称｜ 頁 番号｜部首；締｜変形繍｜ 頁

31口J：ぇ ・・ ・・・・・ 9

6 I 32土っち

QUAU 噌EA

1ーいh

2 I はヲ

3 、てん

4 ） の メグ〉グ3

5乙おっ L tt 

6 j I.I／」I！つ

6 I 33土日旬、、

6 I 34 欠 ~： ·t 句 ・ ・・ 10 

6 I 35失丸、ヲ→Mに合併 … ・・ ・ 10 

6 I 36タゆ7へ

画

大ni 
q
J
 

C
U
 

38女おんな

ハu
n

u

n

u

－－

1
i

1

A

1

i

1

ム

胃

i

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

．

．

．

．

．

．

．

．
 

．

．

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．
．
．

．
 

・

・

・

目

・

・

・

・

・

・

・

・

目

・

・

・

．
．
．
．
．

．
．
．
 

．
．
．
．
．

．

．
．
．
 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．
 

．

．

．

．

．

 

．

．
．

．
．
．
．
．

．
 

．

．

．

．

．

．

．

 

・

・

・

目

・

・

・

・

・

．
．

．

．

．

．

．

．
 

．
．

．
．
．

．
．
．
．
 

・

・

・

・

・

・

・

目

．

．

．

．
．
．
．
．
 

．
．
．

．

．
．
．
 

．
．

．

．

．
．
．

．

．
 

．
．

．
．

．
．

．
 

．
．

．
．

．

．

．

．
 

．

．

．

．

．

．

．

．

．
 

．

．

．

．

．

．

．

．

．
 

．
．
．
．

．

．

．
．
．
 

．
．
．
．
．

．
．
．

．
 

．
．
．
．
．

．
．

．
 

．

．

．

．

．

．

 
，
 

．
．
 

7二に 6 

6 

6 

7 

7 

8ムなへ，a’た

9 人 ひと
人やね

イにんべん

10 JLひとあし

1 1入、ゆ

12八はち

39子ニ

40 ,.._. ~.んむり

41寸すん

句

お

L
4
か
っ

，， 
1

‘
 

、、、L 
H
C
 、L 

’
旬

、
ー

ノny
－
 

a
a
T
 

7 I 44 F しかばね

43允まげあし

13口付え

14 ~ムむリ

7 I 45中 てつ ……………………… 11 

7 I 46山やま ……・・…・・…...・ H ・....11 

15 { にすい

16凡 つ〈え

... 7 I 47 ((( ；，~り川 3主はん ・ … ・・・… 12 

17 u 7けばニ

7 ~ 48工たくみ ・……－－－－－－－－一－－－ …・・・ 12

.. 12 s I 49己 おのれ

18 万 カたな~ ＇；；~＇＇［ っ ・ ・ 8 

19 力 M ・ら …...・ H ・.....・ H ・H ・H ・－－ 8 

20勺 －；：，；17 ( ・ ・ ・ 8 

21ι5じの ・・・ ・・ 8 

22仁良之 － － ・－－ 8 

23亡；：H→拡合併 ・・ ・・ ・… 8 

。6
0

6

n

6

0

百

円
】

lt
 

？

の

リ

だ

ゆ

く

し

く

ん

じ

ば

と

中

つ

が

十

卜

P

「

a

’
R
U
C
O

司

i

η
4
q
f
M
n
L

の
4

28ムむ …・・…・…・…－一一. 9 

29又また 7 ま ・・・・・・…・・・・－－－…－－－－－－－ 9 

一 画

30口 くち ・・・・・…・・・・・・・・…－－－－－－ 9 
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50巾 I.Iば ・H ・H ・－－－－…・・…… 12

51 干 はす …・・・・… ・・・・・・・－－ 12 

52 乙~：cら ・・・..12 

53 I まだれ …・・ー一一・・・・・ー…・・ー・ー. 12 

54 ｝＿，~7-; ......… 12 

55汁此ゆっ ... ..... 12 

56て はえ ・ … 12 

57弓ゆみ …・・ ………・ ……・ 12

58 lL ~~· 句 Z ょ 一 ・ ・… 12 

59多ミトj … … 13 

60ヰuミん － … 13 

刃→ 18………・…－－－… .8 

十→ 61 .... . . ..........… 13 

宇 → 64 ... －－……・・・・・・ … 14 



文字索引・コード表

島肌
H

一

中
古

一

一
彩
M

一

一
郡
久
一

一称

一

一
中
有

一

孟
自

一

一部

一

ロす

一

畢
世
間
一

頁

→ 85 .…....・H ・H ・H ・....・ H ・・ 17 I 87爪 つめパ、のつ

頁 番号｜部首；名称｜変形；名称｜

→ 90・…口H ・H ・...・ H ・H ・H ・・・18 I 88父ちち

~ → 94 …・・ －……・・・……… 19 I 89 交 的酌

特 → 140 ・ ・ ・・・24I go封 1とγ

」→ 162・・ H ・H ・－－－…...・H ・－－－ z7 I 91片 かた

~ → 163 ・・・・…・・…・・・－－－－ .. 27 I 92 牙 きば

四 画 93牛 ヴし

.. 18 

・18

18 

・18

18 

19 

.. 19 

61 心 ここ ゐ ·~1:' ~ ~ f i,, ....... ・ ・・ 13 I 94犬 いぬ 4史上向 .. ... .......... 19 
べん I 

62文目？ －－… ・・ ・・・ ・・・ 13 I 王 → 96 ・・・ 19 

63戸 fびらの 戸 .. 13 官

I

q
J

内
ノ
“

ηノ
ー－

q
a
p
D
 

’i
n

4

 

‘，E
・・

E
A

↓

↓
 

宇

半

ノ

65支 じゅヲまた

64手て 宇 てへん ・・・ …・・…・・・・ …－ 14 

14 
内

Ln
4
 

n
h
v
 

画66 Jf.とまた文 のぷん ・・・… …… ・…・…・14I 五

67文 」ん ・・・ •• I !15玄

68斗と ます

69斤さん

70方 はヲ

71 元 ~T－~充

72 日 にち

.. 19 

14 I 96玉 たま fたまへん ・・ー…… ・・・……・・・ 19

・・ 14 I 97瓜 H

・15I 98瓦 か土ら

・15I 99甘あまい

・ ・ 15 I 100生 うまれる

73日ひらぴ →72に合併 ・……・・…・…… ー 15I 101用 もちいる

75木き

74月 っき ・・・・・・・…・…・……・…・ 15I 102回 た

・ 15 I 103疋 ひき Eひきへん ・…－－…－－一・・…・・・… 20

76欠かける

77止 と酌る

78 7 いちた

79交るまた

80母 けれ母はは

81比 ；らべる

82毛け

83氏 っし

84汽 ＂＇ ~ · まえ

85水みす

86火 ひ

水 したみす
¥ きんすい

川、よってん

・・ 16 I 104 r おい

17 I 105尺 町 ら

ろ

の

わ

ら

の
こ

し

し

ひ

か

さ

酌

む

は

や

い

白

皮

皿

目

矛

矢

石

6

7

8

9

0

1

2

 

0

v

A

U

A

U

A

U

’i

’i

’i
 

1

1

1

1

1

1

1

 

7

7

7

7

7

7

7

 

1

1

1

1

1

1

1
 
17 

18 

113示 しめすキ 史ん

114内 i：の

nud

nud

n日

q
u

Q
U

H

3

1

1

1

1

1

1

 

.. 20 

・20

20 

・20

.. 20 

・20

20 

・20

.. 20 

・21

・21
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文字索引・コード表

阿部首瓦防九州 頁

115禾 のさ

116穴 あ主

117立 たつ

番号｜部首；閥医長名称｜ 頁

144行 き’4ヲ …………...・ H ・－－… 25

145衣 ころもすニろも …・・…・… H ・H ・H ・H ・...25 
へ人

146同 商にし ・・・ ・・・・・田・・・・・・…・・…ー 25

水 → 85 ....... ・・…… …・・ー 17 

問→ 122.. ……....・ H ・－一… 22川47見 付

宇→ 145・……… … … 25 I 148角 つの

F七 画

F「
u
p
h
d

q
L

？“ 

．
 
．
 
．

．
 

．

．
 

．
．
 

．

．
 

．

．
 

．

．
 

．

．
 

．

．
 

．
．
 

．

．
 

．

．
 

．

．
 

．

．
 

．

．
 

且『．，、 同 I 149吉ニと I.I"言 ごんべん ・…… … ・・……… 25

118竹 たけ

119米こめ

120糸 いと

121缶ほとき

・ 21 I 1so谷 たに ……・・…. ..........26 

22 I 151豆 まめ ・・・・・・・ ・・…・・.. 26 

・22I 1s2不 いのニ

22 I 153 ~ むじt

po

no

p

o

p

o

 

？
“
？
ω

？
“
？
“
 

ょん

122問会f句 田市L句自 一…・… 22 I 154貝 カい

123羊 ひつじ

124 ~~ ~~はね

・22I 155 ;ff;、litr

125老おい 宇抗句 … …・・……...・ H ・－… 23I 1s1足 あL Eあしへん …・・……… ・… 26 

23 I 156走 はしる走そ ヲによ ワ ・・・…・・・…－－－ ・・ー・・・ 26

126而 しかして

127采 らいすき

128耳 ；，.；，.

129掌；r-.,
130肉 lこく ~7ニ三（井

131臣 しん

132自 みずから

133至いたる

134臼 うす Eヨ

135舌 した

136舛ます

137 舟 ~ . t,

138艮ニん

139色 、、ろ

140州 〈き 仲 か〈んきもリ

141 戸 ~.t ら

142虫 むし

143血 %

292一一

、

〉

ん

ゆ

J

1

・
6

，
こ

る

句

ん
つ

i

A

〈

か

し

た

L

」

身

車

辛

辰

走

n
R
u
n
w
d
n
H
V

’a
A

n

，u
 

p「
U
F
h
u
n
h
V

《

h
U

戸

h
u

唱

E
A

－－
A

T

A

1

A

1

A

q
J

『
u

q

J

q

J

q

d

つμ

？
“
つ
ω

ワ
ω

つ白

7
a

ヴ
t

マ
t

ヴ
4

7

・

η
L
n
L

円

L

n

L

内

4

．

．

．
．
 

．

．

．

．
 

．
．
．

．
．
 

．
．
．

．

．
 

－

－

－

－

－

 

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．
．
 

．
 ，
 

．

．

．
 

．
．

．
．
 

回

目

・

・

・

・

．
．
．

．

．
 

．
．
．

．

．
 

－

－

－

－

－
 

．
．
．

．
 

．

．
．
．
 

．
．

．

．
 

．
．
．

．
 

．

．

．
．
．
 

．

．

．
．
．
 

．

．

．
．
．
 

．

．

．

．

 

．

．

．

 

・

・

・

・

23 I 163 邑 むら 円 おおざと 回目・・・・・・・・・・・・・… －－ .. 27 

23 I 164酉%1，；の 0

0

0

6

 

。

〆

“

内

／

】23 I 165釆 のごめ

・23I 166里 きと … … …－ －……・・…・ 28

23 I 臣 → 131 ・・・・・… …－－－－－－－－－－－－－ 23 

・23 日 → 134 ・・・・目・・・・…・・・・・・・・・υ ・・・23 

23 麦→ 199……・ …－－ ……… 31

マt

、
J

ノ
an
－

A
 

q／ム
】

06

nx
u

n

x
u

o

百

円

日

ワ
ム

ワ

臼

？
u

q

乙

少

】

両

一
一

ね

か

ん

A

M

f

e

d

b

 

金

長

門

7

e

o

E

A

u

d

 

c

o

p

o

p

o

 

l

l

－
 

－
 

d
斗

A

4

4
＆

Fh
u

q
ru

nノ
』

ηノ臼

25 

25 

170 阜？の ~ 16~ 1~ふ

171裳以＂J



文字索引・コード表

番号｜部首日両河｜ 頁

172佐ふるとり

173雨あ的

174青青あお

175非あらず

頁 品肌
H

一

命
令
一

一形V

一

一変

一

一
称
一

一
取
合
一

世
自
一

却
剛
一

口
す
一

丞同

一
・ 29 I 200廠麻あき ・…一 ……………… 31

・29I 黄→ 201……・…………… 31

・29I 黒→ 203...…－…－…..... 31 

29 

主→ 184…・…・…・ ・…－ 30 I 201黄賞きいろ

斉→ 210・…・ …・・… ・…・32 I 202黍きび

4

・A
唱

E
A

－－

n

J

q

J

q

J

 

－

目．

．
 

．
．

．
 

．

．

．
 

．
．
．
 

．
．
．
 

．
．

．
 

．

．

．
 

．
 

．
．
 ．
 

．

．
 

画

一…

…
…

一

－

－

－

一

－

－

一

－

－

一

－

－

一一一
十一

九 画 203黒黒 くろ

176面的ん

177 革~：~町

178 掌；；~L

179並にら

180音おと

181頁おおがい

182風かぜ

183飛と山

184食しょく自 しょ〈
自 へん

185首〈び

186香においニヲ

十

187馬 ヲま

188骨はね

189高たかい

190 f~ ~：t ら

191「＇J；，；え
192 l包ちょっ

193高かく

194鬼おに

十

195魚 1お

196鳥とり

197歯ろ

198鹿しか

199奏麦むぎ

・ 29 I 204背 dつ ・……ー……… H ・H ・ 31

29 I 歯→ 211…・…………… …... 32 

・ 29 十 三 画

・・ 29 I 205電 べん

・・ 29 I 206鼎 1,.1;,.,_

・・ 29 I 207鼓 つづみ

・・ 29 I 208鼠ねすみ

－
A

3

I

η

L

ワム

勺

J

q

J

q

J

q

J

十四画

30四五 ω

ぃ 30I 210密斉が、

？
μ

円

L

q
J

勺

J

30 I 十五画

画 1 211歯歯は 32 

30 I 十六画

30 I 212育巨 りゅフ ・・・……－－… ・…・・・…・ 32

・…一30I 213亀か的

30同瓦ゃく

32 

十七画

.. 30 

・30

・ 30

1

J

1

A

－
1

－
A

1

i

 

引

訓

勺

J

q

d

q

J

勺

J

］

一…

…

ー32
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文字索引・コード表

与
2

七
言

並

2

永
一お
れ

＊
歪

g
E
2
 

丘
幻
一
日

丑
日

上
自

爾
器

撤

雨

的

犯

画
完

更
お
お

両
誌

百
お

再
語

丙

Z
不

2

＊

R
J
g
 

万
2

下
u
n

丁
お

ー
一
一
一
臣
点

丈 世 （7 48 51 63 71 78 92 96 兜 112113 126 128印刷 151印刷 173176 181 193 ¥ 

30 32 ＼二工干戸克子牙玉瓦石示市耳至丙豆不酉雨面頁両j

下不日正系 ~h凶器）／
l

、＼
ーロ』「

2
0

H
H
H「
内
ζ
nヲ

＊
山
即
日
崎
市
出

『

I
H
p
h
d
n
v

l
寸
4
1
1
ミ
d

守

r

＊
小
お

｛
ー
一
区
名

、、sa，ノ
印
、『し

印斗
問
、

L

Q
ソノ

旬、
J

店
、

JJ’
／’’
s
、、、

＊
井

g
「
↑
」

au
’A

「
『
〕
勺
ζ

ヲ，

丹

お

尚

之
君

丸
百

＊
、
錦
町
四

3
で
一
E

4

回
定

日
ノ
ツ
ノ

〆’
E
E

、、

b

F

4

自

5
2

2

ポキ
5
2

，、－司ヨ民
U
う

ι

当

g
b宝

r
内ノ
ι

‘、，，

，RF
hド
n
u
民
J

4
f’？』

no

地
父
同
時
的

［
メ
］重

m幻

喬

2

＊

乗

伺

日

乗

お

花

ホ

草

川崎

ω

＊
庖
言

兎

Z

＊
席

2
乍
さ

子
主

ホ
天
白
一
則

乏
ωω

壬
れ
日
開

之
お
お

久

2乃ヨ
＊

I
ノ
川
崎

ω

｛
ノ
｝
匡
報

87 153 64 82 1/5 186 202 165 135 66 84 ]/ 1 1/8 121 93 100 20 20 76 34 35 36 136 139 148 195 213 69 

司君手毛禾香黍釆舌文 汽矢竹缶牛生つク欠欠失タ舛色角魚亀斤
60 144 9 

千行イ

｛
ニ
ム

l
一
3

で
一
｛
ノ
｝
5
｛乙）
6
7
1
）
｛
一
ニ
ム
ニ
ム
人
一

戸沢足長自賞産自首筆芽盗事車道議芝）

、、‘』，
J

’

間
飛

〆，f
a

、、、
也
4
3

’EE、
内
ノ
』

nwJ

’＋，
F

フ』
r
b

z
Jι
8
2
 

功

中
開

4
1

L
F

乙
0
5

古
平

E
O

－

－

U
8
3
 

r
z
d
3
9
 

1
し
3
3

手
口

k
a

－’－
n吟
ハ

U

L
匂
〆
』
内

4
0
0

’－
oo
’i 

一／

7
4
2

J司

乙
巨

億

、、l，ノ今，‘，
B
a
’

〆，t
E
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＊
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司
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＊
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廿
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＊
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白
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岡
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叩
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＊
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＊
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＊
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＊
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］
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付
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叩
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；
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＊
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＊
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；
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r
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＃
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h
悶
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話
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ζ
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’
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’
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守

目
｛
力
｝
臣
告

キ勧

2

b
p

干
此

0
5

司
事
醇
川

5

1

』

F

市
H
q
0
4

亀

島

h制
E
H
R
1
d
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時
比
・
司
3
8
U『

za盟
・
勺
ζ

’A

＊劾
m
u

＊訪

2

b
p

’
計
刀

0
1

44
代田↑
P
民
d
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z
h
M
O
O
 

唱
主
貝

5
1

ーォ
1hnυ

’A

V
除
草
室
内

4
3
A

μ伐
門
司

n
U
3
A

恥
七
似
ム
司

3
n
u

勤

辺

総

務

t

R

ヨ
ふん

0
8

4
司

E
E
5
0

市川

M
8
6

，
乞
剥

gLF
刊ぺ
u

．
E

斗
守
斗
抗
《

U
《

U

目－
2
l

’？，ん－内
J

，』守，，

与
判

w

、A邑
守

R叫

b
P

古
川

0
7

刻ムロ山町

5

0

品川
M
3
4

ゐ
h

，va
a
“守P
内
J》

8ι
鹿
白
羽

象
許

各
只
削
乃

各
店
幻
位

争
完

危
m刀

久

2
［ク］

R
ム
ロ
じ

n
u内
4
J

司
志
守

F
U
2

＊
旬

2

＊

第

九

刀

＊

観

叩

幻

＊
旬
m
m

旬
nω

本

旬

回

目

包

Z
句
究

＊

勿

悶

悶

匁
語

句

読

鉛

勿

g
m魚

勾
討
川
市

1
J
8
9
1
4
1
 

F
1
2
5

／
i
1＼
 

＊
勺
宮
市
街
夏
完

A
勺
｝
匡
点

品
川
］
】
凶
｛
刀
｝
目
｛
力
）

A
つ

］

ム

ヒ

一

n一
亡
一
目
｛
「
」
｝

A
＋
｝
お
｛
ト
｝

A
P｝
目
｛
「
｝

宮 1~ 警警（it)
61 44 92 31 

ホレ一〕
m
M
A

ム

ι｝

E
農

＼
l
，／ 

即馬ω白
骨

刷
長

川
臣

n
亡

J

’’
s、、
、

＊
匿
器

移匡

2

＊
匪
叩
幻

ホ
匡
日
引

匪
認

匿

叩

担

引

山

港
匝
器

医
お

匠
恕
凶

匡

g
匝

3
匹品一

区
完

巨
幻
m出

場仁
ωお

坦｛
「
」
｝
区
点

ぷ‘＊

弓Eくとに合併〉

翰
認

斡

Z
幹
認

戟

Z

J
F

乙
0
5

L
句ヨ
T
内

4
n
u

博
完

協

Z

ホ
血
中
日
古

車
川
丹
乳
臼
乃

場準
ω幻

卑
ωω

奉

Z
車
話

卒
認

彬
九
十
印
日
記

午

g
千
完

真
自

南
完

直
話

克
完古ヨ

キ
井
認

十

Z

A
＋
｝
E
＊
 

韓升升十廿世半日 （41 65 68 64 45 140印 刷 55 99 177 201 ¥ 

20 30 50 38 50 40 so ＼寸支斗宇中州巾＃汁甘草貰j
58 03 33 91 34 30 36 

占車貞容下外卦 （66 141即 77 ¥ 

32 34 36 66 50 19 23 ＼支虎歯止歯疋走足走j、2
J
£
u

’
且
『
E
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ム
卜
｝
匡
点
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J
’

臼
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ω
己

〆’
t
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b

F

ρ

お

h
d
n
U
2
d

B

M
ヰ
L
5
4

乙
3

－n
u
7
’

aι
目
1
ヲ
ι
守

J

b

P

4

－3
－nu
n
U
 

2

F
汁

l
p
D
n
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円
N
H－
R
J
3
A

同
M
ワ

4

8

m岬
沼
市
川

尚
H
勾’’
4
1
J

nド
8
3

V
L
E品
、

i
？』

車
初
日
Q

n
H
H
n喝
au

日
h
F
3
0

円
H
ド

i
‘通，

＋
玄

2
ψ

nド
6
5

rトト

1
8

院

H
H
D
－

唱。，
5

4

nHur守
r
q
ζ

口
H
’
l
l

nド
5
1

円

H
M
吋
喝

unυ

h
F

噌
E
J
n
u

。3

2
1

5
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A
P｝
匡
点

”＊  

号¢~~日時間持持層専門料開害容舎（長）
罰守匂 ZB Bl 21 05 92 45 50 22 46 47 71 48 63 25 62 49 50 81 82 78 52 22 65 

＊印は JI S第 2水準の漢字です。
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文字索引・コード表

A
ム｝
n
一又一

A
ロ
｝
人
口
｝
詔
一
土
｝

、、1
2ノ

mbボ
5
ψ
山

〆，
t
B＼

e
hヨ
5
0
3

3
U
K
5乞

r
3
R
d

去

幻

沼

市
参
ヨ

＊
脊

2

参

幻

川

本

失

“

u

弁牟
42 44 

ム
口

M
m

本
ム
回
日

n一
ム
）
巨
点

市
吊
間
的
引

子

2

［

マ

］
t
M
Z
3
9
 

U
A司同

2
3
4

叡

げ

お

ヨ
R
6
9

EFE岡山

2
3

戸

M
V
《ハ
υ
今，－

b
Z
M
a
u
司、
3

叙

Z

刀
火

9
9

十
亭

2
3

h
v
A
8
2
 

弓
1
・
ヲ
ι
守

r

v人
泡
白

川
H
H．，
4

C
4

t
目
障
と

6
3

44
司
自

3
6
6

＊
雌

z
m
M

＊
儲
え
印
幻

＊
田
空
間
川
町
岬

＊
白
又

m
m

住
Z
h
x
れ

兵
又
お
お

友

S
反

MZ

及れ一刻

叉
町
四
幻

門
H
V
A
弓

3
n
o

寸
J
Aり

2
d
n

－
v

又

特

例

自
｛
又
〕
巨
点

、、B『，ノ
川矛

／

I
Z＼
 

事
描
地
特

M

務

2

宿
許
認

語
力
一
的
出
山

R
S
K
9
2
 

コ4
m
内

4
今

3

ム口

M
m

力
ロ
初

ω

古
4
7

＊
同
時
引

m

嗣

z

t
ト
t
L
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J
U

司4d

割
払
引

7
4

ロ目
片
山
叩
幻

ロ
白

n
w
m
w

呆

Z
口王

お刊は

呉
n
u
w

甲
巾
あ
臼

口ハ
M
M刊

口
す
お

m

z日
1
2

「』
F

円

H
凋
崎

auマ

＊
嵩
引
一
月

＊
間
取
引
苅

＊間
エ間一

M
m

器

初

乃

＊
叩
早
日
一
幻

＊
盟
八
日
日

本

田

守
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＊
間
凡
印
船

口
μ
幻

A
口）
E
点

＊
佳
口
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産
百
お
お

唐

Z
哲

Z
A
目
白
お
印

辰
口
引
は
山

市
否
認

尚
認

ザ右

n
u

A
倍
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品
目
日

本
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四
日
乃

＊
蛇
口
一
切
巧

＊
喜
m
n

否

2
呑
許
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口
お

ω

五口
M
U

君

2
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タ
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ム
ロ
お
九

后
託

士
口
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ω

右
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」
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7
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1
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↑
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3

n
H
Q
J
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O
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叩
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ロ
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引
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n
U
 

全日一

2
4
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X
民
U
R
J
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U

日
司
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4

日
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2
9

＊
威
お

ム
叩
M
刊
訂

同
お
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司

幻
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句
E
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＊
寄
引
m
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V
拍

華
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お
げ
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お
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A
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m山
氾

n
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E
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9

場
岐
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引
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z
q
A
0
3
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司
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4
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＊
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－W
1
0
0
6
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2
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1
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H
E
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t
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日
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司
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門
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e
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0
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1
5
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勾
即
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H
門
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J
0
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5
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9
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A
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＊
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引
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＊

弄
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崎

n
M
g
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ホ
一
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日
目
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唄
u
m

羽

E
3
3
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7
4
7
 

＊
晴
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M
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J
凋
偽
《
ヲ
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『

，

山
円
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，
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n
M
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M
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唆

2

＊
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日
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＊
噴
日
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敏
昭
弘

＊
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引

ω

＊
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引

ω

唖

Z

’

附

日
白

Z
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4
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司
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5
o

e
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n
υ
 

判
－

E
一
5

9

キ
時
日

ω

障

宵
問
－

1
2

刻

】
日
仙

1
5
0

美

お

な
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－
a
 

＊

晴

引

羽

嘘

u
m

ホ

晴

日

初

ホ

喧

日

日

喋

詰

＊

嘘

日

m

h

F

m
川中

1
6
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4

6

a

併
P
5
3

町
4
3

＊

端

日

誌

＊

暗

号

よ

帆

日

以

ホ

轍

員

喉

お
m
出
場
喉
日
日

陪

一お

節

噌

お

お

喫

2
＊

噴

2

キ
晴
引
認
＊
耐
明
日
日

＊

峨

日

出

嘩

E

喚

初

日

＊

幅

引

切

＊略

2

嘆
詰

＊
喋
日
お
$
頃
日
約

＊
蜘
日
幻

掌
曜

日

特

唯

何

回

＊

噌

日

幻

キ

除

日

お

＊

暖

見

事
的
明
日
M

＊
嵯
引
の

＊
吸
引
お
ム
明
日
制

二
早
日
立

寧
鳥
口日

口
μ
z
‘，

4

n

μ

z
・4

唾

芸

喰

n
M

S
E
X
－
－

z

」王じ

1
2

訓

m
h
1
5
2
4司
取
ノ
5
4

日
目
ゆ

η
b’M
川口

l
l

n
μ
3
r
u

，M
山町叶

5
4

掌
唾
日
目
＊
輪
日

ω
E

限
K
1
7

神
州
円

5
7

ケ
ヒ
‘
一
》

＊
崎
川
町
山
花

本
明
日

η

＊
喧
日
乃

＊

唱

日

丸

事
嘩
引
初

＊

曜

日

M

＊
晴
日

ω

嚇

Z

J
出
引
叶
内

U
凋
吟

品
川
内
明

1
4
2

噸
誇

＊
喋
日

ω

b

－
H
t
M

工、A

マ，

d
j
m町
一

5
6

＊
噺
日
“

事
喋
引
白

＊
暗
品
川
町
一
M

噴

2

市
直
…
日
日

＊噸

2
噂
η
n

＊
噺
日
引

嘱
雲

市
噛
日

ω

噛
お

H爵噛離日韓日義 H贈噛嘱 史 吏 喪 嚢 営営麿／日 157163 72 73 102畑山 166203 ¥ 

51 51 51 51 51 51 51 51 27 45 33 39 fI日 43 ＼舌足邑日日田呂田里黒j
80 81 82 83 84 85 87 86 43 89 51 25 36 59 91 

園口一例

$
間
四
位

ω

＊
園
お

$園

E

＊
圏
百

圏
n
u

$
園
引
例

圃

Z

＊
回
日
幻

＊
岡
山
日
匁

キ
因
む

＊
同
凹
日
m判

国
吉

田
M
m
m

図

刻

印

岡山
v
A
ω

本
回
目
的

囲

E
国
立

回
活

用出一山田∞

囚
語

四

幻

何

本
円
一T
U
∞∞

ム
口
）
匡
点

雪（出）
＊
園
お

$
圏
器

キ
固
ま

塞
許

塑

2

・
海
主
的
活

$
川
一エ
臼
位

塁
“
臼

市
畳
間
話

堕
立

堅
お
∞
∞

埜

Z
A旦
育
児

基
mm山

本
亜
去
五

刑
半
日

μ
引
出

＊
空
間
品
開

坐

お

お

在
自

庄

日

幻

報
告

執
主

事
主
元
一
割
引

＊
土
口
弘

M
幻

幸
吉

土
土
お
お

土
n
u
m

A
土
｝
巨
点
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文字索引・コード表

＊
炊

z

hk

・山
山
内
ぱ

l

d
司

ι
E
F
E
u

－

＊汗

2

L
1ド
自
民
d
7

’

品
川

3
4

2
nペ
ラ
ι
Q
J

本

B
J
U押

5
0

本

垂

担

げ

垂

a

＊
回
一
以
臼
糾

長
L
口

2
6

地

喜

HJ2
5
6

本
田
町
土
日
凶
臼

＊
相
似
土
回
日

本
一献
エ
臼
臼

＊
一
埜

3
砕土
M
U
引

墾
M
A
M叩

墜
語

ホ
宣
言

墨
ね
UH

塵

引

綿

布
聖
日
記
綿

塾
定

率
童
話

墓
誌

塗

Z
z
L
ヤ
尺

内
J4
只
u

d

司
十
円

5

2

＊持

z

z

村
例
川
内
4
r
o

場

ιトル
F
5
2

E

7
5守
工

内
4
F
3

4
勾

ιl〈5
2

れ
＋
山
県
内
U
P
U

－
吃

Jh
3
7

二
J
2
4

＊

U
什
広
あ

戸
口
5
4

判
吋

2
0

＊
浪

z

t
L
F

、、q
d
2

唱
レ
山

45

2

垣

円

認

申

地

位

幻

E
1
6
8
 

ぷ
t
3
5

E

川寸
J
q
d
n
u

神
村
川

5

2

＊
域
諸

坦

古

川

向
日

中

治

活

t
T
J

，d
r

、

医

川

門

H
U
司
d
r
o

唱

H
H
5
1

よ
F
J
ミ
d
内

4J

4
4
4
2
 

－
円
V
《

ζ
U
0
0

判
ザ

2
6

．，
7
h
l
辺
白

L
I
，，
g
、守

d

z
l
b
i
q
t
a幼

時
品
川

7
3
1

坑
自

」

2
．
司

ζ

ハヲ

七九

2
4

＊
析
官

’g
在

7
0

4
＋

3
4
 

ヨ王
6
3

判
布

3
7

塚
お
お

場
完

堪
m
M

堺
完

＊
塙
富

市
区
J
渇

＋
ι
’
4
4
t
 

t

耳
目
苧
十
＆
内

4
ヲ’

副
司
折
七

5
3

＊
棚
雲

主
干

1
4

判
記

4
5

培

2

4
ヰ
A
a
n匂
『

J

判
川

3
4

H
A
ν
f
2
5
 

叫
司
令
L
F
5
3

埴
認

＝
斗

A
3
7

判
引

4
5

大

『
剛
山
d

瓜
U

R
d

おい円

2
7

k

け
［

2
4

司

K
什
5
3

4
山
柏
崎
吃

・＋ム

l

：

bp

当
リ

2
2

羽
有
J
5
3

＊

ヰ

白

羽

埋
幻
何
回

bp
t

仁

2
0

2

一

1
寸
E
3
司

4J

b
p
h
匝可

2
9

2
1
H
り

5

2

壕

お
花

＊
培
言

壇

お

幻

壌
ぬ
刀

＊塙

Z
壊
話

機填
m
話

墳

2

＊

埠

臼

日

＊

嘘

皮

切

bF

明
則

2
9

2

は
け
H
E
R
J
凋
MY

増
詰

＊
場
苦

境
n
u

＊
壇
m
話

塘

Z
填

Z

＊
鳩

Z
塙

2
塊
m
M
F

＊
白
勾
辺
日

ーナム

z
、
4

塩
口
町
∞

塀

2
塔

Z

人
土
｝

A
土
｝

M

｛
久
｝
お
｛
均
〈
｝

A
タ）
U

一
大
〕
A女
｝

、、B
，，ノ

店老出走出
赤

／

I
i

、、

＊
堰
臼
〔
U

市
壌
器

＊
盟
百
臼
“

本

壊

臼

日

$

墳

臼

臼

＊

桂

臼

ω
＼

ta
，ノ

m
鼓

〆，
t
B

、、、

ホ
志
向
沼
市

L
I
J
E
－
－i

’
 

Z

E
4
Eよ

q
，』マ，

d

句
は
凡

5
6

i
E
A
q
d
弓
ζ

4
4
3
5
 

壬

引

的

宇
誌
日
制

＊
富
甲
車
九
日
町

＊
宇
E
一吋
日
記
花

宣
明
8
7

4

恒＝ヵ，
A
令

3

＊
壷
ヌ

＊
士
宣
m
孟

喜
完

＊
書
同
士
民
的

土
軍
部
町
四

士
冗
お
句

士
戸
程
お

壱

凶

刀

士
口
町
出
初

士幻一拘

A
士
｝
匡

点

、、B

，，
／

朋
麦

〆
f
l

、、
処
mm何

本
隻
完

夏

川

お

変
お

条

Z
各
芸

久
、
、
幻
臼

＊

欠

臼

乃

A
b〈
｝
区
点

~i くえに合併〉

、、B
t’ノ

別委店舛
／
’
E
E

、、
外
日

夜
完

夢
’
日
明
叩
山

本
林
タ
臼
刀

本
司一タ
m
A
花

夙

nω

断

。

空
J

フ
ι
良
u

，
期
不

5
7

タ
タ
M
お

／々“お

ぁ
｛
タ
一
臣
点

ホ
奨

Z

＊
実
話

臭

n
u

契

2

＊
向
大
白
郎

事
亦
大
臼
お

尖

辺

刀

＊夫
お

天
n
u
n

奮
諸

事査

Z
奪
器

＊

奪

皮
切

$
鞄
m
n

套

Z

＊杢

Z
奔
お

奈
器

奇
計

奄
η

“

＊
大
づ
段
目
配

本本

Z
太
語

大
M
n

A
大
｝
臣
痛

向犬奏
詰

奉

Z
爽
読

本
爽
m

る
夷
お

失
お
お

央
日

夫

創

出

＊
夫
完

本
山
内
大

ωη

ホ
奨
詰

奨
お

＊
奥
雲

市
実
詰

奥
げ
位

妓

2
戸い

0
2

占
M
4
6

n
H
H
Q
J
t
A
 

台
M
F
3
0

事
灼
口
語

7
T
J
R
d
F
D
 

占

U
F
2
0

z
γ
4
E

’弓3
1
1

・

d

伺
占
ダ
5
0

甘
人

7
9

古屯
F
3
5

＊
岳
民
沿
沿

同
月

f
（

園、
て

7
7

ヨ
ab
－－ミ

d

キ要

2
婁
U
ロ

布
禁
日
お

婆

Z

キ
要
日
μ

＊

裟

日

目

姿

z

bF

生
Z
3
0

2

高
司
4
タ
RIM
－－

妾
詰

妻

2

4
九
一
宮
崎
将

妥
話

妄
お

姦
官

女
n
u

A
女
｝
匡
嫌

区
川
崎
山

3
4

4
勾

H
m
5
1

E

品、3
3

司
’
和
党

5
1

主
化

7
唯一

ム
M唱
F

t』
’

4

姪

g

zγ
工
3
2

唱

川

u
q
5
1

姶
お

守
ゆ
山

μ
r
o
n
u
J

臼川副司可品。。

＊

模

日

ω

娃
お

’I
m
f弓
3
《
U
J

占
第

4
6

ド
閉
山
け
4
4
q
3

。。

‘a
j
u
u
5
0
 

妬
3
4

＊

坦

日

ω

姐

2
姓
百

姉

Z
ムロ
7

7

占

H
2
4

十
白

4
0

古
日

2
d

，ETR門
FhJ
守

J

ι
u
h
4
3
 

妙

2

2
す
円

U
令

3
a
u守

’W
7込
町

au守
内
，

ι

本枇

Z

T
十ム

nuJ
phd

ド
下
‘
司
令
3
n
u

’π廿
川
沿

l

’有弘

E
l

凶
島
国

mH
ぺ
3
《ヲ

υthν
内
ζ

。。

嫁
諸

キ
姐

z

h
F

耳目
3
7

羽

川

U
5
2

時
匪
V
Q
J
内

4

制
体

3
6

婿
封

切
戸

E
l
a
u

h
v
r吃
凋
“
y

’A

h
H跡
目
川
匂

4
0
0

’
伊

ιa勺
凋
“
y
p
h
J

＝－ZH
叶’A
E
O

九釦

4
5

ホ
排
日
お

回目。ー

ム
M
F
q

“，A

＝

z
nnv令
3
弓

3

s
・却知

5

2

4
、
同
国

F
O
マ，

制
山
町

2

O

K
ム
皆
凡
目、

q
d
内

4

3

4
H
Hν
phlw
フ』

＊
爪
壬
氾
日

’台
U
ハ
z
．
，，‘

院

百

帆

J
3
0

3

点
H
W可

E
3
内

4

＊

甥

臼

凶

＊
抽
時
日

m

b
F
w
m
3
7
 

3

可，‘，
p
p
h
J

E
宵

u

，
娠
3
U

娘
“
お

娯
包

＊
口
［
同
町
d
5

’E
5

1

 

庁
凶
』
は
’

i
『

J

品
釦

4
1

ホ
嬬
臼

m

e
川
町
町

3
9

H
M
H勺

F
h
d
a
u守

中
嬢
日
ω

ド刀日
3

7

B

ゆ
鴨
川
町

E
3
8
U守

俳
白
星
円

2
d
伝
V

2

山
川
町

5

4

孝
士
山
F
F
2
d
民
d

2

田
町

5
4

嬬
話

嬢去一

撤

回
申
ナ

氾

U

占
u
R

！
4

＊
矯
お

嬉

z

b

恥
岡
村

3
9

3
M
則

5
3

＊

悶
則

3

8

併
州

5
3

ホ

函
一市
吋

M
U

み
担
！
：

事

同
開
閉

3

6

－M州M川
区
1
d
q
d

嫡
話

事
嬬
日
お

＊

植

日

対

本
嬬
日
M
M

b
p
Z土
d
3
2

1

州
問

5
3

＊
白
文
氾
日

品
M
M
F
E

、t
‘

事
鰯
日
初

AL
唱

F
O
O
守

r

h
N
M
V
q
J＆
内

d

bp

“怠憧・
q
u
Q
J

bz川
F
h
d
q
d

＊
撒
口
瓦

ホ
明
日
ね

威
お

＊印は JI S第 2水準の漢字て、す。
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文字索引・コード表

A
子
｝
岨
｛
｛
】
人
寸
一
日
一
小
一
日
｛
尤
】

A
P｝
A
・2

A
山
｝

ホ
碍
日
臼

孫
去

孤
μ
引

車
す
え
n
d
ζ
U

す
イ
J

Z
』

Z
也

孔

Z

＊
鮮
日
目

＊
執
日
幻

本
内
晶
子
日
一
凶

キ
設
予
日
犯

＊
奴
子
日
目

量
子
幻

ω

尚
子
川
口
町
四

＊
十
字
一
M
M

本
字
詰

weι

’RPU
『

J

ゴ

z
・2
0

存
立

＊
字
詰

＊
李
日
引

孟
お

＊
ア
イ
臼
引

子
u
m

A
子
一
区
点

宮
土
お
お

＊
｛
臣
日
白

客
誌

｛
玉
川
恒
」
邸

｛
石
幻
加

｛
疋
官
四
九

｛
由
お
刀

ウ
不

n
m

実
認

宜

2
｛呂

m
u

』巴
6

4

］
庁

O
J
1
2

牢
u
m

土
ハ
お
れ

宋
言

宏

Z

｛
一冗
初
日
間

｛吃
M
ω

守
完

｛
子
幻
鈎

｛
子

ηω

｛女
M
m
u

＊
｛
じ
日

ω

岨
一
｛
）
匡
議

古
田
日
削
幻

$

寂

日

η

＊
宣
告
出
初

宙
開

n
u

寒
m
m
w

密
お

＊
ふ
注
目
的

｛
伺
明
白

川

寂
認

＊
定
日

ω

寄

g

指
寛
日
U

｛
南
円
切
羽
叩

容
純
白
羽

ニ辰目白“
｛
肖
初
日
μ

宰
詰

｛
呂
幻

ω

主
口
問
川
崎

｛永－
M
M判

｛妄
η
U

案
認

宥
お

官
一
辺
乃

寵

Z

＊妻

Z

＊菱
n
m

＊
奪
回
九
月

宜
思

nm出

＊
｛
畏
吉
川

寮
立

｛
賀
川
伺

審

2

＊
駕
口
ω
刀

ホ
琴
完

密一
u
m

＊
実
日
花

宮
干
犯
日

本
｛
臆
日
刊

＊
｛
貫
日
乃

寅不
h
u
m

地
案
ω何

事
嬉
口
完

本
事
完

宣
言
れ

寝
詰

塞
許

寛
m
m

（災）
$
宿
貝
日
乃

事
審
川
別
指

＊
骨
貝
日

ω

欝

げ

れ

$

将

日

収

将

初

日

＊
封
日
MF

4
4
6
l
 

p
M咋
1

5

射
器

本
魁
日
一
則

封

Z
対
M
M刊

導
苦

奪
お

尊

Z
尋
お

律
専
日
幻

辱
百

専
完

寿
n
u

寺

Z
す
混

入
寸
｝
区
点

労
行

［ツ］
キ
伝
言

耀

2
輝
ち

＊
砂
日
お

＊
薫
富

山員

mz
裳
認

嘗
認

本
骨
田
町
∞
初

本
嘗
回
目

＊
A
呆

ω日

掌

2

山
｛
具
叩
担
問

常
完

山
｛
兄
幻
臼

尚
立

山
円
初
日

止コ
n
J
M
∞

尖
努

光
n
u

ル
／
初
防

相
｛
小
一
匡
点

厳
引
出
お

挙
国
初
日
記

覚

Z
営
げ
お

巣

Z
蛍
n
M

挙
品

単

あ

げ

栄
日

半
山
風
幻
乃

学
芸

就
nω

本

危

日

関

尤

g

本
尤
宮

崎
｛
尤
｝
匡
点

犀
話

屠

Z
展

Z
屑
詰

＊
履
M
m

＊
贋
号

畳
完

本
扉
日
白

＊
尿
詰

屍
幻
引

屋

同

時

屈
諸

居
号

本
届
詰

届
語

尾
お

本
庇
計

尿
器

局
安

尽引臼
尼
認

尻

2
尺
認

＊

F
F
日
的

“
一
戸
一
匡
点

、、E
B

，J
臼戸

〆’
t
E

、、

＊
ヰ
ア
日
m判

＊

層

別

ω

履
お

層
認

屡
認

属
立

＊属
M
ω

古寺（月）
A
W｝
巨
点

＊
鬼
お

山
風
純
一
配

＊
寄
ヨ

キ
山
飲
口
内
紛

＊
山
命
一
回
日
羽

U
岡
山
月
内

4
a
u

u肉
用

4
8

単
一
小
引
位

＊
山
住
民
古
川

＊
山
昆
M
M

本
山
岡
M
M山

本
盗
塁

山
屋
川
回
目
印

峯

g

事山我
M
n

＊
握
十
日
お

山
灰
お
お

＊
忠
口
日
初

出
石
川
出
目
開

出
陣
庁
間
山

ω

キ
山
一女
口
四
ロ

＊
山
A
寸
口
押
印

中
山
及
M
ω

本
山
刀

M
mw

山

幻

ゆ

A
山
一
E
議

＊岨
M
U

岬
お

岐

Z

本

蛇

日

ω

＊
札

Z

E

H

M
白

4
1

暗
記
μ
5
6

＊
口
問
山
日
制

密
判
ω

島
u
n

岱
話

岳

3

キ
含
M
H

＊

巌

包

本
巌
日

ω

＊
羅
臼
臼

巌
認

嶺
完

z一「マ？
は
凋
M
守

E
0

4
4

区
気

5
5

＊
山
獄
日
抑
制
拘

＊
薩
日
目

＊
罵
“
お

＊
山
斬
…
別
総

属
国
間
引
剖
幻

＊

塞

切

符

E

判
創
↑
角

a
a
u守
内

4

d勾
川
咋

5
4

ホ
愉
M
お

．‘伽
weea吋

au守マ，

d

勾
－
円
セ

5
3

e
Z
T
4
6
 

4
司

M
K
5
3

＊帽

uz
－

A

可ぱ
E
4

山
山
；

1

．．
 
T
＋
I
A
a
u守
《
M
J

d

勾
州
凶

5
2

z

民ゴ
4
7

埼
山

W
5
2

草場主

T
2
6

恥
此

4
8

：

b
弓
4
5

4

司
恥
叫

5
2

久
W
A
O内

nwd
内

ζ

恥
円

2
5

ホ噸
M
n

z
z
n
u
R守

au司

q
3

司

lur
－，r
D
内

ζ

非
伏

B
均

i
m山開

1
J
S

、

峠
去

＊
時
計

1
7山

T
H
p
n
J
ι
a
u守

・
忙
叫
u『

d

勺，
L

’A

ホ
帖
M
m

e
－
肘
門
川

A
U

守。。

功

『
作
町
v
R
J
3
A

場
同
氏
u
H
げ

品
川
円

E

、T
J

Z

ず
れ
＋

l
凋
伶

ro

j
F
5
l
 

z

向
日

4
5

4

司
山
間

5
1

M
イ
仲
川
口

4
4

司

M

5

1

ロリロ
qd『
r

山山一

3
2

岡
8
2

＊
崎
明
言

＊
岨
九
日
四
日

＊峨

us

＊
量
我
対
立

－m仰
6

・z
、

＊
峰
M
m

bptawh
4
0
 

司

両
日

i

，R
d
k
d

色
司
円
日
吃

山
側
て
：
，

ド
＆
ヨ
す

4
9

d
司

J
h
H
F
D
4

b
F

一口
堕

4

7

B

清
肌
刊
‘
，
r

コan『

a
q
1
s
 

，M四
吋
F
町

山

刷

臣
Z
6
3

K則
之
内
ζ
内

4

キ帽

MZ
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文字索引・コード表

1;J ·J~~I （与），F
、、aιy

内

4
d

－，
H山
H
5
6

日
｛
川
山
｝
巨
点

差
お
お

左
お
n

R
J
5
0
 

γ
ム

2

l

＊
亜
日
uw

巨

幻

加

工
お
ω

A
工
｝
区
点

、、E
E

，ノ
幻弓

お
円
〕

／’
1
＼
 

巷

お

日

巻

2

＊
庖
立

巽
お
ω

巴
立

巳

糾

侃

＊

己

別

的

己
話

柑
一
己
）
匡
点

帳
塁

本
惟
号

本
験
日
ω

上
口

6
q

市山

T
3
0

日叩
0
3

巾
山
中

4
3

市川
T
7
d

h

ドロ戸
d
E

E阿
川
川

1
1
・7
’

b
U
3
6
 

本
幣

2

党
内

2
o

b
制
刊
門
組
斗

qd

幕
完

＊
封
巾
日
明
白

A
吊
目
立
川

＊
惜
一

m
M
n

骨
骨
五
日

席

Z
帝
売

権吊
M
n

$
奴
市

M
m山

＊
急

m一日目叩

＊
氏
巾

M
U

希
認

布

引

日

市

Z

市
中

n
m

日
一
巾
）
E
点

市
木
ふ
土
門

U
0
6

い
陀
開
H
A吟

nu

＊
瞳
日
剖

k
F
吋
A
泊
M
V

凋“

y
n
u

叫
司
副
い
比
1
k
d
a
u

本
帳
日
乃

ド

写
山
己

4
8

2

刷
明
5
7

＊
限
努

月
間
斤
‘

3
i
u
o

。

巾
附
い

4
5

日
目

3
5

巾
T
4
2

幅

削

白

区
上
当
日

A
吟

ζ
U

判

h
m
5
7

ネ
嶋
晃

障

＝
Z
土

4
4

2

州制
5
7

八一
o
o

k
－Rrヲ
ι
つら

幸
吉

本
井
目
前

年

羽

目

平

Z

＊
行
詰

＊
子
日
刊

m

干
認

日
一
干
｝
区
議

、、t
，，ノ

釘玄四糸
〆’’
t

、、

t
？に～・

R
d
瓜》

＋
H
4
3
 

寸
リ

1
1

F
V
b
F
4
’4
 

＊暦
M
U

畿
品

川
団
恥

k
n
U
E
O

立
買

2

8

幽

g

z

’’
A
凋
時

ζ
U

場

／

2
5
8

日一

oA）

E
a照

A
m
m｝
岨
【
工
｝
柑
｛
己
｝
臼
｛
巾
一
人
子
｝
日
一
九
一
日
一
「
一

A
L｝
日
｛
汁
｝
話
一
半
、
｝
日
｛
弓
｝
同
宣
一

庸

2

庶
お
河
川

康
言

庵
立

唐

Z
庭
誇

席

Z
座
器

庫
話

度

Z

＊庫
M
m

庖

Z
府
品

店

Z
底
究

庚

お

は

庇
お

床
詰

序
m
m

応
ぷ

庄

犯

げ

庁
活

広
告

＊「
ω一出

品
「
一
区
点

率
直
言

積層

2

＊
磨
区
完

＊
庫
白
ω

＊
厩
日
ω

＊
庫
一
目
白

廟

2

＊
陵
町
侃

＊塵
器

＊厨

Z
廠
詰

＊
時
日
ω

＊唐一言
慶
お
お

本
摩

J
2

＊
腹
話

＊
厩
口
お

廓
立

廉
話

＊
度
目
白

廊
u
u

廃
認

傘
府
許

申
廟
日
切

、、E
，，／

刷

f
m廠閣

鹿
／
E
1＼
 

本
聴
日
ロ

鷹
完

傘

鹿

白

日

本
瞭
回
目

廼
m
m
n

建
話

廻
m
u助

＊
油
日
目

延
げ
印
叩

廷
完

＊

L
2
 

A
L｝
匡
議

ま告をきき（立）弄

2
弁
詰

廿

叩

羽

目

出

＊
汁
日
ω
凶

A
升｝
E
脅

、、B
E
Fノ

口山文
／，，，‘、、

z
oオ
λ
F
b
内

ζ

叫
司
ポ
キ

5
2

鳶
若

$武

2
武
品

弐
器

撤京
7
ω

式
完

＊弐
M
刊
げ

キ

弐

特

別

場
中
、

2

A
て
｝
匡
宗

弔
お

＊彊

g

g

杭
前
日

F
b
Q
J

f
内川
5
2

一回
日
E
沼

崎

寸
戸
句
J

，d
l
ー

＊弾

2

＊
豆
吋
泊

ηau

ヨH
J
z
・’
a

ul羽
ψ
？
に
1
u
o
o

前
r
3
3

g

柄
拘

5

6

4

司
円

3
5
2

E

↑h日
P
O
E
コ

3
Z
3
0
 

品
虫
沼

5

コH
J
F
4
T
A

Z

【
阿
国
民
d
k
d

d
司

Y
H
P
5
2

材

HHμ
凋
U
守
A
U
守

山
初

2
4

弥
完

十
力
品
川
汚

ヨH
J
P
4
F
4

弛
百
五

’’’ι
R
u
r

。

戸

1
2
1

1
E
E

，r
O
《

υ

戸ヲ
1

9

Z
H
M
M
司マ
ζ
1
u
n
u

刻

一d
B
E
k
d
『

3

＊
官
一

J2

e
q
A句
守

d
r円
Jw
a
n『

司
匂
a
＝
R
d
内

d

z
守
4

『，
z
p
h
d
弓
喝
J》

ι

司
－

F
L

－RJ
q
ζ

TH3
L
l
L
 

川
淵

4
1

日

h
d
8
9

戸
町

4
2
6

弓
引
ハ
引

λ
弓
｝
匡
煮

弟
完

弗
立

本
琴
言

ヨ
呼
引
山一切

帰

2

ホ
葬
日
目

＊

輩

出

羽

キ
長
田
市
町
三
ぬ

＊
家
主

＊
主
目
M
M

A
且｝
E
点
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文字索引・コード表

A
t
y）
曲
｛
干
｝
副
｛
心
｝
回
一
文
一
日
一
戸
｝

＼
l
／
 

同

v
’’’’ノ

μh
戸

ιμ

／
’
l
＼
 

ノ
ソ

J
7
8

H
4庁

1
3

1
3

。。
合
同
干

3
2

h

ノ
／
／

5

7

．
士
口
ぷ

5
3

ノ
ノ
ノ

I
E
2
J

U
付
4
r
k

Z
1
4
1
3
 

ト
宅
凡

4

2

M
υ
6
6
 

Z河
川
尺
今

3
ハ
U

ノノリ／

6

4

f
－不
2

4

ノペノ

3

3

n

“H1
内

4
司》

本
欄
野
引
れ

修

z
vιυ

’’A
『／

4
・
許

3
a
n守
内

υ

＊づ’
y
目
指

A
4
7）
区
有

－F

仲
は

1
5
9

司

ペ

1
5
4

日
守

8
2

t
r
3
3
 

k

レ↑
E
5
a
u

d－
公
h
H
5
4

＋
t
t守

r
a
4

t
h
V
3
4
 

5

、9

9

hfHドフ
ιaυ

‘，
E」
5

7

羽

引

い

5
4

リ
す
「
温
、

Q
J
n
v

ノ，hF
2
3

＊
径

z
h
担
k
y
瓜
U

ヲ’

t
k十
4

0

キ
寸
M
H
沼

λ
r句

l
t
、，跡
、

h
F

」
司・

5
民
V

H
似
引
ド

5
4

＊
日
以
泊

M

ノイ
i
z
、，‘

λ
v
f

ヌ
4

9

4
七
2
6

ホ
佃
ぬ
の

医

院

け

1
5
2

4
ノ
イ
ト
ド

5
4

彼

g

e
寸
寸

4JFhJ
市
－
a

司
引
行

5

4

T
Pよ
q
ζ
q
，ι

hZ引
U
3
l

OAF－E
q
d凋
外

λ
ー
に

2
3

‘
ペ
ゆ

4
i
R
J
n
U

44
計
仁

5
4

往
見

事
初
5
n

役

g

院
’
〆
tlRJWOO

判

／

A
I
R
d
q
d

A
d
－－点

、、‘，
I
／

利
一丁

1
4
4
1
 

／
，

t
t
、、

＊徽回一
M

L
火

5
3

＊
伺

M
5
5

約帖

n
u

，，，

4E’
t
 

徹
幻
日

商
U
N珂
刊
日

，
f
：： 

徴

5

ELVL＋ム
rRJU内
ノ
島

司

t
H
5
5

微

ω回

日
日
久
日
刊
M

4
4
1
4
c－
 

4
主
ヒ
」
ハ
ヲ
ハ
ツ

引
引

V
2
5

＊
白
玉
巧
日

，r
，q1
5

・5
、

e

主
F
5
o

d

咽
必
レ
5
5

羽
市

4

0

引
制

2
7

＊弐心日目

宙心おお

肌一
v
m
u
m

キ
休
u
m百
四

固い】
B
M

＊任心白花

健
三
M
5
5

司

寸

ヨ

U
5
7

奴心幻
ω

｛
口
心
対
日

＊初心白臼

＊乍心
m
u

田
ひ
7

5

告
心
幻
自
配

巴降、
7

9

々
F
4
1
6

＊分ん日目別

Aa芯
明
持
団

申
じ
あ
乃

勿
心
お
m叩

」

r
J
ミ
d

民
u

J

’’
L
a
u守
内

4

万
ω
m
m
M叩

士
心
h
U
M

J
M
0
7
 

－E
L弓
ζ

。。

応
話

、レ引
u
m

A
心
｝
区
有

想
詰
＊
勤
首
乃
＊
憧
号

＊
意
雲
市
嬉
%
河
市
件
目
%

愁
器
み
官
邸
＊
折
言

慈
幻
位
＊
備
首
ω
快
活
幻

＊
一
忠
“
お
憲
お
引
忙
ね
幻

愚

E
憩
お
お

λ
げ
言

戚ル
m
m
U

＊軟山日判的

［んl
］

意
凶
日
ニ
意
語
慕
完

惑

Z
慮

2
恭
n
m

」ド、

0

5

大
凶
5

1

』
：
ミ
u
5
9

4

，4
6

谷
4
4
6
H
1
4
5
5

工
息
日
ω
率
直
心
日
目
［
や
］

惹
m
m
＊

懲

話

必

2

＊
蛮
叫
日
四
ω
＊
斬
首
幻
憂
日
山
口

物
心
詰
＊
甜

bg
慶
お
お

率
直
宮
ω

慧
ヨ
愛
認

悠
的
ω
慰
凶
日
悶
お

窓

完

＊

湿

器

恥

器

用

m
u
m
m目

指

U
M
M

＊
蹴
出u
m
m

j

1

J

’
 

患

2
ム
ル
%
お
＊
駄
な
ω

亜
ω
M
山
日
＊
原
心
日
刊
訂
賑
叫
同
一
川
町

亦
ω
M
刊鉛＊
4
4

山町出羽＊満叫
hmmω

二
芯
目
的
＊
股
い
hmmx

徴心官四関

息

詰

愈

お

ふ

官

花

恕

認

＊

思

語

懇

話

恒

号

本
防
防
白

ω

E

－－h
司

5
9

d司

M
U
P
5
7

L
X

コ
F
D
守

r

e渇

ι
L
UU
5
7

恢
認

悔
m
m

＊寸住白山臼

＊
い
休
日

M

体同日刊れ

：
忙
ド
「

a
民
d
う
’』

司

－
2
5
7

1

5

1

 

事

M
W
日
7

1

1

1

 

ι
N
H
4
6
 

E
，
卜
ド
t
ド

EJ
ハυ

‘．vE恥
uuuu
phd
守，，

＊旧
一目的

性
ち

＊旧山日以山

＊
陶
目
的

＊出店
ω

ん
Z
m
u
u

昨民団山∞∞

＊
陥

z
e
E
へ
Fhd『

3

場

1
5
7

＊
昨
日
目

zLKLFhdnMU 

‘いわ
5
5

＊
陪
%
切
＊
間
話
＊
博
話

事
例
話
市
惚
日
幻
＊
随
霊

＊
陪
器
市
憧
%
あ
憎
読

本
山
侃
器
＊
陸
%
あ
＊
傷
%
引

＊
陪
け
%
ω
＊
凶
冊
目
岬
引
山
＊
間
同
日
刊
日

悩
芸
＊
倣
去
＊
断
日
刊

悌
認
申
出
店
主
二
除
去

＊
陵
目
白
慌
号
本
惨
器

＊
出
回
目
権
時
詰
＊
樫
立

＊
陳
詰
＊
問
%
げ
慣
m
n

＊畑山
一ぬ
mm

陥げ幻乃
e
岬開白日刊

悟
μη

＊
恨
詰
＊
博
%
引

＊
旧
昨
日
引
＊
阿
川
詰
＊
槍
誌

＊
間
話
惇
羽
目
＊
慎
防
犯

悦

げ

幻

惜

若

慎

2

ホ隅

Z
＊
懐
古
＊
機
器

＊
悟
日
U

＊
惇
%
ロ
＊
陳
雲

＊
陶
川
町
ぬ
目
別
協
同
ぬ
ω
＊
恰
胤
白
川
町
山

$
凶
器

惨

Z
慨
m
m

＊
博
言
惚
お
引
＊
阻
詰

恨
器
＊
倦
切
口
愉
糾
引

＊
悦
言
＊
倶
詰
＊
慢
%
引

恰
認
＊
摩
話
事
…
凶
器

＊
恒
目
別
惟
語
惰
話

市
懐
お
刀

eHHUHvrnv
弓‘Jv

d司
寸
可

2
J
R
d
a
U

S
E
－m
z
o
nwJ
 

場

一旬、－

r
5
7

E
』
閉
出

ZRVE
。。o

f
t－，
5

7

 

本
陰
完

＊口画木%引川

憾
m
n

z

ほ
け
6
2

440Rhphd守
J

懐

立

直
忠

m
u

a
－
丞
千
代

z
o
nヲ

司

h
n
h
R
d
p
b

＊田陣日目叩

体
舛
M
判
的
問

憤

z

b
p
！

mmr民
u
？’

判

MHHHRd
伝

u

k

明
刻
4
6
6

3
H
W
H
5
6
 

は
団
羽

m

z
回
目
巴
「

6
3

刻
日
円
ド

5

6

E

ソ
志
士
H
E
O
勾

4

d司

M
Hh
p
b
Fb

ホ
四
回
計
宇
属
M
U

＊
崎
拓
日
＊
憧
器

同店ね
mm

＊晴曜日目
ω

率
四
除
去
$
峨

2

a
リ
品
川
叫

6

4

z

沼畑ハ
6

l

a
d
H
J
E
3
R
d

，
dB1phdn6 

1

1

 

市
戚

2
戚
岩

本
戚
m
m

威
認

成
苦

＊
成
主

権
成
主

＊
成
語

戊
完

＊
載

Z

＊
戯

z
uν
《
『
，

Fhd

場

回

早

5

0

＊
数
日

ω

長
v
h
1
6

毎

Z

－
F

フ』内
Jι

戦
完

＊
戯

Z
戟
宮

本
憂

Z

本
夏
日
例

じ

hv《
広
U

、A

百〈

1
3

戒
認

戎
古

事
斐
%
幻

＊

文

句

旬

日｛
h

一AY
点

民
半
、

我
見

戴
主

権
載
幻
ω

載
認

裁
詰

哉
話

〆
』

H
1
nヲ
8
u守

一ロハ
2
7

ヨ
F
0
6

百ヨヲ
4

6

雇
話

＊
一
思
想
臼

扇
お

＊
扇
m
J

一ω

房
の
お

肩
刊
誌

戻
ω
日山

一戸引目的

A
戸
｝
巨
点
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文字索引・コード表

，主九

手

日
｛
支
｝

g
H
μ
7
l
 

唱
ふ
A
J
5
l

＊行

5
11V
2

7

 

＋
t
4
0
 

f
1
4
4
9
 

や
す

3

3

ー
し
7

9

3

噂
ト

7
5
0

LFEJFhvRJ 

↑
ノ一

2

4

［

J
］
 

承

f

r

泳
三

8

7

4司

gヨ
4phJqζ

。

r～4

z

ホ
5
8
l

d司
歳
以
匂

dFhJV内ノ』

川一－

B
9

4
1易
1JRJwnυ

キ
一
昨
予
お
節

疎
手

ω
“

本
軌
子
日
前

nx匹
3

6

釘

UE↓寸
勺〆』

rhu

＊
寒
T
U
乃

本
制
手

7
日
岨

A
呈
十
羽

μ

辻

n
r
q
w
司

u

u呂
つ

Z
Q
J

刀
主

7
5

キ
事
弓

5
配

挙
2
m

$ム挙
m
J
n

＊
杭
4

戸
↑
ト

l

。o凋“
マ

4

－
－
．

z7 ， 

剖
｛
手
）
巨
点

A司

支

z
ト
r
7
3

司
ふ
寸

J
5
2

パ、刀門
M
J

’t
1
4
1
 

A
E
R
1
A
内〈

十
t
L
4
6

十
M
0
7

判
制

4

6

ト又

0
0

ふ土
4

2

工
－

QJrb

判
引

3
3

1

7

1

 

＊
レ
仁
J
5
2

投

Z
1
1K
4
2
 

H
F
3
8
 

e
H山
7
0

司
判
引

5

2

「
庁

t
内〆

ι
フ
ι

ι
1
3
6
 

心ノ
0
2

E
I
d
3
2
 

＊
行

z

bF
れ
ν

～J
8

3iY4adFh》

14

抗

5

EBnuヘマ
J
7’

司
や
ふ
わ

5

1

E
十内
V
《
’
t
・守，，

↓
寸
』
二

Jι
？
』

eτI71
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2

注
υ
3
1

湊
行

＊
濠
臼
日

事
故
木
位
日
四

g

↓
九

2
5

da守ず
合
必

qErn》
「
円

d

門

HHu
、目
J
，，

法
灯
到

I

湿
諸

ム
，
昨
山

8
2

｛
2
0
 

慮

ιトヨ
一
2
4

姐

a1
『，修．
－
FhuF町

d

E
Fド

MH「．
司
ノ
』
吋
4

4
勾
内
川
「

6
5

＊
濯

Z

土
3
5
3

川行
2
3

n
n
η
4
8
 

4Aト
ヲ

ιau『

I
市
内
m
p

凋
崎

EO

」
r
t江
戸

吋

4
弓

4

渠

訂

以

＊
援
mu日

e

志べ
2
0

司リ日
6
5

＊
満
一
位
約

渦
口
問

温
山
同
日
凸

ド

広

Lt内

d
Q
U

3
h咽
ι」

6
4

渋淑淳
29 29 29 
34 42 63 

本車

注 i屋清
62 16 62 
44 15 47 
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文字索引コード表

g
ヨ
り
斤
1、
司
4
n
u

d
勾

1
0
6
7

＊
去
皿
臼

ω

ま
H
J
5
4

ば
付

2
3

z
－YJ
凋
崎

7’

U

2

2

 

＊

渓

位

回

避
mmお

滑
立

溢
完

油
田
町
日
則
的

＊削刊日出
U

湧

2

E
e
p
i
2
6
 

d勾

i

’hH
H
q
r
n
v
ph
v

－
へ
仰
川
フ
ι
F

コ

坤

td旧
制
し

£
U
F
O

tu！

3
4
 

6
J
許

u
v
a
“，内
wd

＊湖

g

t

r
w
M
U
今
ζ
内

Jι

場
一切

6
6

＊
跡
w，白
山
引

溌

刊

日

γ
キ
T
q
ζ
n
u

＊

fze’
6
6
 

H
備
nu
佼

渡

Z

＊
市
庁
目
白
日

本
山
而
門
店
四
品

ナ
i
E
5
F
D

A
－Juvb
吋

3
q
J
ι

＊
一揖
目
白
日
出

Z
T
1

9

 

川口
2
8

潅
認

’E
4
2
4
 

1

池
作

6
8

｛
演
口
乃

＋
院
捻
4
ζ
u
n
u

p
h
M
4
9
 

滝
完

溜
M

百

六
情
的

U

Z
方
バ
リ

凋
U
守

Q
J

午
杓

4
3

＊浜町凶一配

車

品

同

店

＊
滞
日
記

事
活
問
克

也
伊
爪
臼
立
げ

－w
，d－
a
，、ι
l

p
h
d
F
1
 

沼
ω
3
ト

滞

話

＊印え臼冗山

』

F
hヨ
3
2
5

4a

》
伐

6
7

＊
湖
町
出
M

bh
AZ

ナ

2
3

叫

4
4一－
6
7

準

z

kp
＋

α＋
内
Jι

内4

2
ι
i・6
7

bp

－cz
E
2
1
 

司唱花
6
7

澗
認

漬
詰

空い比
M
U
何

件
サ
ヱ

5
7

詰
2
8

bp

長
吋

3
3

割
問
人
作

6
0

漏

z

k

h割
釘
・

2
d
内

d

d

司
刊
行

6
0

z
ι
t
p
n
2
J

’l
 

刻
リ

HH
M
6
0

ヨB
翼

au
『’
i

川
行
4
0

＊廿附印日明

漂

2
渇同
m
m
m

bp

矢
一

2
4

刻
品
仰

6
9

滴

Z

Z
E
E
U
F
？』『
3

4

4

4

f

b

9

 

＊
市
町
一
区
百

本
激
臼
引

漕
完

正
可
。ミ
d
n
6

d
E
E
ミ
d

‘l

＊
体
ゆ
句
”

漆
お
れ

車
伺
施
日

＊
法
的
出
関

＊

話

回

幻

激
お
U

也
事
払
什
臼
幻

・l

h

事
網
代
3
0

2

川

G
6
2

＊
寄
小
〔
出
円

J
｛
l
 

b
R

時
げ
や
主
内
4
d

、，，

3

託
行

6
1

ド
ノ
ノ
ノ

3

6

唱
法
U
6
u

b
p
hゅ
244

、q
‘JV
F「
JV

J
H
d
6
2
 

＊
徒
四
日
日

本

浦
中〔
M
M

泊
吋

6
2

品
内

3

1

＊
激
官

澄明記
m

pF
ふ
喫
仁
ト
内
4
d
a
u守

3
》

A川
q

，r
h
v
a
n

－
v

本
商
同平
日
ロ

ホ
銑
回
日

ω

妖
旧
辺
∞
∞

潟
m
u

＊
日
前
吋
臼

ω

同
副

e
9
5

伊
作

2
6

指
比
一
此
口
山

ω

e
司
Z
L吋
d
内

4
d
p
h
d

討
作
例

6

0

＊滑

g
q

、33
孫作
2
7

本
法
ωω

酌
一
水
）
畠
｛
火
）
町
一
爪
一
回
一
父
］
A
e
（
）
回
一
対
一
人
片
）

e
L
ヨ
宅
内
S

R
J

d

司
持
似

6
3

＊
濠

g

e
川崎￥
R
2
u
ぺ
3

2

小
作

6
3

L
F

主
ヨ
3
2

3

〉
f
リ

6
3

＊
津
安

＊古
一号
門
町
お

本調

g

E
h＋
Z
A
a仏
Y
F
h

口
刊

η
3
8

静
詰

＊
店
前
惜

ωmo

hF

切
比

3
8

M

司
羽
枇

6
0

濡
認

司
Z
A
H
ミ
J

、，

神
洋
信

6
2

＊蔽片口山幻

ι当
目
以
r
p
h
d
a“『

福山

M
2
7

＊
潤
乃
乃

＊漉

2

．
，
骨
令
臼
お

幽三一一

Q
J
7

担
何

3
2

川
山
内
州
帆
司
’
’

p
h
d

ロ
剛

V
3
3

ド

均

三

r
3
4

3

d

’tt川
r
h
u
内ノ
h

区

r岨A
・
凋
U
マハ凶
J

J
作

3

8

bF
庁

V
Z頃
？
『

4
J
司
4d

，
叩
｛

6
2

寸

4
P
R
n
ミ
d
司
4

噌

j
i
6
2

k

““＝っ
2
J
勺
4

4
ω
m
a
p
b
R
J
 

E
d
F陥
市
」
司
令

3
司
A

B

喝
而
切
な
広
U
R
d

灘
8
l

b
F
時
中
念
土

内
4
R
J

3

叶
叫

M
H
6
8

bp
叫
抽
州
い
司
u
n
u

＝
活
い
6
5

b

広
島
町

3
9

d
司

m
m
m
6
4

d
t少
司
A
F
O

叶
刈
川
崎

J
a
u『
凋
件

e
m＆
剛

AY吋

3
0
0

唱

t出
u
m
n
r
h
v
凋
斗

2

舟
蜘

WCbH
内

4
U
司

ar

場
一1
6
4

巨
E
1
7

立
H
Z
7

z
乞
話
回
ぺ
S
F
G

場
向
6
4

e
噂
岬
L
L
司
d
R
d

d

司
羽
仙

6
4

瀬

Z

事
訓
旧
臼
日

＊
翰
ωω

＊
吉
帆
臼
円
叫

＊

浦

日

制

＊
湖
お

E

揺
さ
冒

3

9

4

伺
司
け

6
3

濫

2

5

圭
R
3
8

刻
冶
付

6
3

1
2
7位
E
p
p
h
d
F
h
J

認
仔

3
8

k

先
先

3
7

da
『何”””
n
r
h》
弓
喝

Jv

z

b
伏

H
3
6

司
お
H
H
6
3

E
Z
E
3
1
 

4
司

H
1
6
6

キ地
ωω

ーへ
q
u
q
d

d

句
お
川

6
5

岡
山

o
o

h
〈

4
l

z

’γ
r
r

・2
d
n
o

神川戸、
6
5

牢恒
ω日

E

－nu
｛

2
d
F
h
d
 

d

司
川
川

6
5

炉
u
m

h

，’
h
Y
3
4
 

ル八
f
f

炊引
u
m山

灼

2
灯

Z

＊要

g

＊
焚
ω
m

g

寸え
3

1

尊
属
A
Y
6
8

焚
包

山
灰
お
お

e
実

印

日

山
山
火
柑
四
日

久
火
幻
m開

灰

問

的

＊
A
A
Z
山
｛
出
乃

火
火
げ

M

火
同
日
制

A
火）
E
禽

＊
倣
臼
U

＊
焼
臼
筋

燈

Z

A
U
A印
刷
内

4
J
F
h
d

場

M
u
m
6
8

＊

澗

日

お

熔
絹
川
崎

ホ煩

g

b’
白
固
山
内
A
U
Q
4

2

止九
E
7

＝軍
少

2
0

H

”HM巾
q
d
n
w
d

z
回
目
v

～勺
3
ζ
U

司

M
Mち
p
b
7

プ
同
H
H
n
u
nヲ

ドホ

N
4

4

4
ヨK
P
Q
J
R
J

凶川
h
V
内

d
J
F
O

本
媛
臼
乃

本
燈
臼
刊

，
‘
ゐ
泊
ゐ
ハ

q
d
内

UJ

d

司・
村
町

6
6

煙
7
6

＋
割
配
下

ζ
U
1
4

L陶
u

、a
u守
内

MJ

＊倍

g
焼

却

お

＊
焼
臼
U

v
b
F
3
6
 

‘ν～U
F
b
ζ
v
 

W

向””司司
4Jurhv

p

布

川

fw伝
U
F
3

月旧
7
唱
d

b
1
P
1
7
 

＊熔

g
8

休
…
臼
臼
菰
…

u
n

烏
ηω

窯
お

為
凶
日
黙
認

占…
nu
辺

執…
m
m
M

＊木…

mZ
執…

n
u

［
山
］

よ
故
五
位

＊
欄
日
明
白
動
…

n
M

＊

櫨

自

熊

n
u

爆
認
長
一…努

＊
燦
白

血

…
昇

率
擢
盟
事
配
…
完

＊
燈
自
前
…
明
記

二
個
…
日
刊
山
照
認

$
健
臼
幻
＊
向
…
完

燥
お
れ
無
計

ふ
暗
雲
然
詰

燭
品
焦
認

燦

Z
煮
詰

＊

般

臼

引

烹

門

店

＊

慢

話

庶

完

燐
詰
＊
罵

g

＊
煉
ωω

烈

g

＊
悟
臼
朗
叫
唯

一茶
臼
臼

燃
羽
目
＊
主
…

2

き（実業震実）
84 

、、B
E，ノ

タ瓜
／
，

t
t

、、

＊
聴
器

爵
器

＊僻
3
m

A災
時
侃

舜
器

移
骨
内
包

帯愛
ω的

権
手
出

受
認

采
お
日

＊

字

日

目

妥
話

爪

tz

u【
爪
｝
匡
点

爺
完

釜
m
m

斧

2

ハ
叫
ん
刑
制

U

A
父）
E
a黒

爾

Z

爽
日
目

M

＊
組
臼
明
ロ

＊
J
〈柑
A
U
明
日

曲
｛
考
〈
｝

E
a
一

F
寸
幻
3

J
可
A
，，
－－
1
』

ト
T
八
閉
山
応

J
A
E
t
－s、

E
＋
E
ム
角
ぺ
JV
今

4

4
A
1
3
5
 

［

j
］
 

＊
措
白

』

F

b
ヨけ
4
2
d
フ
ι

d

司
山
庁

5
8

＊
林

g

k

’nM
q
U
2
J
 

d

司
ヰ
庁

5
0

－
－
＋
ム
辺
「
げ

川
吋
同
川
町
炉
、

S
L

＊
日
力
削
明
日

A
U判
｝
匡
点

事
情
ωη

牌
認

牒
語

$腹

2
版

2

4

1

今
ζ

ハU

i
1
4
5
 

A
片

〕

匡

禽

＊印は JI S第 2水準の漢字です。
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文字索引・コード表

回
一
牙
｝

目
｛
牛
｝
制
｛
犬
一
回
｛
玄
）
ム
王
）

引
｛
瓜
一
蝿
｛
瓦
）

A
甘
｝

剛
一
生
一

山
一
周
｝
叩
｛
回
一

牙

同

九

位
一
牙
一
巨
点

ホ
犠
塁

本
日
明
“
お

￥
RP
1
0
 

恥
市
川

2
3

＊
稿
ωお

＊
特
包

特
ま

＊
抵
ω
川

崎
1

T
内
ζ

、d

e制
U
T’
内
4iu
内ノ
E

－

牧

日

切

物

2
牡
m
m

レ』
4

8

斗
イ

4

3

＊
べ
平
日
明
刊
日

＊

勅

言

初

日
ド

6
2

一一－LZ
qζ

民
J

＊型
ω訂

正巳

4

3

1
司
2

0

ム牛

MZ

＊
件
十
件
一
斜
辺

牛
話

回
｛
牛
｝
区
点

＊
治
虫

＊
獅
“
お

’一－－
phd
勺

3

品
川

A
2
9

狙

z
h
川
り

2
3

払

A
d
2
7

障

本

ふ

l
e
nu守
内

4

4
9
6
3
 

d
n
円
以
a斗
ハ
ヲ

抗
似

2
4

＊

秋

山

訂

＊
神
話

＊
狂
ω
n

狂
2
日目

＊

ω”
“
お

＊
抗
ω
U

H』

o
o

xつ
4
4

［

1
d］ 

z

牛
九

4

9

4
弓
出
国
情

6
5

ホ
獣
口
明
日

れ
ぶ
邑
九
円
内
川
J
p
h
d

u
－－内Jι

司

3

本
歌
口
明
日
必

十
寸
ハ

5
8

J

区
司
4
4
凋
件
’
A

献
n
m

h
T
八山山山
M

l
η
A
．，一、
ζ
ζ

ホ
奨
自

犬引出
M
W

H
一
犬
｝
区
有

＊
猿
制
服
刊

話
閉
店

d

k

A

7

4

1

J

 

本狸
ω円

引

率
端
足

ホ

ZJ矢
込
町

’1刈J
6

目、
4

V拘
材
相
’

p
h
u
p
h
u

引少

4
3

F
m
4
2
 

広
告

4
5

H
F

田川市
3

ぷ
A
川
J

t
』

1
』

’怨

ιトド
R
d
民
U

手
3
8

＊＊＊ ＊牢

狽狸狼 j奇5児 病娼 j宇
39 35 47 64 64 64 64 64 
66 12 21 40 41 42 43 44 

本
絹
“
お

キ
狭
雲

中
山
市
出

ω

X
A
v
i
d
 

｛
寸
沼
ワ

d
A
A

コ，
d

－，

＊
校
“
お

↓
半
八
り
主

，24J
，，‘，
4
 

$
狼
副
主

、、Bt
，r

2
－，‘、

M
M

／ろ
出
毒

／’
l
＼
 

＊
出
制

ωω

本
山
侃

ω日

＊
経
汀
臼
%

獲
ゅ
の

＊
燭
削
明
日

＊
捨
自

＊
飯
臼
明
日

＊
摸
目

寸
汁
1
品

V
F
h
J
r
n
v

正
K
V
2
8

而
叩

7
6

相
仙

2
6

ホ

婿

制

約

土
反
げ
悶
唱

，qA
J
1
6
・
4

率
お

畜
お

玄

Z

A
玄
）
区
議

96 * 本割鮮 半 ＊キ＊

豆 王玉 弄琴 琶 琵慧皇望聖 壁 壁璽玖玩珂瑚珊珍爪祢 f皮王自玲
1K 18 22 47 22 39 40. 64 25 43 32 64 64 28 22 20 18 64 27 36 64 64 64 64 46 

.ii 06 44 14 55 42 92 78 36 30 27 82 90 05 74 65 49 61 25 33 62 63 64 65 72 

＊
笠
凶
1
川
内
－

V

＋・，
4
k
－

d

瑞計一山

＊
町
押

ω刀

引
開

4

4

羽
川

2

7

＊
取
印
刷
古
川

抗
八
叶
川
崎

r
T
J
1
J

’ι
 

4
沖

1
6
4

什
同
A
叶
，
凋
斗

Fh1d

キ
日
幅
削
完

本
排
究

＊
琉
ω
η

＊
浪
印
刷
加

割
引
が
＋

A
p
h
d
「
4
JV

羽
セ

4

9

扇
舟
l
v
a斗

p
h
u

rわ
い
ち

2
J
0
0

＊
培
山
明
乃

同岡、

4
9

平

4
2
2

レ
ト
J
冒

i
Q
J

R
h｛

2
6
 

古
川
崎
山
間

千＋
J

4

1

J

＊

培

ωω

本
桜
山
明
例

圧
o
l

L内
4
4

＊瑚州民

は
T
R
r

。00
6

哀し円

2

7

＊現

g

z
Z且
Z

2

・u
nH》

P
仁

2
3

＊訓…世話

＊瀧

g

＊
境
計

環
認

＊
噛
ωω

＊
環
器

EdA孟
μ
i
p
h
J
凋
H『

抗

H
1
4
9

＊時

g
＊地
一民

＊
邪
ω
η

瑠
M
刊

ω

滑
稽
討

中璃
ω邸

主』
4
6
8

z
u
q
2
2
 

本
泊
ハ
臼
明
目
制

本魂
ω幻

本

培

ω邸

＊球
ω
m

＊璃
ωω

件警守哲（反）
引
一
瓜
一
区
点

＊

旭

町

日

本
砲
お

＊
極
的
ω

＊地

g

＊
限
定

＊
砥
宮

本
世
話

γ
h
N
U
V
p
h
d
q
d
 

M
回目

2
8

本

瓢

邸

時

』

F
f
h
此

5
4

割
同
四

6
1

＊

瓢

白

H

I

l

l

 

持
冗

4
5

＊
睦
吉
国

＊

護

白

げ

＊
草
品
目
山
凶

b
F
i
F
－王

5
2

刻
手

9
6
1

本
木
瓦
白

ω

本
町
公
瓦
白
白

瓦
認

咽
一
一
丸
一
区
点

甜
u
n

＊

嘗

回

目

某

2
甚
自

甘
m
n
u

A
甘
）
区
点

甥
ηω

$

匙

白

羽

産

Z
生

Z

A
生
）
匡
点

甫

g

＊
7
用
白
山
引

用
日
目
的

山
｛
用
｝
区
高

＊山
戸間
回
目
山
部

n
r岬
悶

n
u
凋
uv

引
制
れ

n
p
a
u守

FhJ

白
回
M

川口

留
台

本
脊

2
畜
お

＊
川
回
目
山
日
日

＊
旬
m
m

ホ畳

2

関
与
崎
山
山

田
宜
お
お

累
お

＊
田
各
節
目
＃

畢
ち

国
共
同
日

日
じ
0
1

日
上
4
9

界
お

回
同
日
山
臼

国
民
防
犯

明
力
お
川
町

本
田
町
官
邸
引

率
墨
お

回出

U
Z却

四
一
回
｝
区
議

由
山
『
汎
叩
臼

由
M
N
m

田
’おお

畿

a

z
匝
ヒ
E

R
d
2
d

－司

司
ヨ
日

氏
U

ミ
d

’n
ハ
フ
』
rh
M

L

a
u句
ミ
d
n
u

院

l
H
5
8

4
司
ム
剛
山

p
b内ノ
ι

＊
時
的
活

日
収

8
7

軒
町

3
7

h

k

司
1
R
J
R
J

，rμbM可
r
n
v
吋
ペ

Ju

b
F

ふ
れ

5
4

，
勘
助

6
3

h

＋
広
岡
4
R
J
Q
J

調
院

6
3

々
合
品

2

悶
同

4
1

・F
ι
当

veコ1
L

2
B
6
3
 

み
よ
＋
4
R
4
J
R
J

汀
町
二

ζ
4

b
p

か
H
H
5
0

2
m
M
n
u
i
p
h
u
今
司

d

小
平
＋
’

A
U
内
〆
』

w“
砂
凋
仏
守
凋
U
守

＊
か
ノ
／
渇

ηJ

悶
H

，
、，，
‘

本
十
犬
汚
活

mm
炉、，
d

b
p
H
W
H庁
E

F円
d
F
h
d

副司
岡
町

6
2

b
p
一
『
叶

R
J
4

3

百
貨
，

民
U
q
ζ

τ｝
4

民
u
n
u
y

E

u

q

d

－－ 

問
凶

ο
o

ルム
’
4
l

RH
P国
同

内

J
ι
A
U
d

d＆
潤
店
副
F
A
U

守
司，‘
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文字索引・コード表

警官（室主）

疑
自

疎

Z
疏
去

楚

お

れ

宇
疋
円

m
m

疋
剣
山
山

間
一
疋
一
区
点

市
摩
白
日

＊
窪
白
日

痔
器

痕
お
日

＊
模
言

権
宿
店
店

病
お

疲
労

＊
市
件
、
白
日

＊
痘
白
日

疹
お

症

2

＊
痘
目
白

疾
警

本
抗
告

＊夜店
ω
印

＊

府

節

約

＊痴

2

＊

抗

野

＊
庁
俳
句
“

疫
η
日

＊
値
目
白
川
町

＊夜

2

＊庁

Z

A
f｝
直
長

u
p
m
X
5
7
 

羽

d
h側
内
民
U
7

’

＊
情
完

本
－
情
的
汚

傘
症
白
河

本
盤
的
乃

本
場
邸
九

＊
一
織
的
刀

ホ
］本
5
9

3
4干
6
6

＊
備
の

ω

＊
癒
白
河

＊
療
の
U

痴

2

＊
－
淡
の
“

本
俸
白
白

＊
痛
白
似

＊
壊
宮

本
病
的
臼

痢
許

＊
宿

2
痘

幻

U

痛
活

痩
完

本
店
U
日

ω

ホ
痘
白
日

事
療
計

＊
↑
機
器

＊
癖
目
白

＊
癒
白
山
引

＊
癌

g

hR

＝頃
5
0

d
司

戸時
略
作
伝

u
Q
J

＊
建
的
的

＊

棲

塁

本
療
白
U

＊
構

g
癒
お

癖

z

k

－1
5
5
 

司
J
同
盟

F
6
8

本傍
u
w
M

療
誘

＊
療
白
白

癌
認

＊
欄

g

本
凄
的
別

＊
療
白
川
出

＊
庫
的
乃

＊
溜
完

＊
設
訟

法
旦
n
J
相

時（元
M
叫

は

u

k

ぇ
1
6
3

岨
4

2

吋

7
r
o
n
u

本
部
パ

ι
w
m
u

A
Wハ）
E
点

k
s
m
9
6
 

RR

白
巾

6
3

本
塊
告

＊
些
豆
活
日

’nロ
t
t
i

＊
生
ロ
ザ
市
川
リ

’白

μ

6
、．J

＊
・r
T山
正
山
ゆ

’
内

H
H
a
R

｛

i

＊
校
“

ω

h

－VA円
6

7

3

山
間

6
0

h
リ
7
0

’
門
口
司

d
l

＊
哲
吉

皆
目
の

一
寸
寸
4

’inυ

戸
仁

4
2

ヨ
同

7
9

昌
司

2
0

白
田

ω日

＊
皐

g
泉

Z
白
玉
お
お

＊吊
M
n

＊克以
W

侃

本
自
己
白
山
由

白
羽
白

A
白
｝
区
点

間
｛
田
】
問
｛
疋
｝

A
f｝
町
一
品
八
】
同
｛
自
｝

A皮
｝

A
血
］
師
｛
目
｝
川
｛
矛
｝
山
｛
矢
｝
山
｛
石
｝

t

T書
割
十

r
h
v
マ
r

刻

H
見

6
1

＊
向
日
山
U

キ敏

2

t
z
Z
V
A
ミ
d
内

4
J

刻

t
到
8
7

z
a店
ス

r
o
r
o

g弓
宮
飼
料

6
1

＊
被
ι山日

皮
0
3

町
一
皮
一
区
点

＊
臨
皿
幻
一
U

$

昧
語

＊
晶
す
お
本
胆
叱
誌

＊

蓋

塁

本

一

枇

野

＊
湯
言
幻
＊
眼
“
お

＊
』
宿
直
言
権
問
雲

＊

盟

“

お

＊

砂

野

盤
ω日
本
耽
“
お

監

認

ホ

跨

“

お

＊宝山皿一助
M

日
ム
区
百
ヲ
∞

ω

明皿
M

桝
お
倣
箇
犯
の

＊

蓋

“

お

ホ

害

訴

＊
盗

2
督

お

お

盗

Z
着

Z

盛

芸

＊

春

“

お

＊
合
皿
ロ
∞

n
’w山一回“お

＊
主
血
げ
回
幻

＊
去
皿
げ
凶
却

益

げ

日

盆

2
盃

2

1
川
皿

U
K叩

孟
お

＊
孟
白
山
円

皿
幻
M

A
皿
一
巨
禽

回
目
幻
竹
山

回国
M
則
的
目

中
旬
初
日
叫

盾
認

看
認

亡目
M
日

県
お

日一ハ

2
m

日
口
糾

ω

A
目
一
区
点

k
o
日
6
9

4
司

k
q
6
5

E
2
正
6
7’

判
臨

w
r
6
5

瞭
主

主
童

8
3

I
H
－3
2
 

＊
車
貝
渇
泊

ロU
H
6
、z
、

事
噸
雲

＊
臓
器

療
睦
日
山
日

＊
眼
目
∞
mA

＊
眼
目
山
日

ド

↑
E
コ
6
0

3

院
院

6
5

＊
＃
白

Tm
均

M
H
f
d
 

L

－A
E
司
d
1
A

E
H
一4
5

e
h射
が
す

r
o
r
o

’
町
W
W
6
4

＊晴

2
1
1
1
 

出
H
3
7

』

F
K”
に

6

4

3

佐
町

6

4

R

～一
W
1
ζ
U
2
d

，
即
u円

6

4

ホ
畦
ロ
∞
川
町

＊
梯
“
引

＊
昨
お

ル
も

6
5

島町

3

1

眼
n
u

巳
H
山
川
明
凶

＼
l
，／ 

m
鼎

旧
日
ハ

川見
印
白

山
田

〆
，f
t、
＼

宇
一且
一幽
“
“

＊居間（は山首
ω

真
自

直
話

＊
嘱
“
白

＊
際

2

＊
暗
“
“

瞬
自

務
制
問

＊
払

h
g

柔

2
矛

2

川
｛
矛
｝
E
点

矯

Z

事楼

g

＊
堆
ωれ

短
お
幻

ロ
ビ
つ
ι
5

ル＋ハ，
d

－J

寸

口

J
9
4

主
ハ

3

7

円

U
5
6

b
大

3
4

＊矢

g
－「
＼

nuマハ
υ

ム
寸
ノ

4
8

山
｛
矢
）
区
議

L
3
μ
3
4
 

下

m
H
4
0

4uuar
内ヲ

2
d

引
U
4
司

3
a
n守

E
r｛
」
’
i
r

。

z
m
H
2
4
 

z
E
I
E
r
0
2
d
 

d

司
工
世

6

7

江
川
巳
守
f
a
n
守

口
利

3
5

砿

Z

Z

↓
七

6
1

ョ

U
U円
6

7

K
X
1
6
h
t

。ハU

4
4

別加
し6

7

bprw川
1
Q
M
Q
J

4

4

E
山
内

5
4

九
十
ほ
D
J

TnuF
”d
E
M
 

J
4／

6
9
 

5
H
2
2
 

研
M
町四

b
p
1
1
6
9
 

．
F
官

6
6

e

本
手

7
9

司
附
王

6
0

V
E
コ
3
F
D

J
合
伊
豆
凋
斗

r
o

bp党
一コ

6

4

司
声
そ

6
9

支
一コ
0
6

h
明

a
Z
L
a
q
R
J

－臼
一コ
2
3

王
Z
4
4
4

＊
婆
詰

碁
μ
乃

此
石
お
日

山
石
初
一
凶

＊
石
研
“

mm

石
器
司

山
｛
石
｝
巨
点

自
十

0
4

γhuF
凋
M

『
ヲ
，

＊悩

g

b
F

ム
向
日
日
ζ
U
2
d

z

恥
同

6
8

7
k
h
h
q
ζ
守

F

F

恥
円

3
5

＊確

g
u
ト刷。。
7

E
R
2
0
 

＊
碕
話

碗
幻
日

＊碍

E

K
立
口

6
0

2

F
『

6
8

＊
棚
ι∞乃

碇
話

碓
げ
路

大
－2

．6
6

E
P
2
7
 

碍

z

bp
仲

V
U
6
7

3

F
札
刊

6

7

、J口
0
3

E同
4
0

t
U
6
8
 

E
判

4
1

山月
0
3

T
官

3
4

湾内
B
A
R
d
守

r

E凡
2
3

ロH
M刊
組
勾
守
f

T
h円

2
0

$
砕
完

bp
士
士

6
5

2

正
社

6
7

「
n11
ヲ’
R
d

r阿
川
噂
内

4
J
R
d

＊印は JI S第 2水準の漢字で‘す。
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文字索引・コード表

山
｛
石
一
川
（
示
）
川
一
円
｝
山
一
禾
｝
川
一
｛
八
一
川
｛
立
）
川
【
竹
】

を！？科会合抗争吉守会警守彦会警告会会付87 88 89 90 91 92 01 02 75 03 44 04 05 06 35 67 68 72 74 10 

T

自ハ

7
唱

じ手
1

4

＊
一
様
U
町

m

H
必
陣

E
E
守

J
R
a
w

d
a

－市
帆

6
2

z
mヰ
守

7
4

刻

引

恥

6
2

士
【
且
口

7
・
2

本
示
巾

6
2

＊
躍

2
n
q
p
）
 

＊

怠
Ae
一一
h
N
A

－Z山中
t
k
’d

＊
H
市
小
「

M
9

三
山
中

4

、3
2

＊
笠
ハ
3
8

：－

p

f

l

 

v骨
ト
＋
ι
m
r

、，，『，，

44
云
川
明

6
l

b
p
t
υ
ι
守

r
r
b

羽

－
R
明

6
l

e

七
「

7
5

訓
示
巾

6

1

本

民

H
0
3
3

4F

i

 

b

－
＝
目可

1

2

2

品
川
中

6

1

6

ロ」
7

1

唱
玉
川
中

6
l

h

瓜司

7
3

d

司
所
前

6
2

禦

幻

卯

＊
一田
市
門
町
制

林
示
辺

%

百
一小
れ

m

I…
刷
恒
目
白
川

祭
器

＊
出
ホ

U
U

一不
n

M
叩

川
一
二
小
｝
E
a
m

、、
B
E

，J
川キ

／，，．‘‘、、
禰
認

U
壬

2
1

ト

h
N
同日川凋崎
n
u

禎
話

‘
写
す
令
3

’A

ト
私
利
ド
・
－

3
q
4

凪
同
8
n
u

ゐ
4
0
1
A
R
J
W

Z
T
7
9
 

t
下

4
2

祷
話

【

Hu

t

7

’r
コ

今
世
2
7

りす守す，
n
U
F
h
d

ネ
1
3
4

十
h
H
F
3
0

4
A
1
4
2
 

ん
小
川
町
ゆ

t
l
i
l
 

円

M
H
H
U
2
d
r
h
u

ゐ

T
3
3

E
令
＋
＋
’
’
i
q
d

’h
M
H
E
q
3
q
s
 

「
h
川

9

3

刺
市
ゎ

2
4

1
rム
7
’7
’

ふ
伯
2
6

4
4
E
λ

冒

A
内
4

剖
制
2
3

戸」

H
1

’A守
J

今
わ

2
0

『

I
8
0

み
ホ

L
2
5

ロh
H
2
d
2
d

今

T
2
2

1
l
u
F
b
ミ
d

ネ
1
4
7

［＋］ 

禽

B

＊同
u
n

＊馬
U
U

山
｛
内
一
臣
点

窓枠
U
お

移
凶
ω

z
l
H
V
九ド守，凋崎

神
川
司
ぺ

6
3

E
t
H
N
A
n
7’
弓

3

唱

1

6

3

品守合ハ
F
h
J
F
h
J

手術

1
3
6

円

H
H
U
内

4
d

司，，

手
舟

1
3
3

秤
9
3

’～d
j
n
U
F
O
 

z
f
3
4
 

R
円

μい

7
2

d
4
A削
M
H
H
r
h
v
内

4
d

e
－令
a
会ハ『，，．，‘

回調

z
f
6
3

心
ノi
s

壬
T
4
3

b
R
H
M
げ川町『，，
《HV

4
4
£

倒

6
3

’
』
唄

n
Q
J
Q
J

エA
L
2
0

斗，
8
2

エ
↑

1

4

n
u
7
4
 

エT
4
3

利
器

私
話

＊
高
正
一
M
M明

＊
一
果

Uω

秦
3
お

委
お

乏し
8
7

4
月
’
ノ
ミ
》
弓
3

，V内
t
d
nヲ
0
0

3刈

Y
2
0

禾
立

川
｛
禾
｝
巨
禽

匂
コ
心

8
M刀

，
＋
庁
l

，Aa
d
‘

内
陣
棒
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キ
昌
叉
川
町
氾

。記
T
f
t

＊
矧
人
目
L
Y

沿

「げ

φ
ホ・
6
、z
、

昨

左

大

L
Q
J
3

司

幻

巾

6
3

J
A陥
削

吋

3
1
1
・

リ
門
河
川
川

2
J
n
υ

全
国

2
1

和
制
3

5

k

叫止
9

2

判
制
利

6
5

縮

2
繍
n
u

e
r
3川
11uJnku

d司
初
、
υ
r

。Fhd

忽主
3

5

か和
4
0

ギ
企

mauenヲ
1
A

必小
3
9

E

’

E
－9
5
 

報
伝
的

6
5

＊
徴
的
似

陣
立
一日

9

4

4
4

内
6
5

＊
縛
的
日

E
m副
司
吃

9

2

6
句
帽
拍
竹

6

9

Z
佐
町
凶

m
nヲ
の
ヲ

司

a色司
dユ
ζ
u
o
o

宇縁
ωω

‘
日
v
h
R
9
7

4

司
絞
町

6
8

＊纏

g

e
干咽ハ

9

6

d
司
村
山

V
6
8

市
愛

σ
7

λuv
一仰14
、
，
a

＊
高
貝
市
H
M
H

o
t
r
t
t
 

bpiユHNmAHJ
《

Hv

d
凋
付
制
世

6

9

e
J
U当
込
山
内

UJ
弓
喝

JV

，
制
約

6
8

krp、9
2

‘H
b
W
6
8
 

＊
経
ω
m

＊
す
寅
刃
向
J

，
年
中

6E
－
d

キ糟
ω
n

k

転
配
Q
d
p
o

司
併
前

6
7

6

リリ

－

9
5

司
付
税

6
7

繰

n
H

b
p
E
仕
怯

Q
J
刈
崎

割
引
が

6
7

＊
A
回
自
治
ワ

’O
や小

6
、－
d

＊
哩
辛
T

渇門，，』

。ホ
’
f
7

＊練
ω乃

bF
曜
E
9
0

3

如
制

6
7

益
回
日
ヨ

φ
8小
t
w
F
d

u劫
引

U

’lF
h
d

b
刷

3
0

i
i
 

＊
詩
恥

6
9

宇
T
9
0

キ
お
品
川

6
8

＊

耀

初

旬

＊
糧
mω

＊昨
m
m

g

品＋ヘ
9

4

d
勾

E
H
6
9

6
T
lム
Q
J
q
d

4

4

K

山

6
9

＊
四
四
～出

mω

権
問
缶
刀

ω

缶

2

A
缶
一
区
議

ド
写
－
R5a
・n
u
n
υ

司明言
M
τ
7
2

E

維
の

ω

M
R

翠
a

－Tn
u
a
u

刻

自

7

1

e

一u
R
0
7

羽
音
司
2

・7，、
A

＊
縞
立

本
擢
白
川
刀

岳】

0
7

E
円
4

7

本

B玄n

言寸
70 
15 

罵
m四
日
的

中
前
日
刊
円

＊
円
林

m
M

中軍
m
u

置
立

キ
開
旬
乃

m

署

n
m

罪

お

白

罫
甘
い
日

＊
明
奄

m
ロ

国貝
m
m
u

＊
畏
河
川

＊胃
m
m

＊回一小河

ω

［

問

］

＊
阿
m
M叩

四一岡）
巨保

＊
何
千

m
m

［

冗

］

＊
問
認

［

門

］

ホ
皐
お

ド司馬
0

9

訓
ー
芯
十

7

1

事壇
m引

＊褐
m
u

ホ
払
叩
初
お

＊
紙
一
m
M

群
号

本
草

加
お

本

語

河

沼

市糞
m
m

＊義
m
m

養
話

取
昔
市
夫
初
叩
判

羨

E
義
弘

着
詰

蓋
口
町
四
げ

＊
 

＊
主
仙
日
出
回

差
お
お

＊
主
…
河
辺

美
認

事
萎
日
ω

ホ売

2
羊
何
日

A
羊
〕
区
点

＊ド/1はJI S第 2水準の漢字です。
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文字索引・コード表

A
羊
｝
山
一
羽
一
回
一
老
一
国
｛
而
一
回
一
系
｝
四
一
耳
一
回
一
章
一
四
一
肉
一
山
一
臣
）
四
一
自
｝
四
一
至
｝
山
一
臼
｝
四
一
舌
一
団
一
舛
一
印
｛
舟
）

キ
ヰ
白帆
河
辺

吾川
O
Q
J

問
凶
匂
司
令

ζ
E
O

翻
日
刊
ハ
引

k

明”－
0
3

判
尭

7
4

〈

r
k
0
5

L
M
F
h’内ノ
ι
凋
崎
、

＊
刷
m引

＊
朔
m切
羽

k
H
H
H
0
6
 

2

知
山

7
3

k
m
U
0
4
 

3

日
ゎ
，
、
ヲ
’

R4d

h
F

生
司

0
2

d

司
医
司

7
4

k
ム川
場
吋

nvnU

2

4
同
司

7
4

ホ
非
湖
一
初
羽

＊
ム
品
柄
拘
幻

同公羽

m
m

E
臣、
R
d
『

r

円
日
嗣
宝
Y
凋
崎

2
0

刃
H
H
1
1
3

ヨ者
3
7

刃
Z
5
6

刃一
4
6

刃
ヨ

9
2

耳
巨

2
1

＊
翠
立

羽
げ
ω

山一羽一区議

者
室

孝
許

考
お
の

［タ］
＊
幸
一m
u

掌
季
初
“

ホ
走
日
刊
行
的

老

Z

A
老
）
巨
宗

↓
叶

4
4
9

Tm
zヰ

而
nω

町一而）区点
b

p

A

一一寸

0
3

判
判
明

7
5

e

砧
切

0
2

2

土
本

7
5

H

ロ口
0
1
4

刻
字
干

7
5

r
，bL
A
U守

R
d

ι↑炉
恥

E
凋
U
『

E
1
M

b
p

問
し

0
口

、，
b
牟
ふ

aL／
R
d

U
H門川，
RPU
刈
崎

↑B
R
2
4
 

e

一五
0
9

M

司
砂
や
水
上
ド
ヲ
’

n
－

Y

R

い
H
t円

nvau

唱
」
↓
切
っ

7

’A
崎

町一系）区点

職

引

侃

μ白
H
η
E
O
凋
U
守

宵
『
4

9

＋
曲
山

V
6
6

河
川
崎
目
司
d
s
A

＊
聴

z

z
U円
0
3

地
肌
咋

7
6

＊碇

z
n
A
心

3
9

H
門
司
司
d

マ
r

k

－k
o
o
 

d
4

耳
ノ
ノ

7
6

＊特

g

hRF

壬円
0
8

2

日
円
門
司
守
J
w
h
i
v

本

輪

初

日

c
m
H山
中

0
6

対
同
卯

7
5

z
t仲比

0
5

d
司

M
札

7
5

、じ
5

9

百
叩

3
4

ふ
A
H
I
R
d

・－

H
M
1
3
3
 

k

’火
0
4

判

E
u
q
7
5

w
ku
r
n崎
ヲ
f

H
n「
4
7

・又
8
2

3
4
4

・q〆』
ヲ
’

旬
回
口
r
L
γ

ヲ’

A
U守

立
阿
王

4
2

E
9
f
e
1
n
U
F
h
d
 

場
宮
尾
よ

7
6

本
僅
耳

2

2

日
平

O
l

唱

P
K
F
Z
7
’Fhu

z

ー
耳
0
7

4
司

1
耳
7
6

3
4
4

，no
n
U
 

E
ι
b
q
ζ

’A
 

m
一耳）匡点

場
盛
山
V

ゆ
渇

写
酔
事
’

t－

＊

梓

初

旬

、、hl
g

’’’
川
京

J
r
f
t

、、、
＊
躍

z

hF

長
干
n
U
1

2

じ
苦

7
7

ゐ
《
同
陣
ハ
U
民
J

呂
ヨ
4

0

＊

宝
山
皿
げ
凶
日
出

＊
覇
。
乃

粛
2

4

市
童
旦
一
凶
苅

書
m
m

＊章
m
m

回一章｝区点

f!l ~管宜く月 lこ合併〉国一肉）
E

点
＊＊＊＊  

監覧覧緊盟戚
20 45 75 79 83 71 
38 87 21 40 37 41 

臥
貝

μ
日

＊
思
旦
一
品
目

堅一
2
m

竪
お
ω

臨
同
引
日

臣 臥 臨 堅

35 73 55 88 

山一臣）巨議

日号（草）
四一自一区点

市
議
乃
の

’hu
A
F
h
d
F
h
d
 

五
玄

3
5

到

Z

＊
喜
一n
M

M

Z
土
幻

M

A
至一
E
点

、、‘，，ノ
m
鼠

〆’
t
t
＼

＊

鷺

回

引

‘
何
回

Z
5
o

d
司

自

己

F
Y
ヲ
’
内

Jι

滞
器
emω

$
血
中
日
古

血
（
日
目
お

血ハ
2
n

地
民
子
日

ω

本
血
ハ
九
特

キ
申
八
九
糾

＊

寄

れ

紛

＊

男

れ

幻

市
昇
れ
の

臼
げ
げ

出｛臼一
E

点

豆舌乱祇甜辞含吉子舗鏑舘

点 69 80 51 28 13 50 16 62 52 60 

舞
れ
創

舜
m
m

舛
立

国【舛）区議

ド
負
目

1
6

2

’n旬
1
f

E
E
0
7
 

M
M町
川
崎

4
a
u喝

事
線
九
的

＊僻
ηω

＊蟻
n臼

＊
立
皇

η
辺

ゐ
相
内
－

d
s、

bppオ
1
0

刻

v
w
d
q

’7
’ru

＊糟
η
引

＊
般
九
日

E
A
U

日ロ

1
8

d
J仇九
7

5

本
師
肝

n
u

f
白
、

6
0

h
M直
明
M
W

「
句
以
内

MJ

ム
川
門

H
9
5

・向矧

3
8

A

じ
叫
べ

，
a川

1
1
t

キ
紬
九
日

八
日

3
6

白
河

3
0

右
両

1
日

向
河

2
3

百
1
1
5

4

司品川
7
7
5

E

一向
】
’
i
o
o

da1νι
和
山
d

『’’
p
h
u

ト
門

d
1
4

B

司
自
問
中

7

5

凡
又
ゆ
川

向
河

4

4

g

八ム
1
3

4

帽
白
河

7
5

ム
”
ル
ヨ
心

命
河
2
5

守＋
4
Q
d
a外

HH川
う

ι
司

A

印｛舟）匡点

311 
＊ド11はJI S第2水準の漢字です。



文字索引・コード表

以舟‘ ＊ 

町主
巷 71
互 67

以色L l一珂艮穀草 良

1柑 艮巨 26 71 46 

） 加F 点 17 69 41 

主色艶皇
点。7 80 70 

苛

同

日

十処

u
m

英

げ

特

権
十
以
れ
乃

芦’日
mm

芳

g

＊芥
n
m

叶
夫
引
九

芭

2

4

士
山
引
お

＋
之
お
お

本
芸
乃
花

指ザ
一冗
れ
乃

士
五
お
引

芹

Z
芥
諸

井
u
U
M

＊
ザ
亡

n
M

＊
＋
勺
九
月

芋
話

＊
＋
叫
ん
れ
刊
は

［

＃

］

 

k

山』
l

l

d

司
小
中

7

7

A
州
｝
巨
長

＊
ザ
目
れ

mx

茂
お

＊
 

＊

茄

η
引

茅
ωω

＊琶
ηω

＊卒
ηω

キ
ザ
付
九
一
切

苗

2

＊＋、

ι
η
U

＊
 

＊
友
、
〆
九
一
例

出
了
お

U

＊
五
九
目
白

＊
再
九
段

苫
諸

ザ右

n
u

＊
 文

土
幻
臼

苦
完

＊
十
巨
η
m
w

芽
同
九
一

茄
同
日
叫

＊
葬

Z

＊
ザ
名
万
一
μ

＊
定
日

＊
＋
伏

ηω

＊
京
口
花

ω

茶
お
U

荘
竹
目
別

件
早
お
mw

キ
存
ηω

茜
日
山
口

十任
u
n
ω

＋耳
M
引

＊
茄
刊
は
切

＊
萄

Z

＊莱一
η
M
W

＊蕊

Z
茨尚一則

荒

お

引

十
刑
お
日

＊
客
η
ω

＊
同
一
花
m凶

＊
十
回

η
m

武
口
佑
河

本
ザ
立

nM刊

＊
詞
花
明
日

莱
JMwn

＊
莱
乃
刊
は
お

本
毒
九
郎

莫
叩
四
位

＊ザ刃
U
η
U

＊
十
豆
刊
M
t山

＊
蒐
刊
は
お

＊茶

Z
茶
一
四
日

＊荘村
M
M
U

＋
B
マ
，
，
ん
内
ノ

ι
内〆

ι

功
a
マ円
U
7’内
Jι

＊
亦
一
刀
幻

＊
莫
花
開
ω

＊

董

η
m日

本
英
刊
は
目
印

＊苔
η
げ

さ
な
山
総

＊
 華

旧

日

荷

同

日

＊
荏
刊
は
ほ
叫

＊
ザ
位
刊
は
M
凶

＊
一
刀
初
日
何
日

＊
夜
η
m
H

萄

2

ホ蓑

Z

著

お

お

キ
帯
ηω

本
韮
円
刊
は
お

＊
萎
刊
は
叩
羽

ド
↑

R
H
2
7

3

ナ
わ
い
マ
’
弓
u

キ
葦
刊
は
あ

十回
目
お
臼

キ
サ
叔
花
お

菜

お

関

本
青
山
花

M

菰
M
M

キ
董
刊
誌

菌

Z
菊
詰

＊
苦
言
日
記

出
自
計
一
出

富
山
川
口
汚

菓
諸

萎
読

本
十
奄
花
引
品

＊
真
誌

葱

2
葬

E
耳
押
川
引
関

十秋
9
5

＊
引
胡
刊
は
日

苫
旦
一
日
M
刊

場
一
軍
豆
油

韮
沼
山

一
部
八
凶
叩

＊
一
冠
刊
川
町

＊
苔
可
刊
は
日

本
益
花
山
間

＊
ザ
科

η日
4

b
p

十コ又

2
1

3
4寸ロド・

7

’R
J

葦，
m
u

＊
 

菱
ω
ω
 

＊
 

＊
萌
刊
は
M
判

本

十
明
日
泊
四

主口
M
M
一泊

＊
 

z
仁
F
2
3

功

↓
4
1フ

7
4

＊
首
吉
田

ηη

蒜川則一刻

＊
産
三

審
判
川
相
辺

孝珂
7
n

申
立
ロ
向

η
m

＊
兼
ηω

蓋
立

＊
志
羽

η
U

本
ザ
施
刊
は
日
山

＊高

Z
葎

2

落
一
約
百
川

葉
詰

＊ザ約

Z

＊
苗
内
花
臼

＊
ザ
保
一
花
目
配

募
u
n

葡

Z

＊
直
判
長

＊帯
ηω

董

刻

印

菟

Z

＊
 

十尉
η
n

蔭
認

蓮
u
m

ザ
容
約
一
日

葉
山
川
明
日

苗
す
日
制
初

幕

日

乃

＊
一
芳

Z
蓬
お

墓
誌

蒲
m
u

韮
田
お
臼

蒼
お

＊
草
花
乃

＊
一
席
万
一
応

＊
裏
話

＊
藁
存

＊
薄
完

基
…
お
∞
∞

蒋
認

申
十
修
完

蒐
官

＊
＋
弱
万
九

蒔
n
ロ

＊
芸
品
M
M
M出

韮
…
初
日

＊
宜
梓
η
m百

十厭
U
U

R
A耳目
R
1
q
，ι
1
A

，一市
m
T
7
9

菜
両
日
μ

一刻

車
菖
す

η口
凹

＊琴
ηω

＊
蕩

Z

首
交
付
判
m凶

蔀

お

お

暮
完

慕
完

十嵐
m
M
一助

＊葡

Z

＊
基
市
刊
M
m
m

蔦

お

日

本族
η
U

＊
疏

Z

＊
琴

Z

＊
醇
山

Z

＊
尊
花
田

本
清

Z

＊
長
T

小
刀
別

ホ
蒔
乃
日

薪

3

ホ
韮
回
乃
ロ

キ
帯
乃
日

薯

Z

本

暮

化

ηω

＊
＋
則
乃
一
山

董
五
日
山

本

董

乃

ω

ι島田
回
乃
の

＊
藤
一

ηω
薗
長

＊
ザ
四
回
乃
的

＋
b
aレ
1
A
Q
J

4
E
4
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H
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5

z
古
老

9

6

割
3

3

J

あ
7

2

ム
臓
乃

ω
＊
銀

Z

語
玄
O
E
旨

回

買

9

4

A
Z
3
6

‘
ハ
宏
7

2
官

日
｝

1
8
2

場
庁
府
刊

7

8

＊
建
立

z
g市噌
山
下

nwd勺
3

羽
川
“

w
ヲ’

phJV

晶
化
ヨ
、

3d1ι

B

，
銭
此
円

5

e
耳
山
間

9

0

A
Cエ
点

7

E

E

怜
”
ゆ
窪
《
凶

JAUJ

調
布
市
劃

7
4

＊鎗

z

k
老
闘
回

9

6

刻
、
同
町

7
4

h
削
鴇
羽

9

5

d

司
ふ
到

7
4

＊
鎌

2

b

p

t

キ
9
3

羽
田
K
7
4

毒雲o:n
E
宰

1
2
5

ヨ
E

4

2

E
陰、
nund

田作
4

2

E

日

U
U
V
9
6

d司

H
U
V
7
6

同
吋

5
2

ヨ
2
t
q
ζ
ζ
u

z
同日目．

QJ
只
d

d
4
R
H
7
6
 

EPRF、「nuro

ヨ司
A
寸
ノ
内
J
z

－r内
JV

E
↑
’
宇
田
十
「
《

WJ吋
4d

主
q
f
冒

i
k
d

ホ

閏

乃

ω

z
呂
町

9
3

d
司

H
K
ド

7
6

本間

2

‘
同
吋

9
1

司
院
内

7
6

日
刈
4

9

R
H
4
6
 

ホ問

Z
ELFF巳
．
守
，
。
。

R
ド

1

2

日
叫
4
0
5

日
HHU
内ど

RJ

同
刊
0
4

H
H
2
5
 

開
m
u

e
同
什
廿

QJQJ

d

司
戸
い

7
5

問

g

z
回
目
川

QJ
只
V

当
日
日

7
5

巨

FPL1q，‘
ζU

戸
口
い

4
3

同け
V
3
4

R
V
3
1
 

＊
同
乃
幻

ロH
E
J
凋
崎
’
A

H
1
4
7
 

冶

『

『

J
4
E
B
R

UF日
l

』

、、BE
F／

引
司
J

I
E
 

J

’ft
、、

縁関

g

bpFr惨
事
『

QJ
う

ι

羽
田
悦
7

8

＊問

z

bFH剤
9

0

3

間
同

7

8

EL市
An6an喝

日
阪

3

l

k
同
円
日
刊
の

3nMJ

，R
問

7
7

b
p
同
叫
吋

9

8

羽

目

同

7
7

』

F
H勾
9
7

＝
ヨ
説
明
ヲ
，
司
f

R

問
問
9

6

4

勾
児
問

7
7

z
同

H
H
9
5

判

H
H
7
7

e
F車
、
内
ヲ

4守

，
ョ
E
プ

7
ヲ，

R
同
副
叩

Qd
フ』

刻

R
H刊
7
7

同
引
り

pbQd

児
院

1
3

e
回
除
U
吋

nョ‘
，．

2

戸
陪

7
7

b
F

同
副
叫

9
0

羽
毛
布
司
、
，

7
’

ド
同
計
刊

QJQJ

‘ョ
t
7
6

＊閑

g

vpHH可
9

7

叫

4
1
E
7
6

閉
山

ηω
.!ZQ. . ~ 

年号ムく富（日）に合併〉

＊印は JI S第 2水準の漢字です。
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文字索引・ヨード表

川
｛
京
｝
同
一
色
一
川
｛
雨
｝
山
｛
膏
｝

A
非
｝
同
一
面
｝
川
｛
革
｝
川
｛
章
一
川
｛
韮
｝
即
｛
音
｝
山
｛
頁
｝
四
一
風
一
回
｛
飛
｝

玄京隷隷
ri!804680 

E
Z
5
2
 

以
内
4
5

＊～推守
m即
m
 “
 

雁
m
η
 

M
“”“
u
P
h
u
F
h
d
 

－a訂叫
，
凋
u守

n
u

祉仲
ι
8
1

ゆ
崎

g骨
刊
吋
‘
J
》
内
M

j

“MMHv
噛

A
守
，
，

’日“
M
削
ワ
雪

3
n

。

b

’μ
庇
0
4

3

六
本

8
2

ホ
難

z

b
F

仕
民

0
6

3

廿
別
耐
吋

nMU
内

4

雑
誌

＊
堆
ω幻

＊
雄
官

μ
H
n守
J
吋

S

品川州

2
8

H
昨凶

n
6『
J

T
か

1
1
7

U
は
u
F
p
h
d
r
b

ム
炉
同

4
2

R
闘
γ
邑
瓜
u
a
u

判
ヨ
向
口

r
b
F
h
d

一

巳

1
3

川
d
t
ミ
d
Q
d

＊
住
同
…
出
お

集

Z

住
又
日
記
れ

隼
初
幻

＊
佐
官

山一佳一匡点

霜一お
m到

雷
同
団
山
“

事
雲
間
認

定
一
家
一
郎
官
四

＊
一
世
非
即
日
持

率
骨
山
間

ω日ね

＊
婁
雲

＊
雷
～

ω引

窓
骨
骨

ιω
お

霊
語

＊
一宮
市
m即
日
制

＊一昨日一

m
m

震
お

＊
一宮
円

m
n

需
読

愛
明
日
明
力

雷
究

中電
ω幻

電

Z
雰

2

骨
云
げ
日
記

一雫
n
m
u

雪

B

ぷL
雨雨

[i! 17 
点 lI 

＊
同
市
北

m
U

4
2
1
1
 

b
R

寺
吃

0
4

4
f
8
4
 

＊
露
一

mM刊

＊
市
山
車

ω布

陣一－－
R
n
v
司
d

d
司

E
J一吉

8
4

ホ
電
器

本一審

ω引

慣
院
高
平

0
0

1剖
R
M
8
4

＊
覇
臼
げ

一寵一

u
m

＊
霞
認

霧
4
n

’4

認可

ωお

ホ
雷
雲

IH * 
責青静静
"1323280 
煮 36 37 48 

、、B
，，ノ

問
主

ノ’
t
E

、、

＊

麿

幻

日

＊
罪
認

輩
認

ι↑「
0
3

4
4
4
8
 

A
非｝
E
保

E

日川市
0

l

d
勾
円
附
則

8

5

z

向巴
0

0

場

γ

由
8

5

R
R缶
0
2

4

眉目
8
5

面

2

同｛
面｝匡

点

＊
繰

g

z

叶吠
0
7

判

LH削
聞
け

n
o
r
o

宇

鞄

乃

凱

＊鴇

g

z
A
m
v
t
l
F
n
u
R
1
d
 

神

妙

平

8
6

鞠

3

鞘

初

旬

＊
幹
郎
ω

鞍
お

－E
t
z
e主
ハ

υ
フ』

d

司
け
車
ぃ

8

6

H
工
人
‘

0
1

4
司
杭
刷
判

8
6

z

・1
＊
v
n
u
n
u

判

S
F
8
6

鞄

g

z
小
町

A
0
9

d4
動
m
F
8
5

＊
鞄
ω叩

岬

，
．
ム
川
明
円

n
u

、，

ι

司
執
眠
不
自

5

s
品
仇
γ
トハ
υ
r
o

d

司
監
γ
8
5

ル比
3
4

枠
抗
頃

γ
内

4
n
u

＊靭
ω日

T
も

F
W
1
A
7
’

＋
a
M
f
吋

SFhlw

t

『制
V
《ハ
U
A
U守

4
4

詰
平

8
5

E

E

守’’～ハ
U

、、
》

功
せ
申
す

8

5

z
E日
0
3

司

Z
古
『

8

6

L
5
－9
5
 

金口寸
1
1

・r
D

m
｛草｝
E
報

t
u
w
E時リ

n
U
3
J

判
中
易
わ

8
7

b
p

面
蔭
－

0
2

3

忠弘
υ
日
7

本綻
ωη

ド
首
O
口

調
＋
配
凶
い

a
U
7’

R
付
与
口

0
9

司

v
o
T
8
6

鞭
お

ド

爪

臼

0
5

4
司

h
翠
す
の
内
》

7
’

韓
認

E

ユロ

F
0
4

尊
重
E
8
7

A
章一
E
点

＊
軍
基

m
m

＊
十
正

m山
花

A
韮
｝
巨
実

韻
げ
ω

院
刀
口

0
0

刻
立
H
8
8

e

’3
0

1

 

唱
立
日

8
8

町
言

2

3

6
号
云

E
弓，
ι
内

dJ

＊
立
見

m即
乃

立
回
一
同
幻

四一音｝区点

e

頚
認

申
領
ω
U

Y
E
tしr

マ，。。

包
－
吊
卜

1
4

γ「
E
rい
；
『
，
，

7，

じ，干

1
4

？
FF「
F
内

4d
内

4

ινFへ与
8
u『

A
u守

』

F

百
H
R
0
6

刻
士
口

8
8

R

百
只

2
3

d
匂

h
L

本
6
8

E
R
R
0
5
 

d
勾

r内
E「

a
u
a
u

マ
民
ト
』

F
E
O
ζ
u

b
F
4
4
 

E
E
1
2
 

度
｛3
9

vh－一円

q
，ι

ヲ，

T

創
刊

3
5

7
Eト
y
内

d
d
n
w
J

X
ま
2
5

Z
K
L
7
5
4
 

千
ι
4
3

γ白
H
n
n
υ
n
u

八刀
4

5

守企

J
a
u
n
v

L官
制
M－
q
d
r
o

E

R
日

0
3

4

利
叫

8
8

俳
百
回
、
。
♀

ーム”
～5』

g
・、

頑
究

ヂ自ハ

9
1

4

2
7

 

須羽一凶

項

Z

Z
コ吋－
n
r
o
ζ
U

U
U
4
3
2
 

X
H
H
H
p
b
内

4

司
2
0

苫
ヨ
ョ
、
内
4
Q
d

司
区
↑

p
a
u司
、

3

A
頁
｝
巨
点

ド
固
匝
0
4

判
事
国
司

8
9

本
顧
剖
ω

R
T
自ハ

1
2

4Jm佐
8

O

R
百
回
ハ

l

l

d

司
屯
贋

8
D

L
自ハ

0
3

刻毘”
8
9

$
顛
器

顧
μω

TFEL
’守
J

’i

k
ヨ弓
3

3

願
究

類

g

z
k』
p
－
凋
崎
必
件

目
疋

3
7

＊
額
計

ZL十ド
F

A“喝

n
o

白
山
広

2

1

＊顔、
m
m
w

百円
0
3

立
降
2
2
7

ハ
9

0

回－ヲ

1

6

額

Z
E
F
1
9
 

L
＋
u’h
a
A喝
凋
斗

ド
百
回
ハ

0

9

－4

岡
本

8
8

7pr「
γ
F
h
d
a崎

市
平

4

7

Z
E
F
8
2
 

日止
3
l

k

X
同
H
y
n
u
a
u

，
禾
凡

8

8
g

育
む

1
9

功

洞

m
M
a
u
n
u

キ
拠
出

＊
馳
足

＊楓町山叩

ネ
瓢
誌

＊
楓
巴
ω

キ
嵐
お

風
伯
U

国一風〕
E

d
M

吊
眼

0

4

’MrE剛
ヲ
’

a川崎

飛

Z

A
飛｝
E

4
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文字索引・コード表

＊舗
m
m

伝
小
女
川

5

3
b
R
r
r
E
l
 

叫
H
U
M

－。。。
o

h
M切
札
A

－1－
ゐ
ヲ

r

u
”“H川
au守
弓
ぺ
Jv

h
主

4
6

e
，削門
H
H

川

：

p同ド

E
］

ロM
M
l
守

J
A
U守

－t
』

4
J
A
唱
1
・
「

3

h
F

ム
ハ
リ
人
日

3

4
司
必
目
下

E

l

ム
N］

3
6

b
日
μ
4
l

ム
出
川

O

A

恒
μ
3
1

’
汁
仲
川
咋
ハ

u
n
u守

K
M
3
A
q
d
Q
J
 

＝門H
！

守

f
a
u守

止
E
2
8

ム口
6
7

止
且

1
2

b
酔

ry八
日

2

3
A
F開
ド

E

l

日
1
0
l

A
町
S
A
凋
付

R
J

I
－

－

 

＊

ι
P
8
1
 

俳

L
カ
ゆ
2

3
ρ
R
E
M－

 

’干A
n
r
o
l

A
匙
渇
内
・
I
Q
d

n凡
1
8

i

2

1

 

場警
8
お

叩引を
2
4

%主
2
3

＊
砂
食

2

宮、単品、

7
3

卓
主

2
3

台
添
え

5
0

・2
正
4
6

N
Z
4
r

、，I
Q
d

，
白
ト

hLF
内

4
J
n
U

剛
一
食
｝
E

4

巳
土
、

3
A
4
4守

ホ

日

目

R
8
L

申
案
瓦

1
3

刻

D
U

ドド。。、
3

t
i！
 

＊
必
K
H
8
3

＊
信
8
3

＊
館

別
加

E

園
芸
X
司
A
Q
J

d

勾
か

F
t
u
2

a
”
は
主
・

I
只
u

d
司

ρ
E
8
2

＊

鑑

別

hu

b

－
印
国

1

6

4

司
古
R
8
2

i

’
 

＊

餓

引

お

＊
制
m
n

’γri

、，－

＊
ぷ
防
V
E
Z

h

F

I

L八

l

l

当

AfR
8
2

h
F

量
出

l
o

d
司

A
P
8
2

二方
H
3

ふ
れ

n
ドト，‘，、司

k
h臼
1
8

判

ρ
匝
8
1

占目
0
9

晶
E
2
5

、4

、，

＊

N
回
同
別
口

＊

4
叫
刊
日

η

以
肉
凶
手
、
亡
、

＊
埴
mv拘

首
m
m

A
首
）
E
点

事

態

別

お

馨
9
初

禾
田
町
白
日
ω

香
』 rt_

点

＊
防
峨
別
幻

、一4Eム
「
町
i
》

内

4

玉
符
捗
令

3

。。

E

ムロ
1
5

司
臣
凶
1
8
4

＊蛇

2

z

由
九
1

3

場
圧
守

8
4

＊

明

飢

位

’Fn
．内ど

nv

E
q
2
8
 

＊
肢

2

d

へ父

9
3

匡川
1
3
9

F6
E
n
N

凋
崎

aM喝

庄
司

3
4

C
仏

2
9

ve砂
句
‘
内
Jι
ヲ，

E

2

B

 

匝川
7
2
7

駅
η
日

H
U
5
8
 

写
ヲ

3
5

副
ψ

お
乃

ホ
取
引
羽
山

＊
匡
岬
一
れ
ね

、，J
’‘
4

4・J25
院
叫
回
H

弓

Jι
内

3

e
当
事
・
カ

3
A
つ’
ι

副
司
企
炉
盲
目

a
U
F
O

－R
r
ヲ

l
a
u

d司
ゼ
G
U
R
U
R
d

b
p

旦
民

4
1
6

d4

邑
H
8
4

q－
司

8
9

h
V
E
t

・‘
i
可

J

Z

Z
略

1
4

4

周
囲

m
8
7

EH
・9
7

目
ν
3
4

即
｛
馬
〕
区
点

＊験

S

E
$？
1
A
『，，

＊
臨
チ

8
6

＊
暁
8

“

，HML
一、，
i
p
h
d

油
白
色
哨

8
6

＊

螺

引

ω

車

問

引

臼

＊

鯵

創

日

＊
脇
町
山

ω

事

騒

引

臼

＊

騎

創

切

断十

4
5

E川

1
3
4

z
l
Z
F
－B
A
r
b
 

－司度川
1
8
5

Z
晶
宜
司

d
1
‘

医
4
3
9

キ
難
民

令酬がハ

au守

Q
J

Z
丸
刈
川
内
4
1
4

E

件
且
円

1
4

場
阻
止
q
a
u
R
J

大
河
町

1
4
Q
J

王ヲ

2
l

b
p

由宵
J

ヨ
3

3

Z民川
V
R
U
R》

＊

駿

創

臼

駿

n日

本

騨

剖

引

率

馴

飢

印

字
路
弘

＊
駁
飢
一
柑

＊
聴
創
乃

＊
雄
創
乃

本

醸

引

花

＊
醸
m九

市
塩
見

事

膝

創

的

剛
一
食
｝
閣
［
首
一
踊
｛
香
）
即
宮
川
）

A
骨
｝
四
一
憲
一
｝
由
｛
彫
〕
削
｛
門
一
回
｛
聖
一
四
【
高
】
別
一
鬼
一
四
一
色
…
一

＊

樫

飢

幻

＊髄
m
m
M

＊
暢
m
m

＊

種

別

問

！
l
l
 

B
H
3
8
 

ホ
解
剖
乃

＊
儲
見

骸
芸

市

骸

創

力

＊
軒
先

問
｛
円
お
m百

四一
骨
一
E
a
H

＊髭
u
m

g
d
v

，－T
4
6
 

4
得
区
自
主

avo

e
三
重

2
5

功

問同

E
z
o
o
nu

＊
長
一
須
町
民

ω

Z
4
P
F
聖
2
3

4
勾

昆

E
3
8

0

k

d
妥
2
q

割
長
本

8
0

＊
髭
古

8
m

本

U
F曲
創
例

本
意
思

＊
髭
主

＊
山
町友
引
引

＊
彰
召
別
鈎

髭
品

‘J
4与
1
9

ι

司
長
相

8

8

ホ
豆
急

＊
髪
刀
創

U

ム牒
m
u

髪
ωげ

＊
高
架

z
t右
足

高
官
山
日
山
市
U
郎
副
釘

四
一
島
｝
匡
点

四
一
室
問
）
区
有

＊
割
醐
的
民
門
u

z
剖
刑
川
吋
？
』
内

4

－4
豆一ロ

Mpau司
1

・

e
到
M
H？』
1
1

・

唱
茎
炉
ア

0
0
3
A

Z
到
剖
uu
q
J

』ハ
v

d

司王ノ

8
1

＊間

g

z

H
叶
t
le

勺
ζ

。。

唱
王

8
0

A
門
一
区
議

＊
凶
日
］
皮

M

回
一
型
一
臣
議

申
A
5
7

百問

4
2

市
営
同
四
総

＊
一回
問
的
配
時

問［盲目向）区有

＊魁

2

＊
魅
器

＊
魁
宮

本
魅
n
u

魅
判
的

醜

Z

本
貌
m民
団
山

＊

塊

即

時

’z
t
6
8
 

「民ノ

2
1

本
魔

2
魔

Z
鬼
お

A
鬼
一
E
朱

町
”
咋
立
凋
U

守’i

曲川
2

8

E

4
時
町
内
ζ
r
o

判
色
川
8

3

拠
山

H
2
5

羽
亀
岡
刊

8

3

‘
F
m
2
3
 

4
司

ha向

8

3

W

叫
昨

2

2

羽
島
川
8
3

千
平
3
5

白
1
d
l

‘
じ
日

2
1

‘
白
川
8
3

古
X
7
3

缶川
2

1

鮭

お

鈎

俳

血

巴

2
o

，
自
F
8
3

4
t
k
3
8
 

曲川
4

7

b
p
i
z
u
F
内

d
Q
J

B

骨川
8

2

＊
終

z

h
Z
U
2
7
 

d
司

hm川
au内
d

b
p

向
也

2

6

，
hm川

8
2

件
川

2
1

白川
4

l

h

汗
＋
1
内

d
R
M

B

与
茸
川

8

2

ト
口
6
0

白川
1

3

．
七
十

2
4

，
面
川

8
2

h
t心
2
3

3

街川

8
2

b
F
t
u
R
2
6
 

，
幸
山

8
6

h

島
民
2
4

－a

い指
U
8
3

、一7
5

ル
聞
よ
K

AU守
《

U

色
…
幻
引

A
色
…
｝
区
者

iz
＋
aH白
内
〈

凋
崎

司色川
8
5

鰍

Z

$
惜
明
m
配
日

i
o
 

bF
闘
や

2
2

d
司

匂

S
4州

O
O
R
J

＊

鰹

皮

引

R

4

4
明

2
0

‘釦岬
8
5

堅
守

7
4

h
泊
四
仰
凋
U司

AU司

ド

口

実

2
9

羽川創町
4
0
0
n
u守

＊

組

皮

ω

』

F
A
U
7し

2
8

訓告川
8

4

h

蔭
九

2
7

2

色川
8
4

k

晴
刊
ヘ
フ
』
瓜
u

d

司
副
削
崎
氏

U
4

鯵
古

本
緋
君

臨
肝
胆
t

瓜崎。。

曲
川
3
6

主
同

7
0

曲川
2
1

件
以
匠

2
3

羽
白
川
8
4

bF
日
比

2
2

＝
品
県

8
4

R

土
珂
」
4
司
A

S

骨
川
8
4

古
小

3
3

A
照
2

6

b
p
E
ι
汐
ハ
ヲ
ι
n
U

ョ
白
川
8
4

伝
高
間

2
9

2

h

曲
川

8
3

k
，
＆
叫
つ

ιau

羽
白
川
8
3

1
 

＊
白
刷
ド

2
7

・
a凶
川

a
U
2
J

＊印は JI S第 2水準の漢字です。
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文字索引・コード表

ぺ

A
色
…
）
市
【
鳥
｝
一
品
歯
）
幽
｛
鹿
）
間
｛
奏
〕

A
廠
一
町
一
葉
〕
山
一
黍
）

A
黒
）
訓
｛
桃
川｝

A
趨
｝

踊
一
鼎
一

容常夏替担春希鰭自i雨露鰯自；中鰹銭鱒長鰻時鱈鱒鱗住金，告』会
~~ ~i ~~ ~~ ~~ ~i :: ~2 8~ I~ 82 19 82 82 82 17 82 35 43 46 82 82 82 82 

2 6ー 8ー 64 79 65 67 45 23 68 13 80 58 69 70 71 72 
，
‘
＆
a
医

国

内

d
R
3

3

ゐ
別
8
7

恥
鵡
言

自
可
8

0

U
ホ
3
3

k
白
ロ
ヴ

2

1

d

司＋
ι叫

8
8

色
勾

8

0

口
巳

l
l

z
p
J
2
7
 

場

E
4
8
7

ド
良
叶
2
6

2

入，

E
7

白
い
句

0
3

品
川

4
2

z

，v
～
3
4
 

場
主
惨
忠
良
u
q
d

白

21p
b
7

E
7
2
7
 

院
昨
望
可
瓜
仏
マ

R
d

割

V
E
F
内

4JV
ヲ
’

Z

司、一
3

1

3

H同
信

E
H
n
M
U
今

3

鷲
4
4

k
九

7
3
5

4
司

E
R
8
2

H

盆

君

2

4

4司
央
官
軒

a
u
只
u

k

k主
au
コd
R
M

2

忌
U
’E

ぃ。。，
A

k
h健
主
司
令
3
内

4

2
手
＆
t』
E
n
O
O

ハυ

主主
8
9

い認
utur

’in
u

＊
害
ぺ
位
幻

”主
℃

7

5

b
坐
E川
3
1

。。

鳳

ね

げ

鳶

2

＊鳥ん
m配
列

家

亮

位

乃

白
同
お
幻

四
一
鳥
）
区
高

b
R

’但勾

3

1

2

’申す

8
l

＊
鵜
ωω

k
，
自
己
叶

3
8

刻
古
不

8
0

6

白
匂

3

7

唱
並
乱

8
0

＊
鴫
器

鶏

z

z

，E』

4
3
5

判
事
8

0

’巨』
4
4
5

ふ
咋
岡
崎

an守
内

Jι

色
勾

7

3

油
相

1
1

鵠

Z

＊

鵠

幻

ω

砂

h
r
A阿
ド
」
』
．
内

4
d
吋
、

姐
司
品
月

8
0

z
’
巨
句

3

1

3

小
町
伊
川

Q
u
n
v

zp
ム
吋＝
ぺ
内
4
凋
時

，
官
卯

8
9

h
F

，臼ヒ
μ一
勺

4
内

4

M
司

FVい
8
9

k

’巨
可

2
7

2

エ土

8
8

k

色づ
2

1

4
b
U
8
9
 

院
内
巨
ぺ

2
0

判

ム

H
A
8
9

白
句

5

7

祝
行

2

6

白
匂

g
8

岡
山

d

内

4

・i

b
p

ム巨」
4
2
9

判

ρ
P
8
8

k

色
句
2

6

，
正

Huss

－kp
ム
ヨ
巴

丹
〈

F3

2

恥
配

8
8

白
匂

9

l

m
b
1
9
 

－じ
2
8

＊
和
勾

8
8

ふ
ぷ
A
ハ
勺
ζ

ハU

ホ
’
但
H
4
8
8

白
句

3
3

J
E
8
3
 

自
司

3
2

＊
明
世

8
3

h
p
q
3
o
 

，
e引

8
3

白
河

3
9

ホ
駒
山
骨

8
2

白
可
3
8

市
佐
川

8
2

白
時

3

7

也
事
忌
弘
治
円
7
0
0
q
ζ

，
臼
K
H一
角

4
d
ζ
U

＊
白
川

8
2

E

由
時

3
4

場

t臨
8
2

自
汚

3
3

キ
盲
F
、8
2

’
H
K崎
町
有
以
内
Jι

本
劃
8
2

本鶴

E
za河
3
0

4
司
口
品
開
M
O
O
今

4

’
巨
万

3
9

神
且
円

8
l

z
’
臼
時

3
8

場
昔
前

8
l

z
白

F
J
3
7

4
勾

デ

4

－E8
1

白
時

6
5

か
広
主
情
d
J
F
O

E

色
均

3

6

場
品
目
狗

8
l

z

白
勾

3
0

4

勾
面
小

8
1

’臼ヒ”（
4
J
内

4
J

キ

明

示

8
1

E

由
時

3
4

場
若
干

8
l

z

白
巧

3
2

4

司
事
丸

oo
l

自民

4
3
8

m
m
m叫
凋
斗

t
i

＊
鴨
完

＊
馬
町
民
乃

本

衛

白

幻

z
＋
雨
明
司

dro

神

印

刷
ν
a
u
q
d

4
央

4
0

』商
2

2

t

五
百

3
5

羽

I
門
防
』

Q
U
2
J

叩｛
」
図
）
匡
点

麟
M

刊日

＊
蝦

2
麓

Z
麗
完

＊

魚

白

河

キ
胞
射
宮

本
鹿
児
…

ω

“

本音
話

機

嚢

乃

問

事
嚢
お
引

＊
鹿
常
的

ω

＊

塵

白
河

塵
詰

鹿
泊
目

瑚
｛
鹿
｝
巨
点

麺
話

麹
昇

率

起

幻

叩

キ
麺
幻
的

＊
悲
お

＊
魅
幻
灯

麦
認

＊
車
会
器

間
一
家
F

〕
区
点

＊
腔
回
日

麿

ω引
魔

2
磨

Z

＊
麿

2
摩

g

ホ
繭
ぽ

M
U

麻

g

A
麻
］
E
禽

＊
品
賞
幻
臼

黄
m
H

m｛
責
｝
匡
東

＊

頼

回

目

上
U
3
4

司

妥

6
4
8
5

地
料
品
品
目
∞
日

黍
誌

m｛
黍
）
区
点

＊
髄
相

g

k

立
日
3

3

訓
嬰
川
8

6

e
古
日
小

3
1

5

布

団

訴
8

6

E

士口

3
0

4

事
亦
8

6

E
M
U吹
2
u
Q
d

d

司
思
川

8
5

a

ト
白

3
8

4

里山
8
5

t
i
T
A
ミ
d

『，

4
m
J凶
0

0

5

j
e
 

a
a
K
7
3
6
 

4

司
用
心

8
5

f

｝本

A
n
m
F
R
4
4
p
h
d

da－
－阿
国
国
司
，

n
m
u
p
h
u

E

2

戸
内
4
J
勺
ζ

4

4

E

T

8

6

 

ゆ
畠
円

4
7

μ
L
M干

R
4
d
r

。

黒
品
川
町

U

3

＝、民－
d
F
h
d

臼
H

コ・
q
4
0

。

A
黒
｝
匡
点

』
匹
中
間

3
9

4

司必附
8

6

＊

敵

回

ω

：

ι
ず
3

7

d4
抗
H川
川

n
M
U
r
h
u

剛
一
掛
川
一
臣
点

＊

魅

m
n

＊
龍
ωη

＊
埴
m∞
加

間
一
電
｝
巨
点

鼎竹山
ω

踊
｛
鼎
〕
区
点

319 

＊印は JI S第2水準の漢字です。



文字索引・コード表

港
整
究

＊
披
回
目
乃

鼓
討

初
（
鼓
）
匡
点

＊
馳
完

＊
‘
周
回
巧

鼠

Z

A
鼠

｝

匡

点

＊
軒
男

鼻
れ
m

Aa｝

E
点

＊蛮
ω刀

場
責
主

＊
献
一
車
一
即
河
川

掌
粛
u
n

＊

膏

一回
白
川

斎
話

斉
諸

制
｛
揖
用
｝
巨
点

M
R

堕
ヲ
3
1

司
品
関

8
9

＊
踊
器

，‘【
H
W
W
Z
内

3
内

ヲ

－a
＆
略
国
司

auau

＊
観

g

b
F

五日
3
7

刻
尚
回

8
8

＊
離
宮

本
齢
お

齢

g

b
F

刀
ロ

3
3

4

司
自
問

8
8

E

門
M
H
H
U
内
4
d
内
〆
』

，
晶
司
4
n
o
n
o

b
p
h川町

4
3
1

司
尚
困

8
8

＊枇
ωω

－z
R
臼
副
司
令
3
ζ
U

，
t
Z降
n
o
n
O

R

民
自

3
9

3

L

X
ヌ－

oo

，，

ヒ
E
7
5

H
U
凶
回

2
8

A歯
）

匡

禽

加
一
鼓
｝
間
｛
鼠
｝
問
｛
易
｝
山
一
斉
｝
叩
｛
歯
｝
…

A
龍
一
川
一
亀
｝

A
歯
問
｝

＊
禽
宮

襲
n
u

h
邑
6
2

－凶ヨ寸
4

・
必
値
守

q
，‘

忠
岡
］
紛
れ

仰
向
龍
｝
巨
点

事
亀
器

亀

2
Aa】

巨
点

ホ禽

Z

A
合
同
｝
臣
点

欝
η
幻

事
事
鯨

ω引
嚢

Z

＊
腸
臼
幻

本
品
異
的
あ

暢
諸

事
車
回
一
区
一

ω

巽
お

喪
主

r
ι
M
1・ミ
d
守

J

噌
古
事

5
5

じ
じ
9
9

ム
円
3
2

師

Z

＊蕃

2
兼
n
m

叛

g

$
間
同
日
則

市
席
乃
引

弟
語

字
吏
的

m

t
半
認

紘
屯
認

姐
畠
ノ
日
副
司

舵
也
Jι

……
．
 

ホ穆

2
E
a
m
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各種一覧表

記号（区点入力）一覧表
間隔

ス一
口ぢ一二

戸い一一四＼－

三百一と時

点口雪山一日目
区番一山一目

番区号点 記号

0102 、

0108 
0114 
0120 、－

0126 〆
0132 ＼ 

かっこ記号

区点
記号番号

0138 
0144 
0150 く

0156 

学術記号

区点
記号

番号

0160 ＋ 

0166 ヲ正

0172 
0263 θ 

0269 .r 
0226 ε 

0232 u 
0246 = 

単位記号

番区点号 記号

0175 
。

0181 ¢ 

一般記号

区点
記号番号

0184 ＃ 

0190 1会

0202 口
0208 ※ 

0214 ーー

0289 明

区点 記号 番区点号番号

0103 。 0104 
0109 ワ 0110 
0115 0116 
0121 、 0122 
0127 。0128 
0133 ～ 0134 

番区点号 記号
区点
番号

: ~ ~ 39 0140 
45 0146 

0151 〉 0152 
0157 』 0158 

区点 記号 番区点号
番号

0161 0162 
0167 ＜ 0168 
0173 ♂ 0174 
0264 マ 0265 
0270 Uコ 0271 
0227 ラ 0228 
0233 n 0242 
0247 't;/ 0248 

番区点号 記号 番区点号

0176 0177 
0182 £ 0183 

番区点号 記号 番区点号

0185 ＆ 0186 
0191 。0192 
0203 ． 0204 
0209 T 0210 
0284 # 0285 
0294 。

記号

、三

｜｜ 

記号

“ 

【

記号

＋ 

＞ 

♀ 

oc 

E二

〈

ヨ

記号
，， 

% 

記号

＊ ． 
f':., 

→ 

b 

各種一覧表

番区点号 記号 番区点号 記号 区番号点 記号

0105 0106 ． 0107 
Olli 0112 

。
0113 

0 11 7 0118 0119 、

0123 // 0124 全 0125 々
0129 0130 0131 ／ 
0135 0136 ・．． 0137 

番区点号 記号 番区点号 記号 区点 記号
番号

0141 ” 0142 0143 
0147 0148 0149 
0153 》 0154 0155 
0159 

番区点号 記号 番区号点 記号 番区点号 記号

0163 × 0164 ÷ 0165 
0169 き＝ 0170 二三 0171 。。
0260 L 0261 上 0262 
0266 寸~ 0267 〈 0268 〉

0272 ・． 0273 0274 SS 
0229 コ 0230 c 0231 コ
0243 〉 0244 「 0245 ＝＝〉

番区点号 記号 番区点号 記号

0178 。C 0179 ￥ I o 180 I $ 
0282 入 0283 見る

区点 記号 番区点号 記号 区点 記号
番号 番号

0187 ＠ 0188 § 0189 * 0193 。0194 。0201 
4・

0205 .A. 0206 マ 0207 ... 
0211 ← 0212 0213 
0286 f 0287 t 0288 :j: 
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各種一覧表

罫線素片記号

区点 記号 区点 記号 区点 記号 区点 圭邑じ「j,コヲ 区点 記号 区番点号 記号番号 番号 番号 番号 番号

0801 0802 0803 「 0804 ← J一一
0805 」 0806 し

0807 卜 0808 T 日809 」 0810 」一 日訂l
0813 0814 「 0815 寸 0816 」 0817 L ← トー
0819 寸ー 0820 イ ~~~~ 

ーL 0822 F--fご 0823 卜 0824 寸ー

LQ_8JJ_ ←＿－－！ 0826 ー」 ＋ 0828 0829 T 0830 -1 
0831 一L 0832 十

『書院』独自記号

区点
記号 区点 記号 区点 記号 区点 記号 区点 記号 番区点号 記号番号 番号 番号 番号 番号

8682 8601 LJ ー 喧一 8603 ト日L 8604 置 8605 圃

8638 
。

8639 640 864 「8642 • 8643 • 
lJlj__4 4 

6 8645 ？ 8646 6 8647 9 8637 8685 ト時一一ー一－ . 
。

ば~~~－トー－－＇一一』ー －一2一 l.§688 3 8689 
“ 

8690 5 8691 3 

マ 6 8694 9 8684 8606 。8607 ／ 

8608 2 8609 J 8610 4 8611 s 8612 0 8613 7 
8614 8 8615 9 

ギリシャ文字

区番点号 文字 番区点号 支字 番区点号 文字
区点 文字 区点 文字 区点

文字
番号 番号 番号

0601』 A 0602 B 0603 r 0604 /'1 0605 E 0606 z 
0607 H 0608 ＠ 0609 0610 K 0611 A 0612 M 

0613 N 0614 】 0615 。0616 n 0617 p 0618 :l: 

0619 T 0620 T 0621 φ 0622 x 0623 IV 0624 Q 

0633 α 0634 β 0635 7 0636 δ 0637 ε 0638 r 
0639 η 0640 。0641 0642 κ 0 64 3 え 0644 11 

0645 ).I 0646 f 0647 。 0648 7l 0649 ρ 0650 σ 
0651 r 0652 u 0653 ¢ 0654 x 0655 ψ 0656 w 

ロシア文字

番区点号 文字 区点 支字 番区点号 文字 区点
文字 番区点号 文字 区番点号 文字

番号 番号

0701 A 0702 己 0703 B 0704 r 0705 n 0706 E 
0707 E 0708 )!{ 0709 3 0710 Vt 0 7 11 VI 0712 K 
0713 刀 0714 M 0715 H 0716 。0 7 I 7 n 0718 p 

0719 c 0720 T 0721 y 0722 φ 0723 x 0724 u 
0725 可 0726 山 0727 凹 0728 も 0729 bl 0730 Iコ
0731 3 0732 幻 0733 兄 0749 a 0750 6 0751 B 

0752 「 0753 且 0754 e 0755 e 0756 )!{ 0757 3 

0758 同 0759 II 0760 K 0761 且 0762 M 0763 H 

0764 。 0765 日 0766 p 0767 c 0768 T 0769 y 

0770 中 0771 x 0772 日 0773 叫 0774 山 0775 ill 

0776 b 0777 bl 0778 b 0779 a 0780 ω 0781 日
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各種一覧表

特猿文字

番区点号 文字 i番区点号 ｜｜ 文字 番区点号 I 守λ7司 番区点号 文字 ｜｜ 番区号点 ｜｜ 文字 番区点号 文字

0478 0480 ゐ 0481 ゑ 0578 ワ 0580 ヰ 0581 ヱ
0584 ヴ 0585 カ 0586 ケ 8701 ~ 器十： 8703 I 、．

8704 、、 8705 う 8706 ., 8707 I ~ 8709 ，切

8710 
" 

8711 .. I 8712 8・ 8 713 i 喝、 8714 
‘ ‘ 

8715 〈

8716 〈 871 7 I 
‘’ 8718+- " I 8 7 1 9 I 』、

-{ ~H~ 
』ー． 87~~ 一 局．‘ 一

8722 < 8723 L 8 7 24 l' 8725 す ず 87 ぜ

8728 嘘 8729 t 8730 T 8731 た ti 8733 ち

8734 ち 8735 つ 8736 つ 8737 づ 8738 『E 8739 "I 

8740 > 8741 』ザ 8742 信 8743 tご 8744 .. 8745 I• 

8746 " 8747 u 8748 u 8749 if ひ 8751 /} 

8752 ひ 8753 .. 8754 .. ' 87 55 .. 8756 ，、 8757 べ

8758 べ 8759 If 8760 II 8761 11 8762 ， 8763 
" 

8764 む 8765 め 8766 ι 8767 や 87 68 や 8769 ーゎ

8770 ‘が 8771 J 8772 
』一－ t一一ー

8773 ら寸；774 り 8775 る

ゎ 780 l 8776 れ 8777 ろ I 87 78 わ 8779 ゐ 8 7 81 I 2. 

8782 を 8783 ん 8784 I 87 85 宮 8786 8787 百

8788 c 8789 d. 8790 k 8791 官 8792 .ii 8793 号コ

8794 Eヰ 8801 ア 8802 ., 8803 イ 8804 I イ 8805 ウ

8806 ウ 8807 エ 8808 エ 8809 考f 8810 オ 8811 b 

8812 b 8813 4' 8814 A専 8815 , 8816 ・2 8817 ケ

8818 'f 8819 :J 8820 ゴ 8821 ザ 8822 、， 8823 
ー’

8824 ., 8825 λ 8826 コg 8827 
」一一主

8828 
" 

8829 ソ

8830 ゾ 8831 タ 8832 ダ 8833 チ 8834 + 8835 ヅ

8836 ツ 8837 ツ 8838 よ手 8839 7 8840 ト 8841 
8842 十 8843 8844 ヌ 8845 牟 8846 ， 8847 ，、

8848 ，、 8849 
" 

8850 ヒ 8851 i E 1 8852 I ヒ 8853 I 7 

8854 プ 8855 プ 8856 卵、 8857 ぺ 8859 ホ

8860 ;II 8861 z長 8862 ., 8863 、、巴． 「8864 ム 8865 i , 
8866 f 8867 ‘r 8868 ‘ミ 8869 3 8870 ニL 8871 ヨ

8872 三， 8873 ヲ 8874 •) 8875 
’L 

8876 レ 8877 ロ

8878 γE 8879 ワ 8880 Z争 8881 ヌ 8882 ヲ 8883 > 

8884 ・ヲ 8885 b 8886 ケ 8887 8888 メトル 8889 ’J 

8890 4チEン 8891 ‘－姐，凡,, 8892 ~すA＝－ 

8893 グ宅訴ロ 8894 ，、“ 8683 ＠ ~；酔

8901 ① 8902 ② 8903 ③ 8904 ④ 8905 ⑤ 8906 ⑥ 
8907 ⑦ 8908 ⑧ 8909 ⑨ 8910 ⑩ I 8 911 ⑪ 8912 ⑫ 
8913 ⑬ 8914 ⑭ 8915 ⑮ 8916 ⑮ 8 917 I ⑪ 8918 ⑮ 
8919 ⑮ 8920 ⑮ 8921 ＠ 8922 ⑦ 8923 ＠ 8924 ⑧ 
8-925 ＠ 8926 ⑨ 8927 ＠ ⑮ 8929 ＠ 8930 ＠ 
8931 8932 日 8933 ill 8934 I N 8935 v 8936’ VI 
8937 VII 8938 VIII 8939 IX I 8940 x 8941 I 沼 8942 班

8943 8944 II 8945 Ill 8946 IV 8947 v 8948 VI 

8949 VII 8950 VIII 8951 ix 8952 x 8953 XI 8954 XII 

8955 傘 8956 @ 8957 ;.ll 8958 賓R~ 8959 治む朋人 8960 盟

8961 雪注ti入金 8962 E生 8963 京＆’Al 
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各種一覧表

特殊文字

番区点号 文字 番区点号 文字 番区点号、 文字 番区点号、 立字 番区点号 文字 番区号点 文字

1101 a 1139 c 1175 k 1215 。 1253 u 1289 y 

1102 β 1140 日 1176 l 1216 1254 v 1290- z . 
1103 ， 1141 I 1177 m 1217 1255 w 8624 ρ 

1104 δ 1142 J 1178 n 1218 。 1256 x 8625 ／ 

1105 ' 1143 K 1179 。 1219 1257 y 8626 ～ 
' 

1106 ' 1144 L 1180 p 12ZO 1258 8627 υ z 

1107 " 1145 ” 1181 q 1221 1265 8628 】， a 
一一 一一

1108 8 1146 N 1182 ' 1222 1266 b 8629 x 

1109 ‘ 1147 。 1183 s 1223 
‘’ 

1267 c 8630 】

1110 竃L 1148 p 1184 ℃ 1224 1268 d 8631 ｛ 
ω 

1111 λ 1149 Q 1185 u 1233 1269 8632 A e 

1112 μ 1150 R 1186 v 1234 B 1270 f 8633 . 
1113 B’ 1151 s 1187 w 1235 ('. 1271 8634 ＋ 

0 

1114 l 1152 T 1188 χ 1236 D 1272 h 8635 

1115 。 1153 u 1189 y 1237 1273 8636 
＠ 

E 1 

1116 ’t 1154 v 1190 z 1238 1274 8669 F J 

1117 ρ 1155 w 1201 
" 

1239 G 1275 
‘ 

8670 ノ

1118 。 1156 × 1202 a 1240 H 1276 8671 ～ 

1119 τ 1157 y 1203 て， 1241 I 1277 m 8672 、

1120 v 1158 z 1204 6 1242 ,1 1278 n 8673 》

1121 φ 1165 a 1205 1243 K 1279 。 8674 【, 
1122 χ 1166 わ 1206 r 1244 L 1280 p 8675 I 

1123 ‘’ 1167 ι 1207 ，？ 1245 M 1281 q 8676 ｛ 

1124 ‘’ 1168 d 1208 8 1246 N 1282 
' 

8677 》

1133 A 1169 . 1209 l 1247 。 1283 巴 8678 ＋ 

1134 B 1170 f 1210 ’L 
1248 p 1284 t 8679 ＋ 

1135 c 1171 • 1211 l 1249 Q 1285 、A 8680 

1136 D 1172 h 1212 μ 1250 R 1286 v 8681 ＠ 

1137 E 1173 】‘ 1213 ν 1251 s 1287 w 

1138 F 1174 J 1214 玄 1252 T 1288 ヨ＆

※区点番号8957～8963の記号は、画面上にはそれぞれ［株］ 、［有］ 、［社］ 、［財］ 、［学］ 、［医］ ［宗］と

表示されます。印字の際、表記のように印字されます。
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各種一覧表

記号入力一覧表

区点
記号 区点

記号
区点

記号 区点
記号 区点

記号番号 番号 番号 番 号 番号

0102 、 0103 。 0104 
’ 

0105 0106 ． 

’ ・‘ 晶晶晶－・‘ ・，， 

0107 0108 0109 ？ 0110 0111 
、、

・．．．

0112 
． 

0113 0114 
・. .，，・．．

0115 0116 ’‘ 

・．．， --- ... ..・－ . ..・ ．

0117 0118 0119 、 0120 、、、 0121 、
・4砕’.，’ー－・・ ...‘ ．‘ ・．．

0122 官、 0123 ,, 0124 全 0125 々 0126 〆・・・・・・ a・－－－・‘＋ .. . ザー，，，，，．．．．．，，

0127 。 0128 一 0129 0130 0131 ／ ・，.... ...ーー －・．．

0132 ＼ 0133 ～ 0134 ｜｜ 0135 0136 ・． ．

・・・・・・- 4・.， ”
． ． 

“ ” 0137 ・． 0138 0139 0140 0141 ...ー．．．．．．． ．一守・・・・－－－・－・‘’ F ＋，・ ． ・，，，． ，，，．．． ”” ..圃圃晶’

0142 0143 0144 0145 0146 
0147 0148 0149 0150 く 0151 〉晶晶晶’ー，

0152 《 0153 0154 0155 0156 
a晶晶 a』 ．‘＋骨骨，， ． 

0157 0158 0159 0160 ＋ 0161 
ー..a晶晶’ー争晶骨，ー・，，

0162 ＋ 0163 × 0164 ．． 0165 0166 ヲ止
． ‘ ・．‘ ・ー ..・ ”’ー． 

0167 ＜ 0168 ＞ 0169 三三 0170 二三 0171 C泊
.・・ ・ ・・． ．． ． 晶晶争ー・，．．．‘ ・・... .... 。 ， 0172 ・． 0173 ♂ 0174 ♀ 0175 0176 ．‘ ・‘・ー ．・．．． ．．．．

$ ¢ 0177 0178 ℃ 0179 ￥ 0180 0181 一・ ・.. ・-- ..‘ a・・.... －・・ー －－－ ．晶’ .

0182 £ 0183 % 0184 ＃ 0185 ＆ 0186 ＊ 
0187 ＠ 0188 § 0189 * 0190 申町 0191 。

”” ・晶圃晶， 骨晶 ・．．． ’・E ・ - ...‘・’・． ，，，， ．，，圃圃圃圃晶’ ・

0192 ． 0193 。0194 。 0201 
4’ 0202 ロ

0203 ． 0204 ム 0205 • ..・ ．

0206 マ 0207 T ..... 
0208 ※ 0209 可－ 0210 一一歩 0 211 ‘ー－ 0212 ．，． －－．亭 目晶

0213 0214 0801 0802 0803 「・・・・・・ ・・ a‘・ a・， ． ，． ． ．．．‘・‘ ・・ ーー ...ー

0804 寸 0805 」 0806 し 0807 ト 0808 寸一
・・ ・4酔

0809 イ 0810 _l__ 0811 十 0478 わ 0480 ゐー・‘合 a・・， 晶晶 ・．‘・‘・ .・

0481 ゑ 0578 ワ 0580 
－・．．

－ー．． ． ．‘・‘ ・晶 晶・ ． 4・

ヰ 0581 ヱ． 0584 ヴ..・a a圃晶 ・.. a・a

0585 カ 0586 ケ 8785 宮 8786 8787 現

8788 c 8789 d 8790 k 8791 官 8792 ι ・・・，

8793 寺コ 8794 己中 8888 ~ii 8889 ミ‘包 8890 4’ Eシ－ー ...・・ ，．， a晶a晶晶... a，圃晶晶 ．‘・“ “・.. ・- a晶a晶晶＋晶.，，，” ・．

8891 ‘。』a 8892 ゲ弓 8893 ヂ’警弘官 8894 ，、一 8901 ① ー》凡 ム l!~~ ..ーー ・...晶

8902 ② 8903 ③ 8904 ④ 8905 ⑤ 8906 ⑥ ・．‘ ・‘ 一色 ・... ....晶 a，晶” ・．・． ．

8907 ⑦ 8908 ⑧ 8909 ⑨ 8910 ⑩ 8911 ⑪ ．， ．・・ーー ..ー， . ・ー，， F ，， ...‘・‘

8912 ⑫ 8913 ⑩ 8914 ⑭ 8915 ⑮ 8916 ⑮ 

~ －9 l 7_ ⑪ 8918 ⑮ 8919 ⑮ 8920 ⑮ 8921 ＠ 
8922 ⑦ 8923 ＠ 8924 

...‘・‘
⑧ 8925 ＠ 8926 ＠ 

8927 ＠ 8928 ⑮ 8929 ⑮ 8930 ＠ 8931 
8932 日 '8933 皿 8934 N 8935 v 8936 VI ・．．． 晶晶 晶’

8937 刊 8938 VII 8939 IX 8940 x 8941 XI 
8942 苅 8943 8944 II 8945 iii 8946 iv 

・・・ ．．．．． ．‘『 4・4・・... ・・・ ..・ ・4・...... ・

8947 v 8948 vi 8949 VII 8950 VIII 8951 ix 
・． ．．、・． ・・．．， ．‘’ 

8952 x 8953 xi 8954 xii 8955 盆 8956 哩v
..ー・ ． ーー．，

8957 総食まaえt 8958 有会開批 8959 盟 8960 r.~ 8961 主主晶”骨 骨骨．‘ ー...... ・． ．． .・ a晶a .... ..ー ・ー．‘，骨晶.

8962 u 8963 ~~ 
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各種一覧表

記号入力一覧表

区点
記号 区点

記号 区点
記号 区点

記号 区点, I記号番号 番号 番号 番号 番 号
0812 0817 L 0821 」． 0825 -f 0829 T 
0813 0818 ト 0822 ＋ 0826 ー」 0830 .., 
0814 「 0819 寸ー 0823 十 0827 十 0831 T 
0815 , 0820 -I 0824 目「 0828 ト 0832 十
0816 .J 

※区点番号8957～8963の記号は‘画面上にはそれぞれ［株］‘［有］、［社］、［財］、［学］、［医］
表示されます。印字の際、表記のように印字されます。

［宗］と
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各種一覧表

欧文文字入力一覧表

区点
文字

区点
文字

区点
文字

区点
文字

区点
文字

番号 番号 番号 番号 番 号

1336 ι 1337 1338 B 1339 五 1340 x 
134 1 x 134 2 a 1343 a 1344 a 134 5 a 

134 6 a 1348 A 1349 A 1350 A 1351 A 
1352 A 1354 

ー

1355 c 1356 e 1357 岳

1358 色 1359 e 1360 ~ 1361 E 1362 E 
1363 ~ 1364 1365 1 1366 1367 

1368 1369 l370 13 7 I 1372 自

l 3 7:l 1:n4 。 l375 。 137 6 。 1377 。
1379 。 1380 む 138l 。 1382 。1384 u 
1385 u 1386 u 1387 日 1388 u 1389 。
1390 13 91 。 0601 A 0602 B 0603 r 
0604 tJ 0605 E 0606 z 0607 H 0608 ＠ 

0609 0610 K 061 l 八 0612 M 0613 N 
0614 ー 0615 。 0616 日 0617 p 0618 ヱ
0619 T 0620 T 0621 φ 0622 x 0623 IV 

0624 Q 0633 α 0634 β 0635 7 0636 0 
0637 ε 0638 ど 0639 rJ 0 64 0 。 0641 l 

0642 κ 0 64 3 ／、、 0644 μ 064 5 ν 0646 f 
0 647 。 0648 π 0649 ρ 0650 σ 0651 τ 
0652 v 0653 ¢ 0654 x 0655 ψ 0656 白J

0701 A 0702 E 0703 B 0704 「 0705 且
0706 E 0707 t 0708 }!{ 0709 3 0710 V1 
0 7 11 17! 0712 K 0 713 刀 0 714 M 0715 H 
0716 。 0717 日 0718 p 0 7 l 9 c 0720 T 
0721 y 0722 φ 0723 x 0724 u 0725 4 
0726 山 0727 山 0728 ’b 0729 bl 0730 b 
0731 3 0732 ね 0733 只 0749 a 0750 6 

0 7 51 日 0752 0753 江 0 7 54 巴 0755 e 
0756 )t{ 0 7 5 7 3 0758 日 0759 目 0760 日

0 7 61 刀 0762 M 0763 H 0764 。 0765 日

0766 p 0767 c 0768 T 0769 y 0770 中

0771 x 0772 ll 0773 ll 0774 Ill 0775 山

0776 b 0777 bl 0778 b 0779 3 0780 ぬ

0781 日
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告種一覧表

異体字一覧表

亜 亜 穐 秋穐 悪 ’互巳Eρ 
p 金量E 董 鯵 鯵

圧 塵 庵 著を 囲 圏 為 僑 医 器

育 続 一 =t ’三E食r － E官'L 稲 稲 飲 飲

淫 控 隠 隠 卯 夕刊 ，宣＂幸a巴 警警 厩 厩殿

叡 容 営 菅 曳 曳 栄 祭 穎 頴

衛 衛 詠 日永 駅 韓 円 固 煙 姻

艶 艶 塩 堕 奥 奥 往 性 応 麿

欧 欧 殴 殴 鴬 驚 j中 沖 穏 稽

仮 偲 ｛面 慣 嘩 i華 峨 表 画 董

-i』:;; 曾 解 鮮 回 同 壊 壊 4歪 佐

懐 懐 絵 繕 蟹 嬬 碍 磁 蓋 蓋蓋

蛎 嬬 鈎 生可 拡 擬 撹 撹 殻 穀

覚 質 邑ー「会 皐享 岳 巌 楽 正オ雌三 竃 竃

釜 釜 粥 蕎 メlj n 勧 勧 巻 巻

歓 歓 潅 i董 缶 擢 観 観 諌 諌

鑑 堕 関 開 『借 m 館 舘 巌 巌

雁 属馬 顔 顔 器 エ回ロ凶ロ 奇 苛 期 碁

棋 葉 棄 奔 f毒 時販 ヌみ＝、気 亀 亀

偽 偏 戯 戯 犠 犠 却 aP 事件 悲し

｜日 奮 拠 嫁 挙 塁塁塁審 京 東 峡 峡

挟 挟 況 j兄 狭 狭 ヨフ与,; 尭 暁 暁

区 匝 駆 駈駆 勲 動 群 牽 t圭 径遅

恵 恵、 態、 舌，＂甘a、 携 掲 t柔 i薬務 経 経

継 講堂 茎 室 蛍 蛍 軽 事室 頚 頚

鶏 鶏 r-襲 欠 被 決 決 倹 倹

剣 割j銅剣錫錫 圏 圏 検 椋 権 権 献 献

県 犠 険 険 顕 顛 験 験 厳 鍛

虎 馬 鼓 競 効 数 広 廃 恒 t!i 
晃 暁 稿 藁 鉱 砿有責鍍 劫 却 号 競

轟 喜尊 国 園 嵯 塞 漬 済 砕 葬

斎 鷲 剤 剤 財 賎 冴 (!i涯 坂 阪

崎 I埼碕寄 桜 樫 冊 崩 雑 雑 皐 主義

参 参 惨 惨 桟 楼 蚕 轟 讃 讃

賛 賛 残 理 糸 赫 紙 E円~己， 歯 歯

事 事 w. 見 爾 会ミ 辞 酔 湿 j累

質 ！貢 実 賓 篠 校 -;+ ’h‘t h・ f袋 ＋縫 舎 舎
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エラー一覧表

．エラー一覧表
表 刀て 区 分 原 因 対 策

一時登録文書なし 文書ディスク
文書ガ登録されていないのに一時登録文

文書フ戸イルを~換する
書を呼び出そうとし疋

一時登録容量超過 文書ディスク
一時登録の際、登録しようとする文書の 番号登録、登録名登録などで

容量ガ大きすぎる 代用する

インデント超過 画萄 画面上のインデントの数ガ100を超えた タブやスペースで代用する

オフライン状態 プリンタ プリンタガオフライン状態である
オンライン状態にして~
＋囚 キーを押す

開始位置なし システムディスク2
ラベル印字のフォマット設定において、

開始位置を設定する
開始位置が設定されていない

E妥当頂固なし 画面 抽出の際、指定しだ項目ガない データを入力し直す

E妥当登録名なし 文書ディスク
文書の呼び出しの際、登録されていない

登録名を入力し直す
登録名を入力した

該当部首名なし 画 面 入力し疋部首名ガない 部首名を入力し直す

該当見出しなし
システムディスク2ユーザー辞書、分野別辞書の消去の際、

見出しを入力し直す
辞書ディスク 登録されていない見出しを入力した

区切番号超過 文書ディスク
さし込み印字の際、指定し芝区切番号に

区切り番号を小さくする
対応するデータガない

罫線第界数超過 画面 罫線i莞界数ガ100を超えだ 不要な罫線i莞界を消去する

書式設定で用紙サイズを変更する場合、
新しい書式ではみだす罫線を消罫線はみだし 画面 罫線が設定した用紙サイズのT行字獄か

らはみだす
去する

罫線本敏超過 画面
入力できる罫線の本数ガいっぱいになっ

不要な罫線を消去する
1三一

罫線容量不足 画面 罫線の画面メモリ容量を超えだ 不要な罫線を消去する

最大登録番号超過 文書ディスク
領域指定の文書コピで、 コピー先の登 コピ先の登録番号を小さいも

録番号ガ499を超えた のに愛更する

さし込み不可 画 面
さし込み臼字において、画面上の文書に

0、£を入力する
0、£が入力されていない

ジャンプ先不可 画 面
手続き内容修正の判断設定で、実行する 直 亘 キーで消去後、正しし1タツ

タッチ数の設定ガ誤っている チ数を入力し直す

初期化不可 文書ディスク
初期化しようとしだ文書ディスクに異常

文書ディスクを交換する
ガ発生しだ

番号登録、手続き登録の際、すでに文書

既に登録済 文書ディスク （手続き）が登録されている番号を入力し 空いている番号を入力レ直す

1三

手続きの合成中、呼び出す手続きの数ガ
合成する手続きを50以内にする

50を超え芝
手続き数異常 文書ディスク

指定されていない操作を笠録しようとし
手続きを指定してから登録する

1三
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エラー一覧表

表 刀『 区 分 原 因 X!t 策

手続き未登録 文書ディスク
手続きの呼び出しまだはコピーの際、登

番号を入力し直す
録されていない番号を入力した

データ異常 画 面
抽出まだは分類を行う際、指定した7デ すべてのデータの行数を合わせ

タの行数が致していない る

データ数オーH- 画面
手続きの内容修正の際、タッチ叡ガ500

不要な部分を消去する
を超え疋

抽出まだは分類を行う際、入力されてい

データ不足 画面 るデタの行数万指定したアタの行数 データの行委史を多くする

より少ない

登録語容量不足
システムディスク2ユーザー辞書、分野別辞書の登録の際、

不要な登録語を消去する
辞書ディスク 登録できるだけの容量がない

登録名異常 文書ディスク
登録名のない文書を愛録名登録の領域に

登録名変更で登録名をつける
コピーしようとしだ

室録名領域不足 文書ディスク 登録名登録の領威がいっぱいである
不要な文書を文書消去する

番号登録する

同一登録名あり 文書ディスク
登録名登録の際、すでに登録されている

登録名を入力し直す
登録音を入力しだ

システムディスク2
ユーザー辞書、分野別辞書の登録の際、

同一見出し超過
辞書ディスク

すでにfα固の登録語ガ登録されている見 見出しを入力し直す

出しを入力した

＝重登録
システムディスク2ユーザー辞書、分野別辞書の登録の際、

登録の必要なし
辞書ディスク すでに登録されている登録語を入力し芝

日付指定エラー 文書ディスク
検索呼び出しで、日｛寸範囲の指定ガ矛盾

正しい日ぱけを入力し直す
している

ディスク異常 各種ディスク
実行する機能に該当しないディスクガド

ディスクを~換する
ライフ‘にセットされている

ディスクエラー 各種ディスク ディスク内部に異常ガ発生しだ 新しいディスクをセットする

ディスク書込異常 各種ディスク
ディスクに情報を書き込む際、異常ガ発 操作をやり直す

生しだ 新しいディスクと受換する

ディスク書込禁i上 各種ディスク
ディスクガ、書き込み禁i上状態になって 書き込み禁正スイッチを書き込

いる み可能な状態にする

ディスク不備 各種ディスク ドライフ’｜こディスクガセットされていない ディスクをセットする

ディスク容量不足 文書ディスク
文書ディスクに文書を至宝録するだけの空 他の文書ディスクに登録する

き領域がない 文書ディスク整理を行う

ディスク読出異常 各種ディスク
ディスクから情報を読み出す際、異常ガ

操作をやり直す
発生し疋

複写不可能 画面
複写の際、インデントあるいは文字数の 複写する領域を減らす

容量を超える複写を行つ疋 分けて複写する

文書処理禁比 文書ディスク
秘密文書を機密語を入力せずに操作しょ

機密語を入力して操作する
うとしだ
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表 刀1 区 分 原 因 対 策

文書来霊録 文書ディスク
文書の呼び出しの際、登録されていない

番号、登録名を入力し直す・
番号、登録名を入力し芝

－文書呼出不可 文書ディスク
文書呼び出しの際、呼び出す文書の中に その文書を入力しだ機械で処理

処理できないアタガある できないデタを消去する

分類容量不足 画 面
分類の際、分類可能範囲を超えるデータ

データを減らす
ガ入力されている

プリンタエラー プリンタ プリンタに異常ガ発生し芝 いったんプリンタの電源を切る

プリンタ電源断 プリンタ プリンタの電源ガ入っていない プリンタの電源を入れる

保護指定文書 文書ディスク
文書保護されている文書を消去、更新登

文書保護を解除する
録しようとしだ

文字紋オー／＼－ 画面 画面上のメモリを超える文字を入力した 不要な文字を消去する

文書入力中に他の文書を呼び出す際、用 入力中の文書の用紙サイズを、

用紙サイズエラー 画面 紙サイズガ入力中の文書より呼び出す文 呼び出す文書の用紙サイズより

書のほうが大きい も大きく設定し直す

用紙枚数オーHー 画面
画面上に表示される入力中の文書の用紙 登録を行い、画面上の文書を消

枚数ガ50枚を超え疋 去して新疋に入力する

ラベル印字で、呼び出そうとし芝文書に
ラベル印字用のデータガ入力さ

ラベル印字不可 文書ディスク ラベル団字周のデータガ入力されていな れている文書を呼び出す
t,¥ 

書式設定で、画面上の枠あけの最大より 画面の用紙サイズを枠あけ最大
枠あけはみだし 画面

小さい用紙サイズに愛更しようとした サイズ以」こにする
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穴うめ

文書編集のときに、あらかじめ入刀しておい

芝「O」、「£」を捜し出し、文字を差し替えてい

く機能です。

さし込み臼字参照

網掛け

強調しだい文字や空白に網（模様〉を掛けるこ

とで、デザイン処理の一種です。

アンダーライン

強調し疋い文字の下に線を引くことです。縦

書きのときは文字の石に引かれます。

異体字

旧字体の漢字を、本書では異体字と呼んでい

ます。

1行字紋

文書を作成するときのT行の文字数のことで、

書式設定で指定します。

移動

文書のある部分を同一文書内の指定し創立置

に移しぎす。

印字

プリンタで、作成した文書を打ち出すことを、

印字と呼んでいます。

日字イメージ表示

入力されだ文書の用紙のレイ戸ウトを画面土

に表示させる機能です。

回字方向

プリンタで印字し疋場合の文書の方向で、横

書きと縦書きガあります。

書式設定で指定します。

インデント

行頭を何文字分か下げて入力できるように指

定できる機能です。

Eう

Eえ

Eお

ウインドウ

選択画面や入力画面に重ねて、設定用の項目

などが枠囲みで表示されることをいいます。

窓に似ているだめ、このような名部で呼ばれ

ています。

上っき文字

化学式や数式で、上についている小さな文字

のことをいいます。

x2+ 2 x y十 y2 

上っき文字

エラーメッセージ

操作をまちがつだときなどに画面に表示され

るメッセージのことをいいます。

欧文

ヨ一口ッIi.諸国、英米の言語で書かれた文章

を、欧文と呼んでいます。

欧文モードでは、英語、ドイツ語、フランス

語、スペイン語、の4力国語ガ書けます。

畝文モード

臥文を入力する疋めのモードで、欧文独特の

文字間隔、~芝は行末処理ガ行われ芝、見や

すい欧文文書を作成することができます。

Eヵ、
カーソル

画面」こに表示されるマーつ（・、惨など〉で、

文字の入力位置や項目の指定位置を示します。

解除

作動中の機能を途中で中Iよし、もとの状態に

戻すことをいいます。

改行

行を改めることを改行といいます。文字を入

力するとき、行の石漏までくると自動的に決

行ヘ文字ガ送られます。行の途中で改行する
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改行ピッチ

印字の際の、行と行の間隔を表すものです。

外字

自分で作つだ文字や記号、マークなどのパタ

ーンをいいます。
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回慰文字臼字

文字を回転させて印字する機能です。 4倍角

文字に指定できます。

改頁（改ページ）

ページを改めることを改ペ ジといいます。

通常は、 7ページあたりの行数ガ決まってい

るので、その行委買を超えて入力すると自動的

にページガ改まります。ページの途中で改ペ

ージするときは固＋囚キーを押します。

カーソル位置に J マークガっき、カーソル

は決ページ（決行〉の先頭に移動します。

鉱大文字印字

文字を拡大して印字する機能です。

1つの文字を、最高縦24倍×横24倍まで拡大

して印字できます。

学習機能

効率のよい漢字変換を行う疋め、変換で漢字

の選択を行うだびに、選択しだ漢字を、次の

蛮換時の第→柔補にもってくる機能をいいま

す。変換時の優先順位を記憶するという意昧

で、学習機能と呼ばれます。

カザリ文字

文字を立体的にしだり、太くし疋りして臼字

する機能で、 4倍角文字に指定できます。

tき
キーガイダンス

画面の一番下の位置で、現在フコフンワション

キーで入力司能な機能を表示している箇所の

用語集

ことをいいます。

機密語

作成し疋文書を機密文書として扱う際に、登

録、呼び出しなどに必要な語句のことです。

行間

行と行の聞の幅のことです。

行末処理

（ワードラップ処理〉

欧文モードで、入力途中の単語ガ2行にまた

がるときに、その単語を自動的に決の行に移

す機能です。

切り賠り

文書作成中に、他の登録文書の一部（文字到の

み）を取り出し作成中の文書に追加・挿入する

機能です。

禁則処理

文書を作成するとき、句読点やかっこ、ぬ音、

促琶などが、行頭あるいは行末に入力されな

いよう自動的lこ処理する機能です。

均等割り付け

指定しだ範囲の中で、文字間隔が等しくなる

ように文字を劃り伺けて印字する機能です。

I け
罫線

表や、枠囲みに用いる線のことです。

戸ン夕、ーラインとは異なります。

罫線第界

罫線ブロックを示す魔界線で、自由に設定す

ることガできます。

罫線ブロックを新だに作るときに、この罫線

境界を設定します。

罫線ブロック

罫線境界から次の罫線境界までの2000行の範

囲のことで、フ‘ロック内でのみ続けて罫線を

引くことガできます。

罫線級き印字

罫線のある文書で、罫線を披いて印字を行う

万法です。
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ケタ揃え 字の内容を判断して変換するだめの語量集

数値のケタや小数点を、自動的に設定位置に （ごいしゅう）のようなものを辞書と呼んでい
揃えて入力する機能です。 ます。システムディスワに初めから入ってい

る漢字変換用の辞書には、部首別辞書、音副｜
検索 辞書ガあります。
指定され疋語句を文中から痩し出す機能です。

システムディスク
横索置換 ワープロとして動かすだめの情報ガ保摩され
文中から横索しだ語句を、指定し疋語句に置 ているディスクのことで、システムディスク
き換える機能です。 ？ とシステムアイス~2 があります。

下っき文字
更新登録 化学式や数式で、下についている小さな文字
以前に作成しだ文書に追加 ・修正を加えて登 のことをいいます。
録し直すことをいいます。

降順
H下tっ一S寸き一0文一J4 字

分類の条件で、大→小に並べ替えます。文字

のときはコ ド！｜関（4桁の番号〉の大→小にな 斜体文字印字
ります。 文字を斜めにして印字する機能です。 4倍角

文字に指定できます。
孔数

連続用紙の切り取り線と切り取り線の聞にあ 昇順

る孔の数のことをいいます。 分類の条件で、小→大に並べ替えます。文字

のときはコード順（4桁の番号〉の小→大です。
コピー

同じものをもうひとつ写しとって作ることを 消去

いいます。＝複写 画面上に表示されている文字や罫線などを消

I iさ すことをいいます。

削除 初期化

作成し疋文書の不要部分を取り除くことをい 新しいフロッピーディスつや、不要になっ疋
います。 フロッピーディスクに情報やデータを書き込

めるようにディスク上に枠づくりをすること
さし込ゐ印字 をいいぎす。
文書を作成するときに、「£」、まだは「O」を入

力しておいて、印字のとき、その記号のとこ 書式
ろに、登録しておいたさし込み語句を入れて 一行の文字数、行問、用紙サイズなど文書の
日字する機能です。 形式のことをいいます。

さし込み語句 書式統一
さし込み印字に使用する定めの語句で、通常 文書中に行単位で設定され疋すべての書式を、
の文書登録により登録し、さし込み印字に利 文頭で設定されている書式に統一することを
用します。 いいます。

Eし Eす
辞書

スケール
漢字や語句を表示するときの、指定された文

入力画面の土？行に表示されている目盛りで、
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『せ

Eそ

Eた

Eち

Eて

行中のカーソル位置、タブの設定位置を表示

しています。

センタリング

文字列を行の中央の位置に移動することをい

います。

全角文字

普通サイズの文字のことをいいます。

待入

すでに入力されている部分に語句や文などを、

新だに入力することをいいます。

タッチ番号

手続き機能で登録され芝手続きの実行JI慎序を

示す番号のことです。

可
」る～え揃置位定

。
し

す

門
疋
で

設
と

、
？
」

を
の

置

能
位

機

力

る
入

き
の
で

ブ
｛
子
ガ

タ
文
と

抱出

文書中から、指定し疋条件に~~当するデータ
だけを選び出す機能をいいます。

データ変換

このソフトで作成しだ文書を他の日本語ワー

ドプロセッサで、も使用できるように、ディス

クに登録しだ文書データの内容を、他の日本

語ワードプロセッサなどが読み込めるデータ

にすることです。

定型文書設定

（フォーマット設定〉

原稿用紙などのあらかじめます自のある用紙

に団字する際、用紙のます巴サイズに合うよ

うにフォーマットを設定することをいいます。

手続き

同じキー操作の繰り返しゃ複雑な操作を記憶

させ、必要なときに呼び出して使用すること

ができる機能です。

Eと

Eな

I lこ

Eは

Eひ

テンキー

キーボードの石端にある類字入力用のキーで

す。

登録

作成し疋文書をディスクに保存しておくこと

をいいます。

ドライブ

フロッピディスクをセットするところのこ

とです。ディスク土の情報を読ん定り書き込

んだ、りする装置（ディスクドライブ〉を略して

こう呼んでいます。

申余白

袋とじの疋めに用紙の中央にとる余白のこと

をいいます。

入力

キーボードのキーを押して、文字や数字など

を打ち込むことをいいます。打ち込まれ疋文

字や数字は、ディスプレイの画面に表示され

ます。

倍角文字

全角文字の2倍の横幅、縦は同じ長さの文字

のことをいいます。

バックアップ

入力のときにキ を500タッチするごとに、入

力されだ文章ガシステムディスク2に自動的

に書き込まれる機能です。

一般的｜こは、アータの入つ芝ディスワのすべ

ての内容を別のディスクにコピーすることを

いいます。

半角文字

全角文字の半分の横帽、同じ縦の畏さの文字

のことをいいます。

左ヅメ
文字列を行の在婦に寄せる機能です。
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左余白

文書を印字するときの用紙の主側の余白のこ

とをいいます。

I~~、
ファンフションキー

キーボードの上部にある[II]～[EN]のキ

ーのことで、それぞれが特別な働きを持って

います。

フォーマット

ラベル臼字の際の印字の形式のことをいいま

す。

袋とじ

用紙を2つに折ってとじる万法のことです。

用紙サイズ85の文書に隈り、 84の用紙に

2ページ分ずつ聞に余白をとって袋とじ印字

をすることが可能です。

フッタ

各ページの用紙の下揃に一定の語句や文を自

動的に臼字する機能です。

〔
子
ま

印

き
し
で

返

定

り

指

繰

で
で

ま

件

部

E
R
円
切

5
フ一

Q
U

字印

す
じ

ま
同

し
、
［疋

を

指

書

に
文

き
の
と

獄

一

る

部

同

す

す

フリー

設定できる用紙サイズのT種で、幅ガプリン

タ幅内の変形サイズ CB5、A4などの規格

以外のサイズ）のことをいいます。

プロテクト領域

書式で設定する一行字紋を超え芝領威のこと

をいい、ここには、文字は入力できません。

文書ディスク

作成し疋文書を保存しておく疋めのディスク

です。

分野別辞書

簡単な男出しをつけ、語句や文を辞書として

登録しておき、見出しを入力することにより、

語句や文に変換できる機能で、入力の手問、

漢字変換の手聞が省けます。分野別辞書は、

辞書ディスクに登録されます。通常のかな漢

字変換では蛮換されない用語など、分野ごと
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に辞書ディスクを作れるという利点ガありま

す。

分類

一定の形式で作成されだデータを、指定しだ

順序に従って並べ替える機能です。

自を文や句語の定に

す

山
崎
で

上
能

の

機

紙

る
用

す

の

字

ジ

臼

ダ

一
に

ツ

ペ

的

ヘ

各

動

ページ付け

各ページの用紙の定位置に、自動的にペー

ジを臼字する機能です。

変換

文字や数字を、別の文字や数字などに変える

ことをいいます。一般的には、入力し疋ひら

がなを漢字lこ変えることをいいます。

編集

文書のレイ戸ウトを整える疋めに行ういろい

ろな作業を総和していいます。

Eみ
右ヅメ

文字到を行の右端に寄せることをいい示す。

Eむ
無変換

文字や叡字を、別の文字や叡字などに変えず、

入力しだままの文字にしておくことをいいま

す。

Eめ

用択選るれさ

。

一ホ

す

で

ま

一
ホ
い

表

いって
ド
し

ン

指
イ
を

つ

群

や
一

一
面
の

ユ
画

巨

二

択

頂

メ

選

の

」ドモ

す

な

ま
が

れ

ら

さ
ひ

用
「、

使

で
に

葉

う
言

よ

す

の

一ホ

勺

を

十

慧

－

状

迂

ド

の

忠

一
力

唱

モ

入

や

文字間隔

文字と文字の聞の空きのことで、初期値は4
ドットに設定されています。
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Eゆ

Eよ

ユーザー辞書

簡単な見出しをつけ、語句や文を辞書として

登録しておき、見出しを入力することにより、

語句や文に変換できる機能で、入力の手問、

漢字変換の手聞が省けます。

ユザ一辞書は、システムディスク2に登録

されます。

通常のかな漢字変換では変換されない園育名

詞や専門用語などの、辞書を作っておくと便

利です。

用紙サイズ

印字するだめの紙の大きさのことで、 85、

A4、84、A3、フリー、連続用紙の6種
類の中から選ぶことガできます。

呼び出し

ディスクに登録してある文書を、画面」二に表

示させることをいいます。

4倍角文字

全角文字の4個分の大きさの文字で、文字の

縦、横とも全角文字の2倍の長さになります。

Eら
ラベル印字

決められた形式（フォーマット）Iこ従って印字

する機能で、ハガキやラベルに臼字する際、

使用します。

E
E
E

，
 

－z

・・．．．．
 

Eれ

領滅指定

文書中で、ある処理を行い疋い範囲を指定す

ることをいいます。

両端揃え印字

（ジャスティファイ〉

欧文モードで、各行の行末を嫡えて、各単語

聞に適当なスペースを割り振り、 ちょうど両

端ガそろうように印字する機能です。

レイココウト

文字や図などの紙面への配置、割り付けのこ

とをいいます。

Eろ

Eわ

連文節

文章の中で、自然な発音と意昧で区切られる

最小の単位を文節といい、この文節が2つ以

よ連続し疋ものを連文節といいます。連文節

変換では、この文節を2つ以上入力してから、

変換作業を行うことにより、効率のよいキ一

入力ガ可能です。

ロゴ指定

ある範囲の文字だけを、文字間隔をOドット

にして、詰めて印字する機能です。

枠あけ

文書中の右側や主側の一部分に、写真や図を

入れるだめの枠（空白〕をあげる機能をいいま

す。

利文

日本語の文章のことを、和文と呼んでいます。
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目的別索引

・目的別索引

く索引集〉

・準備するとき
・ワープロ作業を始めるには・・H ・H ・.......・H ・－…H ・H ・.........・H ・－…...・H ・－…第1章 「起動する」 4 
・ヮ－プロ作業を終わるには...・H ・－－－………...・H ・H ・H ・－…....・H ・－…………第1章 「終了する」 g 

・システムディスクをコピーするには.....…...・ H ・－－第2章 「システムテ、ィスクをコピーするJ 12 

・文書ディスクを作成するには....・H ・...・H ・－…・第2章 「文書ディスクを作成する一 初期化J 15 

・プリンタの機種を変えるには…….....・H ・H ・H ・－…H ・H ・－－第2章「プリンタ機種を設定する」 18 

・文書の形式（書式）を設定するとき
・文書の仕土りの形式を設定・変更するには....・ H ・...・ H ・－一…第3章 「書式を設定するには」 23 

・行単位で仕上がりの形式を設定・蛮更するには...・ H ・...・ H ・－第3章 「書式を設定するには」 23 

・書式設定し疋行を捜し出すには…...・H ・...・H ・....・H ・－…H ・H ・－－…...・H ・－－第3章 「書式模索J 33 

・文書中の行で設定しだすべての書式を文頭の書式に統一する…… 第3章 「書式統一」 35 
・縦書きにするには・・H ・H ・－－－…H ・H ・...・H ・H ・H ・－…...・H ・...・H ・第3章 「書式設定の項目と意昧」 25 

・文字を入力する
・カーソルを移動するには……………………………....・ H ・.....・ H ・－第1章 「入力画面にするJ 6 
・文字を入力するには ...・H ・－－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第5章 47 

・かなをローマ字で入力する｜こは………………第5章 「かな入力方式とローマ字入力方式」 53 
・行を改めて入力（改行〉するには…・・…….....・H ・－…...・H ・－…H ・H ・－第6章 「行や頁をかえるJ 82 

・キーボード上にない文字や記号を入力するには...・ H ・－－第5章「コード入力」 「記号入力」 73 
・全角・半角－倍角.4倍角文字を入力するには…・・・・・・H ・第5章 「いろいろな文字の入力」 56 
・4倍角文字の種類を変重するには....・ H ・－…….....・ H ・－……ー第3章「書式を設定するには」 23 

・x2やH20のような／j＼さい文字を上や下につけるには第5章 「上っき文字・下っき文字J 76 
・漢字にふりガなをつけるには…….....・ H ・－……………・………...・ H ・－………第5章 「jレビ」 78 

・入力の条件を変要するには ....・H ・....・H ・－…………・H ・H ・...・H ・第4章 「各種モードの選択」 37 
・文字入力中に電源ガ切れだとき、入力文章を呼び出すには

…第9章 「パック戸ツプ呼び出しJ 178 
・欧文文字を入力するには...・H ・－－…...・H ・...・H ・...・H ・第12章 「欧文を作ります…欧文モード」 230

・いままでにない文字や特殊な記号を作るには…・……・…...・H ・...・H ・...・H ・－…第竹章 「外字」 220

・漢字に変換するとき
・通常の漢字！こ変換するには...・H ・....・H ・...・H ・・・・・・・H ・......・H ・－－第5章 「漢字に変換するには」 60 

・連文節で変換するlこは…....・ H ・－－－…...・ H ・－…一第5章 「漢字！こ変換するlこは 連文節変換J 62 

・ひらがなを続けて入力しておいて一括して漢字変換するには

…・・…第5章 「漢字に変換するには一括変換」 65 
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・通常の漢字変換で、変換されない語句の漢字変換は

…第5章「漢字lこ変換するには 音訓辞書変換」 68 
・部首別で入力する！こは・・H ・H ・・・H ・H ・－－－…H ・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・－第5章 「部首別入力」 71 

・日字体の漢字を入力するには...・H ・.....・H ・－…...・ H ・－………………・…－第5章 「異体字変換J 70 

・通常の漢字変換を常用の漢字の変換に制限するには...・ H ・－－第4章 「通常／常用漢字変換」 41 
・固育名詞を優先的に変換するには・……....・H ・－…………H ・H ・－－第4章 「固有名調優先変換」 41 
・よく使う漢字や語句を短いことばで自分の辞書として登録して使うには

…第10章 「ユーザー辞書J 194 
・固宵名詞や専門用語の分野別の辞書を作るには.........・H ・－…H ・H ・－…第10章 「分野別辞書」 207 

・かな漢字変換で、最後に選択しだ漢字を次回の第一候補とする機能は第4章 「学習機能」 45 
・一度変換し芝語句を？字の入力で変換する機能は....・H ・.....・H ・...・H ・－－－第5章 「短縮蛮換」 69 

・入力されている文書を修正するとき

・入力されている文字を一字ずつ抹消するには

…第6章「まちがっ疋文字を消すには一時抹消・後退」 85 
・文書のある範囲を消去（部分消去〉するには

…・・第6章 「まちがった文字を消すには 部分消去」 86 

・7行中のカーソルより左（ま芝は石〉にある文字を抹消するには

…第6章「まちガった文字を消すには行左・行右消去」 86 
・ひらがな（カタカナ〉をカタカナ（ひらがな〉に変えるには

……ー…………第5章「文字聞の変換ひらがな←カタカナ変換」 58 
・戸ルフ？ベットをひらがな（カタ力ナ〉｜こ変えるには

…第5章「文字聞の変換戸ルファベット←かな変換J 59 
・かなや数字をー字ずつ訂正するには....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・－－第6章「訂正する 一宇訂正」 88 

・文書の一部分を訂正するには…...・H ・－－……...・H ・....・H ・－－－…第6章「訂正する 部分訂正」 89 

・文書を編集する
・半角（全角〉文字を全角（半角〉文字に変換するには

…....・H ・－－第6章「文字の種類を変える倍角.4倍角」 90 
・半角・全角文字を倍角・ 4倍角文字に変換するには

…第6章「文字の種類を変える倍角・ 4倍角」 90 
・範囲を指定するには…・...・H ・－…・・・・・・・・・・・・H ・.......・H ・.....・H ・...・H ・第6章 「領域を指定する」 84 

・文字を行の石に寄せるには・・…H ・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・－第6章「文字の形を整える 右ヅメ」 92 

・文字を行のをに寄せるには－…H ・H ・.......・H ・－…H ・H ・－－第6章 「文字の形を整える左ヅメ」 92 
・文字を行の中央に寄せるには....・ H ・...・ H ・－…・・第6章 「文書の形を整える センタリング」 93 
・文字｜こ戸ンダーラインをつけるには…………第6章「文字を強調する 戸ンダーライン」 96 
・文字に網を掛けるには…・…....・H ・...・H ・－…...・H ・...・H ・－第6章「文字を強調する網掛け」 96 

・文字を指定する範囲！こ均等に割り伺けるには第6章「文字の形を整える 均等割り付け」 95 
・指定する文字聞を詰めるには………H ・H ・.....・H ・..........・H ・.....・H ・－第6章 「口ゴを指定する 98 

・文書の中から指定する語句を捜し出すには

……第6章「文字を探したり、置き換える模索J 109 
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目的別索引

・文書の中の指定する語句を別の語句に置き換えるには

………・第6章「文字を探したり、置き換える横索置換」 110
・文書の中の指定する語句を消去するには

....・ H ・－－…第6章「文字を探したり、置き換える横索消去」 112
・文書の途中で強制的にページを改めるには....・ H ・....・ H ・....・ H ・－－－第6章 「行や買を改める」 82 
・指定する範囲の文字を文書中で移動するには

…第6章「文字を穆動し定り、複写する文字の移動」 107
・指定する範囲の文字を文書中で複写するには

…第6章「文字を移動したり、複写する文字の複写J 108 

・文書をレイコフウトするとき
・文字を行頭から指定する文字数分下げて入力するには

……第6章「文字の形を整えるインデント」 94 
・文字を指定する位置で縦に揃えて入力するには ……第6章「文字や数字を揃える タブ」 99 
・数字の少数点位置を揃えて入力するには ....・H ・－第6章 「文字や数字を揃える ケタ揃えJ 102 
・文書中のタブを指定しだ行を捜すには…....・H ・－第6章 「文字や数字を揃える タブ模索J 103 
・文書中のヲブを同じ位置に統一するには第6章「文字や数字を揃える タブ消去・統一J 104 
・いくつかの文書から必要な文章だけを取り出して合成するには…第6章「切り賠りする」 115
・文書中の図や表を入れる部分を空白にするには....・H ・－第6章 「文書の一部に枠をあける」 117
・文書中の文字のレイ戸ウトの確認をするには・……・・第6章 「団字のイメージを知るには」 105
・レイ戸ウトを見ながら編集するには…・…・…...・ H ・－－－第6章 「印字のイメージを知るlこは」 105

・表を作成するとき
・表の罫線の種類を指定するには…・・・第7章 「表や枠を作るには 使用できる罫線の種類J 120 
・すでにヨ｜かれている罫線を移動するには………第7章 「表や枠を作るには 罫線の移動J 130 
・すでに引かれている罫線を複写するには …・・…・第7章 「表や枠を作るには 罫線の複写J 133 
・新しい罫線境界を設定しだり、消去するには

…第7章「表や枠を作るには罫線ガ引ける範囲J 122 

・文書の語句をさしかえて利用するとき
・文書の「言己号」部分に語句をうめて文書を完成させるには

…第6章 「穴うめ機能で文字を入れる」 113 
・文書の「言己号」部分！こ語句を差し込みながら、 差し込み語句の異なる文書をいくつも日字するに

は ...・ H ・－－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第8章 「さし込み印字をするJ 147 

・印字するとき
・印字するには ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第8章 「基本的な臼字の操作J 136 
・印字の条件を設定して、形良く印字するには………………第8章 「印字条件を設定する」 139 
・各用紙にページをつけて印字するには………第8章「印字条件を設定する ページ付けJ 139 
・各用紙の上端 ・下端に指定しだ文字を臼字するには …第8章 「ヘッダ ・フッタを入れるJ 143 
・連続用紙に連続印字するには………....・H ・－….....・ H ・.....・ H ・第8章 「印字条件を設定する」 139 
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目的別索引

・文書の一部を臼字するには…………H ・H ・－……H ・H ・－…...・H ・－…………第8章 「部分印字J 138 

・文書の罫線を抜いて日字するには…H ・H ・－－－第8章 「E日字条件を設定する 罫線扱き印字J 141 
・ラベルやハガキに宛名などを印字するには…・・…...・ H ・...・H ・－－第8章 「ラベルに印字する」 150

・文字を拡大して印字するには...・H ・－…H ・H ・－…...・H ・－…・第8章 「文字を艦大して印字するJ 158 
・イタリックや田監文字を印字するには....・H ・－－－－第8章 「固範文字・斜体文字を印字するJ 159 

・文書を保管し、利用するとき
・文書を一時的に保管するには－…・………H ・H ・－－…＂.・ H ・－…第9章「文書の登録一時登録J 166 
・文書に名前をつけて保管するには...・ H ・...・ H ・－…・……第9章「文書の登録登録名登録J 162 
・文書に番号をつけて保管するには.....・H ・＂.・ H ・＂.・H ・＂.・ H ・第9章 「文書の登録番号登録J 162 
・文書の一部分だけを保管するには….....・ H ・－一…・…・…・…第9章「文書の登録部分登録J 166 
・修正しだ文書を登録し直すには＂.・ H ・...・H ・＂＂.・H ・－…H ・H ・－－・第9章「文書の登録更新登録 167
・機密文書を保管するには・……・……………・……………第9章「文書の登録機密登録 J 168 
・一時登録し疋文書を利用するには

・…・第9章 「登録した文書を呼び出す一時登録した文書の呼び出しJ 170 
・登録名登録・番号登録しだ文書を利用するには

…第9章「登録した文書を呼び出す番号・登録名呼び出しJ 171 
・機密登録し疋文書を利用するには

…第9章「登録した文書を呼び出す機密文書の呼び出しJ 177 
・条件を満疋す必要な文書だけを利用するには

…・・….＂・ H ・－………第9章、「登録した文書を呼び出す横索呼び出しJ 174 
・登録文書のリストを出すには...・H ・－－第9章「登録し定文書を呼び出す リスト呼び出しJ 172 
・登録文書のリストを印字するには…第9章「登録した文書を管理する 文書リスト印字J 184 

・文書ディスクを整理するとき
・文書ディス7内のアーヲをすべて消すには…・第2章 「文書ディスクを作成する」初期化 15 
・登録文書の登録名を変吏するには…・・・第9章 「登録した文書を管理する 登録名の変更J 179 
・文書ディスクから不要な文書を消すには…第9章「登録した文書を管理する 文書消去J 183 
・文書を誤って消去するのを防ぐ、には

…第9章「登録した文書を管理する文書保護・保護解除J 182 
・文書ディスクをコピーするには…...・H ・－…＂..・H ・－…H ・H ・－第9章 「文書ディスクのコピーJ 186 

・条件を指定して、項目を選び出し走り並べ替えるとき
・指定し疋条件の語句・数値で項目を選び出す｜こは...・ H ・....・H ・－－－第13章 「選び出す抽出」 238
・指定しだ条件の語句・数値で項目を並べ替えるには＂.・ H ・－－…第13章 「並べ替える 分類」 243

・入力・編集時に計算するとき
・数値を入力しながら計算結果を入力するには＂.・ H ・H ・H ・－・第13章 「計算する 電卓・四貝U」 248 
・表やタブ入力しだ数値を計算するには…・...・ H ・H ・H ・.......・H ・－－－第13章「計算する 電卓」 250 
・一覧表などで縦・横の合計値を入力するには…・＂＂・ H ・－－－第13章 「計算する 縦書十・横言十J 253 
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目的別索引

・キー操作を記憶させ、再現するとき（手続き）
・手続きを作るには...・H ・H ・H ・......・H ・......・H ・....・H ・H ・H ・－第14章 「手続きの登録・呼び出し」 256 

・手続きを保管し、利用するには・H ・H ・－－…...・H ・・・・・・・・ H ・－第14章 「手続きの登録・呼ひ守出し」 256 
・登録されている手続きを整理／統合するには...・H ・－…....・H ・－…...・H ・－－……H ・H ・...・H ・第14章 262 

．データの共有をはかるとき
・文書フPイルを書院WD-600シリーズと相互に利用するには

…第15章「WD-600文書との変換、登録文書の互換性」 281
・文書フpイルを書院w0-5000/5010などと相互に利用するには

－……・……第15章 「登録文書の互換性J 283 
・MS-DOSやBASICのフpイルを相互に利用するには

…第15章 「アスキーファイルとの変換」 279 

・その他
・時刻・日叶を設定するには....・H ・－…....・H ・....・H ・....・H ・...・ H ・.....・H ・－・付録 「時刻・白骨け」 286 
・目的を表示・文書中に入力するには…....・ H ・－－…………...・ H ・－…ー……付録「日付け入力」 288 
・変換できない漢字をコード入力するには...・H ・.....・H ・....・H ・H ・H ・－付録 文字索引・コード表 289 
・ローマ字入力の表記法が知りだいときは・…...・H ・－…...・H ・－－－付録 「ローマ字／かな対応表」 345 
・エラーが表示され疋ときは…....・H ・...・H ・H ・H ・－…H ・H ・－－…・・・・…－－－－一付録 「工ラ一一覧表」 331 
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ローマ字／かな対応表
あ ff a u e 。 L、ぇ 1f ye 

か h ka ki ku ke ko きゃ1i kya kyi kyu kye kyo 

ca cu co 

qu 

さ h sa SI SU se so しゃ行 sya sy1 syu sye syo 

shi sha shu she sho 

Tニ fr ta ti tu te to ちゃ1f tya tyi tyu tve tyo 

chi tsu cya cyi eye 

cha chu che cho 

な 行 na nl nu ne no にやfr nya ny1 nyu nye nyo 

は 行 ha hi hu he ho ひやf寸 hya hyi hyu hye hyo 

fu 

ま f子 打1a 町11 口JU π1e 汀10 みや干す 口1ya my1 myu 百1ye ロ1yo

や行 ya yu yo 

ら行’ ra ri ru re ro リゃfi rya ryi ryu rye ryo 

la Ju le lo !ya lyi lyu lye Iyo 

わ 行 wa WI we WO 

ん 行 n nn m nx n 

カず 千二T ga g1 日U ge go さやh gya gyi gyu gye gyo 

ざ行ー za Zl zu ze zo じゃh zya zyi zyu zye zyo 

ia ju je JO 

だ f子 da di du de do ぢゃh dya dyi dyu dye dyo 

lま fr ba bi bu be bo びゃ1f bya byi byu bye byo 

li0 fr pa pi pu pe po びゃ行 pya pyi pyu pye pyo 

f足音 .t幼背 （つまる育、小さな'tYlの特殊な入力方法

あ 行 ¥a ¥i ¥u ¥e ¥0 つあh wha whi whe who 

ヴァf丁 va vi vu ve VO 

カ 守子 ¥ka ¥ke くあfr qa qi qe QO 

くわ行 qwa QWI qwu qwe QWO 

kwa kwi kwu kwe kwo 

ぐわ千t gwa gwi gwu gwe gwo 

た f子 ¥tu つあ行 tsa tsi tse tso 

¥tsu てやf寸 tha thi thu the tho 

でーやfr dha dhi dhu dhe dho 

.，；、 ぁfi fa fi fe fo 

J、ゃfi fya fyu fyo 

.； ~ わ f子 pwa pw1 pwu pwe pwo 

や千二T ¥ya ¥yu ¥yo 

わ 行 ¥wa 

※va Cヴ戸〉、 viCヴィ〉、 vucヴ〉、 veCヴ工〉、 VO（ヴォ〉、￥｜くaC力〉、￥｜くeCケ〉は、力

タ力ナのみ入力できます。
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ローマ字における特殊な入力

・“ん”（“ンづの入力

例） ringo→ “りんご”

“ん”は“n”（または“m”〉により入力します。

だだし、川”の後にa,i, u. e. o. yガ続くとき、 “ん”が最後にくるとき、

“ん”を単独入力するときは、＂ n”の後に“×”E安定は“，”（戸ポストロフィー）を

入力します。

例） han×｜→“はんし1”

Chan’i) 

milくamく→ “みかん”

n× → “ん”

・“つ”（ヘy”）の入力

子音を重ねて入力します。

例） bilく｜くuri→“ひ、っくり”
asatte→“あさって”

・のばす音（長音）の入力

' －” （ハイフンま疋はマイナス記号〉を入力します。

例） wa-ouro → “ワープロ”

・句読点の入力

読点（、〉および句点（。〉は、図 キーおよび図キーで入力します0

・小さい文字の入力

￥を前につけて入力する小さい文字 C¥a →τ、 ￥ YU ~ "K)J ＇’〉は、~
キ を押しながら入力することもできます。

このときは￥はつけません。

例） ~を押しながらa → ぁ
巴日を押しながらYU→“ゆ”

略字入力

@S 昭和 @N 年

@T 都 @O 道

＠｜ 市 @U 区

@M キ立 @A 「舌」ー『

@B 番 @X 主c:Jコ

@O 御中
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@G 月 @H 日

@F 府 @K 県

@Q 郡 @C 町

@Y 丁目 @V 番地

@Z 殿 @R 様





ザャーヨ巴楠読会ね
本 社〒545 大阪市阿倍野区長池町22書22号

電話 06(621)1221 （大代表）

情報システム 干639-11 奈良県大和郡山市美濃庄町492
事集本部 電話 07435(3)5 5 21 （大代表）
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